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〔凡例〕

１．適宜、句読点を付した。

２．漢字の旧字・異体字は基本的に常用の新字に改めた。
ぐらむ

３．難読字には、読み仮名を振った（例：瓦）。

４．明らかな脱字は、［ ］に入れて補った（例：出掛ケ［タ］ノデ）。
［斯］

５．文意の通じにくい誤字には、正字を［ ］に入れて誤字の上に記した（例：期く）。

６．解読不能な文字は、字数分を□で表記し、推定可能な場合は［ ］に入れて□の上に
［給］

記した（例：俸□）。推測の域を脱しない場合は［ カ］と表記した。
［二字空欄］

７．空欄は、字数分を□で表記し、その旨を［ ］に入れて□の上に記した（例：森川□□）。

なお、推定可能な場合は［ ］に入れて□の上に記した。。

８．カタカナ表記の外国語は、推定可能な場合、初出個所に原語のつづり字を記した。な

お、意味が難解な場合には、つづり字の後に［ ］に入れて訳語を記した。

９．「明治三十六年当用日記」、「明治三十七年当用日記」は通し番号を付して脚注を作成

した。

１０．「金銭出納録」（附録１、２）、「収支一覧表」（附録３、４）では、基本的に漢数字を

算用数字に改めた。

１１．「収支一覧表」（附録３、４）は、原表より収支合計、支出合計、残高、添え書きを抜

粋して、１つの表にまとめた。

１２．紀行日記では、地名について、初出個所で、読み仮名をカタカナで振った。

１３．紀行日記中、当用日記にも登場せず、文章中重要な人物である場合は、姓名を［ ］

に入れて上に記した。
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「明治三十六年当用日記」（１９０３年）

「明治三十七年当用日記」（１９０４年）
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「北海紀行」（１９０４年８月）

遠友夜学校教師を務めた札幌農学校生（１９０４年６月）
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明治三十六年当用日記

一月一日（木） 雪

《（二日）売出しと云ふもの見ばやと十二時頃より大光寺氏１）と共ニ南一条２）ニ出で行く。

丸井呉服店３）の前ニたゝづみて見物す。田舎ノ若者など装へ来りて慾の奴隷となす。をし

合へへし合へすること、いと浅まし》。九時半より学校演武場ニて拝賀式４）を行ふ。午後
［赴］

よりハ回礼ニをもむき、山鼻の斉藤氏５）宅を訪問す。夜は、市中を散歩して後、安東氏６）

よりシエキスピヤ７）ノ劇の坪内先生８）ノ評訳９）を借れて見る。

一月二日（金） 晴

〔受信〕小島１０）

（前の記事あり）
［ば］

午前は大光寺氏と中島遊園地１１）ニ散歩す。正月なれは各商家の売出して中々にぎわし。帰

途、大光寺氏ハ富貴堂１２）及び中野１３）ニ立よりて買物をなせり。午後は一人にて円山の麓迄

散歩し、南一条を通りて帰る。夜は、角館君１４）来訪せらる。足助君１５）も来られ談話ニ花が

咲く。角館君ハ九時半頃迄居られたり。此の日午前午後共例年ニなき暖かさにて雪も降ら

ざりしが、夜ニ入りて雨となれり。

一月三日（土） 曇

〔受信〕繁、貞三１６）

午前一時頃北方ニ火事あり。小泉１７）の辺ニ当るなれば洋服を着て飛び出す。場所は停車場１８）

構内の待ち合へ茶屋なり。午前中は室ニありて進化論を読む。午後一時頃より兼而足助氏
［ば］ ［ば］

と約ありて工藤君１９）を訪ふ積りなれは出で行く。然し風雨烈しけれは中座して、御国名物

之柚子菓子ノ御馳走ニ預り、種々談論之未、教会ニ付て問合し、帰舎せしは五時近くなり

し。午後は無事。

一月四日（日） 晴

〔受信〕太布２０）、貞三、河村
［ど］

午前中は蟄居して進化論を読む。昼飯後散歩ニ出掛く。小泉氏を訪問せしかと不在なり。

夜は安部氏２１）と原先生２２）ノ宅ニ参る。古風ノスゴロクを遊びカルタノ後ち恩地氏２３）のうた

へ、熊坂長範２４）及び恩地君と先生ノ羽衣２５）あり抱腹す。尚ほ先生ノ琴あり、十一時ニ辞して帰舎す。

一月五日（月）

〔受信〕貞五郎２６）、壽郎２７）、小太郎２８）、諸氏ノ年賀状

朝は独りニて豊平川の
bank［土手］

バンクを散歩す。日々の天気なれば、已に堅た雪となり、雪上を渡
［が］

るを得、風景中々好ク、初めは好天気なりしか、急ニ風雪をもようす。帰途富貴堂ニ立ち
［汎論］

寄りて書籍を求む。午後は少しく進化新論２９）を読み、何に事もなし。夜は畜産反論３０）を読

み、其他雑読す。

一月六日（火） 晴

〔発信〕明八様３１）へ手紙 直次３２）、末藏様３３）へ年賀状

明治三十六年当用日記
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〔受信〕父上より。内藤３４）、長五郎３５）、隼次郎３６）、兵吉３７）、直次 年賀状

朝は例之如く八時半迄臥床ニあり。休暇も早や明日のみなれば安眠をむさぼるも今日あす
［ば］

のみなれはいと心細し。河内氏３８）来りて遠友夜学校３９）の受け持ちを手伝へくれずやと云ふ。

吾れも左程忙しからざれば甘諾す。夜更にくわしく相談せんとて別る。家郷より書信あり。
［じ］ ［騒ぎ］

農作物の不作は三戸郡ト同しく、米穀は二分作位ならんとノ御話し。やがて農民の験きも

あらずやと心配さる。午後は末光君４０）を訪問す。河内氏も来らる。四時頃辞し帰る。夜は
［紹］

末光、池田４１）諸氏と遠友夜学校ニ赴く。二人の新しき先生として余等を招介せらる。吾等

も又新任の挨拶として以後充分なる同情と能ふ丈けの心切と誠実を以て教鞭を取るべきむ

ねを誓ふ。七時半頃帰舎。大光寺氏来る。

一月七日（水）

〔受信〕千葉４２）、大森孫四郎様 年賀状

今日は少しく雪降り出したれど十時頃小泉兄を訪問す。三年ノ小椋なる人４３）も来りて、種々

談話ニ時を移す。昼飯之御馳走ニ預り、四時頃帰舎す。東郷君４４）病気ノ為メ暫時外泊せん
［だ］

とて荷物を運ぶ。余も少しく手伝す。夜は末光、池田氏と夜学校ニ出掛く。未た時間割も
［ざ］ ［ど］

道具も備はされど学課を休みとして時間表だけを写さしむ。三年の方は宜けれとも、二年
わ ［汎論］

級ハ中々書けず一時間もかゝる。遂ニ余れも筆とりて書き与ふ。帰舎後、畜産反論を少し

く読む。

一月八日（木）

〔受信〕貞治４５）様
［べ］

朝、今日より始業あるへき日なれど、例之如く時間表と先生ノ御話しのみにて十時頃より
［で］

終る。小泉、少［し］の間来り話す。南一条ニ出てゝ買物す。角館氏来訪。午後は薪を切

りて運び、風呂ニ入る。夜は学校ニ行く。

一月九日（金）

〔受信〕小島氏より小包着

朝は学校あり。顕微鏡にて物質の計り方及び
prism

プリスムを用へての写生機を実験す。午後よ

りハ安東氏と共ニ遊園地ニ散歩ニ出掛く。夜、先般小島氏ニ依頼せしトルストイ及びゴル

キーの著書着す。夜学校ニ行く。今晩ハ寄宿舎ノカルタ会あるなれば、帰舎後縦覧室４６）ニ

行き、種々ノ御馳走ニなる４７）。

一月十日（土）

〔受信〕明八、未藏、小島、森澤徳太郎４８）
［ば］ ［が］

習へ性となるにて、休み中よりノ朝寝のくせを付けしかは、今となりても中々朝目か醒め
［ぎ］ はじ ［ば］

じ。今日も八時頃ニ起床急きて教室ニ行く。尾泉氏４９）の農具論あり。先めてなれは御話し

のみ。東京ニて袂別後、更ニ住所様子共不明なりし森澤君より年賀状来る。矢張り山口高

等学校ニ在学せり。夜は夜学校ニ行く。此日河内君の代理となりて教授す。安東氏室ニ行

きて馳走になり十一時就寝。

一月十一日（日）

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

― ２ ―



〔発信〕小島、森澤 故郷へ雑誌を送る
［ぎ］ ［ぎ］

朝起きしは九時過きなりし。急きて飯を食へ、小島氏ニ手紙を書き、太陽５０）及少年世界５１）

を故国ニ送る。午後は室内にあり。風呂ニ入りて学校ニ出掛く。今日は男生［徒］ノ新年
［ば］

ノ遊びをなすなれは、末光と竹田５２）ノ演説ありて直ニ遊戯ニうつる。九時頃解散せんとせ
［ど］ ［惜］ ［ば］

しかと皆々尚ホ余りをしげなれは、十時迄愉快ニ種々ノ遊びをなして帰る。就寝は十時半。

一月十二日（月）

午前は授業例之如し。午後よりハ市の西を散歩し帰りて独逸語をさらう。今夜は夜学校余
［ど］ ［だ］ ［ば］

ノ番なれと竹田氏尚ホ未た熟練せざれは、今晩は河内行きて余は明日行く事とす。雪降り
［ジ］

中々烈し。トルストイの小説をニペーズ許り読み、其の他明日ノ学課をさらへ、床に入り

て徳富氏ノトルストイ５３）を読む。中々興味深く、十一時頃迄、傑作戦争と平和の梗概を読

み終る。

一月十三日（火）

〔受信〕山谷５４）、下斗米忠次郎 年賀状 古館５５）氏より年賀状来る。
［が］ ［ぎ］

今朝ハ六時頃目覚めしか、再び眠りて八時半の鐘を聞きて起き出づ。急き顔を洗へ、朝食
［ず］ ［ば］

もせすして学校ニ行く。午後は農園ニ行く。
plough［犂］

プラウの構造を見るなれは、一々分離して更

ニ又之れを組み立て三時頃終る。夜は夜学校ニ行く。時間割を改正して、火木土の日を吾

が受け持ち日と定む。作文を渡す。

一月十四日（水）
［ず］

学校ニ行く。一昨夜より運動ノ節、左胸痛を覚へしかば、肺ニ関係せすやと心配されしか

ば、植物の実験を休みて札幌病院５６）ニ行く。診察の結果、胃とリウマチスなりと言は［れ］、
［ぎ］

薬をとりて来る。実験は急きし為メ書き終れり。午後よりハ散歩として南七条辺ニ出て西
［復］ ［ぎ］

七丁目を通りて帰舎す。夜は風呂あり。東郷氏来らる。学校の課業を複習し十一時過き就

寝す。

一月十五日（木）

朝は例の如く、八時ニ朝食を終りて、学校ニ行く。午後よりハ散歩として農園ニ行き、角

館君を訪問す。夜は学校ニ行き九時頃帰舎す。

一月十六日（金）

〔受信〕国分市郎様

朝は学校あり。午後は病院ニ行き、南一条を廻りて帰る。二時より級会の新年会あり。来
［ど］ ［鮨］

会者二十二三名、カルタ等の遊戯をなし、菓子、林檎なとの御馳走あり。夜食としてすし

出で、それより例のゴロへ、名指しなどあり。又々トランプを一同に勝負し、散会せし

ハ九時なりし。

一月十七日（土） 寒冷

朝は学校ニ行く。午後よりは散歩ニ南の方ニ出掛けて、創成川側の大工に額縁を注文す。

材はヲンコにて代価は壱円なり。此の日一時半より蠣�君５７）と松村松年氏５８）の演説あり５９）。
［ど］

松村氏ハハンガリ国の情況、人情、風俗、学生の事なとに付て演べられたり。夜は夜学校
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ニ行く。九時前ニ帰舎。安部の室ニ至り、暫時談話ノ後帰りて、レジュアレクション６０）を

読み、十二時ニ至り就寝す。

一月十八日（日） 寒冷

〔受信〕小島
［擦］

朝ハ室ニ籠りて徳富氏のトルストイを読む。午後はサッ筆画をかきて四時ニ至る。此の日

夜は学校ニ行く積りなりしも、風呂ニ入り後れし為メ行かず。少許読書せしか、湯に入り
［催］

てつかれの為メ睡眠をまようし、常ニ帯もとかずに床ニ入る。七時半なりし。八時を聞き

てねむる。

一月十九日（月） 天気温

朝は例の如し。中飯後、一人ニて散歩を東橋６１）ニ試む。天気よき日なれば、散歩には好適

の日ニて、馬車の陸続として往来するはうるさかりしも、橋上ニ立ちて東西を眺め、白�々
の偶ニ手稲、恵庭の諸山を遠望せり。北海の雄大なる雪の景色として茲も数へられぬべし。

帰路は南一条ニ出で、富貴堂ニ立ち寄る。それよりは
German［ドイツ語］

ジヤマンをしらべふ。夜は買物の為

メ南二条６２）迄行く。

一月二十日（火）

朝は七時に起き出づ。顔を洗はんとする際、警鐘鳴る。女学校６３）前の火の見小屋焼けしな

りとか。何にか昔し話の例へにでもありそうな話し。午後よりは農園に実習の為メ行く。
sulky plough

ソルキプラウと播種器の分解を行へ、種々の播種器具を見て帰る。夜は遠友学校ニ行く。

帰舎後、読書の後就床。

一月二十一日（水）

朝は例の如し。動物実験の前、郵便局６４）ニ行きて為替を取組み出す。動物実験はカスベの
すこしばかり

骨の写生なり。午後は少許図書館ニ行き帰りて化学の筆記をなす。夜食後風呂に入りジヤ
［ 饅 頭 ］

マンを読み、ゼ・スピリット及びレジユアレクションを読む。大光寺氏来りて、マンヂユウ

の御馳走あり。談話十二時ニ至て漸く止む。

一月二十二日（木）
おそ ［ぎ］

昨夜、晩かりし為メ目を醒せしハ八時半近くなりし。急き顔を洗へ、教室ニ出づ。高杉先

生６５）は休みなり。午後は一人にて遊園地ニ散歩す。帰途、論理学６６）を求む。夜は学校迄逢

坂君６７）と共ニ行く。帰りて
lecture

レクチユアの下読みをなし、少しく他の本をも読む。

一月二十三日（金）

七時半ニ起き出づ。英文典を読む。植物実験は
diatom［珪藻］

ダイアトムの各種類を見る。本日午後より
［が］ ［分］

中学校６８）ニ雪戦あり。見物に安部君と行く。二十分計［り］の後初まりしか、引き別けと

なる。勝負を見ずして帰る。夜は南一条ニ行き買物をなす。

一月二十四日（土）

朝は英文典を読む。午後よりハ松村氏の欧州ニ於ける農業視察談あり６９）。聴衆百名にも上

りたらんか、中々の盛況なりし。牧畜はハンガリー最も盛なりと云はる。夜は遠友学校ニ

行く。八時より明後日東京明治学院ニ入学の為メ出発すべき福田姉の為メ高等科女生［徒］
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一同と送別会を開く。諸先生方の訓話あり。余も朋友と労働とに付て少しく話す。それよ
［ど］

り名指しを行へ、文字探しなとをなし、愉快ニ遊び、十時半に解散す。数日前天候暖なり
［が］

しか、此ノ日南風吹き初め、帰途ニて雨降りし。午前ニなりてハ風も烈しき様なりし。

一月二十五日（日）

八時ニ起き出づ。気候温し。レジアレクシヨンを少しく読む。夜は学校に行く。高等科は
リンコルン ［河内］

倫古龍会７０）ありて、足助君と高地氏の演説あり。それより処世の歌の稽古をなして帰る。

一月二十六日（月）

朝は学校例の如し。午後は大工屋の所ニ額縁を取りに行き、帰りて工合を試む。中の紙小
［だ］［掲］

さくして見悪るしければ未た標げず。夜はトルストイの小説を試む。

一月二十七日（火）

〔受信〕小包
［ぎ］

朝は急きて朝食をすます。尾泉先生は休みなれバ、図書館に行きて雑誌を読む。今日の農

業実習は先週乙組休みたりしを以て、今日行く組は甲なりと云へ、乙なりと云へ、判然せ

じ。吾れは散歩ながらなれば何れなりとも損のなき事なば出掛く。集りし人四人のみなれ
［ば］ ［屠］

は 休業とす。二年級諸氏の豚の奢殺するを見て、帰終。小泉氏を訪へ、四時半頃帰る。

夜は学校ニ行く。今日は丸善７１）ニ注文せし書、到着す。

三年 学校

二年 時計

一月二十八日（水）

〔受信〕丸善

朝は八時近くに起き出づ。午後よりは東の方を散歩して、南一条ニ出て富貴堂ニ立ちより

て本を購ふ。教育図書館７２）ニ入り雑誌を見る。風呂あり。夜は北澤７３）氏病気の為メ一時間

目を余は受持つ事とせしニより学校ニ行く。授業はなく、処世の歌を書き取らしむ。二時

間目ハ竹田氏来る。此の時間中ニ一生徒何かの争へより他の生徒の背部を小刀ニてさし出
［河内］ ［と］

血せしむるに至らしむ。残りて高地氏意見するところあり。帰舎、ジヤマントヲセロ７４）を

少しく読む。

一月二十九日（木）

朝よりの大雪なり。午後よりハ散歩もせじ。額縁をかゝげ初む。大光寺来りて議論を闘す。

夜は学校ニ行く、例の如し。

一月三十日（金）

〔受信〕父上様より

朝は七時半ニ起き出づ。聖書を読み、レヂュアレクシヨンを読む。午後よりは足助君来り

て二時半頃去らる。それより南一条ニ行きて書籍を求め来りて読む。夜も又々南一条迄行

く。雪降る。故郷より二月分の学費来る。無逸会７５）諸氏は雪見会を遊園地ニ於て開かれし

由。

一月三十一日（土）
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朝は例の如し。午後よりハ角館氏来られ直ニ去る。博物学会７６）の講演を聞くに行く。新島

氏７７）は林檎ニ付て害虫ニ付て述べられ、宮部先生７８）はズムノスポラウジユアム属の菌に付

て新に名命せしもの二三種を発表せらたり７９）。夜は学校ニ行く。此日河内氏より夜学校の
［が］ ［ば］

報酬を渡さる。余か最初の
labor［労働］

レーボアの
reward［報酬］

レワードなりと思へは、何によりも有難し。

二月一日（日）

朝起きしハ七時半なり。聖書を少しく読み、鈴木氏８０）の持ち来られし化学を筆記し、安部

氏と逢坂氏ニ渡す。その後、中飯迄、論理学を読む。午後よりハ散歩に南七条迄行く。帰

りは南一条を通りて帰る。夜は風呂あり。夜学校に出掛けて唱歌を一所に稽古す。高等科
［倫］

は論古龍会ありて、農と工と孰れか拡張すべきと云ふ題にて討論ありき。帰りしは十時。

十一時迄トルストイを読む。

二月二日（月）

朝は例の如し。午後は中飯後図書館ニ行きてインデペンデント紙上に出てたるトルストイ

編を読む。散歩として道庁８１）の構内を通りしに、池ニて小泉、竹田、末光氏等盛ニスケー

トをなしをられたり。それより温室８２）に行きて、北一条を通りて帰る。夜は室内にありて、
［物］ ［ざ］

ひたすら明日ノ課業を勉め、之れ迄不勉強の為め一向筆記者にも手を付けさりしが、一通
［ジ］

り読み了る。レシユアレクシヨンを読みて、ゴルキー８３）のフテマゴルディフ８４）を二三頁読
［じ］ ［描］

む。チエルカツシイ８５）の人物性質と同し人物画かれたりと思ふ。例によりてゴルキー独特

の筆なるべし。十一時就寝。

二月三日（火）
［ば］ ［ぎ］

朝目を醒まし見れば八時半ニならんとす。例の事なれは急きもせず、食堂に入りて新聞を

読みつゝある間ニ時間ニ遅る。近頃めづらしき事なり。中食後は農園の実習に行く。雪降

り、寒風吹きすさむ。牧草苅る
mower［草刈機］

モーアとか云ふ器械を分解し、
corn cultivator［耕作機］

コンカルツベーターを説明
［ 催 し ］

せらる。今日予科二年のもようすにかゝる
skating club ［ブ］

スケーニングクラプ、遊園地にあるとか。夜は

学校に行く。

病気見舞の文

鮭

二月四日（水）

〔発信〕父上ニ

朝は例の如し。昼飯後、遊園地迄散歩す。夜は竹田氏等と大黒座８６）に浅羽氏８７）の政談演説
［ば］ ［ぎ］

会ニ行く８８）。中々の大入りにて政談演説は初めての事なれは愉快なりし。帰りは九時過き。

それより少しく書を読む。

二月五日（木）

〔受信〕小太郎氏より

朝は例の如し。中食後は西の方ニ散歩ニ出掛て、帰路、教育図書館ニ立ちより教育本三冊
［借り］

計り貸りて四時迄読む。夜は学校ニ行きて三年級作文ニは之の前の返事を書かしむ。宮部

先生御出でニなりたり。
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二月六日（金）
［済み］ ［ず］ ［ざれば］

今日の実験は鶏の
skeleton［骸骨］

スケレトンにて頸の骨を写す。カスベはすみしに非す。品非らされはな
［火屋］

り。午後は又々遊園地ニ散歩ニ出掛く。夜はランプのホヤを買ふ為メに南一条ニ行き、帰
［ぎ］

舎後明日ノ課業をしらべ、トルストイを読む。就寝は十一時過き。

二月七日（土）
［ば］

今日は高杉先生の授業のみニて休む。朝より中学校ニ武術大会ありとの事なれは、行きし

人もありし様なり。午後より河内氏の室ニ行きし処、明日は夜学校にて何か御話しせよと

言はる。一時半頃より散歩に出掛け、北五条を西ニ行き、円山街道ニ出で、南一条をもど

る。夜は学校ニ行く。帰りは安部氏の室ニ行き談話す。狩野氏８９）も来らる。大黒座の演説
［物］

の旭川新聞９０）ニ通信せし者出でしとて持ち来る。小説、論説、皆な狩野の文なりとか。十

時頃、書を読むことなく就床。

二月八日（日）

朝は演説の草稿を書き二三の書を読む。午後よりは遊園地ニ行く。予科二年の人々
［弁当］ ［居］skating

スケーテングの為め大勢来り居られたり。原先生も便当御持参にて行きをられし由。帰り

て風呂ニ入る。夜食後、河内、末光氏と共ニ学校ニ行く。余及び河内氏の御話し一時間計

りありて例の通り唱歌を初む。散せしハ八時頃なりし。帰りてトルストイを読み十一時過
［起］

き就床。大光寺、安部氏ハ例の碁ニふけりて三時迄をき居たりしとか。

二月九日（月）

〔受信〕牧師より為替着
［ど］ ［ば］

今日の実験は、
bacteria

バクテリを殆と千倍計りのツフイスにて見るにて高度ニなれは
field

フィルドは

暗くなるにより、
oil

ヲイル、
emulsion

エマルジヨンなる法方を用ふるなり。それより殺菌の諸器械及

び培養法用などを説明せらる。中食後は南一条ニ行き理髪店ニよりて髪を刈り帰る。食

［後］は明日ノ課業をしらぶ。

二月十日（火）

朝は例之如し。午後よりハ農園ニ行く。麦刈器械を見る。夜は学校ニ行く。三年には文例

をうつさしめ、二年級には川なる題を出す。

二月十一日（水）

朝は九時半ニ演武場ニ於て拝賀式９１）あり。恩地氏を訪問せしかど不在の為メ南一条ニ行き

雑誌を求めて帰る。帰路、角館氏と行き逢へ、正午迄話ニふけれり。午後、小泉氏訪へ来
［び］

り。暫時談話の後ち遊園地ニ遊ふに行く。今日は気候温暖ノ為メ雪とけて氷の上に水出で
［円山］

たり。更らに丸山ニ行きて小丘の木のかぶに腰かけて四方の景色を眺め、社殿９２）のある方

より本道に出で北五条を通りて帰舎す。四時半頃なりし。風呂ニ入りて、食後、夜学校の
［蠣］

茶話会ニ行く。女高等科の生徒の会ニして滝９３）、半沢９４）、□崎諸氏も来られ、諸氏の東京、

仙台ニ行きし学校に関する事を談話をせられたり。それより種々の遊戯の後、散会せしハ
［ぎ］

十時なりし。十一時過きて、ジヤマンをしらぶ。

二月十二日（木）
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朝は例之如し。午後よりハ散歩に出でんと用意し外ニ出でたるに、天気は良けれども北風
［ば］

中々烈しく吹きて寒けれは図書館ニ行きて雑誌を読み、帰りて
Arabian Nights

アラビアンナイトを読む。

夜は学校あり。

三年級 川

二月十三日（金）
［借り］

朝は例の如し。午後よりは教育図書館ニ行きて二三の教育書をかれて見る。家ニ帰りしは

三時過なりし。それより又あらびあんないとを読む。夜は開識社あり。来会者は少なく十
［時］

三四名の者なりし。大光寺氏のじ間は勤労の集合なり。米山氏の自活、竹田氏の Boys be

ambitious、安部氏の学生と交際なる題に付き一時間計りの演説あり。其の後、二三の発

議ありしも人数少なき為メ中止となり、茶菓の饗応あり。談話の後ち散会せしハ十時なり

し。直ニ就寝す。

二月十四日（土）

朝は例の如し。午後よりハ博物学会に松村氏と野澤氏９５）の講演あり。傍聴ニ行く。松村氏

ハ浮塵子の分布に就て、野澤氏ハハゼの分類ニ就て述べられたり９６）。夜は学校あり。

二月十五日（日）

午前は室ニありて読書す。午後より足助氏を訪問し二時頃迄談話し、話つくるの後、いで
［が］

や東橋辺ニ行きて雪の風景を見ばやと立ち出づ。風は初めよりありしか、橋の近くニなり
［嶽］

て稍々雪模様となり、橋ニつきて暫時の後藻岩獄も見えずなる。急ニ大雪となりしも、橋

側ニ立ちて稍々半時間も眺望をほしいまゝにし帰路につく。半途ニして弥々本年ニ無き許

りの大雪降りとなり、面も向けん様もなし。帰舎せしは三時半頃。夜学校ニ行く。高等科

ハ倫古龍大会あり。三四氏の演説ありたり。尚ほ親ぼく会あるなれど、余は池田次郎氏９７）

と八時半頃帰途ニ就く。雪いよへ烈しく降くる。

二月十六日（月）

〔発信〕小太郎、父上

午前は例の如し。午後よりハ少許図書館ニ行き、博物館９８）辺迄散歩し、帰りてジヤマンを

読み、化学の筆記を大光寺氏より受けつぎて写す。夜は洗濯屋ニ行きて注文をなし、帰り
［が］

て明日ノヲセロを下読す。今日は風［邪］の気味にや、のど痛かりしか、晩方より頭も痛

み出し、何時頃にや時計止まりて分らざりしも早く臥す。

二月十七日（火）
［到］

朝は例の如し、ヲセロを講釈す。午後よりは農園ニ行きて農具室ニ致り農具を見て帰る。

帰舎後、うもれ木を積み、何事もせず。東郷氏来らる。夜は竹田氏と共［に］学校ニ行く。

三年 近火見舞の文

二年 椿

二月十八日（水）

朝は例の如し、動物実験は鶏の骨骼、胸部、脊部を記載す。午後よりハ一人にて散歩ニ遊
［ど］ ［ば］

園地に出掛く。天気特によろし。今日は風呂ある日なれとも風［邪］の気味あれは入らず。
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小松宮殿下９９）の薨去の電報来りし由うわさす。青森下の�きんの慈善音楽会を開く由な
り。夜はジヤマン、ヲセロ及びトルスト［イ］ノ小説を読みて十時頃就床。

二月十九日（木）
［じ］

今日は小松宮殿下薨去ニ付き学校の授業は休みなり。午前は室ニとちこもりて倫理学を読
［ 添 削 ］

み、作文のてん作をなす。大光寺氏来りてマラリヤになれりと話す。余も遂ニ風邪となれ
［ば］ ［復］

り。天気極めてよけれは、毛布を複習講堂１００）の窓ニ持ち行きてほす。夜は学校ニ行く。生

徒皆なを集めて河内氏小松宮殿下の御履歴を暫時話し、授業は休みとす。之の日少しく風

［邪］の気味増す。

二月二十日（金）

朝は例の如し。午後は図書館ニ行く。夜はヲセロを読み、ヲン、ライフ１０１）を半頁余読む。

二月二十一日（土）
［ば］

朝は例の如し、食堂ニ新聞を読みて九時半ニ至る。授業すみて室ニ帰れは大光寺弥々入院
［添ひ］

の由なり。車を頼み来りて安部付き沿へ一時頃出掛く。余も教育図書館ニ行く。小学、中
［ば］

学の生徒諸氏沢山来りてさわがしけれは、雑誌類をのみ読みて出で来る。夜は学校ニ行く。
［ど］ ［患］

授業例の如くなれとも、風邪の為めのどを煩せしにより声を出すに中々くるし、早々帰る。

二月二十二日（日）
［痰］

昨日も朝にせき出でいと苦しかりしが、今朝も又々せき出でたんさへいと出でたれば、朝

食をすませて又就床し十時頃起き出でゝ北辰病院１０２）ニ行く。待つこと一時間計りにして
［漸く］ ［診］ ［うがひ］

概く院長のしん断を得、のどを硝酸銀にて焼きもらう。薬にはうがへ水も与へられたり。
［到］

午後よりは当分夜学校の受持ちを角館君ニ頼まんとて農園の寄宿舎ニ致る。坂本氏１０３）も来
［ 役 割 ］

て居られたり。承諾を得て四時頃帰舎す。食堂には明後日の音楽会１０４）のやく割り広告され
［チフス］

たり１０５）。大光寺氏の病気腸ちふすニなるやも知れずと逢坂君話さる、心配の事どもなり。

学校ニハ行かず。

二月二十三日（月）

朝は例の如く学校ニ行く。午後よりハ大光寺の室を消毒すべき由、事務より言へ来る。一
［ば］ ［避く］

時半より硫黄をたきたれは、其の内図書館ニ行き、竹田の室ニ行きて烟をさく。石炭酸を
［ば］ ［も］ ［ば］ ［紹］

は余の室にもまきまらう。夜は角館君来られたれは共ニ夜学校ニ行く。氏を招介して授
［ 持 た し 貰 へ ］

業をまたしまらへし時き余は帰る。安部の室ニ行き少時談話の後ち来りて八時半就床。

二月二十四日（火）

朝は八時ニ起き出づ。今朝はせき出でざりし。ジヤマンありて後の課業は皆な休みとなる。

室を大掃除なし新聞などを見る中ニ昼となる。一時より北辰病院ニ行く。病気は余程宜し。

三時半より札幌座１０６）ニ出掛く。皆々已ニ集まりて準備ニいそがし。四時半頃より客ぼつ
［が］ ［ぐ］

へ来りしか、五時を過くるに至て出札口ニ来りて普通、学生ノ二券を買はんとて集る者
［が］ ［ぎ］

山の如く一々之れをことわり居りしか、三十分過きに至りては入場せんとする者黒山の如
［踏 ］

く入口雑とうせり。四十分頃夜学校に河内氏と行き御話しありて休みとし、石川氏１０７）と共
［ど］

に再び札幌座に来きしに已ニ満員にて入口を閉せり。されと外ニは入場せんとする者尚ほ
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去らず、口々ニのゝしりさわぐ。裏ニまわり前ニ出で河内氏と三人にて三十分計りも待ち
［が］ ［ 貰 ひ ］［漸］

しか、江刺家氏１０８）裏口を開けてまらへ概く入ることを得たり。種々の奏楽ありて終わりし
［ぎ］

は十一時過きなりし。寄宿舎に帰りて食堂にて飯を食へ、眠りに就きしは一時頃なりし。

二月二十五日（水）

原先生の授業ありて休みとなる。午前中は読書す。午後は河内氏の室ニ三時頃ありて雑談

す。三時半より又々音楽会ニ出掛く。今晩は昨夜の如く人集まらず、六時ニなりしも八分
［ぜ］

位なりし。今日の奏演は昨日のそれより面白ろかりし様ニ感せられたり。余は職務もなけ
［が］ ［階］

ればぶらへとなしいたるか、中頃より二楷の逢坂氏の所ニ至りて火鉢ニよりて最後迄見
［采］

物せり。最も喝�せられし物は昨日も今日もベル氏のハーモニカならん。能も数番、大嶋１０９）
［ぜ］

大倉１１０）諸氏演せられたりしが、三人かたわ、黒ぬりなどいと面白かりし。帰番都合よくは

かどりし為メ十時半ニ終りたり。寄宿舎に帰りしは十一時頃にして食堂ニ入りていと甘き

飯を食へ、風呂ニ入りて床に就く。此の両日は近来になき、いとうれしき日にて、連日の

鬱も散ぜられぬべく覚へられたり。

二月二十六日（木）
［ぎ］ ［が］

朝起きしは八時過きなりしか、朝食をすませし頃、橋本先生１１１）休みなりとて皆々帰り来る。

どーせ今日は休みなればとて十時半頃北辰病院ニ行きて薬を取り帰り、南一条ニ行きて買

物をなす。明日の遠足は延期の由なり。午後よりハ足助君を訪問し雑談五時ニ迄で帰る。

夜はレジユアレクシヨンを読み、寝ニ就きしハ九時なりし。

二月二十七日（金）

八時ニ目醒めて学校ニ出づ。本日の時事新聞にて音楽会をほめ書けり。二時間授業ありて
［ぎ］

十一時より校長の訓話あり。休業の事、遠足の事及び修身上に付て十二時過き迄演説す。

山鼻の斉藤様の奥様より金貳円を借らんとて知らざる人使へに来る。貸しやる。午後は室
［汎論］

にありて読書す（論理学、ヲンライフ）。夜は六時より夜学校ニ行く。帰りて畜産反論を

読む。床ニ就きしハ十一時近くなりし。

二月二十八日（土）

〔受信〕父上様より

朝は例の如く、九時半迄はジヤマンを読む。宮部先生は御休みなり。午後は病院ニ行く。

三月一日（日）

朝七時頃に河内氏来りて目醒めしが、朝食を終りて八時頃洗濯物を取りに大通り迄行く。
［ば］

今日は撰挙日１１２）なれは豊平館１１３）前及び丸井の側らの各事務所には人力車黒山の如く集り
［居］

何れもいそがしそうにほん走しをれり。八時迄に遠友学校ニ行く。北澤氏、滝氏及び生徒
［が］

十四五集まる。九時ニ出発して円山ニ向ふ。途上二人引の車、往来を飛で掛るか如し。此
［て］

の日中々天気よく、汗出でゝ中々苦しむ。生徒等は直ニ前の山ニ登れり。後れで足助、関１１４）

諸氏来らる。中食は豚汁ありて満腹す。昼頃に池田、竹田、末光、色部１１５）及び本［科］二

年の人二人計［り］来りて中々盛なり。一時頃より此ニ雪合戦を初む。遂ニ組撃とな［る］

こと数回、帰路につきしは四時近くなりし。夜は夜学校ニ行く。倫古龍会ありて新聞を聞
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むの可否論あり。散会せしは九時、之の次には演説は余ニ頼まる。

三月二日（月）
［馬］

当撰者は対島氏１１６）ならんとの呼び声高し。学校授業は例の如し。午後より南一条ニ行き理

髪所ニ立ちよる。それより病院ニ行く。夜は夜学校あり。帰りて明日の課業をしらべ、床
［ぎ］

に入りて山中鹿之助伝１１７）を読む。眠ニ付きしは十一時過きなりし。

書籍を借るゝ文 三、

□ 二、

三月三日（火）

橋本先生ハ休みなり。今日の新聞にて撰挙の結果判然す。内地方の都市の部だけは電報あ
［馬］

り。午後より南一条ニ行きて本を二冊求む。札幌にてハ対島氏百六十余点、浅羽氏百二十

余点、中西氏六十余点なり１１８）。小樽にてハ高野氏なり１１９）。岩手県ニては大抵旧の如くな
［ど］

れとも英麿氏１２０）落撰せし様なり。

三月四日（水）

〔発信〕父上へ返信
［が］

午前は学校ニ授業あり。午後よりハ図書館ニ行く。夜は学校ニ行きしか、風強く吹きて雨

さへいと降りたれば衣服もしとゝ湿りて心持悪し。道路のぬかるみとなりて歩き悪きは言

ふ迄もなし。帰路は高等科の生徒等と共ニす。一時間計りヲセロを読みて十時頃眠る。

三月五日（木）

朝は橋本先生休む。午後よりハ三十分計り図書館ニ行き、病院には二時頃出掛く。今日も
［ど］ ［ば］ ［ば］

風は吹けとも天気となりたれは、雪大抵はとけて道路も早や乾きそめし所もある様なれは、

何となく春めきて心ものどかなる様なり。半年の間、土見しことなかりしかばうれしき事

限りなかるべし。

三月六日（金）
［ど］

今日は学校より銭函迄雪中遠足ある日なれとも病ある身は外出もなり難く空しく籠城とき

む。前日とは異なりて雪降りと云ふにはあらねど朝より風いと荒く吹き時々は雪もちらほ

ら降り来れば、余り遠足ニは格好の日に非ざりき。行きし人は百二三十名計りもありし由。
［が］

寄宿舎ニても十名余ありしか、後より汽車ニて行き人多かりし為め、昼飯ニ食堂に集りし
［ぎ］

は十名位ニ過きず、いとさびしかりき。皆々汽車にて二時過帰り来りる。之の日特別ニ風
［ど］ ［ 喋 る ］

呂ありしかと入らず。夜は学校ニ行く。咽悪しき為め言はずと思へどついシヤベル故、具

合あしく帰りて直ニいぬ。

三月七日（土）

〔発信〕小島氏へ
［ぎ］

朝九時過にやありけん、足助君来訪せられ談話す。雑書四五冊貸しぬ。十一時過き帰らる。

午後はなすこともなく、雑務を取る。夜は蘆花生１２１）の不如帰１２２）を読む。十時半ニ読み了

る。浪子と武夫の落命ニ涙をそゝぐ。床に入りても人生問題と死と云ふことの念、胸ニ浮
［ど］

び考へははてしなく行きて
eternal life［永遠の命］

エターナルライフ、
God

ゴッドなとの上ニ及び安心を得ず。浪子と
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武夫の間こそ
pure

ピアなる
love

ラブならめと心をかなしましむ。

三月八日（日）

目覚めしは何時頃なりしや、昨夜読みし不如帰の
impression［印象］

インプレツシヨン深く頭に入りて夢心地

ニ又も彼等の間を思ふ。起床せしは八時なりし。植物を少しく読み、ヲン、ライフを一章
［かど］

読む。午後よりは末光氏を訪問せしがと不在の為め南一条ニ出で買い物して帰る。病気の

為メ学校には行かず。南一条ニ出でゝ薬を求め帰る。

三月九日（月）

午前は例の如く動物実験はスケレトン丈けを書き了る。午後よりは図書館ニ小時間行く。
［かど］ ［ば］

帰りて外出せんかと思へしがと寒けれは室内ニ籠りて空しく読書す。夜学校の方、咽悪
［ば］ ［ 貰 う ］

るけれは竹田氏ニ頼みて行きてまらう。作文の題は三年級砂糖、二年級猫。

三月十日（火）
［ど］

午前、橋本先生今日も休みなり。小泉来りてジヤマンを質問せしかと余も不勉強の為メ閉

口す。午後よりは昨日半澤先生頼みし塩酸加里を買ふに南一条ニ行く。帰りて薪を運ぶ。
［ざ］

ヲセロを復習せさるべからず。夜は又ヲセロを読む。植物を少し読みて十時頃床に就く。

三月十一日（水）
［ば］

植物実験のとき宮部先生の話しによれは試験は十八日頃より始まるべしとの事なり。午後

よりハ温室に行き帰路南一条を通りて帰る。帰りてヲセロを読み、植物を少しく復習す。

今日の夜学校の授業を河内氏ニ頼む。

三月十二日（木）
［ば］

無事。午後より一年のうさを散らさん為メ天気よきにまかせて農園ニでも遊はんかと思へ
［ば］

出かけしに足助君ニ出逢へなれは共ニ遊ぶ。第一、第二農場及び新築校舎１２３）を見物して帰
［ぎ］

りしハ四時過きなりし。之の日風呂あり。

三月十三日（金）

午前は例の如し。夜は学校ニ行く。二年級、三年級共、読書の復習をなさしむ。試験は十

八日よりあるにより時間表を筆記せしむ。

三月十四日（土）

午前は無事。午後より博物学会あり。原先生ノ人の寿命ニ付て及び山田先生１２４）ノ林檎の寄

生菌の新種発見ニ付て演説あり１２５）。夜は竹田氏の代理となりて高等科の授業を受持つ。

三月十五日（日）

朝より室にありて試験の準備ニいそがし。午後よりハあまりの天気よさに浮れて春の光を
［ば］

眺めはやと独り博物館内ニ行く。已ニ雪とけて草は生へねどいと心地よし。後より逢坂、
［座］ ［悠々］

池田、河内氏等も来る。独り吾れの芝生にしはれるを見て優々自適と評せらる。それより
［蠣］

吾れも共なりて川を渡り向ふのエルム樹の下ニ腰かけて小休し二時半頃帰舎す。夜は□�
［今］ ［ど］

氏之度台湾ニ行かるゝに付て１２６）夜学校にて別れの御話しある筈なれと行かず、勉強す。

三月十六日（月）

朝は植物の実験のみあり。文武会雑誌四十号１２７）来る。午食の後ち今日は大光寺氏伝染病室
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を出づる日なればとて安部氏と共ニ病院ニ行く。然し出づるは午後よりなりと聞きて吾れ
［ず］

と鈴木氏は立ち寄らすして空しく帰宅す。天気いとよろし。夜は南一条ニ散歩ニ出る。北

風そろへ吹きて寒し。

三月十七日（火） 雪

今日は朝より休業なれバ動物、植物を復習す。午後も然し。昨夜より雪降り初めし様なり
［が］ ［ば］

しか、今朝起きて見れは二三寸積り居れり。朝よりハ又々大降りとなりて昼に至るも尚ほ

已まず。午後より角館、足助君一寸来訪せらる。植物を熱心ニなりて読む。夜は学校ニ行
［ぎ］ ［ば］ ［ 不 審 ］

き一時間ニて帰り来り、植物を一扁さらへ、九時も過きたれは寝ばやとふしんを安部君の
［ 狼 狽 ］ ［ぎ］

所ニ聞きニ行きしに、明日ハ動物なりと云はれて大ろー敗し急き動物を十一時迄かゝりて
［ぎ］

一扁さらう。ストーブの火も消へて心のみ急き腹たゝしけれど仕方なし。

三月十八日（水）

朝は今日の動物ニ気になりて四時半ニ目醒む。最早や起き出でゝ勉強せし人々あれど、さ
［ば］

のみはと思へて又眠る。六時ニて床を出でゝ動物を読み時間迄ニ一扁読みたれは心いと安

かりしも、問題は第一、
mollusca［軟体動物］

モルスカの体の位置を記せと言はるゝに正当の意味を取り兼而書
［が］

きなからも度々自ら疑へ、書き了りても尚ホ不安心なり。ドーセ間違へし事はたしかなる
［が］

べし。第二問は、
echinoderm［刺皮動物］

エカイノダームの
water

ウヲーター、
vascular

バスキュウー、
system

システムの比較なりしか

之れは出来し様なり。午後より南一条ニ行き書物を求め、一時半より昼寝をなし、夜に入
［ざ］

りて一扁通り植物を見しのみ、十時ニ床に就く。十二時頃迄眠むられさりし。

三月十九日（木）
［物］

今日の植物は案外容易の者のみなりし様なり。四十分前ニ教室を飛び出づ。図書館ニ行く。
［ど］ ［ば］

今日も極めて天気なれと風いと寒けれは外出もせず室にとぢこもり勉強もせず本を読まん
［ば］ ［し］

とすれは頭痛み出して仕方なり、不勉強虫の湧出せし為メならんか。夜は四人連れ立ちて
［ど］

夜学校ニ行く。南風なれと強ク吹きて寒し。雪にても降り出さん許りの空模様なり。高等

科男生［徒］の試験を竹田氏ニかわりて受け持つ。九時半頃就床。

三月二十日（金）

東洋艦隊司令長官マカロフ中将
［外 ］

英語の試験あり。不勉強の為め目的はづれて大ニ困しむ。最後に残りしは逢坂と伊崎１２８）と
［ 吐 息 ］

余とのみなりしが、逢坂ニつゞきて吾れもあやしげの答案を出して教室を去り、吐意気を

つく。天罰とは之れなんめり。天曇りて細雨を降らす。暖くもなし。風は止めり。夜学校
［居］ ［ば］

ニ竹田と共に出掛く。雨さへ降りて道路極めて悪し。石川、半澤二氏をりたれは、八時頃

帰りてテニソン１２９）を少しく読む。午後はトルストイを二頁計り読む。

三月二十一日（土）

ジヤマンの試験あり、丁度時間ニ出づ。正午迄図書館ニありて黒岩氏の霊魂不滅説１３０）を読
［じ］

む。曽て聖書の研究ニて読みしと同しけれどそれニてハ続の方のみ見しなれば意義貫徹せ
［ぜ］

ざりしも、これニはくわしく
monism［一元論］

モニズムの事を論せられたり。物質皆有生の哲理を基礎とし
［ぜ］ ［ど］ ［だ］ ［ど］

て論せしなれと未た尽く感服の議論ニ非ず。天気は極めて良けれと、風中々ニ烈しく近頃
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［ど］

ニなき大風なり。午後よりハ、ヲン、ライフを二三頁読む。夜学校ニ角館氏来られたれと、

今日は気の毒なれバ帰して余独り行く。作文の試験して、

三年 火事見舞の文

二年 にわとり

三年

甲五人、乙三人、丙三人、丁二人

二年

甲四人、乙六人、丙三人、丁一人

成績あまりよからざりき。

三月二十二日（日）

朝、食堂にて池田君より夜学校ニて今日ブランコ往生せしものある由聞く。何者の不礼漢

ぞ、あへて神聖の学園をけがす者ぞと思へ居りしに、午後になりて留守の爺と聞きて大ニ
［おのれ］

無気力、無分別を思へあわれむ。巳れ独り浮世の苦しみを忘れたりとて後ニ残りし一人の

妻と五人の子供は如何ニしてくらし得べきぞ、路頭ニ迷はんことは明なるべきに之れを顧

みずして死するなどゝは以ての外の下心得と云ふべし。然し又翻て爺の心事を察するに、
［ざ］

人生生を愛せ［ざ］るはなきにあへて死に就くの止むを得さるの決心ニ迄至らしめし周囲
［ば］

の事情は如何ニ彼れを辛苦せしめしぞ、思ふて茲ニ来れは又同情の涙なき能はず。午後よ

り大光寺を病院ニ訪へ、花室ニ行き散歩して帰る。夜も勉強をせずトルストイの小説を少
［ぎ］

しく読む。十時半過き就床。

三月二十三日（月）
［ず］

七時より三十分前ニ目醒めて起き出づ。今日は尾泉先生ノ農具ニて試験は終る。先づ之れ

ニて千秋楽の事なり。午後よりハ級会を開くとの事なりしが、弥々道場ニてす。集る者二

十名計り、兼て話しありし税金の決議あり。菓子出て、名を探し当てる遊戯をなして帰り
［ぎ］ りくごう

は四時過きなりし。図書館ニ行きて新しき六合雑誌１３１）ニ出でたる某氏の哲学者としてのヘ

ツケル１３２）なる題にて「世界の謎語」の批評あり１３３）。物質と精神の区別ある上は尚ほ氏の

一元論は唯物論なりと批難せり。夜は学校ニ行きて読書の試験をなして帰る。

三月二十四日（火）

〔受信〕小太郎

午前は室ニあり。午後よりハ足助一寸来訪せらる。夜は角館氏と共［に］学校ニ行き暫時
［ぎ］

にして帰る。帰途、南一条薬店秋野１３４）ニ立寄り、吸入器を買ひ入る。試験の為め八時過き

まで時を費し、帰舎して再ひ組み立て応用す。蘆花子の黒潮１３５）を買ひ来りて朝より読み初
［が］

めしか夜る十二時迄ニ読了す。いつもより感服の作なり。喜太川伯夫人と同令嬢ニは同

情の涙を流す。

三月二十五日（水）

〔受信〕川村１３６）

朝は天気例ニよりて宜し。吸入器を組立て逢坂氏を呼び来り実験す。結果は昨夜あやしく
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［ば］

疑はれけるが案外宜かりし。風あれは今日も外出せず家ニとぢこもる。夜は逢坂氏来りて

議論ニ花を生じ宗教、科学、人情、人事、あらゆる人間の真面目なる疑問ニ付て対談す。
［ぎ］

床ニ付きしハ十時過きなりし。

三月二十六日（木）

〔発信〕川村

吸薬してエマルソン１３７）を少しく読み居りしニ河内氏来られて同君の室ニ共ニ行き、石川君

と今度三年級より四年級ニ上級さすべき者を択ぶ。其の撰ニ当りし者ハ三年ニ立花、本間、

古川、河田、二年ニ阿部、大関１３８）諸氏なり。之れは学業の優等ト年長なりしによる。それ

より大挙して農園ニ散歩を試む。河内、竹田、末光、秋ちやん、僕及び河内氏の友人なり。

此の日天気は宜かりしも風特ニはげしくいと冷かなり。帰舎せしハ十二時過。午後よりハ

理髪店ニ行き、四時ニ石川君の送別会あるなれバ夜学校ニ行く。諸先生大抵集まる。豚飯
［ど］

の御馳走あり。五時半ニなれとも石川君来らざりしより皆々食ふ。飯はいとこわし。之の
［ど］

日も角館ニ頼みたれと、同氏もはれものを腹ニ出せしとの事なれば、此の次よりハかわり
［ば］

てやらずはなるまじ。藤井氏１３９）来りて将来の希望を談る。十時近く帰らる。

三月二十七日（金）

今日も天気いとよろし。吸薬して後、教育図書館ニ行き十二時近く迄居て帰る。午後より
［ぎ］ ［居］

は札幌病院ニ大光寺を見舞ひ二時過き迄をる。帰りてレヂュアレクシヨンを三四頁計り読

む。晩餐ニ初鰊を食ふ。七十五日生きのびし心地して初めてテニスをやる。運よきにや中々
［げ］

負けざりしも、風の冷さには負けて室に逃け帰る。

三月二十八日（土）
［ば］

十時頃より南一条ニ行きしが、天気もよく風も吹かず近日ニなき好天気なれは、久々無音
［ぎ］

ニ過きし山鼻の斉藤氏を訪はゞやと歩を転ず。三ヶ月計りも訪はざりし為め、いとめづら
［ば］ ［ぎ］ ［ 貰 う ］

しき心地す。用事ありげなりしかは、十一時過き辞し去る。鶏卵五個をまらう。帰りは師

範学校１４０）の方を通る。今日は卒業式ありしと見へて盛装せし小さき人々手ニ手ニ証書を持

ちて喜ばしげに帰り来る。午後より農園ニ角館氏を訪問し病気を見舞へて之の後も頼ふ事

とせり。農芸科丈け成績今日わかりし様なり。予科、土［木工学科］、林［学科］も別る。

本科のみハ未だし。夜は室ニありて読書す。之の日の新聞ニ学制改革と共ニ校名の改称の

事出で人心洶々たり１４１）。

三月二十九日（日）

今日はのどを洗へし後、教会に出席せんかなど思へ居りし中、足助君来訪せらる。今日の
［か］ ［が］

十時半頃より日蝕あるにてその為めが空かきくもりてあやしげなる天候なりしか、十時頃
［ば］

よりいよへ暗くなりて余程かけし様なれは、二階の逢坂氏の所ニ行きて水ニ写し見る。

六分とか欠けし由。午後よりは室にありて空しく読書す。夜は学校ニ行く。石川氏の談話

あり。唱歌をなして帰る。休暇なれバにや、先生達皆々集る。

三月三十日（月）

〔受信〕父上より
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［ど］

朝、遊園地ニ散歩をこゝろむ。岡田１４２）ニよりて窓より植木を眺めて帰る。桜梅なとうつく
［ず］

しく咲けり。角館君来られて十二時迄談す。午後より図書館ニ行く。足助君来らり居られ

たり。夜は室にありて読書す。

三月三十一日（火）

〔発信〕直次へ

九時半より道場ニ急ニ級会を開きて、狩野氏より此度の学校の一件ニ付きて校長１４３）との会

見始末を話さる。十時半より農芸科卒業式あり、演武場ニ集まる。式すみて後、本科、予

科のみ残りて相談会を開き、狩野の談話あり。後日を期して更ニ決議すべく解散す。昼飯

後、為替を受取る為メ郵便局ニ行く。之の日、中々の大風なり。午後より逢坂氏来室す。

夜は少しく読書して九時ニ就床。夜より大風大雨となる。

四月一日（水）

〔発信〕父上
［が］

昨夜の雨と風とは止めたれど空曇りて又々雨でも降りそうな天候なりしか、ひる頃よりそ

ろへ風吹き出し、雨も少しく混じる。午後より小泉氏を訪問せしに丁度引越しの最中に
［ざ］

て二三人の朋友来りて手伝へ居れり。不意の事なる由ニて余も更ニ知らさりき。共ニ荷車
［ば］

ニつきて新宅ニ行き談話の後帰る。夜は夜学校ニて石川氏の送別会ある筈なれは行く。七
［び］

時頃より初まり、河内、末光、池田氏の談話及ヒ石川の談話あり。唱歌の後ち帰る。九時
［ど］ ［ぎ］

過きなりし。直ニ床ニ就きしかと、眠りしは十一時過きなりし。

四月二日（木）

今日も朝より天気悪るし。然し雨は降らず。室ニありて靴を磨き、論理学を少しく読む。

正午前ニ角館氏来訪せられ作文を受取る。直ニ帰らる。午後よりは散歩ニ出掛け南一条を

南二条ニ出で六丁目頃より引き返す。風吹き荒みていと苦し。夜は学校ニ行く。先頃の試

験に欠席せし者数人を試験し八時半ニ帰りて眠る。

四月三日（金）

神武天皇祭

朝よりの曇天なり。今日豊平館ニて青年会１４４）の発会式ありし筈、寄宿よりも数人の出席者
［ど］ ［ど］

ありし様なり。午前に大光寺を訪へたれと、診察中なりしを以て暫時待ち居たれと中々す
［ば］

みそうもなけれは帰る。午後よりは二時間計り昼る寝をなす。夜学校ニて女生［徒］の会
［ど］

ありし筈なれと、出席せず。学校の問題ニ付て各級の委員は縦覧室ニ集りて会議を開きし

様子。藤井氏を訪へて二時間計り談話す。

四月四日（土）

九時半頃より藤井氏と円山ニ散歩に出掛く。昨日と変りて天気極めて良く、風もなかりけ

ればいと暖く汗流れて今更なから厚着せしをくやしく思ふ計りなりし。途中にて足助氏等

と会へしかど、足早やに進み行きて池のほとりより藪の中ニ入り、雪の下より芽を出せし

計りなるを彼れ之れと択びて二三かぶ掘る。十一時頃温泉ニ行き風呂ニ浴して中飯を食へ

一時半頃迄遊びて帰路ニつく。中々愉快なる徒遊なりき。夜はトルストイの小説を四五頁
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計り読む。

四月五日（日）
［ば］ ［ば］

今日も天気宜かりけれは、遊園地ニ独り散歩を試む。風あれは昨日の如くならず。帰路独
［ど］

立教会１４５）ニ行き、帰舎せしは十一時半なり。夜は夜学校ニ行きしかと、暫時ニして帰る。

四月六日（月）

午前は室ニありて外出はせず。午後より足助君を訪問せしかど不在なりし為め帰りて図書
［ば］

館ニ暫時よる。急ニ雨降り出して風さへ烈しく吹く。夜は幸ひおぼろ月も出しかは、南一

条を西七八丁目辺迄行き北一条を通りて帰る。

四月七日（火）
［ど］ ［ば］

朝は雨降りしかと間もなく天気となりたれは、病院ニ大光寺と坂本氏を訪問す。色部と渡

辺君１４６）も来られたり。十一時ニ辞して博物館構内を散歩して帰る。午後は南一条ニ出でゝ
［が］

ノートブックを買求む。足助氏を訪問せんとて行きしか不在なりしかば、製糖会社１４７）の方

ニ散歩し苗穂の北一条通りを過て帰る。

四月八日（水）

今日より学校始業す。例の如く時間割の問答ニ終りて帰る。一人にて遊園地より豊平の川
［居］

岸を散歩して十時半頃帰舎す。角館君正午迄をられたり。午後は図書館ニ行き二時間計り
［ぎ］ ［が］

雑誌を読む。夜食後風呂ニ入り、六時過き夜学校ニ出掛く。今晩は余か受持ニ非らざれど

明日より出づるなれば様子見ニ行きしなり。九時頃ニ帰る。

四月九日（木）

朝ニ農具論あり、動物は休む。十一時迄小池氏１４８）を訪問して雑談す。学校問題ニ就て慷慨

せられたり。十一時より校長の説演ありしが特ニ今日は不得要領なり。中食の後ち農園ニ

散歩ニ出掛く。余りに天気よかりしかば線路を伝ふて五六町下り北五条の通りを帰り博物
［き］

館内を貫けて帰校す。少しく風吹き出す。夜学校ニ行く。

四月十日（金）

休日無事。夜学校ニ行く。

四月十一日（土）

休日無事。

四月十二日（日）

無事。

四月十三日（月）
［ぎ］

朝、級会あり。授業なし。夜学校ニ行く。八時過き帰る。

四月十四日（火）

朝より級会あり。授業なし。午後より農園ニ行きて肥料を運ぶ。之の日、辞職勧告事件ニ
［ぜ］

付きて予修科一、二年級、休学ヲ命せらる１４９）。夜学校ニ河内、竹田氏と共ニ行き帰りしハ

九時なりし。

四月十五日（水）
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之の日は尾泉氏の農具一時間あり。

四月十六日（木）

農具あり、動物は休みとなる。午後より角館氏を訪問して四時半頃帰る。夜は学校ニ行く。

帰りて直ニ就床。

四月十七日（金）

大島教授１５０）の植物栄養ありたれど、御話しと参考書とを写して終り。本授業は月曜よりな

す。原先生の動物あり。午後より南三条辺迄散歩ニ出掛け直ニ帰る。之の日星学の大意を

読み了る。夜は竹田氏暫時来り話せり。ボール氏のヒトスリー、ヲブ、ヘブン１５１）の太陽ト
［見］

月の部、大体み読み了れり。

四月十八日（土）

朝は図書館ニ暫時行く。理髪所ニ行きて中飯迄ニ帰る。午後は風吹き出せしを以て室内ニ

あり。昨夜小樽ニ大火ありて九百戸計りも焼へし様ニ広告あり１５２）。夜は学校ニ行き帰りて

池田氏の室ニ行き暫時ニして帰る。藤井氏来られて、眠ニ就きしハ十一時頃。

四月十九日（日）

朝より極めて天気よし。散歩に出でしのみにて大抵は室内ニあり。夜は学校ニ行きて尋常

科生徒ニ講話をなす。高等科生徒は倫古龍会ありて、足助、池田諸氏の話しありし様なり。

書冊三、四冊寄贈して帰る。

四月二十日（月）

天気よし、別段書くことなし。

四月二十一日（火）

此の日も天気は宜かりしも風中々烈し。午後より農園ニ実習ニ行きしが、例の風一層強く
［ば］ ［ぜ］

吹き、別段仕事もなく立つ居るなれは極めて寒しと感せしに、はたして風邪ニ取り付かれ

たり。
harrow［砕土具］

ハーロをしかけ区割をなして帰りしは四時半なりし。夜は学校ニ行く。

四月二十二日（水）

之の日、昨日の農園行の為め風邪の気味ありしに由て大事にせばや、午後より床ニ就きて

眠る。夜食前風呂ニ入りて又直ニ床に就く。寝ながら本を読みて眠りしは十一時頃なりし。

四月二十三日（木）

〔受信〕小島、直次
［が］

今日も動物実習は吾か組なり、鶏を見る。午後より天気もよく風も無かりければ散歩ニ南
［が］

一条ニ行きしか、それより博物館を通り抜けて農園ニ行きて見る。流石ニ茲は風の名所な
［げ］

れば早々ニ逃け帰る。夜は学校ニ行く。角館も来り居られたり。

四月二十四日（金）

〔受信〕連次郎１５３）様
［ば］

大島先生は休みなれは、鶏の解剖を始む。午後よりは図書館ニ行きてそれより復習講堂ニ
［ぎ］

て基督伝１５４）を四時過き迄読む。

四月二十五日（土）
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〔発信〕連次郎、父上
［ざ］ ［ば］

十時半頃より農園の馬市ニ行きしかど何処ニてなすをるにや別らさりけれは、第一農場の

方を通りて帰る。天気極めて良きより午後よりも散歩ニ出づ。夜学校ニ行く。夜二時頃ニ
［軒］

創成川ぶちの宿屋より火事起り美以教会１５５）等数転焼きはらへり。

四月二十六日（日）

朝十時頃より又々農園ニ行く。中学校の少し前ニて雨ニ降られければ帰りかけしかど又々
は ［ば］ ［ば］

霽れしかはもどり行く。人も更ニ集らず、牛も集らざる様子なれは帰る。路にて佐藤様ニ

行き逢ふ。昨夜の火事跡を見物して、更ニ大通りニ出て自転車競争を二三回見物して帰
［ど］

る１５６）。午後より又竹田氏と行きかと人余りに群集せしかば博物館に行き内ニ入りて見物し

て帰る。桜も大部蕾を増セり。夜は学校ニ行く。末光氏の話しありて、大島先生の一寸御
［ぎ］

話しあり。唱歌を終りて大島先生の下宿１５７）ニ至り種々談話を承りて帰舎せしハ十一時過き

なりし。

四月二十七日（月）

無事。午後よりは又々復習講堂ニ行き十九世紀の預言者なる書１５８）を読む。四時頃より散歩

ニ博物館ニ出掛け、北五条を西の方ニ行きて恩地氏等と出逢ふ。夜は別段ニ誌るす事なし。

四月二十八日（火）

之の日朝より大風なり。動物の実験あり。午後より又々復習講堂ニ行きて日なたぼっこを

なす。夜学校ニ行く。今日、畳を改正したり。豚小屋も少しは美しくなりて心持よかるべ
［が］

し。往復の途中共中々風吹く。此の日昼の間より円山の奥の山ニて火事ありし様なりしか、

夜ニ入りてハ三角山一面の火となり中々壮観なり。藻岩の奥も火事ありて、茲よりも火光
［焦 ］

焔々天をこかせり。

四月二十九日（水）

記事なし。

四月三十日（木）
［ば］

午後より足助氏来りて円山の観桜を勧めしかど、今日は農園の実習あることなれは一寸は

顔出しもせねばならぬ事とて断り農園ニ行く。時間早き為め馬市ニ行きて見物し、三時近
［ば］

なりたれは農場の中を通りぬけて帰る。夜は学校ニ行く事、例の如し。

文題、花見に友を誘ふ文

五月一日（金）

〔受信〕父上より

午前は例の如く授業あり。午後よりハ農園ニ行きて狩野氏の五升いも畑を耕す。小泉の手

助などをなせし為め、尽く掘り返す事能はじ。明日更ニ行く事として四時半頃帰舎す。夜

は一寸学校ニ行きて一時間計［り］の後帰る。労働して発汗せし為めにや、先日来の風邪、

多ニ宜し。

五月二日（土）

二時間ノ授業すみて後、直ニ農園ニ行く。昨日の残りの分を尽く掘り返す。帰舎せしは一
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時近くなりし。一時半より大島先生ノ欧米学生の事情及ビ池氏の
foot ball

フートボールに付て講演

あり。終りて演武場前ニてフートボールの稽古をなす。角館氏来りてフリームの農書１５９）を

持ち来り二頁計り訳読をなしやりたり。夜学校ニ行く。

五月三日（日）
［ど］

天気極めて良ろし。今日こそは花見ニ行かばやと思へしかと、午前中は何にかと用事あり

て十時過ニなる。角館氏、坂本君の見舞に行く途中なりと云へて一寸尋ねられ午後より一

所ニ円山ニ行く事を約す。中飯迄は復習講堂ニありて読書す。午後より約ニよりて円山ニ
おびただ ［塵］［煩擾］

向ふ。 夥しき人と、乾ける土と風と、其の砂利を敷きつめし為め歩き悪く黄�反丈の有
様なり。神社の前ニ至れば一層の騒客にて賑かなること例の如く記するの必要もなかるべ

［げ］

く、実ニ花も人の為めには閉口の体ニして淋しけニ立てり。帰路は北五条を過て帰る。夜
［極］

食後は病院ニ坂本を見舞ふ。病状更に宜しとも見えず。いと気毒の至ニ耐へず。

五月四日（月）
［へ］

〔発信〕父上江

午前は例の如く学課あり。午後よりは農園ニ行きて一時より畦を立て、逢坂氏と二人にて
［ぶ］

堆肥を運搬す。最早や終りなれば概く掘りて三車運ふに大抵は尽きたり。五時の時計の音
［ば］ ［疲］ ［だ］

を聞きて帰る。四時間の労働なれは、ひ労すること甚たし。夜は九時頃ニ寝ニ就く。

五月五日（火）
ママ ［が］

尾泉先生の時間は時計のあ屋訪れる為メ休む。朝より雨降りしか終ニ風も強く吹き出して

夜に入るも止まず。角館氏訪問せられ五時近く帰らる。夜は学校ニ行く。

文題三年 円山、

二年 梅、

五月六日（水）

朝は曇りてあやしき天気なり。大嶋先生ノ授業あり。原先生ノ授業は休みて運動会１６０）ノか
［が］

ざりものを作る。午後よりは農園ニ散歩ニ行きて直ニ帰る。雨少しく降り出せしか夜ニ入

りてもやみそうなし。夜は本日買へ来りし英国士道物語り１６１）を読み了る。

五月七日（木）

〔発信〕文明堂１６２）へ、注文状
［が］

朝の六時頃迄は雨降りし様なりしか、七時頃より天気となりたるに付き今日の運動会はや
［ぎ］

るとて鐘を打ならせしも八時過き又中止となる。

五月八日（金）
［ば］ ［でて］

今日は弥々天気なれは、六時頃より起き出てゞ運動会ノ準備をなす。大抵ハ昨日なせしこ
［ど］ ［待］

とゝて十時より遊戯を初む。午前は人も来ず遊戯も三等のみなりしかと、午後よりハ招持
［押し］

席も一杯となり、普通の観覧人もをし掛け来れる事とて、場内整理のいそがしさ目の回る
［な］ ［ぎ］

様□様なりし。大抵諸学校ニは前ニ席を取らせ、三時過きよりハ誰れニても随意ニ入場せ
マイル

しめたり。一哩ニてハ安部一等となり、諸学校競争ニては一、二等とも師範学校ニて占む。

各科競争ハ森林科の成田１６３）と云ふ人一等ニて、影山１６４）ハ三等なりし、老へたりと云ふべ

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―２０―



し。終りしは六時頃なりし。夜は角館氏九時頃迄遊び行かれたり。

五月九日（土）
［ぎ］

今日は七時過き迄誰れも起き出づる人なかりしは、定めし昨日のつかれ出でしなればなら

ん。朝より雨降り出たりて夜ニ入りてようやく止む。終日室ニ籠りて空しく暮す。夜は学
［居］

校ニ行く。工藤来りをられたり。

五月十日（日）

今日はめづらしく天気なりしかど、風少しくあり。女子小学校１６５）の運動会ある由なりしか
［ど］

と見ず。午前は南一条を西ニ行き博物館前を通りて帰り来る。午後よりも室ニありて一寸
［が］

復習講堂ニ行き書を読みしか、室ニ帰りて夜食迄午睡す。夜は学校ニ行きて、尋常科生徒
［ざ］

ニをかしき昔話しをなす。高等科ニはリンコルン会あり。生徒更ニ来らさる模様なり。

五月十一日（月）

午前中は例ニよりて授業あり。図書館ニ少時間行く。午後よりハ農園ニ行きて藷を弥々ま
［ば］

きつく。天気極めて良く風さへなきいと穏き日なれは、手稲の諸山も青く山の方ニそばだ
タ ン ポ ポ ［ど］ ［ば］ ［ 面 白 く ］

ち、菜の花、たんぼゝなとの花も黄ろく咲き出でたれは、眺めいと思白く画を見るが如き

北海の好風景は何時見るもあかねど、今日は一年の春一時ニ来りし心地ぞせられける。四
［漸］

時半頃概く終りて帰る。

五月十二日（火）

朝は少しく雨降りて寒し。図書館ニ少しく行く。午後よりは尾泉氏の水田あるニより農園
［が］

ニ行きしか、それには出でずして畑ニ行きて「きみ」の畦を立て肥料を入る。安東氏来り
［が］

て塵を焼けるに真似て吾れも吾か領分ニある限きりの物を集めて火をかく。風いと強く吹
［ぎ］ ［河内］

きければよく焼ゆ。四時半過き帰路ニつく。夜学校ニ行く。高地氏にかわりて某と云ふ女

の先生、明日より出でらるゝ筈なり。

五月十三日（水）

朝の授業は例の如し。午後よりは角館氏来りて英語を講談す１６６）。夜は足助君来る。

五月十四日（木）

午前は例の如し。午後より農園ニ行き、とうもろこしを播種す。夜は学校ニ行く。

麦

本を借るゝ文

五月十五日（金）
［が］ ［ば］

朝七時半より月寒の演習を見んか為め学校を出立す１６７）。朝は少しく雨降りたれは外套など

を着込みて用意せしかど途中ニては已ニ雨模様もなくなれり。豊平橋の此方ニ二小隊計り
［た］

の兵士休憩し居たり。橋を渡りて兵士の列に次き行く。見物中々出だり。演習は十時頃よ

り初まり兵営の少く南ニ一列となりて盛ニ出現せり。十一時半ニ終る。十二時頃より観兵
［ビ］ ［ 等 し く ］ ［ば］

式あり一時頃ニ終る。帰途は各学校の生徒及ヒ其の他の見物人皆一しく帰るなれは、塵の

立つこと甚しく気息もつまる計りなりし。舎ニ帰りしは二時、少しく昼寝す。夜は開識社

なく、吾が宗教１６８）を読む。
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五月十六日（土）

午前は授業あり。午後より農園ニ行きて大豆を植る積りなりしも雨降り出せしによりて室
は

ニ座居す。夜は学校ニ行く。雨少しは霽れて明日の天気稍々望みあり。本日の萬朝１６９）ニ那
［ざ］

珂博士１７０）の甥藤村操君、年十八にして宇宙の疑問解けさるを恨み日光山奥の華厳滝ニ投じ
［ 惜 し む ］

て死すと、をしむべき哉。好少年、君は曽て札幌中学ニあり、札幌ニ成人せりと。死ニ臨

みて厳頭の樹を白けて書せるの文は巻後ニ誌せり１７１）。

五月十七日（日）
［ば］ と

今日は八時より夜学校の女生徒と藻岩へ登山の筈なれは、六時頃目を醒せば雨の音す。兎
［は］ ［ば］

てもだめならんと思へ居りしも、雨斉れて天気模様ニなりたれは起き出て角館君と共ニ八
［待］

時頃出立し、本願寺の門内ニて皆々を持ち受く。九時半頃ニ一所となり山ニ登る。他ニも

二三の組登り来れり。頂上ニ付きしハ十一時、皆々中飯を食へ一時頃雨少しく降り出せし
［ば］ ［ぎ］

かは下る。温泉１７２）ニて二階を借れて円座を作り名指しなどして愉快ニ遊び、三時半過き茲
［で］

を立ち出てゝ各々家途ニ向ふ。之の日は竹田と北澤の外、皆々来れり。足助も、工藤も、

橋本１７３）等も遅れて登山せり。夜は学校ニ行く。倫古龍会あり。

五月十八日（月）

午前中は授業例の如し。午後よりハ農園ニ行きて大豆を植へ終る。柳川１７４）来り居れり。夜
［ざ］ ［ど］

は学校ニ行きて先日頼まれし入学者を試験し見る。余り望みなきにも非さりしかと、二年
［ど］

級は殆と満員なりし為め実ニ気の毒之極なりしも断りて帰らしむ。

五月十九日（火）

土曜日の夜学校の前ニて拾へ来りし子犬を皆々もてあませしによりて柳川ニ嫁入りさす。

農園ニ行べき日なりしも雨降りし為め休［み］となる。角館氏来りて英語を教ゆ。五時過
［ぎ］

きとなれり。夜は学校ニ行く。

三年 金子を借るゝ文

五月二十日（水）

〔受信〕小島

朝より天気極めて良ろし。此日より吉井先生１７５）の授業あるニよりて午後より化学実験ニ取

りかゝる、四時迄。夜は聖書の研究１７６）を借れ来りて読む。

五月二十一日（木）
［が］

朝より雨模様なりしか、十二時頃より降り初む。動物の実験室ニ行きて人々のなすを見る。

夜学校ニ行く。

五月二十二日（金）
［ 鬱 陶 ］

午前之授業は例の如く、午後よりも化学実験あり。微雨粛々として降りウツトウしき事限

りなし。七時より復習講堂ニ開識社あり、弁士及演題は次の如し１７７）。

愉快の精神 江刺家

馬鹿論 池田
［ぎ］

おとき噺ニ付て 藤井
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人相論 芳賀１７８）

五月二十三日（土）

午前は例の如く、午後も天気悪しけれバ外出せず。夜学校ニ行く。角館氏来る。

五月二十四日（日）

今日は尋常科生徒と真駒内ニ行く積りなりしも天気宜しからざる為め中止ときめ学校ニ行
［が］ ［ば］

きしか、生徒は早や皆々集まり、天気も稍々望みある様なれは又々急ニ行く事とし九時よ

り出立す。余と角館君と生徒を伴れて先発し、多くの先生ハ後より来る。牧場１７９）の入り口

ニて少許待つ。茲ニて半澤及び女先生等と一伴となる。茲より更ニ農場の西ニ行きて川を
［ 格 好 ］ ［ぶ］

渡りてかつ好の野原ニ出でゝ遊ふ。吾等は其の中川ニ橋を架く。中飯を食ふて後ち種々の
［ぎ］

遊び等なし、帰途ニ付きしハ三時半を過きたり。舎ニ帰りしハ六時。夜学［校］ニ行かず。

此の夜、南三条辺ニ出火あり。

五月二十五日（月）

〔発信〕小島
［だ］

朝より天気なり。午前は学校あり、午後よりハ風少しくありたれど農園ニ行く。未た我が
［物］

植へし者は何れも生へず。夜食後足助氏を寓ニ訪ひ種々談話の後ち、帰りしは已ニ九時半

頃なりし。

五月二十六日（火）

午前は授業例の如し。午後よりは冨貴堂ニて天人論１８０）を求め、遊園地ニ行く。後方の馬場

ニて三十分余ねころび、岡田花園ニ行きて帰る。夜は学校ニ行く。之の日極めて晴天。

五月二十七日（水）

午前は大嶋先生授業休みなり。午後よりハ化学実験あり。夜は室ニありて読書す。午前二
［ば］

時頃ニもや、半鐘の音ニ夢を破られ起き出で見れは、火事は電燈会社１８１）の北隣より燃へ上
［ぎ］

り少しの風ありし為め火の子盛ニ飛び散れり。中々止むべき風もなかりければ急き洋服ニ

改め再びかけ着く。幸ひ強風ならざりしとポンプのありし為め一区画ニて止まれりしハ幸

福の事なりし。終りし頃は已ニ夜少しく明けはなれたり。再び床ニ就く。

五月二十八日（木）

昨夜の火事の為め本日の授業は休みとなる。朝来天曇り雨さへ降り出し風も中々あり。夜

学校ニ行く。

五月二十九日（金）

大嶋先生の授業は休みとなる。夜は角館氏を訪問す。明日、寄宿舎送別会を兼て開識社を
［受］

開くなれば、夜学校の授持ちを明晩丈け依頼す。談話ニふけりて十時過まで居たり。

五月三十日（土）
［だ］

朝の授業ありて、農園の畑を見に行く。藷の方は未た芽を出さず。人より遅くまきつけし
［だ］

によるならん。
corn

コンーの方は早や芽を出せしものあり、大豆は未たなり。一時より武林１８２）
［が］ ［だ］

ニ写真を取りに出掛く。今日も朝よりむし暖かりしか、撮影するとき一層甚たしく汗も流

れん計りなりし。食堂ニては御馳走あり、南先生も来られたり。六時より開識社に於て演
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説会兼送別会を開く１８３）。河内、川口１８４）、逢坂氏等登壇し、最後ニ芳賀君のあいさつに次
［ぎ］

で人生観ニ付て懇々述べらる。菓子、
coffee

コヒー、スシの御馳走出て、散会せしハ九時過き。

トルストイの吾宗教を読み了る。

五月三十一日（日）
［ぎ］

朝は曇天にして細雨降る。九時過き恩地君を訪問したれども不在の為め足助氏宅ニ向ふ。
［ぎ］ ［ば］

途中ニて行き逢へ十時過き迄同氏の室ニ居り、天気となりたれは豊平川の土手を伝ふて遊
［到］

園地ニ至り、岡田花園ニ致りて鯉魚を見て帰る。午後は在室す。夜は学校ニ行く。末光氏

の講話あり。半澤氏すゞらんヲ採取し来り生徒ニ与ふ。吾れも一たばをもらひてビンに挿

すに清香室をこめて得も言はれぬ様なり。実に春の王女なるべし。國分君への手紙を書く。

六月一日（月）

〔発信〕國分様

〔受信〕父上より

午前の授業は例の如し。午後よりは農園ニ散歩ニ行く。天気よければ第二農場の細道を試

験場１８５）の方に行き牧場に入りてぶらへ散歩し、第一［農場］に出で作物を見て帰る。今

日は已ニ大豆も芽出で、薯も三四本新芽を出せり。夜食後はテニスをなし、南一条を散歩

して帰る。

六月二日（火）

今日も天気よし。郵便局ニ至りて為替を受け取る。午後より農園ニ行きて石油発動器を見

る。第一農園ニ出で博物館脇を通りて帰舎す。夜食後、角館君来られ三十分計り英語の後

ち共ニ夜学校ニ行く。

三［年］ 我国

二［年］ 松

六月三日（水）

〔発信〕父上へ
［迄］

朝は天気よかりしも午後より曇りて三時頃ニ雨少しく降る。化学実験ニ四時過過す。父上

への手紙を書く。

六月四日（木）

十時頃より博物館ニ行きて鳥類の講義を聞く。午後よりハ農園ニ行くべかりしも、風烈し

き為行かず。夜は夜学校ニ行く。大島先生来られたり。

三［年］ 花を贈る文

二［年］ すゞらん

六月五日（金）

大島先生ノ試験あり。一時間足らずの時間ニ五問題なりし為め思ふ如く書けず、極めて不

成績なりし。午後よりは化学の実験あり、酸類ニ入る。夜は南一条ニ行きて買物をなす。

六月六日（土）

今日より宮部先生の議講あり。農園ニ行きて唐きみの鳥よけを作る。夜は学校ニ行く。
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六月七日（日）

朝は一人にて円山ニ出掛く。元の池ある辺ニ出でゝ暫らく休みて帰りしは十二時なりし。

天気よく、いとあつき日なりし。袷を着んかとて出す。午後よりは河内の室ニ行く。七時
［百回カ］

より倫古龍会□□あり。大島先生ノ欧米の風俗に付て談せられ、其後種々の遊戯をなして

散会せしは十一時近くなりし。生徒も三十人以上集りて中々盛会なりし。

六月八日（月）

大嶋先生ノ英作文あり、Technical Educationなる題なりし。午後よりは農園ニ行きて薯

の移植をなし、狩野君の
cabbage［キャベツ］

キヤベーチ畑を作るに手伝ふ。

六月九日（火）
［ 塊 ］

午後より尾泉先生の水田の実習あり。田のくれをくだく。夜は学校ニ行く。

六月十日（水）

午後は学校ニ出で、午後より化学の実験あり。夜は風呂ニ入る。角館君来る。

六月十一日（木）

動物の実験として博物館ニ行く。鳥の講義すみて博物館内ニ入り熊ニ食はれし子供の手足

を見る１８６）。之の日農芸科ニ支那人二人入り来り、寄宿舎に入る１８７）。夜、復習講堂ニて歓

迎会を開く。吾れは出席せず。午後より農園ニ行きて草とりをなす。天気極めて良し。夜

は学校ニ行く。

祭礼ニ友を招く文

六月十二日（金）
は

朝は雨降る。十一時頃より霽れたれど天気は曇れり。午後、化学の実験あり。夜食後一と
［が］ ［ば］

休みせんとて床ニ就きしか、ふと目を醒せは十時ニなりたり。十二時迄勉強せばやと起き
［ど］ ［ 逞 し く し ］

出でゝ動物を読む。再び床ニ就けとも、之度は万感胸ニ往来して想像、思想、意をたくましうし、
［ぎ］

眠りしは二時過きなりし。

六月十三日（土）

朝の農具は農園ニ行きて実物を見る。大嶋先生のローウエル１８８）の講義すむ。十二時迄図書
［到］

館ニ行く。午後より足助来り後、二人にて河内の室ニ致る。帰りしは四時。夜は学校ニ行

く。降雨の為め道路中々悪るし。

六月十四日（日）

朝よりして雨降る。

In The morning it has rained ; about 9 o’clock, the rain has ceased but the air was very

cold and moisture ; the exquisite study of lesson has ached on my head so that I take a

walking to Minami ichizo, in the road I have met Mr. Koike. In the Afternoon I was sitting

in my room, and slept a little while, in the night I have gone to our school.

六月十五日（月）

The sun beam has awakened me from the bed, I was very cheerful because today is the

festival day of Sapporo jinja１８９）; at the 9 o’clock the rain has fallen but soon it ceased about
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10 o’clock I visited for Daikoji, in the afternoon I went to the Yuenchi to see, the horse

race and on there I have met Mr. Koike, Mr. Abe & at the 4 o’clock I have returned to my

home.

六月十六日（火）

〔受信〕小太郎

It is fine weather in the morning, so the whole city crowded wish man & woman ; the festi-

val procession went round and round each streets. The afternoon I have taken a walking to

Toyohira bank, the night also.

六月十七日（水）

〔発信〕小太郎

fine weather. I was in my room at fore noon, the afternoon went to Hakubutsu Karn.

六月十八日（木）

〔受信〕小太郎

fine weather, Today we have examination of nutrition of plants, I learned a room about 10

o’clock, then there has been a thundering & lightening but the rain has not fallen, the af-

ternoon I went to Yuenchi and entered to Busanchinretsujo.

六月十九日（金）

朝は植物と独逸との試験あり。午後より逢坂、河内と共に鉄道線路を散歩す。朝は曇りし
［が］

か、午後より天気となり中々暖［か］なり。帰りは博物館内を通り、池の辺りにて小休し

て帰る。夜は南七条辺迄散歩し、明日の動物の下しらべをなす。

六月二十日（土）

朝より天気いとよろし。動物の試験あり。十時半頃より高橋１９０）と農園に行く。此の夏の草
［黍 ］ ［陰］

取りをきみとの交換にて約束を取り結ぶ。本日の新聞ニ本科二年の騒動出でたり。蔭山迷

惑の体なり。

六月二十一日（日）

大抵の課業を昨日にて済みたれば気楽なり。午前、午後とも散歩す。特ニ午後よりハ一人
［ど］

にて東橋より茶碗淵を通りて帰る。天気極めて良けれと風少しく吹き出せり。夜は学校ニ

行く。末光氏の御話しあり。

六月二十二日（月）

朝より風ありて気候少しく寒し。尾泉氏の試験あり。午後よりハ足助氏来訪し竹田と三人

にて苗穂辺に貸家を見付けに行く。余と足助ハ随行なり。足助の宅より二人にて
rose

ローズの
［にお］

蕾をもらひ来る。香ひいとよし。夜に入りて雨となる。風も少しくあり。夜学校ニ至りて
［ば］

試験をなす。答案を見終り十時にもなりたれは床に就かんとせしに突然半鐘の声聞ゆ。東
［ば］ ［かど］

の方なれは夜学校の附近にもやと思へかけ出す。南二条の東一丁目にして風ありしがと数

戸にて済みしに幸への事なりし。

六月二十三日（火）
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今日も風ありて雨模様なり。大嶋先生の英語試験あり。午後より北澤の処ニ至りて恵庭山
［ば］

登山の相談をなし、天気良けれは明後日出発せんと極め帰る。夜は学校ニ行く。三年ハ作
［ぎ］

文、二年ハ読書なり。滝氏来られたり。九時過き帰る。

六月二十四日（水）

朝より化学の試験あり。十二時半迄かゝりてあやしげなる答を得て帰る。粉末と液体ニし
［ ク ロ ロ ニ ウ ム ］［と］

て粉末の方はコバルトらしく、液体は鉄と云ふ人ありしかど、クロミにアムトマンガンに

塩酸なりし。午後よりは河内の室ニ至りて談話し又夜学校の答案ニ評点も付す。晩方ニ北

澤宅を訪ね、出発を延期し廿六日となす。七時より同窓会倶楽部ニ卒業生の送別会あり会

する者三四十名、十時頃ニ解散す。

六月二十五日（木）
［距離］

八時半より農園ニ至りて田植をなす。巨離試験として六寸五分？、八寸、一尺の三種とな
と

し、植へ終りしハ十二時なりし。今日も風ありて陰雲四方にふさがりて兎ても天気の見込

みなし。時々雨降る。午後は南三条迄散歩ニ出掛けたり。夜は学校ニ行く。風寒し、雨滴

降る。

六月二十六日（金）

九時過ニ農園ニ至りて薯ニ培土し、大豆の除草し、とうもろこしの除草ニ取りかかりしに
［が］

雨降り出せり。今日にて皆なとり終らばやと尚ホ働きしか、弥々本降りとなりしかば三畦

計り残して帰る。北澤等、関と共ニ遊びニ来り居れり。恵庭登山は明日も天気悪しき時は

七月ノ一日迄延すことゝ昨夜安部氏より言へ来りしかば、別段何にも言はず。午後より教
は

育図書館ニ行く。四時頃の帰りにて、風尚ホ止まざれど雲霽れて青空を所々に出せり、或
［ぎ］

は明日の天気ニ望みあらんか、夜床にありて外交奇談１９１）を読み居りしに十時過き火事あ
［ぎ］

り。急き飛び起きてかけ出す。北三条東一丁目ニして焼失戸数四戸計りなりと。夜学校ニ

用事はなかりしも行く。

六月二十七日（土）
［だ］

昨夜、大光寺より借れたる目醒しの未た鳴らぬ中より目を醒し居りたれど、鳴る迄は起き
［す］

も上らず。窓は薄し暗らければ今日の天気は如何なるものにかと案ぜられしが、はたして
［ど］ と ［ 難 し ］

雨にはなるまじけれと曇れり。兎ても出立むじかしければ北澤の処ニも行かず。八時半頃

より農園ニ至りてとうもろこしの除草と培土とをなす。十時頃より天気となれり。それよ

りぶらへ散歩して帰りしは十二時なりし。午後よりは山鼻ニ斉藤氏を訪ふ。遊園地ヲ経

て帰る。今日より大通りニ相撲の興行あり。京都角力とかの由なり。五時過て竹田より電

話ありしニより佐野屋１９２）ニ行きて夜食の御馳走ニなる。夜学校ニ行く。試験成績終りて我
と

級よりは桜井１９３）と梁田１９４）落ちし由。桜井君は兎ニ角、梁田は気の毒千万の事なり。予［科］

の二年にては工藤と小川１９５）と落ちし由。之れも気の毒なり。

六月二十八日（日）
［ 簾 舞 ］ ［ば］

今日はリンコルン会にてミソマイ辺ニ遠足ある日なれは、朝五時頃目醒めて起き出づ。雨
［ば］

模様なれは行かず。河内、竹田、逢坂の諸氏は出掛たり。風あるに加へて時々微雨降りた
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［ば］ ［ほど］ ［ぜ］

れは、さころ困難なりしならめと案せらる。終日室ニありて書を読む。夜食後、縦覧室ニ

寄宿舎会ありて解散後の事やら新寄宿舎制度ニ付て議す。九時半を過たり。之の夜々学校
［ど］ ［ず］

ニ茶話会ありし由なれと、前の事ありしニ付き行かす。雨降りしきる。此の日南一条東一

丁目殺人事件ありしとか。

六月二十九日（月）

之の日も朝より天気悪るく雨降る。道路ぬかりたれば外出もせず内ニ籠城す。午後よりも
［じく］

同しぐ徒然なり。夜学校ニ行く。有島君１９６）の御話しありて授業は休む。

六月三十日（火）

之の日演武場に卒業式あり１９７）。

七月一日（水）

此の日午後弥々寄宿舎を出でゝ角館氏の室に引きこす。夜は夜学校ニ行けり。

七月二日（木）
［ヅ］

此之日寄宿舎ヲ出ツ

朝七時の発車乗り込む。有島、河内、末光及び一年ノ高松１９８）及二氏と同車す。有島君等と

は室蘭ニて別れ、汽船よりハ東郷、住友君１９９）及び高松氏等と同乗、それより故郷迄同伴せ

り。

九月九日（水）

此の七月一日ヨリ山�下宿舎に入る
室蘭よりハ河内、池田君及び河内の知人と同車せり。他の列車には越前屋２００）、河村君２０１）

など居られたり。河内氏とも青森より一所になれり。室蘭は宿ニ就かず直ニ停車場ニて待

ち合せたり。濃霧深くして雨の如かりき。札幌停車場ニつくや、足助、末光、竹田など夜
［ぎ］

学校ノ連中乗り居られたり。余は直ニ角館君と同氏ノ宿所ニ急き行く。夜は風呂ニ入りて

直ニ寝る。

九月十日（木）
［馬鈴薯］

馬齢薯にロト病付けりと聞き午前は農場ニ行きて薯を掘る。柳川、高橋ノ二氏ニ逢ふ。概

く掘り了りしは十二時なりき。畑の中央ニ穴を掘りてうづめ置く。午後よりハ藤井氏訪問
［ど］

せられたりと聞き余も尋ぬ。二時間計りの後、足助を訪へしかと不在の為メ、南一条ニ出

でノートを購ひ、大通りニ出でゝ黒田伯ノ銅像２０２）を見る。夜は夜学校ニ行く。先生等皆な

来り居られたり。

九月十一日（金）

午前九時頃より経済学教室ニ始業式あり。諸先生ノ訓辞ありて解散す。畑ニ行きて藤井、

大光寺ととうもろこしを採り来り、下宿ニ帰りて焼き食ふ。それより牛乳二合を呑みて、
［ぜ］

南三条ニ出で、更ニ足助氏ノ宅を訪問せんとて歩を転せしに、そろへ腹の工合悪しく大
［漸］

便をもようすこと甚だし。足助氏の二三町此方にては耐へ難き程なりしも、概く同氏の宅

ニ付きてやれ嬉しやと重荷を下しぬ。林檎ノ御馳走ニなりて再び散歩ニ豊平ノ川岸ニ行き
［ば］

しも、又々腹工合可笑しけれは帰りて又も雪隠ニ行き又々帰りに行く。弥々きびニ当てら
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れ下痢を起せりと思へ、宿ニ帰りて又行き直ニ床ニ付く。身体ノ工合、大ニ此の夜悪しく。

九月十二日（土）
［ば］

今日も腹工合良ろしからざれは学校へは出でず床ニ就けり。午後より創成川岸ノ正見医
［ 診 察 ］

師２０３）ニ付てしん察を乞ふ。途ニて池田次郎氏ニ逢ふ。夜学校ノ事は角館氏ニ依頼す。

九月十三日（日） 晴天
［ば］

朝は大光寺氏を訪ねたれど不在の為メ帰りしが、途中ニて足助氏と逢へたれは、札幌村の
［ぎ］

方に散歩ニ行き、橘と言へる家ニて林檎ヲ買ひ、宿ニ帰りしは十二時過きなりし。午後は

風呂ニ入り昼寝をなす。夜は夜学校ニ行き、河内ノ御話あり。

九月十四日（月） 晴天

八時半ニ学校ニ行く。尾泉先生ノ土地改良ありて他は休みなれば宿ニ帰る。藤井氏立ち寄

りて十二時少し前ニかへらる。午後よりは動物ノ実験ありて出席せしハ五人なりき。余は
［製］

昼寝せしと時計のくるへる為め一時間遅刻す。
permanent

パーマネントのプレパラートを勢する法を
ママ

学びて歯くそのプレパラートを作る。校舎新しければ中々気持ち良く全く別世界の感あ

り。夜は南一条ニ行きて昆虫学２０４）を求む。

九月十五日（火） 晴天

午前は四時間共授業あり。午後より農産製造の実習として林檎の
jam

ジヤムを製す。夜学校ニ

行きて授業す。

三［年］ 石炭

二［年］ 石油

九月十六日（水） 晴天
［ど］

午前は二時間ありて帰る。午後よりハ風ありて黄塵飛び立ちて面を向けん様もなけれと、
［ば］

兼而約せしなれは藤井君を訪ふ。工藤氏の書庫を一覧して、エ、サウサンド、エンド、ワ

ンゼムス２０５）一冊を択ぶ。風は中々止まねど遊園地ニ向ふ。水原ニ至りて西洋梨を購へ、樹

下の将ぎに腰打ち掛けて話しながら食ふ。味特ニよろし。小池氏に見舞ノ為め将ニ三斤を

購へ北辰病院を訪ふ。平常の大男、蚊の如くやせたり。病には勝てぬものと見へたり。安

部、関も来り居られたり。四時半時辞して帰る。夜は外出することなく、藤井より借れ来
［置］

れる近江県物語２０６）を読む。滑稽ありて中々真面目の小説なり。興味津々巻ををくに耐へざ
［か］

らむ。此の夜雨降らんとてが例ニなくむし暖し。

秋なれどえんまの脚は細かりき

九月十七日（木） 雨
［が］ ［ば］

昨夜より降雨ありし様なりしか、今朝起き出で見れは、細雨粉の如く降れり。午前の授業
［ば］ ［ば］

は例の如し。午後より実習は休みなれは帰りて三時頃より頭痛すれは少しく休む。夜は雨
［ば］

弥々本降りとなれたれど是非なく夜学校ニ行く。夜は暗きが上、道路悪しけれは、足も衣

もビッシヨリとぬれたり。

三［年］ 大工を頼む文

二［年］ 盲人
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九月十八日（金） 曇
［が］ ［ば］

朝の授業は尾泉氏の分のみかありて休みなれは、図書館ニ行きて雑誌を見る。午後は藤井

氏を訪問して工藤とも談話し、先日持ち来りし詩集は已ニ小川氏と先約ありしとの事なれ
［ば］

は返済してローウェルを持［ち］来る。南一条ニ出で沙翁物語２０７）を購ふ。夜食後風呂ニ行

き、少しく散歩して帰る。

九月十九日（土） 晴天

午前は授業例の如し。午後よりハ山鼻に行きて斉藤氏を訪問す。夜は学校ニ行く。雨降る。

帰りにはやがてはれたり。

九月二十日（日） 半晴
［居］ ［ぶ］

朝は曇りをれば今日の天気如何あらんかと危ふまれたれど、八時に出立す。昨夜より石山

街道の川沿に遊ばんとの心算なりしかば、道を山鼻にとりて行く。林檎の赤玉を掛けたる

如きも嬉しく、村端れの畑の
timothy

チモシーに似たる雑草の黄ばみて黄金の波を打てる様などい

と心地よし。突当りの川原に行きて暫く休息し又出で立つ。石山につきしは十時過ぎにも
［ど］

や、茲を通りて例の目ざせる川原につきしは十一時なりし。川の眺めよからぬにあらねと、
［乏 ］ ［ 憩 う ］ ［ 簾 舞 ］

樹木ともしく、いこーべき日陰なく、時も早やければミソマイの橋ニ向ふ。此の道を通り

しは昨年の秋なりしに変れるものなるかな、新しき家の五六軒も増したり。橋ニ至りしは
［が］

十二時なりし。橋下の石ニ腰かけて川の流れを足下ニ眺みなから中食す。持ち来れる青山

百雲と云ふ本２０８）を読む内一時ニなりたれば帰途ニ付く。此度は途を換へて真駒内ニ出で、
［越 ］

渡しをこへて山鼻を再び通り、宿ニ帰りしは四時半頃なりし。夜は学校ニ行く。

九月二十一日（月） 晴天

午前の授業は尾泉と大嶋両先生のみありしかば、図書館ニこもりて
Encyclopedia

エンサイクロペヂアの

絵画を見る。午後よりハ動物実験ありて、蛙の血液をプレパラートに作る。夜食後、線路
［ぎ］

ニ沿ふて西の方に至り、青年会寄宿２０９）の前を通りて帰る。六時過きたり。

九月二十二日（火）

午前は授業あり。松村教授は休業なり。午後よりハ農産実習ありて林檎の鑵詰を作る。四

時半頃より工藤の米国行の送別会を河内宅ニ開く。集まるもの足助、池田、藤井、僕にて

其他は宿の半澤、末光、竹田、河内諸氏なり。ライスカレ［ー］の御馳走ありて汗を流し
［ど］

つゝ食ふ。三杯計り食へしかと腹張りて座ることも能はざる様にて、例の腹の病再び出で
［ば］ ［法螺］

んかと心配さる。余と河内とは学校あれは六時十五分頃ニ出で行く。後は例の保ら話にて、
［ 賑 わ ひ ］

さぞにぎわへ事なるべし。

三年 秋の景色

二年 烟草

九月二十三日（水） 午前極て晴天
［ば］

今日は兼ての約束有れは、宮部先生博覧会２１０）より持ち帰られし海産物を見せらる。台湾の

植物製品も沢山持ち来られたり。
herbarium［植物�葉室］

ハーバリアムを見る。中々立派なるものなり。現在の標

本数は四万に越へたりとか。帰りには図書館ニ立ち寄りて、エリーの経済書２１１）を受け取る。
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午後よりハ南一条ニ至りて書店に立［ち］寄り、博物館構内を通り抜けて帰る。夜は如何

なる故にや、むし暖きこと限りなく、夏の夜半の心地する程耐へ難ければ、定めし雨の徴

候なるべしと思へる内、十時頃より降り出せり。頭少しく痛む。

九月二十四日（木） 大雨風

○秋季皇霊祭
［ば］

何時頃にやフト目を醒ませは、窓外雨滴の声聞ゆ。さては明日の旅行も望みなからんと考
［が］ と は

へなから又眠る。五時頃には中々の大雨にて兎ても霽るべくも思へねば、断念して宿の握

り飯を断わる。六時ニ起き出でたれど、せんことなし。八時の上り汽車にて工藤氏出発す
［ど］

るにかと思へ、強雨をおかして行き見たれと誰れも居らず空しく帰る。午後一時四十分の

ものに又行く。已ニ工藤など来り居れり。見送りの学生多く、宮部先生も来ゆる。弥々之

の汽車にて永訣す。帰路、足助の宅ニ立ち寄り、南一条ニ散歩に出で小池氏を病院ニ見舞
［ど］

ふ。夕刻、末光氏来りて明日旅行ニ出立の事を報じ去る。夜学校ニ茶話会ありたれと行か

ず。

九月二十五日（金） 晴天

動物採取旅行として山中温泉ニ行く
［削 ］

午前七時の発車にて小樽に向ふ。手宮ニて下りて赤岩ニ向ふ。新しく道路を山上ニ開さく
［だ］ ［腹］

せしにて途中尚ほ未た工事の個所もありし、中復頃より小樽湾を眺めらるゝなれば、眺望

中々良し。東の方ニは高島、祝津ノ漁村も見ゆ。之の峠を上り尽せば後坂を直下ニ海あり

て白浪の打よする様壮絶なり。手宮より稍々一里ニして赤岩温泉ニ達す。之の温泉は開業

尚ほ新しく本月ニ入りて初めしものなる由。十二時迄は風呂ニ入りなどして休息し、午後
［瓶 ］

より海岸採集を試む。海岸を沿ふて西の方ニ行き、各々びんニ動物を満す。後れがちの余
［ど］ ［ぎ］

は海中ニて滑りしの滑稽もありし。更ニ東の方ニ行きしかと雨少しく降り出せしかば急き
シ ベ リ ア ［解］

帰る。夜は級会を開き、茶菓の御馳走あり。安部の西比利亜談ニて開散し、其の後は碁の

集会などありし様なり。

九月二十六日（土） 晴天

此の日は高島ニ向ふ例の坂道を上り、途中ニて二た手ニ別れ、我等は高島の小学校の裏手

より行き、試験場の工場を案内されて、海岸ニて他の組と合し、舟ニて弁天島の試験場ニ
か き ［ぶ］

行く。茲ニて海栗を採集し或は場内ニ入りて顕微鏡などを見て十一時頃迄遊ふ。それより
ママ

又山中ニ引き返す。午後は散歩に日を消す。夜は碁の大合戦ありトし、余等は初学のトラ

ンプを遊びて墨ぬりなどして無邪気ニ遊びて十一時頃ニ至る。

九月二十七日（日） 晴天

同断

午後八時にて帰宅す。朝は先生等小舟ニ乗りて
surface collection

サーフェスコレクションを試みられたり。
［為］ ［が］

余等は無す事なきまゝ、魚�ニ出掛けしか、一匹つれし嬉さ忘れ難く、いと熱心ニなりし
［が］

か、場所を変へて一人高名せんと皆より遠くはなれて向ふの岩ニ行かんと、すそまくりし
［が］

て海ニ入りしか、案外深く腹まで付きしに一二の事と尚ほ深く行きしニ頭まで付きぬ。着
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［ 竿 ］ ［ば］

物着しまゝ�りざほ一本の奇芸なれは、人に見付けられしならば奇観なりしならんと一人
［ず］

可笑しがる。止むを得す�を止めて陸ニ上り、着物を日ニ干かし、今は裸体となりて海ニ
飛び込む。高橋も来りて共ニ遊泳す。午後よりは祝津ニ行き、灯台の裏手の浜ニ採取を試

み、茲の海ニても逢坂、素木２１２）、鈴木など遊泳す。それより高島を通りて小樽の築港を見
［ど］

物し、小樽の市街を通りて小樽停車場より乗り込み、車中は軍歌なとニて大さわぎをなし、

宿ニつきしハ八時なりし。

九月二十八日（月） 晴天
［ば］

朝は理髪の為め南一条ニ行き、午後よりハ頭の工合悪しけれは昼る寝す。夜食後、石澤君２１３）

を青年寄宿舎ニ訪へ、円山街道迄散歩しながら牧畜農業上の高論をうけたまわる。半月淡

く地上をてらす。

九月二十九日（火） 晴天

午前の授業は例の如し。午後は農産実習ありて
tomato

トメトーのソースを作る後ち図書館ニ少時

行き、農園を一周して帰る。夜学校ニ行く。

九月三十日（水） 晴天

尾泉先生は休みなり。藤井氏来りて九時半迄遊ぶ。午後二時より新入生歓迎会ある筈なれ

ど、高橋と豆を煮て食ふべく農園より一風呂敷つみとりて同氏の宅ニ至る。四時頃帰る。

夜は経済を筆記す。隣室の荒川氏２１４）、病院の近傍ニ引き移る。

十月一日（木）
［が］ は

朝は雨降り出せしか、吾等の学校ニ行く頃には霽れたり。松村先生ハ三年の昆虫採集旅行
［富良野］

に行かれし為め休みとなり、午後の農業実習も石川先生２１５）、南先生２１６）とフラヌへ行かれ
［ぎ］ ［わ］

し為休業。足助一時頃尋ね来られ、一時半過き共ニ出掛く。余れは博物館ニ散歩の為メ道

庁の門内ニて別る。昨日迄は夏のなごり猶残りいたればにや、秋の景色更ニなく日も毎日

麗なれば夏の面影去らざりしも、今朝の雨一しきり降りしより、天の模様と共に気候ニも
［ぼ］

変化を及ほせしにや、急に秋風吹き初めし心地していと冷し。博物館の森の景色も久しく
［ど］ ［ 蔦 漆 ］ ［ 己 ］

眺めでありしに、今来て見れば尚ほ紅葉には早やけれと、つたうるしなど紅に黄ニをのが
［際 ］

じゝ色を競へてエルムにまとはる状など、反てエルムの葉の緑あるによりて一きはうるは

し。四条の通りを琴似街道の方ニ出で、線路ニ沿ふて帰る。札幌の風景の大なること、故
［ど］

郷の景の今を見て感動せざれと、幼時いかばかり感化を被むりしかなと考へもて行く。

行く雁にや又見へにけり秋の風。石狩の秋は来にけりつたうるし

十月二日（金） 晴天

いつもの積りにて単衣着て牛乳をとるに農園ニ行きしに、北風烈しからねど吹きて身を切

る如き寒さ、急ニ北海の秋となりしやとあやしまる。実ニ昨日迄は単衣ニても尚ほ汗を流
［が］ ［ば］

さん計りなりしか、今日は秋の寒さ一時ニ至れる心地す。尾泉先生休みなれは、十一時半
［富良野］

より大嶋先生あるのみ、午後の実習も鈴木先生２１７）フラヌに行かれたれば休む。学校の帰途、
［ど］

北四条を通りて円山ニ至り、神社の前を通りて秋の景色を眺む。日は麗なれと少しく風あ
［ 行 李 ］ ［河内］

れば、日当たり已ニ心地良ろし。こーりを開きて袷を出し衣更す。本日、足助、高地氏の
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自炊仲間に引き移りし筈なり。

十月三日（土） 晴天
［ば］

午前の授業は例の如く、松村氏休みなれは畑ニ行きて豆をもぎ藤井ニ送る。午後より藤井、

竹田と御料局ニ至り葡萄を購へ、散歩がてら茶碗淵より東橋下の木影ニ立ちよりて秋の味

を味ふ。一斤十銭の高値なれば味も仲々良ろし。帰路又々御料局ニ至り竹田氏家の土産と
［だ］

にや買へり。尾泉先生一時の汽車にて函館より帰られしが、角館氏は未た帰られず、函館
［だ］

ニ留りて見物ならむか。夜学校ニ行く。月特ニ良く天寒し。今朝も寒気仲々甚たしく霜降

れり。

十月四日（日） 晴天

今朝も霜降る。朝風例ニよりて寒し。九時頃大光寺氏を訪問し、十時半頃より中学校の運

動会を見に行く。午前なれば別段面白き競争もあらざりし。十一時過迄見物して、製麻会

社２１８）わきの郵便受取所に至り為替を受取る。午後は経済の筆記などして外出せず、閉居先
［ど］

生を学ぶ。夜は月あれと寒し。南一条の書店に行き買はずして帰る。散歩の積りなるべし。
［が］ ［け］

店頭の小僧は例のひやかしかとは思へなから、帰りかげには御世辞を云へぬ。角館氏本日

函館旅行を終りて帰らる。

十月五日（月） 晴天

朝の二時間は図書館ニ行く。午後よりハ動物学実験あり。今夜は旧暦の八月十五夜にして
［ば］ ［ 洒 落 ］

所謂中秋の夜なれは夜学校ニて生徒一同にて豊平の河岸に月見とシャレるとの河内氏が言

伝え、幸ひ空もはれ月清くして実ニ稀れなる清朗の天気なれば角館氏と六時より行く。豊
［じ］

平の河岸ニて足助と伴ひ、月を賞し、俳句を論して徐行す。水門の傍にて生徒等遊戯をな
［ず］

せし様なりしかど、吾れは病ある身の露帯べる空気を吸呼するは宜しからす、且つ夜風冷
［ば］

たく吹き出せしかは、独りにて帰路につく。冨貴堂ニ立寄るゝ。

十月六日（火） 晴天

午前之授業例の如く、午後は農産製造実習ありて林檎の
jelly

ゼエリーを作る。放課後、独りに
［だ］

て第一農場を通りて北の林之方に散歩す。未た全く秋の景色ならねど、何となく荒涼たる
［か］

様、已に冬の来るの報れを示せり。初めて来りし所ながら、風景の北海的なる写真が、さ
［ば］ ［ 堰 ］

もなくは、油絵の名手にもなりたき心地す。森の中を通せるせきの上を通りて農事試験場
［ 彷 徨 え る ］

に出でゝ少時稲田を見廻り門を出でしに、向ふの広野をさまよへる書生あり。同じ心にて
あま た

此の秋の眺めをめづるにか、やさしき人よと思へ、第二農場の方ニ帰る牛数多居る辺にて、
［ば］

以前の若き人に遇へは足助氏なりし。頭の痛めばそが為めに此の辺を散歩し居れるなりと

なん、共に家路ニ向ふ。夜は学校ニ行く。

今夜十時四十分より月蝕ありとか（九時二十分誌す）

十月七日（水） 晴
［トルストイ］

午前は授業例の如く、経済の時間は図書館ニ行く。午後も図書館に行きて、当志遠の著作

年譜を写して四時迄に了る２１９）。夜食後一寸河内氏宅ニ行きて暫時の後帰宅す。夜はくもり

て雨模様あり。
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十月八日（木）

午前は例の如く、午後の実習も休みなり。南一条に行き買物し帰途北辰病院に立ち寄りて

小池氏を見舞ふ。夜学校ニ行く。夜の明くる少し前に雨降りし様なりしが、起き出でし頃

には已ニはれたり。終日天気とはならずして、細雨を時々降らす。夜に入るも星所々雲間

より顕れ月も出でたれど、風いと寒く吹き、北の方より墨の如き雲を吹き起こせば、その

度毎に又もや細雨を降らす。

十月九日（金） 曇

朝の二時間ノ休みは図書館にて暮す。午後は休みなれば、二時頃より空もくもり雨も少し

降りたれど、頭の工合悪るければ、博物館内の森を散歩す。今日は耐へられぬ程の寒気に

て、朝より晴曇極まりなく時々は雨を降らし、時には太陽の光線輝きしが、午後五時頃ニ

雪を降らせしとか。

（札幌の初雪）

十月十日（土） 晴

昨夜は十一時過に北四条の西一丁目ニ出火あり、目を醒しぬ。今朝も中々寒さ烈し。学校

ニ行く途中、西の方の山を見れば雪白く降り積れり。午後に至るも尚ほ消へざる所あり。
かます

午後より畑ニ行きて薯を掘り、叺にて二俵を得たり。河内氏の宅ニ運ぶ。一輪車なれば

中々重く、腕も抜けん計りニいたみぬ。五時より同窓会ニて一年生の歓迎会を開く。別段

演説などはなく直ニ茶菓となる。六時過ニ辞して夜学校ニ行く。

十月十一日（日）

〔発信〕父上、丸善、長沼、川村、国分、明八様へ葉書出す

朝極めて天気宜し。円山へにても散歩に行かばやと足助を尋ねし所、藻岩へ登山せずやと

の事ニいそぎ宿ニ帰りて洋服を着、再び同氏宅ニ行く。同行四人、河内と半澤と足助と僕

となり、山鼻村にて登山者の多き模様ニより山しまひなる事を知る。山ニかゝりては登山
［だ］

者続々上り来り、うるさき事限りなし。紅葉には未た少しく早けれど、已ニ霜をふくみ
［物］ ［ず］

し者ありて、特ニ桂の先づ黄金色をなして芳香を薫ぜしむる辺、壮快なり。山頂ニ付きし
［ぎ］

ハ十二時半、一時過き帰山す。温泉わきの小丘ニ登りて小憩し、家ニ帰りしハ四時過たり。

夜は南一条ニ買物ニ出づ。空模様定まりなく、黒雲、明星相錯叉し時ニ雨を降らすなど明

日ノ天気をぼつかなき心地す。

十月十二日（月） 朝雨 晴天

午前九時半、植物採集旅行として小樽山中温泉ニ向ふ。

山中温泉一泊。
［ど］ ［ず］

午前八時の発車ニて立つ積りなりしかと、降雪なりし為メ人集まらす、九時半頃のものに
［白膠木］

て立つ。手宮公園ニ登りて公園内の植物を採集し、昼飯を食ふ人あり。ぬるでと云ふ木、
［ぎ］

盛ニ紅葉せり。山中ニ付きしハ十二時過なり。一時過きより海岸採取ニ出掛け、盛ニ藻類

を採集す。藻類採集ニは已ニ時期後くれたりとか、最も良きは春より夏ニかけてなりとぞ、

例の島ある所まで行きて引き返す。夜は又々級会を開き、投票ニて各人の芸を定め、中々
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［物］ ［ぎ］ ［ 汁 粉 ］

愉快なりし。余もせんかたなく天神舞と云ふ者試む。寝ニ付きしハ十時過き。するこの御

馳走あり。

十月十三日（火） 晴天

午後六時着ノ汽車にて山中より帰る。

坂本氏本日故郷より来る。
［が］ ［ば］ さいかい

朝は温泉の後の崖を採取ニ登る。吾れは採集よりハ登山か愉快なれは、独り岩石の崔蒐た
［が］

るを�ち行きしか、中々高き山ニて已ニ絶頂ニ近きし頃ハ目もくらまん計り高く、砂地な
［ば］ ［ば］ ［ざ］ ［が］

れは一歩を踏みあやまらは死せさる迄もけがを免かれ難く見へければ、小心翼々岩ニ取り

付きてようやく登り上り、笹藪をこぎて本道ニ出でんと心静ニ行きしに、突然山の影より
［ぬ］ ［ぎ］

宮城２２０）顕れ出で何にかわ別らめことを高声ニ言へて道ある方ニ急き行きぬ。余も何にかは
［ざ］ ［ど］

判らされと、容易ならぬ危険ニ逢へし人ありしなるべしと崖の方ニ行きしに、鈴木居りて
きわ

指す方を眺むれば、大光寺崖ニ取り付きしまゝ上ることも下ることも得せじ、進退谷まり
［ざ］ ［ば］ ［ど］

て如何とすること能はされは、宮城は宿迄縄を取りに行きしなりとか。殆と一時間計り寒
［ど］

き海風ニふかれて待つ内、宮城、渡辺、関なと来りれり。我れと渡辺と鈴木と三人少しく
［げ］ ［ぐ］

崖を下りて、なわをつり下け大光寺を引き上くる。宮部先生も途中より来られて心配せら

れし由なり。午後は小樽の苗甫ニ立ちよりて見物し、四時の汽車ニて手宮より乗り込み、
［ど］ ［ぎ］ ［ば］

例の軍歌なと歌へてあまりに騒きたれは、駅夫ニ注意せられたるも可笑し。

十月十四日（水） 晴天

学校あり無事。

十月十五日（木） 晴天

学校あり無事。夜学校ニ行く。

十月十六日（金）

無事。教育図書館ニ行く。

十月十七日（土）

石狩鮭漁見物行

之の日、半澤、河内、足助、末光及び予［修］科の人二人及び小学生某氏等八人にて石狩
［が］

ノ鮭漁見物ニ行く。朝は霧深かく天気も如何かとあやぶみしか、十時頃よりはれたり。風

体のよからざればにや、石狩一等の宿屋ニてことわられ、あやしげなる宿の雪隠のわきに
［げ］

入れらる。三時頃ニ海岸ニ網引きを見ニ行く。二ヶ所計りにて引き上けしが、各々二三百

計り入れり。今朝は一個ニ千三百入りし由なり。

十月十八日（日）
［ど］

朝は雨降る。鮭一尾買ひ来りて八人にて満腹す。雨は尚ほ止まねと、何時迄も滞在する訳

ニも行かねば九時頃出立す。半澤は馬車にて其の他は徒歩にて行くことゝし、外套持たぬ
［ぐ］

人ハゴザを買へて衣る。軽川停車場ニ行くことゝし道を急く。一直線なる上、道路極めて

粗悪なれば、目をたのしましむるものなし。軽川ニ着きしハ一時過なりし。昨日は石狩大

繁昌にて農学校の生徒計りも二三十人計り来れり。大関、北澤、川口氏を初め知人中々多
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［ど］ ［ば］

し。夜は夜学校の講話を頼まれたれと、何にも腹案なけれは、旅行談をなして御茶をにご

す。

十月十九日（月）

尾泉先生農学実習旅行
［が］

農学実習旅行として定山渓及簾舞地方ニ尾泉先生と共ニ行く。朝は極めて晴天なりしか、

簾舞より大雨となり定山渓迄降り通しなり。只紅葉のみは今は盛りの眺めにて、実ニ二月

の花よりも紅なりと思はる。宿ニ付きて衣を乾かし、夜ニ入りて茶菓出で十時頃寝む。

十月二十日（火）
［ど］ ［ぎ］ ［ 盤 ノ 澤 ］

今朝も尚ほ少し雨降りしかと、九時過きに出立す。バンの澤と云ふ所ニて某百姓を訪へて

開墾の模様を聞き、簾舞ニ着きしハ一時なりし。午後、樹木を伐る積りなりしも、雨の為

メ明日とし、吾等ハ�千と云ふ宿ニ付く。宿屋せまければ二ヶ所ニ別れたるなり。夜は遊戯
［が］

の後ち日露戦争の可否論となり盛の議論なりしか、余は恐露病者と做されたり。それより

同級生の実科目を投票して大抵を予想す。菓子、林檎などの御馳走ありて寝ねしハ十時過
［ぎ］

きたり。

十月二十一日（水）
［だ］ ［が］

朝は天気の為メ神社の裏なる藪ニ入りて樹を伐る。寒さ甚たしかりしか、遠くの山ニは雪
［ぎ］

降れり。九時過き茲を出立ちして帰路に就く。農芸科生徒及［び］本科四年の人々ニ出逢

ふ。之れ今日より開かるべき品評会ニのぞむ為めなり。南先生も騎馬にて来らる。石山の

崖ニて中食し、真駒内ニ至りて調馬師の乗馬を見、各畜舎及び製乳所を一覧し、山鼻を通

りて帰る。家ニ付きしハ五時。

十月二十二日（木）

朝は原先生ノ講義のみありて休みとなる。午後より図書館ニ行きて文学書の目録をあさる

中、トルストイのイバンイリウィチの死２２１）を探し出して借る。廣井先生２２２）の贈付せられ

しものなり。四頁計り読りて時間となりたれば帰る。夜は夜学校ニ行く。

三年 病気

二年 桃太郎の話

十月二十三日（金）

今日二時間目は吉井先生ノ授業あり。午後は家ニ在り。夜は原種論２２３）を読む。

十月二十四日（土） 晴天

朝の授業は例の如し、宮部先生休まる。午後は農園ニ一寸行き�井ニ行きて洋服を注文し、
維新堂２２４）ニて書籍及びペンを買ひ、博物館を通り抜て農園ニ再び行き散歩して帰る。夜学

校あり。帰路中々寒くのどの痛そろへ宜しからず。角館氏定山渓より帰らる。

十月二十五日（日） 晴天
［茨戸］

今日は夜学校の高等科男生［徒］芦戸に遠足する日なれど、已ニ度々行きて風景の見るべ

きものなき上、天気模様もよろしからざれば余は行かず。十時頃より遊園地ニ散歩し岡田

花園及び陳列所２２５）を見て帰る。同所ニは今年の博覧会ニ出品せし写真、其の他物品を新に
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さしかへたり。時計の油さしを頼みて家ニ帰る。午後は第二農園より試験場の方迄散歩ニ

行く。夜は足助氏を訪問し、帰宅せしハ九時なりし。

十月二十六日（月）

午前は校長のレクチュアのみにして他は休む。午後は動物学実験あり。今日の寒さは格別
はだ

ニして北風膚をさす如しとも形容すべからんか、弥々冬ニ入りたればにや、又もストーブ

なくてハ凌がれ難き期とはなりぬ。やがては雪の降るを待つのみなるべし。

十月二十七日（火） 夜雪

午前の授業は例の如く、午後は尾泉先生ノ実習ありて稲苅をなす。今日も風いと寒く、外
［だ］

套を着て行く。外套をき、靴をはきての稲苅ハ、外国ニも未た例を見ざることなるべきか。

夜は学校ニ行く。例の風吹くなれば、口覆へをかけて要心す。帰路には天かきくもりて、
［す］ ［が］

今にも降り出さん［と］ず。風吹きすさみしか、途中より一二滴か片か、雨か霰か雪か判
［ぬ物］ ［が］ ［し］

らめ者落ち来りしか、南一条の辺ニて弥々雪となり、大なる塊をなりて、風ニ伴はれて舞
［が］

ひ落ちぬ。之れか札幌の市街ニ降りし今年の初雪ならむ。狩野君上川より帰り、初めて出

席す。

十月二十八日（水）

午前は大島先生休む。午後は昆虫実験ニ行く、とんぼの頭を写生す。坂本来訪す。今日も

寒さ中々強し。

十月二十九日（木）

午前は松村の昆虫休む。午後より足助君訪問せらる。今日も寒さ烈しく時々降雪あり。気
［ず］

候の加減にや、頭痛みて耐へ難き程なり。のみならす、一昨日来よりの気候劇変の為め、

咽喉又々悪しくなり、夜学校に行くのつらさ中々なりし。往復とも雪解の道悪るく困難す。

本日東海丸衝突し、沈没の上四拾余名の死者ありし由電報あり。

十月三十日（金）

尾泉先生の授業のみありて休業となる。昨日程は寒さからねど、天曇りて時々微雪降る。

上川ニは一尺余寸の降雪ありし由。当地の寒暖計も零下二度ニ降りしとか。教育図書館ニ

行く。安東、高橋氏も来られたり。

十月三十一日（土）
［が］

午前は少しく晴天なりしか、又々曇る。午後より博物学会２２６）と農学会とあり。後者を聴講

ニ行く。大島先生ノ欧米ニ於ケル農事研究所巡歴談なり２２７）。之の日蒸気の試験ニ取りかゝ

りし模様なり。夜は夜学校ニ行く。雨降る。のど、弥々悪るし。

十一月一日（日）

朝よりの降雪なり。寒気も烈しければ室内ニ籠城す。午後よりハ晴天となりたり。藤井氏

一寸来られたり。少しく散歩して道の悪しきに閉口し直ニ帰る。夜も外出せず。月の夜ニ

て外ハ特ニ冷たし。

十一月二日（月）

〔受信〕父上より
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午前は尾泉氏故なくして休業す。午後ハ動物学実験あり。此の日試験の為メ、蒸気を初め
は ［だ］

て通す。天気は極めて霽れたれど、気候ハ温暖とならず。道路未た乾かず。二三日前より
［が］

風邪の気ありしか、昨日より弥々本物となり、本日も又宜しからず。夜は足助氏を訪問せ

しも、夜学校ニ行きした為め不在、直ニ帰る。月の夜なり。

十一月三日（火）
［河内］

天気うらゝかなり。拝賀式２２８）には出でず。九時頃高地氏宅を訪問し、病気の為め夜学校の
［ぎ］

方を相談す。適当の人あらば頼む事ニ極む。十一時過き帰る。朝の気色ニは似で、昼は稍々

くもる。

十一月四日（水） 晴天

〔発信〕父上へ
［ 貰 う ］

校長の経済休みとなりしかば、大嶋先生ノ授業も明後日に伸しまらう。午後より昆虫の実

験ニ行く。色部と余との二人なり。夜学校の後継者ニ農芸科三年の赤松氏２２９）なるを頼む。
［篤］ ［河内］

温厚特学の人にして、身体も壮健の由なれば、極めて適性の人を得たるを喜ぶ。午後高地

氏を訪へて不在なりしかば、足助ニ伝言を頼み帰る。

十一月五日（木） 晴天

午後の授業は例の如し。午後より実習ある筈なりしかば洋服ニ着がへて行くに、今日は校
シ ベ リ ア ［ば］

長の西比利亜談、道農会２３０）ニあるなればそれを聞きに行く方宜しからんなれは実習は休み

との事ニ一寸農会ニ行きしかど椅子もなく立ち聞きなれば、農園ニ行きて豆を取りて帰

る。後ニて聞けば、三時間余の大演説を試み、最後ニ大々的気焔を吐きし由なり。夜は赤
［ 紹 ］

松氏と夜学校ニ行く。同氏をシヨウ介して今晩の授業は角館氏ニ托して帰る。月まどかに

して霜白く、秋気清朗の夜なり。

十一月六日（金）

〔発信〕教文館２３１）ヘ
［果］

午前は例の如く、午後は石川氏の菓樹実習として苗木の掘取りに従事す。東一丁目ニ行き

て為替を受取り来る。荒川氏訪問せられて病気は精神病の由話さる。天気極めて良ろし。

十一月七日（土）
［ど］ ［ど］

朝よりして曇天なれとも、午前の中ハ降らず。午後より文武会大会あるなれと出席せず。

此度も少人数ノ為メ延期となりし由なり。二時頃南一条ニ時計を取らんとて出かく。風吹
［が］ ［ず］

きて細雨さへ降り出せしか、洋傘も自由ならす、藤井氏ヲ訪ふ。柳川来りて例の碁ニ余念

なかりし、四時頃辞して南一条ニ行き時計を受取り書店ニ立ち寄りてマーテルリンク物語

り２３２）を購ふ。夜は少しく雨降り風も中々烈しければ、今晩より出でらるゝ赤松氏、さこそ
［じ］ ［ 厭 え ］

困しめるならめと思へやらる。尚ほ案しらるゝハ之の暗の夜の雨降る中をいとへもせで出

席せる生徒ニこそ。

雨ニ風に打たれて散らぬえぞの菊

十一月八日（日）
は ［ど］

昨夜来大雨なりしが今朝ニ至りて霽れたれと天尚ほ曇る。終日室内に籠りて読書す。昼は
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豚を二人ニて一斤買ふ。

十一月九日（月）

朝は雨模様なりしも降らず。午後ニ至りて晴天となる。夜は冷風北より南より吹きすさみ
［ 仮 縫 ひ ］

て、星さへ初めは輝きしが雨となる。丸井ニ至りて洋服のかりぬへを着試む。

十一月十日（火）

朝より晴天なり。午後ノ農業実習休みなれば教育図書館ニ行く。兼而より評判の嘲風ノ清
［樗］

見潟の一夏２３３）の一文を読む。亡友□牛２３４）をおもへて、綿々のうらみを述べたる。眞ニ一
［樗］

掬ノ涙なき能はざりき。且ツ嘲風□牛の性行を彼等の間ニ往復せし手紙を読みてより同情
［敬慕］ ［樗］

景ぼの念ニ耐へざりしもの、之れを□で感特ニ深かりき。嘲風は之の一文ニ於て□牛が日

蓮ニ於テ安心を得たれども、余はむしろ基督ニよりて安心を求めんと断言し、基督ノ神性
［じ］ と

を論しては之れを是認せり。兎に角、近時快心の美文にして、思想も現今の俗学者に一頭
［ゆ］

地をぬきんづたるをおぼい。

十一月十一日（水）
［が］

朝は雨模様なりしかども、やがて天気となるべしと思へ傘も持たで行きしか、昼頃は大降
［濡］ は ［ず］

りとなりビツシヨリとぬる。一時頃より雪も降り出し、夜ニ入るも雨は中々霽れす。尾泉

先生例に似ず恐色を呈す。

十一月十二日（木）

朝よりして曇る。風中々寒く又も雪にても降り出すならんかと思はるゝ天候なり。午後の

農業実習休みとなる。終日家ニ籠りて外出せず。

十一月十三日（金）

〔発信〕教文館
［果］

教文館よりの返書、朝読む。天気極めてよろし。午後より鈴木氏の菓樹実習あり。教文館

ニ為替を組み、散歩ながら旧製粉会社２３５）の前を通り抜けて北三条を通りて帰る。夜はレジ

ユアレクシヨンを読む。

十一月十四日（土）

午前十時半より経済学教室ニ校長の訓話ありて文武会総会を開く。予修科より呈出せし文

武会解散の件、議案ニ説明弁難中々烈しく決を取らんとするや衆議紛然其の可否を論じ、
［漸］ ［ぎ］

南副会頭２３６）議長席を退き校長換つて説明し概く沈静ニ帰せしも、時已ニ一時を過きたれば
［蜘］

更ニ他日を期して開く事とし散会す。秋風淋々として降る。帰路に就く者蜩の子を散らせ
［ど］

し如し。二時半より農学会ありて大嶋先生、校長の演説あるなれと、雨余りに烈しき為め

行かず２３７）。午後五時より同窓倶楽部２３８）に�水倶楽部２３９）の例会を開く。昨年の正月開きし
［ど］ ［ど］

のみにて殆と二年間休会せしなれば、或人の尽力によって開きしなれと、雨の為めと其の

他に事情ありてにや、来会する者九人、石澤君の御話しありて余等は九時頃帰宅す。今後

は成るべく毎月一回第三土曜日ニ開会することなどを約す。

十一月十五日（日）
［河内］

朝は風ありて中々寒し。農園ニ牛乳を取りに行き帰路高地宅を訪ね、十時頃教会ニ行くと
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云ふ皆々と家の前迄同行す。午後よりは北辰病院ニ小池氏を見舞ふ。二十日計りも見ざり

し中ニ顔、手など殊に太りて普通ニなりたれど、脚のみは尚ほ瘠せたり。已ニ歩行し得ら

るゝ様ニなりたれば退院も間近かるべく来月の初めニは学校ニ出づべしなど談らる。宮部

先生も見舞として来る。夜はリンコルン大会あると云ふニより夜学校ニ行く。大嶋先生、

滝君の演説ある後ち遊戯をなして面白く遊び、九時に余は帰る。尚ほさわぎし事なるべし。

十一月十六日（月）
［ど］ は ［が］

朝は天気と云ふに非らねと、稍々霽れたりしか、午後三時半頃より雨となる。動物実習ニ
［ 解 剖 ］

て鼠を解ぼーし、
intestine［腸］

インテステン、
liver［肝臓］

リバー、
stomach［胃］

ストマック、
pancreas［膵臓］

パンクレアス、耳の柔骨、
skin［皮膚］

スキン

を切取り、
corrosive sublimate［昇汞］

コロシブ、サブリメートに三十分計りつけ、後ち
alcohol

アルコールニ移して帰る。夜

は試験中丈の約にて夜学校ニ行く。帰路には星も見へたれど、雨降りと風吹きに道路の悪

しきには閉口の外なし。生徒も少なく漸く三分の二位も出席せしにや。

十一月十七日（火）

朝より極めて天気よろし。午後の実習は休みとなる。兼而より柴田下宿屋ニ明き間出来る
［が］

筈なれば三度計りも聞き合せ弥々二三日中ニ引き移る様ニ相談を極めたれど、丁度吾等か

室の前の室明きたれば、柴田の方は断りて此の室ニ移る様ニ相談す。午後より一人にて除々
［ぎ］

ニ物を運びて形付く。夜はエリーの経済を六七頁計り読む。床ニ就きしハ十時過き。

十一月十八日（水）
［漸］

朝より雨降る。風も少しあり。午後は昆虫の実験ニ行く。余一人なり。概くトンボを終る。

夜は夜学校ニ行く。外は雨降り、風吹き、寒気も甚たしければ、外套を着て出掛く。帰路

は雨止みたれど雪らしきもの降りて寒さきびし。

十一月十九日（木）

〔発信〕丸善へ
［濘 ］

朝起き出で見れば雪白く積りて降ること猶止まず。昨日迄泥ねー甚だしかりしもの今日は

堅く氷りて足駄の歯をかく。午後ニなりても猶ほ止まず。二時頃、製麻会社側の受取所ニ

行きて為替を東京丸善ニ組む。Tolstoiノ Plays，某ノ On milk cows２４０）を購けん為めなり。

洋服代として送られし金拾五円を受取る。

十一月二十日（金）
［粉］

朝より雪降る。午後の実習は休みなりしかば南一条ニ出掛く。雪紛々として降り、已ニ二
ひげ

月頃の気候の如し。理髪店に行きておしき髯をそり落す。南部屋、富貴堂ニ立ち寄りて買

物し、尚ほ止まぬ雪を突きて帰る。白鼠の如し。三宅氏の水彩画帖を購ふ２４１）。石版なれば
［嘱］

其の真価を評し難きも、当今水彩画家中一頭地を抜き、つとに世の�望するところとなれ
［ば］

る君の画なれは、在来の紛々たる画帖とは其の撰を異にし、其の着眼、その筆力、彩色の

凡ならざるは余の賛言を待たず。曽て白馬会ニ就て見し真筆に比すれば大に物足らぬ心地

せらるれど止むを得ぬことなるべし２４２）。

十一月二十一日（土）

〔受信〕教文館、小包
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午後より博物学会より聴講ニ行く。経済学教室ニて開かる。大島教授の浅草海苔の成分ニ

就て及び宮部教授の近頃発表されたる某
professor

プロフェッアーの種類原始説に付て述べられた

り。之れはダーウィンの原種説とは反対ニして、種の出現は漸進ニ非らずして急変するも

のなることを述べられたり。佐々木林学士２４３）の森林と牧畜なる講演あるべき筈にて、之れ

が為め聴講者も通例ニなく五六十名ニ上りしが、用事の為め来校せられざりしかば、河野
［ 臨 ］

氏りん時としてチヤシコツ砦跡ニ就て其の構造及び所在を演べられたり２４４）。昨日は暴風か
［ざ］ ［が］

雪の為めかは知らねど内地［便］来らさりしか、本日漸く入り教文館の注文書来る。

十一月二十二日（日）
［ぎ］

朝は大光寺氏を訪問し、十一時過き帰宅す。角館氏と豚の会食をなす。一時頃より雪降り
［貼］ ［が］

しかど夜学校の障子余り破損したれば張り換へんとて南一条ニて紙を求めて行きしか、明

日学校の方ニて尽く修繕するとの話しなりしかば空しく帰宅す。夜は南一条ニ行きて買へ
［べ］

物をなし、帰りて植物標本を調へ、
board

ボールを切り画学紙ニて額縁の製造ニ取りかゝる。中々
［だ］art

アートを要するものなれば、只た之れ等の仕事ニ一夜を暮して床ニ就きしは十時半なり

し。

十一月二十三日（月）
［置］ ［継ぎ］

今日も雪少しく降る。昨夜
frame

フレーム丈け造りをきし額縁を糊を以て次き合せ弥々立派ニ仕

上く。理想の如くならじ。稍々失望せしかど
ink

インキを塗りて目立たぬ様ニなせしかば、絵

を入れて壁間ニ掛くるに案外見事なれど、はたして
Economic

エコノミック・
labor

レーボーアなるや否や
［河内］

を知らず。午後農園ニ牛乳を取りニ行く。帰り路、高地氏宅を訪ふ。末光風邪ニ罹りしに
［ 包 ］

か頭をはらしホー帯をなし居りたり。一日家ニ籠りて書を読む。夜は頭痛の気味ありしか
［ず］

ば早々寝む。今日より朝牛乳一合づゝ配達しもらふ。

十一月二十四日（火）
［夫］ ［ぎ］

原先生例の工風をこらし、例刻十五分を過きて尚ほ遅刻し授業中教室ニ入り来りは妨害ニ
［だ］

なる［こと］甚たしければ、今後は授業初まりし時は戸口ニ講義中の札を出すにより、遅
［ 遠 慮 ］

刻せしものはえんりよして其の時間丈け休む様ニせられたしと言はる。面白かるべし。昨
［ば］

日より頭痛せしが吉井先生の時間など稍々困しむ。されは午後より少しく天気も宜しかり

しかば、南一条を通りて博物館構内を散歩し帰る。岩手山にて大光寺と共［に］採取せし

植物を台紙ニ張り付く。中々美事なり。

十一月二十五日（水）
［げ］

尾泉先生ノ時間ハ三時間目ニくり下けし為め、九時半より出校す。尾泉先生ノ授業は教室
［ 貰 ひ ］

なき為め休みとなり、大島先生ハ明後日ニ伸してもらへて二時間ノ休みを得、余等の動物
［体節］

実験の組みは実験室に行きて、兼てアルコールニ入れ居きし種々の segmentを取り出し、
paraffin

パラフインをストーブにて溶して入［れ］る用意す。午後よりも行き、弥々蝋ニ入れて固
［ず］

め、器械ニて先づ
notochord[脊索]

ノトコードと
kidney［腎臓］

キドニーとの
section

セクシヨンを作りてプレパラートに製す。大

光寺よりもらへ来りし
Lichen［地衣］

ライケンは宮部氏のレクチュアによる。此ハ其の中二種ハ有用なる

ものにして、一は北極地方にてジユン鹿の食用とする
moss［苔］

モッスにして、他は薬となすものな
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ること判れり。雪降る。午前は稍々天気。

十一月二十六日（木）

〔受信〕小包、丸善
［粉］ ［蛾］

午前の授業は例の如くありて午後は休みとなる。午後は雪紛々として�毛の如く降る。丸
善ニ注文せし書籍到着す。

十一月二十七日（金）

今日の一時間目尾泉先生あるべき筈の事を伝達者取りあやまりて矢張り三時間目にあるも
［三カ］

のと皆々心得て二時間目出席せしにより尾泉先生ハ休みとなる。午後より天気はさほどよ

ろしからねど腹の為めと思ふて散歩ニ出掛く。南二条を通りて博物館前を通りて帰る。夜

は角館氏腹ニはれものを出せしとなれば、夜学校ニ出掛けて算術、珠算を教ふ。珠算と云
［怖］

ふもの吾れ曽て学びしことなくその一点一角も知らざれど、目くら蛇ニおじづと云ふ格に
［所謂］

て出づ、謂所負ふた子ニ教へらるゝとはこれのことなんめり。晴れたりと云ふニあらねど、

月の光りおぼろげながら出でたり。

十一月二十八日（土）

朝は雪、非常ニ降る。十二時頃ニ至りては雨と変ず。本日ノ積雪量ハ稍々七八寸ニ一尺に

も近からんか。一時半より槇氏２４５）、安東氏２４６）の演説、農友会ニて発起となり昆虫学教室
ほ ら ［俟］

ニ開く２４７）。槇氏の畜産談、安東氏の保羅相待って有益なりし。トルストーイのマン、エン

ドマスター２４８）を読み了る。例ニ依て感心する事甚だし。

十一月二十九日（日）

朝は十時頃より足助を訪問し、種々写真など見て帰る。午後は夜学校にストーブを付くる
［殊 ］

ニ行く。掛け終りしハ四時半。之の日ことの外天気温気も例ニなかりし為め、朝より雪解
［だ］ ［が］

け道悪しきこと甚たしかりしか、夜に入りてハそろへ寒冷となり、月もよかりき。小池

氏今ハ病院を出でゝ狩野氏と同じ下宿ニありとか聞きぬ。夜は角館氏の室ニ行きて談話し

十時を過す。

十一月三十日（月）

朝の授業はくり上げと校長の休みの為め、初めの二時間ハ休みとなる。午後よりハ昆虫の

実験ニ行く。えぞしろ蝶を写生す。夜は夜学校ニ行く。帰路、明月輝く。

十二月一日（火）

〔受信〕隼次郎様より南瓜の注文来る
［ 紳 士 服 ］

朝ハ天気なれど寒さはきびし。宮部先生より校則しんしひくを明後日より令行すと言は
［扱］

る２４９）。午後より尾泉先生ノ稲こきあり、玄米迄となし帰る。本年の米は例年ニなき出来な
［ぐ］

りし由、一升の重量ヲ左ニ挙く。

モミ 二百二十五匁

玄米 三百九十六匁

夜ニ入りて寒気烈しく、雪風と共ニ吹く。本日より来年の正月頃迄、学校の牛乳配達断は

らる。
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十二月二日（水）

校長の休み時間中、動物実験をなす。午後よりも実験室ニ行く。
Saint Louis

セントルイ［ス］博覧会

ニ出品すとかにて、写真師来りて所々を写せし様なり。吾等も原先生よりの電話ニて図書

館ニ行き、写真中の人物となる。夜学校は本日より荒川氏全快せしにより出勤せらるゝ事

となる。今日も雪降る。

十二月三日（木）
［だ］

朝の寒きこと甚たしく、稀れニ有ることなるべし。例によりて七時半近く起き出で、書を
［履］

読む閑もなく学校ニ行く。本日より兼て新調中のゴム靴を出しはく。学校は本日より弥々

洋服制度となる。近頃ニ至りて吾級ニて分髪せしもの素木と関ニして、伊�、大東２５０）も仲
ひげ

間となる。特ニ関は評判ニして滑稽至極なり。髯の多きもの吾級なる、八九人はある筈な

り。

十二月四日（金）

大嶋先生ノ授業をくり上げて三時間目より休業となる。風いと荒さみて、校舎より校舎に

行くだにも困難ニして、雪を捲て来る北風のつめたきのみならじ、今日は外套もきられぬ
［東］

程、時々吹きすさべり。動物実験室ニ行きて
chick［ひよこ］

チツクのセクシヨンを写す。色部と安藤も来

る。午後よりも又来らんとそのまゝにして家ニ帰る。エルムの木の上に雪積りて花咲ける

が如きのどけき日、又ハ今日の如く風雪の吹き荒べる壮大なる北海の之の天地を、
steam［暖房］

ステム

の通へる春の如き気候をなせる教室より眺むるは、実ニパノラマを見し如き心地こそせら

るれ、吾等がかゝる雄壮の景色を日々友とし眺むるは如何ばかり幸ひなることならめ。九
［佐賀］

州より来りし友はそが県の人にて此の景を見し人五十人を出でざるべく、吾れも之の上洋
［ど］

航ニてもなさば、遣り憾しき事更ニなしと言はれき。されと之の景色ニ多年交りながらぞ

か、感化を受くることなくして再び去る人もあらんがいとかなしき事ならずやと他の友語

る。一時半より又々出掛けて写生す。午後よりは風弥々烈しく、遂ニ径三四分もあらんか
［ぎ］

と思はゝ霰迄も降らす。四時過き帰る途の寒さ、夜も風吹きぬ。

十二月五日（土）

今日午後より経済学教室ニ高岡氏の湾州の産業談あり、行きて聞く２５１）。殆ど数字のみなり

しが有益なりき。最後の結論として、今後湾州の産業発達ニ傷害を与ふべきもの二つあり。
かんばつ

一は雨量少なくして旱魃の害多く、他は
White Australianism

ホワイトアウストラリアニズムニして他人種の移

住を拒絶するにあり。而して前者は人力を以て如何ともすべからすと雖も、後者の如き之

れを全く排除するに非らざるよりは、今後湾州の産業は或は今日の状勢を維持し得べくん

も其の発達は到底望むべからず云々と。家ニ帰りしは四時。雪降る。昨日頃より寒気ニの

ど又もや悪しくなる。

十二月六日（日）

晴雪常ならず。午前ハ南三条辺より病院西側を通りて博物館前ニ出で散歩して帰る。午後
［が］

は少しく昼寝せしか、足助氏訪問せられ四時頃帰らる。子規随筆２５２）及びマン、エントマス

ターを貸す。夜は雪降りしかど夜学校ニ行く。高等科ハリンコルン会あり、河内、足助、
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［だ］［燃］ ［ば］

竹田諸氏の演説ありし様子、尋常科ハ末光話さる。ストーブは未た焼さじれは寒きこと甚
［だ］

たしく、実ニ歌も凍らんばかりなり。帰路は雪はれて月特ニよし。

十二月七日（月）
［ば］

大嶋先生も休みなれは、土地改良論のみありて休みとなる。図書館ニ行きて経済を筆記す。

午後も行きて四時迄読書す。試験も近づきたれば中々いそがし。夜は高橋氏ニ経済筆記を

返すに行き、帰路南一条の書店に立ちよりて買物す。試験の日間割出でたり。

十二月八日（火）

午前の授業は例の如く、午後は農産製造としてパンを作る。普通ノものには非ずして簡単
［方法］ ［だ］

の法方なり。図書館ニ行きて経済を筆記す。頭痛甚たしく耐へ難ければ、鉄道線路を沿ふ

て散歩し、青年会寄宿ノ前を通りて帰る。五時近かりし。近日になき好天気なり。尚ほの

ど悪し。

十二月九日（水）
［火屋］

午前の授業例の如く、午後よりハ動物実験あり。夜はホヤを買ふ為めに南一条ニ行く。校

長の授業あり質問ニ終る。

十二月十日（木） 晴天

朝は松村氏のみ休みとなる。原先生ノ時間は遅刻してしめ出しを食へ図書館ニ入る。午後
［ば］

は休みなれは室ニ籠りて読書す。夜も然り。試験間近ければ準備ニいそがしけれど、一通
［だ］ ［ざ］

り読み了りしは土地改良のみにして、其の他ニは未た一遍も手を付けさるものあれば、心
［ぎ］

のみ急きて実に日暮れて途遠しの感あり。勉焉。咽喉さほど悪しと云ふニ非らねど尚ほ全

快せず。議会解散にならんとすとかの号外配達せらる。

十二月十一日（金） 晴天

校長の経済のみあり。午後よりハ南一条ニ散歩に行く。之の夜も議会解散となれりとかの

号外あり。夜少しく雪降りし模様、一積りしに非ず。太陽三時四十分に没す。

十二月十二日（土） 晴天

昆虫のみ休［み］にして他は皆な授業あり。吉井先生ノ土性論はノート持つて試験するこ

とゝす。

十二月十三日（日）

此家もあちら向きけり冬の原
［復］

弥々明日より試験なれば、午前は経済を一返複習す。足助、教会行きの帰途立ち寄りて新

聞を借れ行く。午後も外出することなく読書す。夜は九時ニいねたれど目さへてねむられ

ず、十時を聞きて眠る。朝ニも時々目を醒む。神経過敏とかになりしものなるべし。

十二月十四日（月） 暴風雪
［復］

弥々八時半より昆虫の試験あり。十二時半迄図書館ニありて動物を少しく複習す。朝は少
［ぎ］ ［ぎ］ ［じ］

しく天気なりしが、九時過きより雪降り出し十時過きには暴風と変し雪さへ加はりたれ
［だ］

ば、例ニよりて吹風すること甚たしく、雪を飛ばし枝を鳴らすことすさまじき有様なりし
［が］ ［だ］

か、午後に入りては一層甚たしく霰を降らすこと無数行人の困難さこそと思はれぬ。夜ニ
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［誉］

入りても尚ほ止まず。之の日の新聞ニて議会ニ於ける上奏文の委細及び河野議長の毀ヨ、
［慢］

各新聞によって伝へらる２５３）。咽喉尚ほ全快せず、満性となりしなるべし、二重とは恐れ入

る。

十二月十五日（火） 天気

午前は室［に］ありて経済、土地改良などを読む。午後より尾泉氏の土地改良の試験あり。

天気良ろしければ、帰途、青年寄宿の側を通り抜け博物館前を通りて北一条に出て二丁目

を北ニ通りて帰りぬ。夜も下読す。

十二月十六日（水） 暴風雪

朝より天気宜しからず。土性論の試験あり。九時頃より雪降り出し風さへ吹く。十二時過
［ぎ］

き迄図書館ニあり。風弥々吹き荒さみ南風なれば稍々雨となりて横ニ降るなれば図書館屋
［れ］

上の窓より雨入りて室内ニもり来ぬ。午後ニなりても尚ほ止まず、弥々烈し。

十二月十七日（木）

経済の試験あり。雪降る。

十二月十八日（金）

動物ノ試験あり。朝より雪降る。正午、藤井氏来訪、暫時談話ノ後帰らる。南二条の勧工

場２５４）ニ至りて買物し、富貴堂ニも立ち寄る。

十二月十九日（土）

大嶋先生ノ試験あり。今日にて学校の試験は終了なれば、図書館ニ行きて雑誌を読み十二
［河内］

時頃帰る。理髪所ニ行きて帰路河地氏宅を訪問し英語
Bible［聖書］

バイブルを借れ林檎の御馳走ニなり

て帰りしに、途中ニて藤井氏ニ出遇ふ。同氏の寄留せる家婦病死せしとかの由ニて、一週
［だ］ ［ば］

間他泊せられたしと要求せられたれば甚た困却せりと云われ、他の都合悪しからは余の宿
［い］

ニ来られたしと云へて別る。夜は植物の宿題を書く。

十二月二十日（日）

朝八時半頃、藤井氏来訪せられ、東二丁目かのアレキサンダーと云ふ美以教会ノ牧師の宅
［が］

ニ行き、バイブルの講義を聴く。何にを言ふやら訳か別らず。講義としてハ元より聴くに

足らねど、余は某先生ノ所謂人は出来る丈け利用すべきものなりとの言に従へて、英語の

研究の一助となさん為めに行くなり、豈ニ他あらんや。南一条を通り書店ニ立ちよりて帰
［河内］

る。午後よりハ植物の答案ニいそがわしく、一寸高地氏宅を尋ねたり。夜も植物を調べて

十二時を聞きて寝ニ就く。

十二月二十一日（月）
［が］

朝九時ニ宮部先生ノ宅を尋ねて植物答案を渡し、遊園地ニ散歩なから行く。少しく風あり
［ど］ ［ば］ ひとしお

たれと晴天なれは中々暖かく、雪の景色も一入なりき。

十二月二十二日（火）
［が］

今日は教育図書館ニ行く。午後よりハ足助氏宅を訪問し、南一条ニ散歩なから二人にて出

掛く。菓店ニ立ち寄り、雑誌店をひやかす。朝より非常ニ寒冷にして、十時頃ニて日の輝

けるニも関せず、雪道の奇音を発してキーキーとなるさへあるに耳も切れなんばかりの寒
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さなりき。半澤氏の所有なる思出の記２５５）を借りて読む。半ばゞかりしか読めざりしかど興
［が］

味津々として湧くか如く、十二時を聞きて床ニ入る。人生問題ニ入りて稍々決心するとこ

ろあり。

十二月二十三日（水）

今日は朝より外出せずして、思出の記を読む。夜に入りて読了す。又々人生問題ニ付て沈

思し絶望の淵ニ沈む。神あり、基督あり、永遠あれど、噫、吾れにはなぐさめなし。図書

館ニ大光寺、角館氏と共に行く。

十二月二十四日（木）

午前は角館氏室ニありて談話す。余りの苦しさに青年会ニ石澤兄を訪へて、初めは牧畜上
［だ］

の談話ありしも、最後ニ信仰問題ニ移る。未た安心は得ざれど、此の日の対話ほど余を感

憤せしめ益せしめしは非らざりき。されど尚ほ疑問の雲は余が不霊の肉体を包みて真理の

光を顕し給はず。床に就きしハ十二時。過去を顧み、未来を思ふて心安んせじ、不覚の涙

を流してねむられず。

十二月二十五日（金）
［ 襲 ひ ］

朝は聖書を読み、他の二三冊の書をも読む。不安念尚ほおそへ来て苦しき事限りなし。ト
［河内］

ルストイの像を画かばやと筆とり初む。午後よりハ高地氏宅を訪ふ。夜学校の卒業式廿八
［ぶ］

日なれば中々いそがし。少しく手伝ふ。此の日試験成績発表す。結果など殆ど念頭に浮む

ひまだになし。

十二月二十六日（土）
も

如何ニせしか、此の冬の休みとなりてより、朝起きるハ八時半若しくハ九時となることさ

へあり。吾れながら寝坊ニなりしこと驚く外なし。夜の読書にて思はず十二時近く迄居る

故ならんも不規則ニなりしハ事実なり。朝ハ聖書及び吾宗教を読み弥々少しく心眼の開き
［だ］

し心地せられて改悔の念ニかられて仰りせしと雖も、薄信の吾れ未た天父の愛を知らず。

実ニ野に迷へるの羊の如かり。午後よりハ夜学校ニ行きて式場の装飾を手伝ふ。夜も読書

す。精神上のものなり。

十二月二十七日（日）

朝ハ聖書及び吾宗教を読むこと例の如し。午後より又夜学校ニ行きしかど已ニ大半出来せ
［ 洒 落 ］

しかば少しの手伝のみして、ストーブにあたりて足助と駄句、駄じやれの言へくらをなす。

之の人の前ニ出でしは悪る口の稽古のみぞさるゝ。吾れを天神なりとて拝みければ、年の
［が］ ［観念］

暮れ貧乏隠居が神頼みとやりぬ。隠居とは足助の事なりかト聞く。余か神ニ対する関念は、

彼れは宇宙の大精神にして、吾人は我等の信仰及び実行ニよりて彼れと一致するニあり、
［究極］ ［観念］

之れ乃ち救極なりと信ず。而しその関念は曽て五年前鎌倉ニありて仏教の方面より黙考せ
［だ］

し点と符号一致せしを知り、唯た異なるハ神ニ於てハ人格を有せしことなり。之の考へハ、
［観念］

トルストイ及び黒岩氏の神ニ対する関念と相類似せるを覚ゆ。

十二月二十八日（月）

聖書を一遍読み、夜学校ニ行く。午前は福引きの品を買ひ集むる為メ、勧工場ニ足助、角
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館氏と出掛く。年の頃十二三と思ぼしき身なりいやしからぬ男の子、並べ置きし品物をさ
［追ひ］ ［ば］

らへて逃げんとせしが、をへかけられて番頭ニ捕へられぬ。少年なれは別段のことなくゆ

るされたるなるべし。茲を立ち出で更ニ三丁目かの勧工場ニ入りしに、又々人の集まり居
［子供］

れば何心なく見しに、又も先刻の小供ニ似たるもの、折角わび入れり。茲ニても何か悪心
［斯］ ［犯］ ［到］

を起こせしものなるべし。之の小児をして期る罪悪ををかして更に恥ることなく致るとこ

ろ悪心をきざましむるもの、果して誰れの罪ぞ、社会の罪か、父母の罪か、之れ或は一種
［ゆ］

の病ニ非ずや、遺伝病ならずや、吾れ茲に於て又人生信仰のいるがせにすべからざる道徳
ほうてき

の暫時も放擲すべからざるを覚りぬ。余りのことに吾が友なる義に正しき足助は耐へ得ず
［が］

して、手を取りて之れを彼れが家ニ伴ひ、彼れか父母ニ一言するところあらんとて別れ去

りぬ。

（夜学校の卒業式の有様ハ補遺ニ記す）

十二月二十九日（火）

朝ハ例ニよりて九［時］頃近く起き出づ。之れ昨夜卒業式より帰りしハ十二時ニして就床
［漸］

ハ一時近くなりし為めり。角館氏ハ十二時頃概く起き出で朝食と昼飯を兼帯せし様なり

き。午後よりも外出せずして日誌を付けつ、夜飯ニ至るゝ。夜は角館氏の室ニ至り宗教を

談す。足助来訪し快談の後ち辞し去らる。

十二月三十日（水）

午前は室ニありて読書す。午後よりハ南一条迄行きて買物す。年の暮なれば往来の人々も
［が］ ［馳］

騒かしげに走せ廻る。

十二月三十一日（木）

朝は室ニありて読書す。午後よりハ足助氏宅を訪問し、餅、栗などの御馳走になる。若松
［史］ ［ば］

賤子女子の忘れかたみ２５６）を末光より借れ来り読む。今日ハ弥々年の暮なれは浮世ニては鬼

と云ふ恐ろしきもの提灯さげてかけめぐるなりとか聞けど、吾等の如きには影だも見え

ず。聖書読める間ニ十二時の時鐘を聞く。丗六年の最後の分時、丗七年の最初の分時と茲
［が］

ニ合して、吾れは実に永劫の空間ニ架せる橋上ニたゞずめる感ありき。吾れは更ニ吾か愚

かしき心を一変して希望ある丗七年の第一時をむかへたりき。

明治三十六年当用日記補遺

五月十六日

悠々たる哉天壌、遼々たる哉古今、五尺の小躯を以て此大をはからんとす、ホレーシヨの

哲学竟に何等のオーソリテーを価するものぞ、万有の真相は唯一言にして悉す、曰く「不

可解」、我この恨を懐て煩悶終に死を決す、既に巌頭に立つに及んで、胸中何等の不安あ

るなし、始めて知る大なる悲観は大なる楽観と一致するを。

藤村操
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十二月二十八日
［到］

去年の卒業式と奨励会は廿六日でしたが、本年は廿八日にすることに致しました。先生方

や生徒等の熱心な尽力の為め、式場は美々しくかざられ、たしかに去年の装飾よりハ一段

の進歩を来りて稍々荘厳の体ニなりました。先づ正面ニは白幕を引きまわして、中央ニ奨
［げ］ ［貼］ ［河内］ ［ 意 匠 ］

励会と云ふ額を掲け、左右ニは黒地に白く蛍雪と張り付けたは多分高地氏の意しょうと見

へて中々立派でした。之れニ続ける壁上ニはリンコルン氏と新渡戸先生２５７）の額を対して掛
［ 箴 諌 ］

け、正面ニ対せる戸のしきりの上には赤ひ紙の上ニ心ニ刻む自主ノしんかん共ニ磨く胸の

玉なる字をかき、天井及び周囲の壁は尽く
green［緑］

グリンでかざりました。生徒の居る方はビール

会社２５８）から借れた
star［星］

スターの付いた幕を張り周しましたから、平常の不潔ニなれて居る我等
［じ］

にはまるで別の所ニでも来た様ニ感しましたから、勿論生徒などはどんなに嬉しかったか
［ 整 ひ ］

知れません。準備もとゝのへ僅か計りの来賓（然し同情には多く富める）も集りましたか
［ぎ］ ［う］ ［河内］

ら、式の初まつたのは多分六時過きでしたろー。例の会計報告、校務報告を池田と高地と
［ 貰 ひ ］

なしましてから、滝君より証書を授与し、賞品も大分ありました。之の中で特別証をもらへ

ましたは興膳と云ふ尋常四年を卒業した男生［徒］で、中々学問も出来るし、品行もよく、
［う］

学校のことを良く思ふてくるゝ感心な生徒だそーで、私は毎日顔は合せて居りますけれど
［が］ ［ひ］

深く性質を知りませんが充分彼れか将来の希望を助けてやりたへものだと思て居ります。

それから滝君の奨励の辞ニ次で、西川嬢、宮川２５９）と云ふ独立教会ノ宣教師及び宮部先生の

談話がありまして、特ニ宮部先生ノ御話しは吾れ等にとりましても、生徒ニ取りましても
［が］ ［ひ］ ［じ］

非常ニ有意なことであると深く心ニ留めました。之れか終って校歌を歌へ、卒業式を閉ちて

更ニ余興ニ移りました。之より生徒のすることで二日計り前からヤット相談したのですか
［う］

らそー高尚と云ふものは全くなく、皆な滑稽を極めしもの計りで、生徒や私し等も皆な腹
［ひ］ ［ひ］

をかゝへて笑へました。特ニ宮部先生ノ如きは例の有名な笑へ声を出したので、一層愉快
［じ］

ニ感しました。それから福引きに移りましたが、主任の人々に二百丈こしらへて呉れと言
［漸］

つたので大分汗になつて概くこしらへた所が、概し百人位なので二本づゝ取ることゝし、
［ 経 っ た ］

順序かきばくとせぬのと沢山なので非常ニ混雑し、それに時間もたつたので半分位で止め

ることゝして散会になりましたが、之の不満足の結果を来たしたので、之の掛りを務めた
［懣］

逢坂氏は大変腹を立てゝ目録を投げ付けて憤満ニ耐へぬ有様でありました。それから皆々
［ひ］

に菓子を与へて家ニ帰らしめ、私し等はストーブの周りに集つて菓子を食へ、福引きの残
［拾］ ［ひ］ ［が］

物なる芋を一個捨ふてストーブで焼へて食べましたところか、例の足助や半澤やの悪口を
［ひ］ ［ひ］

も食へました。午後になつてからでありましたが、卒業生の女生［徒］の一人の内から祝への
［が］

つもりなのでしよう、てんぷらを一鉢遣てよこしましたか、之の家内のてんぷらと言ふの
［ 散 々 ］

は有名なもので何日かもさんへ足助との悪口に引用されたものですのに、中々臭気（？）
［ひ］ ［ 辟 易 ］

の烈しへので皆々ヘキエキシ、遠く左遷せられで、取て食ふほどの勇者もありませんでし
［河内］

たが、今之の中央に高地が運んで皆なニ勧めたところ、始めは皆な二の足をふんで居りま
［が］［ 真 っ 先 ］ ［杯］

したが、北澤隊長か真前きにつまんで食つたものですから、鉢ニ一ぱいあつたきらわれ者

も漸時ニ一つも無く退治られました。成る程、持つて来た口上に、今日のものは豚の油で
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［う］ ［う］

揚げたのだからと言ふて来たそーだから、食つたら甘かつたでしよー。然し之れの悪る口

を聞き、先刻の臭気ニ恐れたものは誰れも一口食へませんでした。之れで散会ニなるので
［が］

すが一寸書き忘れたことかあるから付け加へてをきますか。本年の卒業生も男生［徒］は
［が］ ［し］

なく（去年もありませんでした）、たつた女生徒か二名ですた。てんぷらを持つて来た女

生［徒］も其の内の一人です。之の生徒は実ニ感心な女子で、夜学校の一年から居るもの
［う］ ［う］ ［ 双 子 ］ ［う］

だそーで、今年で八年ニなるそーです。妹は今度三年ニなりましたか、二た児だそーで始

めて見ました時も大変良く似た子供と思へました。道理であらそわれぬものです。弟もあ

りまして今度尋常の四年ニなりましたが、余り出来ぬ方ですが、去年落第させたら、父な
［が］ ［騒ぎ］

［る］人か大変怒つて婦娘の罪だとして殺すとか生かさぬとか言ふて大験ぎをした
［う］ ［ 重 要 視 ］ ［河内］ ［う］

そーで、其の後は学校の先生方も大変重用視して、高地氏からも度々之の次ぎにはどーか
［斯］

落第させて呉れるなと私ニ話されたこともあります。期様な家庭ニ育てられた小児ですか

ら随分悲惨な境遇之人となり、困苦もし涙も流したでしよう。作文を見ると何時でも鬱し
［う］ ［じが］ ［ば］

て悲しそーな感しか致すので判ります。然し人間と云ふものは悲惨になれはなるに従て、

大慈なる天父のふところに懐かれて温き愛を受けずには居られませんが、之の児も幸ひに

世間の困しみを充分なめて知りて居りますが、又天父のめぐみも早くから知り初めまして
［ざ］

基督を信じ精神上ニ於ては安心を得てをるのでごさいませう。之の児ニ比較べますれば私

などがなまじ僅かの財産ある家ニ生れ、幼少よりの少しハ苦しみ（それも他の人ニくらべ
［ぎ］

たらなんでもなくてダヽをこねたに過きぬかも知れぬ）もあつた様だけれど、好きなもの
［ひ］ ［ひ］ ［ひ］

を買つてもらへ、甘へものを食へ、学校はいやだと云ふて時々は欠席し之れ計りは大変お

こられて亡き母ニも心配を掛け涙を以ていさめられたこともあるが、其の他は殆ど放任主

義を以て育てられた。十五歳の時、他郷ニ遊学ニ行つてからも学費ニ何に不自由なく、反
［ぎ］ ［ 疎 ］

て遊び過きて学問の方はをろそかになつてしまつたが、困苦と云ふものは殆ど知らなかつ

た。況して悲惨の境遇ニ落ち入りて人生のはかなさに泣たなどゝ云ふことは無つたが、唯

た一つ私しの心ニ苦痛を与へたは母の死であつたかも知れぬ。私は之より他の児童ニ比す

ると余り活発でなく、むしろ陰気を好む方の性質であつたし、それに幼少の頃よりして屡々
［ど］

親類や何にかの死去ニ出逢つて殆と毎年の様ニ寺に行つて御経を聞き、鐘の声を聞き、幼
［う］

な心ニも無情と云ふことは別つて居つたであらうーか、其の後時々変な心地ニなつて泣き
［ひ］ ギリシャ

たへ様なことがあつた。私の父は私の生れぬ前からの希臘教の信者で毎朝夕基督の像ニ向

て祈祷を捧ぐるを幼な心にも黙つて見て居つた。そして、小学校ニ出でしハ、信者の児
［が］

童か他の生徒から馬鹿ニさるゝを心持ちよく思はぬでもなく、家ニ帰つては父に同情を以

てをつた。然し私しの父は決して私等に基督教を教へたこともなく、又無理ニ洗礼をも施

さなかつた。一体之の教への方では生れて一年もたてば、何にも判らぬ小児でも洗礼をさ
［が］

づくるは例なのである。而して私しに施さなかつたは、私しの祖父母か仏教信者で、父も
［が］ ［ず］

信者ニなるに大変な苦情かあつて先づ迫害を受けた様な訳だつたと或る親類の信者から
［ひ］ ［が］

聞へたが、多分之れか為めであつたろうと思ふ。然し小児の時二三度は宣教師のところに
［ひ］

も行つて御話しを聞へたことがある。旧約のモーゼであつたがエヂプトから逃れて紅海の
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［が］ ［が］

波を切つて渡つたなど云ふことを朧げなから覚へて居る。然し私か青年となつて東京ニ居
［ひ」

る間は余り基督教ニ同情を持たなかつた。勿論時々は教会ニ行つて説教も聞へたが、更ニ
［で］

感化を得ることなく、むしろ此の時代は早稲田て坪内博士の孔子談を聞えてよりハ儒教主
［ひ］

義ニ傾へて漢籍を好む様ニなつた２６０）。此の間ニ同郷の先輩で当時大学ニ通学してる國分氏

と同室して仏教主義を吹き込まれ、薄弱ながら仏耶儒の三教が私の心に入り込んだが、未
［だ］

た何れを取るなどゝ云ふほど熱心でなく、殆ど顧るいとまもなかつた。其の後脚気の為め

鎌倉の円覚寺ニ二度計り行つたもので、人真似て禅と言ふものをやつたが之より何にも得
［が］

るところ無つたけれど、悟道と云ふものを宇宙の大精神と吾か心を一致せしむるものであ
［わ］ ［ず］

ると云ふこと丈けを覚つた様ニ覚へている。此の後ち余れは先づ仏教を基礎として儒、耶
［ひ］

の精を取りて理想の宗教となさんなどゝ空想を画へて、或る友との旅の空で楽しく寝物語
［う］ ［じ］

りをしたとこともある。其の後どーしても精神修養の必用を感しで、已ニ松村、内村諸氏２６１）

の著書を読み少しハ感化を受けて居つた。それから中学を卒業して札幌ニ来ることになつ

たが、此の時ノ考へは東京などに居るよりハ精神修養の為めにも良かるべく且つ学問も得
［ひ］ ［ひ］ ［が］

たへが精神上の修養をも得たへといふのは私か札幌ニ来るときの大目的でありました。札
［変化］

幌ニ来てからは私の思想上ニ大変華を来しまして、私ハ六年間の中ニは初めの目的通り是
［ひ］ ［ひ］

非一の信仰を得て帰る積りでありますが、何れ之れは他日くわしく書き度へと思へ、今は
［が］

ホンノ概略丈けを書て今の私か落信と迷想とを述べます。札幌ニ来て初めて接したのは父
［じ］ ギリシャ

の信してをる希臘教で、其の当時之の地に伝教者として居つた私の親類の家ニ一寸の間
［ 厄 介 ］ はじ ［ひ］ ［う］ ［ず］

やつ介になつたからであります。先めて聖書も読み、教義も聞へて見たがどーしても信す

る訳ニは行きませんでした。然し勿論後には私も絶対的ニ反対はせじ、神の存在も永遠の
［げ］ ［が］ ［ず］ ［義］ ［う］

生命をも朧けなから信する様ニなりましたが、儀式教儀丈けはどーしても迷信ではあるま
［ひ］ ［う］ ［う］

いかとの疑へを持ちまして、折角洗礼を勧められたがとーとーなりませんでした。其の後、

新教の人々とも交際して談話し、聖書の研究会へも出席し、罪悪を思ふては改恨の祈をも
［斯］

して信仰を得た積りの時もあり［ま］したし、或時は信仰冷灰の如く消へ去りました。期
［が］

して又起り又さめ幾度やつたか知りませんか、去年の秋よりしてトルストイに接してから
［居］

は非常ニ彼れの書を愛読し、信仰をもよろこんで研究してをりましたが、本年の冬の休み

になつてフト朋友より蘆花氏の思へ出の記を借れて読んでから非常ニ心ニ苦悶を覚へ、先
［だ］

輩ニもたゞして唯た祈祷せよと彼れの
orthodox［教義］

ヲルソドツクスを吹き込まれましたが、私は充分信
［ず］ ［が］ ［が］

することか出来ません為め、それより豈ニ苦悶が加はり昼夜聖書とトルストイの吾か宗教
［ど］ ［だ］

を読み考へ遂ニは祈祷まで致しましたけれとも、未た心の安心は得ませんで、日々迷へる
［居］

羊の如く泣きさけんでをります。之れは彼の悲惨の内ニ生長しながら、反て天父のめぐみ
［居］ ［だ］

ニ浴し慈愛の手ニ懐かれてをる卒業生の某女ニ比するならば、私は唯た不幸を嘆するのみ
［斯］ ［う］

でありまして、むしろ期の如き苦しみを得るならば何故学問したろーか、何故精神上の問
［う］ ［居］

題を研究し始めたろーかとくやんでをります。実ニ神は之れを智者学者ニかくして小児ニ
［が］ ［居］

顕し給ふ、噫ふ私しハ今更らなから無学ならんことを願てをります。然しながら私しハ決

して失望を致しません。必ず小児の如き心となつて神の道を正しく悟らんことを心掛け
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［ひ］

て、念々として怠らじ、綿々として之れを考へようと思へます。而して私しの只今の薄信
［ひ］ ［ 許 ］

も若し言へ表すことをいるし給はゞ、私は矢張り神を以て且つて五年前鎌倉ニ於て私しの

芥子粒の様な心ニ刻まれた通り、宇宙の大精神にして之れには人格と言へませうか、活精
［支配］

と言へませうか言葉を知りませんが、確しかに私等を作り、我等を司配し、我等を見ゆる

と見えざるとに於て導き給ふ且つ我等をして進化せしめ給ふ主神なりと答ふる外はありま
［と］ ［で］

せん。然して私しハヲルソドフクト称するものゝ教義てある三位一体を信じません。勿論

私しハ基督を以て神の子であるとは堅く信じて居ります。又或る言葉ニては彼れを神とし
［じ］ ［が］ ［う］

ても信しますか、然し前ニ述べた神乃チ宇宙の大精神乃チ基督と同体なりとはどーしても

信ずることは出来ず且つ之れは聖書でも明なることでトルストイの信仰なども之れであり

ます。
［う］

罪の教義は尚ほ疑問で只今ハ断言されませんけれども、私しハ之れもどーしても信ずるこ
［が］ ［救済カ］

とか出来ません。私しハ人間の罪の救極は唯た宇宙の大精神の大法則と言へませうか、乃
［ひ］

チ基督の吾れ等ニ示させ給へる教訓の実行ニよりてのみ救はるゝものなることを思へま
［ど］ ［だ］ ［だ］ ［ひ］

す。勿論信仰ハ第一でありますけれとも、唯た信仰のみありて未た行へなきに如何ニ改悔
［許 ］ ［ 許 ］

の涙を流し罪のいるしを願ふても一朝一夕にして直ニ汝の罪いるされたりの喜び来るもの
［じ］ ［ 許 ］ ［が］

に非ざることを信します。若し罪のいるしを得た人かありとしますれば、人ハ行と信仰と
［ぐ］ ［と］

の二つにより漸々神の愛を受けた人であらうと思ふ故ニ、私しも決して急くこどなく、行
［許 ］

と信仰を増し疑信ニ落ち入らざる様ニ理性の光を以て之れを探究し後ち罪のいるしを得、
［が］

神の慈愛を知り、完全ニ人を愛せんことを吾か神ニ祈る。

明治三十七年当用日記

吾人はすべからく現代を超越せざるべからず 高山林次郎

一月一日（金）

噫、今日は如何なる日ぞや、不冥の余を導き遅鈍の我を教へ給へし畏友国分兵吉氏２６２）の訃
りゅうてい き きょ ［一字空欄］ ［が］

に接し流涕欷歔数刻遂ニ主なる神の聖前ニ万 □ ノ熱誠を以て祈祷しぬ。生前余か霊を

君ニよりて宗教ニ導かれ、死後君が霊ニよりて吾れは神を信じ、永生を信じ、薄信余が如

きにも神の奇跡を実験せしめぬ。万感胸ニあふれて、今日の日記吾れ誌すの筆なきをうらむ。

三時五十分太陽西山に没す。

一月二日（土）

北八条ニ為替受取るに行く。昨日の悲しみなほ去りやらず、途中にて色々の考へ胸ニ浮ぶ。

若し永生なくば生何の楽みぞ、希望何者ぞや。吾れも又藤村君２６３）の後を追ふて華厳百丈の
［が］

懸瀑ニ身を投せんものを。然れど喜ふ可き哉、吾か友の死は吾れニ神の実在を示し、神の
［が］

摂理を顕せり。吾れ又先哲の後へニ従ヘ信仰の林ニ分け入り真理の泉を尋ね、仮令へ吾か
［が］ ［弔］

器小なりとも神か我れニ与へし能力の及ぶだけは汲みとらんものを。啓七様ニ吊状を出し
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二十五枚計りの年始状を認む。夜は夜学校に男生［徒］ノ新年会ありし筈なれども吾が心
［ば］

楽しまざれは行かず。藤井氏来訪せらる。

一月三日（日）

〔受信〕石黒２６４）、隼次郎様より年始
［ば］

日曜日なれば藤井氏と同行して英語聖書講義に行く２６５）。帰路天気極めて宜しけれは遊園地

ニ散歩す。午後も鉄道線路ニ沿ふて琴似の方ニ向へ、優ニ北海自然の風光に溶して宗教ノ

妙味をさとり、想界の迷暗に彷徨しては人生の知り難き自然の広大計り難きを思ふて、円

山村を通り南一条ニ出でゝ帰る。

一月四日（月）
［で］

朝より外出することなく室ニ籠りて読書す。夕飯後黙灯もなさて、幽室にありて独り沈思

黙考す。基督の死とゲッセマネの祈り２６６）、日頃よりの疑問なりければ解決せんとてなり。

遂に次の如く断定す。ゲッセマネの祈りは基督世ニありて已ニ神の命ぜし事を果したれど
［だ］

尚ほ信仰の点に於て全からず、且つ未た心ニ充分ならざりき故ニ神若し許し給はゞ尚ほ之

の世ニ在りて彼れの教を宣伝せんことは彼れの願へなりしならん。而して苦痛は彼れの肉

体の死と共ニ来れり。彼れの死ニ付ては吾が友の死ニ付て之れを知るを得たり。人の死は
［約 ］ ［ず］

如何ニ彼れニ親しやくせし人々の間ニ信仰を起さしむるかは議論ニ非すして直覚的の事な
［瞭］

り。基督ノ死ニよりて如何ニ人々の間ニ堅き信仰を起さしめしかハ燎然たることなり。吾
［が］

か維新前志士、仁人の死は如何。今日ノ文運ニ関連するかを知れ、誠に実ニ汝等に告げん。
［だ］

一粒の麦若し地ニ落ちて死なずバ唯た一粒にてあらん。若し死なば多くの実を結ぶべし。
ひざまず

吾れは跪きて吾が神ニ感謝しぬ。トルストイは基督の贖罪を否決し、ゲッセマネの祈祷ハ

彼レが
last

ラスト
temptation

テムプテーションニして乃チ
fair

フェアと
fight

ファイトとは彼れの心を苦しめしもの
［が］

なりと、果然吾か心を得たり。

一月五日（火）

午前は室ニありて忘れがたみを読む。今日、東京新聞の元日の分来る。航海ノ危険なりし

為め遅延せしなるべし。午後より足助来る。米国ニ在る工藤２６７）の滑稽談を談る。夜は夜学
［馳］

校ニ女子ノ新年の遊びある筈なれば、後れ走せながら七時過ぎ行く。例の遊戯に余念なく
ひげ

笑へたわむれ、髯の生へし小児となる。八時過に帰宅す。新聞、聖書など読む。若し人の

死は生前ニ自覚し得るものならば、或は余が生命畏からざらん。兵吉君の永眠の報に接せ

し頃の夜半にふと目醒めて夢心地ニも人生のはかなきを思へて悲しく、何処よりとなく汝

の生命も長からざるべしと言へる声を聞きぬ。それより時々余も長からずして兵吉君のあ

とを追ふなるべしとの感を何とはなしに懐く様ニなりぬ。凡ては神の聖意のまゝなり。我
［が］

か生命を汝の手ニ委ぬ。

一月六日（水）

〔受信〕大森、貞三、内藤２６８）、太布留吉、斎藤、明八 二、国分市郎、田中眞一郎、

繁一２６９）、川村２７０）、赤岩治家、大光寺政樹 年始状

朝は南一条ニ出でゝ新しき太陽などを買へ求めて帰る。午後より足助の宅を訪問せしか
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［ど］ ［ば］

と、皆々留守と見へて錠かゝれり。天気良き日なれは、直ニ逢坂氏を下宿ニ尋ぬ。英文学
［元］

史２７１）の絵を見終りて直ニ信仰問題をたゝく。氏等は原よりヲルソドックスを余程立ち離れ

し見地ニあるなれど、尚ほ復活、贖罪、天国などを信ずるなり。余の如きは彼れ等より益々
［だ］

遠きをさとる。されど信仰は一、真理は一、神は一なり。豈一路のみならんや。要は唯た理

性ニうつたへて基督の道を実行せんのみ。夜学校今夜よりあり。角館氏同校の為め計数器

とかを寄贈せんと云ふにより二人にて出金して購ふ。明八様より兵吉様死去の報知廿六日

に出せしもの学校に来り居りたり。行かざりし故、知ることは得ざりき。

一月七日（木）

〔受信〕関貞次２７２）、米長、小太郎
う ［幾］

朝、藤井氏訪問せらる。談話の中ち佐瀬２７３）来り、梁田来りて、本日午後四時より、伊藤廣機氏

のシャムに漫遊せらる故２７４）、送別を兼ね新年大会を催したきに付きてそれへ手を廻して

故郷人に報知しくれずやと云はれて去る。午後二時頃大光寺氏を訪はゞやと行く途中にて

色部氏ニ逢へ、新宅の有様を見て呉れずやとの事なれば一寸立ち寄る。談は始めより終り
［ず］ ［二字空欄］ ［はじ］

迄文学談なり。先づ小説の□□訳物流行より先づまりて（氏は鏡花２７５）を第一流にをせり）
［ 端 ］ ［ど］

新体詩の衰微に及び、和歌俳句を片ぱしより論じ終る。大光寺を訪問したれと不在なりし

かば伝言して帰る。四時に同窓倶楽部に行きたれど梁田と佐瀬と居るのみ。初まりしハ五
［ぎ］

時過きたり。集りしもの十五六人もありたらんか、中学生特に多し。例になき大人数とや
［ 挨 拶 ］

言けん。カルタなどの遊戯の後、十時頃帰る。伊藤氏のあへさつありき。

一月八日（金）

〔発信〕繁孝２７６）

〔受信〕忠次郎、繁孝

朝九時より校長の訓諭あり。帰宅して南一条ニ行きノートブックを買ひ求む。午後より足

助を訪問し種々御馳走ニなり下らぬ話しなどして帰る。夜は学年始めのことなれば如何な
ヨハ ネ

る有様ならんかと思へて夜学校ニ行く。新入学生も大分ありし様子なり。約翰伝第十七章
［ぜ］

の「皆な一にならん為めなり」との語に付て、姉崎博士２７７）余程感せし様なりしが、之の語
［既］

に付て考ふる時は概ニ余が考を確かむるに非ずやと思はる。

一月九日（土）

吉井先生の土性論あり。南先生ハ一寸御話しありて休みとなる。図書館ニ行きて雑誌、新

聞など見て帰る。森源三翁の油絵かゝげられた２７８）。京都の人小笠原某２７９）の画きしものな

り。巧拙の批評は言はざるべし、美術としての価値なきは勿論なれば。午後は室内ニあり。

一月十日（日）
［ぎ］

八時過きにようへ起き出づ。例のバイブル講義、余り気ハ進まねど藤井氏ニ気の毒な
［ば］ ［が］

れはいやへながら半頃ニ出掛く。余か如き異端者の儀式的祈祷をくり返してある彼等信
［混］

者の中に雑じれるは、洋服着たる人この中ニ一人、羽織袴のいで立ちしたらん如く目立ち
［が］ ［到］

て、むげニいやしく見え、心の中ニは何とか思へる人もあるべけれど、余か信仰は致底彼

等と一致する事能はざるものなるに、みだりに彼等ニ拘りて仰意雷同し、神の与へ給へる
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と ［が］ ママ ［が］

理性の光りを覆ふは兎ても耐へ難きことにしあれば、余か信仰と独立心を害せるらるゝか
［だ］ ［が］ と

如きことあらば直ニ別かるべし。唯た余か良心ニやましきば、兎に角、基督の道を宣伝し

つゝある彼れの言に重きを置かず、単ニ自己の語学の為めに利用しつゝあるは天ニ対して

やましき心地す。帰路は大吹雪となる。夜ニ入るも止まず。トルストイのファスト、デス

チィラー２８０）を三章計り読む。今日影山君郷里ニ帰らる。

一月十一日（月）

尾泉先生と校長の講義あり。午後より少しく風ありしかど天気なりしかば南一条辺ニ散歩

に出掛く。夜は
Economy［経済学］

エコノミーを読む。然し何にやら判然せず。

一月十二日（火）

午後二時より級会を同窓会倶楽部ニて開くなれば一時半頃出掛く。少し散歩して腹の工合

へを調ひばやと南七条辺迄行く。文武会に就ての話しなどありて直ニカルタなどになる。

余等は例の無芸の事とてアッチにぶらへコッチにぶらへして人の上手に取るを感心し
［夫］ ［物］

て眺むるのみ。夜に入りてはスシなどの御馳走あり。遊戯も新工風の者にて、御半長兵エ、
［ど］ ［物］ ［物］

何にやら名を知らねと歌ひながらやる者ニて者を当てもの、字探しとやりて何れも墨つけ
［ぎ］

をなす。最後には二組となりてケンをなし、捕虜の取りくらをなし、分取りに付て大騒き

をなし、終には総立ちとなりてさわぐ。外より見しならば喧嘩とでも見しならん。それよ
［が］

り他の一遊戯をなして十時に散会す。吾級会にて今日程さわぎしは此度か初めにて実ニ未

曾有のことゞもなり。帰路は雪降りて夜に入りて五寸位積りたり。

一月十三日（水）

昨夜降りし雪、今朝はやゝ一尺も積りしならんか。尾泉、松村先生のみありて休みなり。

図書館に行く。外出もせじ、室ニあり。夜は経済を読みて他を読まず。

一月十四日（木）

今日も少しく雪降る。午後よりハ理髪の為め南一条辺に出掛け書店をもひやかす。勧工場
［が］

に立ちよりてハミガキを買ふ。夜は聖書を読む。「汝等我れを愛せんとならば吾か言を行
［が］

へ」との句を多く見出して我か心楽しむ。茲に於てか世の所謂基督伝者なる者の所信を疑

はざるを得じ。人を単に信仰にのみよりて義とせらるゝに非ず、実行によりてなり。而し
［ず］

て信仰あるもの（単に基督の道を信すると称する者）必ずしも実行あるに非ず。信と行と
［じ］

は一の如くして実は二なり。汝ち精神をつくして主なる神を信し、而して隣人を愛するこ

と自己の如くせよ。又吾れ思ふに若し教会の信条及び宣教師の基督教を耳にすることなく

して聖書を読み直に基督の教を咀嚼せば、決して彼れは贖罪や人間のアダムよりして伝は

りし罪等の事は夢想だもせざる所ならん。吾が疑問は死よりの復活なり。基督死よりの復

活を談らざりしとするも、聖書の事実は之れを示せり。今日読みしラザロの復活２８１）の如き

は明なる事にして余が心をして迷はさしむ。今少しく之れに付て考へざるべからず。

一月十五日（金）

別段誌すべきことなし。午後より遊園地ニ散歩して雪の景色を眺む。

一月十六日（土）
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十一時半より授業は休みて文武会２８２）臨時級会を開く。中嶋講師２８３）の今後演すべき倫理学

の方針に就て一寸述べらる。洋行帰りとか聞きしかど更ニハイカラらしからず、容ぼう風
［だか］

采より見るときは何んたが古るさうな人なり。然し倫理学に就て一定の意見を有し居るな
［だ］

らば学生の幸ひならんも、唯た単に実せん倫理など云へて徒に世の学者輩の糟粕をなめ

喋々するのみにては之の講座の前途如何にや危まるゝ事にこそ。文武会の規則修正案は特
［ず］

別委員を各級より二人づゝ撰みて一任することに決して散会す。午後より天気よかりし
［ば］

かは製糖会社の辺ニ散歩す。

一月十七日（日）

聖書講義ニ出席す。例によりて得るところなし。帰路花室に立ちよる。去年の九月より殆

ど見ざりしかば、いとめづらしき心地す。
pineapple

パインアップル実れり、初めて見る。昼飯には

角館氏と豚肉会を開く。三時半頃迄、談話す。それより鉄道線路を西に往復して腹工合を
［ぎ］

調ふ。夜は思へ出の記を略見して九時過き床に入る。

一月十八日（月）

天気はよけれども風いとつめたし。午後は南一条の書店に行きてひやかせども、何にも買
た ［居］

へ度き本はなし。帰りて風呂ニ行く。藤井氏来りをられたり。森林科の人ならんと顔は見

しことありし人の様なれど更ニ思へ付かぬ人より種々談話せらる。故郷の人にもあらね

ば、或は中学時代にて顔を知りし人にもや、然らざれば人違ひならん。

一月十九日（火）
と

午後より散歩せばやと鉄道線路を通へ行きしが思の外風寒く兎ても遠くへ行かれ難けれ
［ぎ］

ば、裏門の方より学校図書館ニ行きて四時過き迄新聞、雑誌などを読む。夜食後あまりね

むたければ床を敷きて八時迄寝ぬ。それより起き上りて十二時迄勉学し、二時の鐘を聞き

再び夢に入る。

一月二十日（水）雪

〔受信〕伊藤七郎

朝の二時間の休みは図書館ニ入る。午後より農産製造実習ありて粉乳を製す。雪降り出せ
［ど］ ［復］

しかと、南一条、二条辺迄散歩ニ出掛く。夜ハ久しぶりにて複活を読む。午後シャツ一枚

となりてサウンダーの運動法を行へし為めにや、頭悪しくなり吸入器を試む。近来風邪大
［ 咳 ］

流行にて至るところせきの音を立てつゝあれば、さては吾れもその病魔にとり付かれしに

やあらん、あな恐ろし。伊藤氏及び小太郎氏ヘ葉書を認む。

一月二十一日（木）大雪

〔発信〕伊藤七郎 澤藤小太郎
［ば］ ［ 咳 ］

朝起きて見れは咽喉甚だ悪し、遂ニ風邪の先導をなせり。やがてせき出で鼻つまり、声変

るなるべしと思へばいまへしさ限りなし。朝は稍々天気なりしも十時半頃より盛に雪降

り出す。宮部先生の授業は休みて其の時間内特別委員の報告をなす。議案は予修会呈出の

通り已ニ或るものは定まりたれば如何ニすべきかとの事なり。所謂、文武会の国体組織な

るものなり。吾れは内容を良くは知らねど全々反対にも非ず。然し吾級の意見は全々之れ
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と

ニ反対するなれば吾れは何にも言ふところなし。兎に角、如何ニなるも文武会の活動は已

ニ止みて国体的活動ニ帰すべきや論なし。

一月二十二日（金）

朝の授業例の如し、午後は風雪ありしも図書館ニ行きてジヤマンを一頁足らず読む。ヘッ
［だ］ ［ば］

ケルのエボルーション、ヲブ、マン２８４）を借れて四五頁読む。未た本論ニ入らざれは意義を
［復］ シ ベ リ ア

捉へ難し。夜はトルストイの複活を読みて、記事弥々囚人の西比利遠てきニ及びて叙景見

るが如し。二三日なりしと覚ゆ電報ニよれば、拓植銀行員某行金三万円位ごまかして発覚
［ 役 ］ ［斯］

し為めに重やく四人計り辞職せしとか。裏には日本銀行の事件あり、今又期の如きの事あ

り、世の品性の人を要求するや弥々切ならんとす。

一月二十三日（土）

松村氏の時間は休みて特別委員会の報告をなして委員の意志不調和ニ終りしを以て遂ニ解
［到］

散となりし由報ず。何れも自己の意見を貫徹せんとするなれば致底成立するの望なきは明

なり。文武会の前途や、之れ暗黒なりと謂つべし。午後は教育図書館ニ行きて新聞、雑誌

を読み、二時半より経済学教室ニ於テ挙行するエルム会発会式ニ臨む。之れより先き、予

［修］科二年級より本会ニ対して他との意見相違せるを以て加盟し能はざるむね通知あり
［予］ ［ 渉 ］

たりとか、依て之れニ就き前後一策を議し、ヨ［修］科二年との交しょう委員を選みて、
［ 調 停 ］

ちょう定を試み、発会式を延期することを決す。夜は同窓会ニ於テ懇親会を開きたれども
［ず］

出席せす。之の日ノ朝、大光寺、親父の病気の報ニ接し帰国せりとの事なり。

一月二十四日（日）晴天
［ 鼻 ］

昨日迄は甚だしくならんとは思はざりし風邪、今朝ニなりて急ニ頭重く、水ぱなと云ふも

のなんど流る。聖書の講義の方は休む。十時過ぎよりにや、角館氏の室ニ坂本来られたれ
［ぎ］

ば行きて色々国元の事などを談話す。同氏の帰宅されしハ午後四時過きなりし。夜に入り

ても尚ほ角館氏と談話を続け話頭次第ニ熟し中々絶へず、遂ニ内事上の事ニ迄及ぶ。衣を
［ 葛 湯 ］

重ねて温を呼びクヅユ一杯を飲みて七時頃寝ぬ。終夜安眠を得ず。夢寝ニ転々す。転々す
ママ

るに当りて三つの法則あり。その一を揮まざるべからずとは夢ニ一貫せる主題なりしと雖
［ぶ］

も、意義幽遠ニして茲ニ述ふべからず。

一月二十五日（月）

風邪いよへよろしからず頭痛むによりて学校は休みて床ニあり、昨夜の夢は尚ほ続く。

昼飯を食はず。足助氏来訪せらる。種々談話す。

一月二十六日（火）
りくごう ヨ ハ ネ

今日も風邪よろしからず、学校を休みて保養す。先頃、六合雑誌ニ於て某氏の論中２８５）約翰
ほとん ヨ ハ ネ

伝は基督死後約ど二世紀の後に神学者約翰によりて誌されしものなることを今や人皆な承
ヨハ ネ

認せり云々の語ありしが、其の後約翰伝をとりて熟読するに、神学上深淵なる意義教訓沢々

として流れてつきざれど、基督の真面目は反て覆はれし心地して何となく以前の如く尊か
ル カ マ タ イ

らず、反て路加、馬太伝におとりし考へするは如何にや。勿論、今日の基督教々義は其の

湶を之れ等に発せしものなれば、神学上の意見として当時已ニ発達せしものなるべし。夜
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［だ］

は頭痛甚たしく六時寝ぬ。

一月二十七日（水）
［ば］

今日も宜しからざれは学校を休む。朝より火によりそうて雑書を手当り次第引き抜きて乱
［だ］

読す。午後も然り。無連なること甚たし。そろへ少しく雪降り出す。夜は角館氏室ニ行

きて談話す。十時就床。

一月二十八日（木）
［ば］

今日は病少しくおこたりたれは学校ニ行く。午後は図書館に行きて経済の筆記をなし、

四時まで雑誌を読みて帰る。大光寺の父君、同氏の出立ちの際、死亡の電報着せしなる由。
［が］ ［ 厄 ］

去歳の夏、余等壮遊を巌手山ニ試みんか為め同氏宅ニやつ介となるや、白髪白髯の老翁出
［が］

で来る。大光寺の父君と聞きて一瞥をきつしたりしか、今や已ニ白玉楼中の人とならる。

大光寺一家の悲嘆察するに余りあり。近来風邪流行して夜学校の手嶋先生迄かゝられいと

困難し居らるゝ由、困つたものなり。

タマキ 末光の細君となりし人

一月二十九日（金）

天気極めてよろし。午後より種子学実験の為め、宮城、大関と実験室ニ行き、東海林君２８６）
［復］

より諸実験の器具の説明にあづかり、試験用として余は大豆を受取る。夜は、ト翁の複活

を読む。

一月三十日（土）
［置］

天気よろし。外出もされざれば兼而書きかけをきしトルストイ翁の肖像をとり出し書き初
［映え］

む。一生懸命になりて画きしかは夜飯の少しく前ニ止む。余りよき出来ばひニもあらねど
ママ ［復］

全く成りし上ならねば如何ニとも云へ難ければ稍々望みを尸しをくべし。夜は複活と買へ
［ば］

来りしダンテ神曲２８７）とを読む。夜学校ニて茶話会ありたれど病気よろしからねは行かず。

一月三十一日（日）
［ 垢 ］

北八条の風呂ニ行きて二週間来のあかを落す。風邪尚ほ宜しからねば早々上る。それより

河内氏宅を訪問し十二時迄雑談を試む。別段主題とては非らざりき。午後より又もト翁を
［ぎ］

画き初む。四時過き迄かゝりて顔の大部分と体の一部とを画き終る。鼻大にまづき心地せ
［ち］ ［醜］

らる。之れあながつ余の罪のみに非ずして、元来ト翁はぶ男なれば責任を分たざるべから
［ど］

ず。今度のものは如何なるにや、近よれば良く見ゆれと、遠くより見ると非常ニまづき心
［復］

地せらる。夜は複活を読む。九時ニいぬ。

二月一日（月）晴天

朝は授業例の如し。午後よりハ種子学実験ありて、余は大豆二千粒を択みて実重を見る。
［復］ ［復］

夜は嘲風の複活の曙光２８８）及びトルストイの複活を読む。嘲風の論中、吾人は互にその抱懐

せる思想を知ることを得ざれども、一種の符号ある言語によりて互の思想を理会し且つ交

通せしめ得たりと信ず故ニ若し宇宙万物が抱懐せる精神も其の標表を判読するを得ば、又
［が］

我等と交通をなすことを得べしとの議論、吾か心を得たり。之れ所謂エマーソン２８９）の「天
［だ］

地は符号に満つ唯た之れ等は聡明なる人ニ向て語るのみ」なるものか。
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二月二日（火）
［融］

朝より天気よく極めて温度なり。午後に至りて益々温く、積雪も余程�解せし如くなりき。
午後よりは種子学実験あり、比重を計る。夜はトルストイと嘲風を読む。

二月三日（水）
マ マ

昨日の天候とは打つて変り、北風漂裂雪を降らし、此の日頃になき天気なり。午後よりハ
［ズ］ ［ぎ］

農業実習あり。チースの製法を学ぶ。単ニ見学に過きざれば得るところあるようなし。終

りて種子学実験ニ行きて大豆を二百並べ初む。然るに二百粒づゝ二組作る由を聞きて、更

ニ水ニ入れて明日用意することゝして帰る。失敗のことどもなり。夜はトルストイを読む
［復］

こと例の如し。学校の課業ハ更ニ複習せず。

二月四日（木）

之の日も南先生、当別地方ニ御出での由ニて休む。午後より農学実験室ニ至りて大豆を並
［じ］ ［ 拾 い ］

べ初む。又々の失敗は大豆不足し止むを得し昨日捨てしもの数粒をひろへ上げて並む。次
［く］ ［ぎ］

の組々の人々、皆より来りて講義を聞ぐ。夕飯過き、足助新聞を借りに来る。一寸立ち寄
［復］

りて談話し複活の曙光を貸す。夜はトルストイを読みて十一時頃ニ至る。此の日も中々寒
［だ］

し。特ニ夜に入りて寒気一層甚たしく、爐辺の牛乳は氷るニ至る。

二月五日（金）

〔発信〕丸善

〔受信〕父上より為替

昨日足助ニ石川君夜学校に尚ほ出勤せられず手嶋先生一手にて引き受け居るゝ由にて気の
［が］

毒なれば、当分の中、小生かはりて出てもよろしきむね言へしか、今日、末光より弥々頼

まる。午後は種子学実験室に行く。第一の方、乃チ三日ニ並べしもの六つ計り発芽し初む。

直ニ南一条の神田床に行きて理髪す。夜は夜学校ニ行く。今日丈けハ見せてもらへたしと
［だ］

思へしかど、手嶋先生未た帰らざる由なれば已むを得ず授業を受け持つ。ストーブ燃へず
［だ］

して寒むきこと甚たしく又風邪を引くに非ずやと心配す。帰りてトルストーイを読む。十
［ど］

一時頃迄かゝりて全扁を読了す。去年の正月ニ初めしも中途ニて止めをりしに付き殆と満

一ヶ年を要せり。

二月六日（土）

近衛師団と某々師団とは已ニ召集せられたりとかにて、今日農芸［科］の桂２９０）とか言はるゝ
［少］

小尉殿出発さるゝ由なり。我が級の渡辺君２９１）にも支人より電報来りしとかにて出発せら
［ば］

るゝも間もあらざるべけれは早く写真をとらばやと朝より学課を休みて信じな２９２）に行く。

予［修科］一年級にも志願兵ある由ニて２９３）、その級の人々も来りて写さる。午後よりハ種

子を見に行く。温暖なればにや、第一の方ハ百六十余、第二は八十余発芽せり。博物学会
［態］ ［が］

ニ行きて、松村氏の変体説及び橋本氏の豆納の研究を報告せらる２９４）。雪降り出でしか、四
［ば］

時より松村氏の祝賀会あるなれは、余は余興の提灯を買ふニ一、二条辺をぐるへとうろ

つきようやく買求めて同窓会ニ行けば已ニ松村氏の説演も終わる頃なりし。五毛久の御馳

走ありて余興ニ移る。琵琶、吾級の昆虫行列、茶番、狂言、一年の松村氏祝賀会の大々的
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［だ］ ［采］ ［解］

演げき、三年のテレスコをどり２９５）、剣舞など甚たかつ�をはくしたり。九時半頃開散す。
松村氏の胴上げをなす２９６）。

二月七日（日）
［が］

今日は聖書ノ講義に出づるやう約束し置きしか、つい朝寝して時間ニ後れたれば行かず。
［ば］

坂本氏来りたれは、角館君ノ室ニて談話す。昼飯には第一日曜なればとて豚肉を食ふ。二

時頃種子発芽試験ある為め学校ニ行く。温度ハ今日最も高く十八度なりしかど、昨日大抵
［ず］

発芽せしものから余り多からす何れも二三十下なりし。帰路、足助君を訪問す。二三日前、
［ば］

学校門前の貸し家ニ移りし池田、荒川及び支那人諸氏、今日見れは已ニ居らず如何せしか
［臭］

と尋ねしに、壁尚ほ新しき為め息気を発し、池田氏真先ニ逃げ出せし為め已を得ず解散せ

しなりとか。天気非常ニ良かりしも風寒し。

二月八日（月）

朝よりして天気よろし。日中ニは温度も昇りて雪もとけ初めたり。午後より発芽試験を見
［ば］

ニ行き帰り図書館ニ立ちよりて雑誌を見る。夜は夜学校ニ行く。無邪気なる小児輩なれは、

浮き世の堅くるしさも忘られて心地すがへし、特に我が身の今にとりては。昼の間も停
［が］

車場の方より多人数の大声上くるを聞きしか、夜学校の帰りも或る料理屋の二階より例の
［が］

万歳やらんを聞く。号外の鈴の音も急かしげニ走るを見て、又何にか大事でもありしかと
［ず］ ［隠］

宿ニ帰りて号外を借りて見るに、何日もには似す、公使引上げ等の不�の記事あり。戦争
［ど］

も弥々迫まりし模様なり。日本国民は大和魂とやらをふり起して狂するなるべけれと、剣

を以て立つものは剣を以て亡ぶ人の子の教を信ずるものは同情の念を起す能ハず。噫、吾
［だ］

れ之の人々の間ニ立ちて如何なる行動をとらんか、余は真ニ盲目たるなり、唯た主なる我
［が］

か神ニ祈るあるのみ。

二月九日（火）

朝より天気よし。最後の授業済むや直ニ発芽試験を見ニ行く。温度は毎日昇りて初めは七
［だ］ ［ざ］

度と十一度なりしが今日廿度ニなる。未た発芽せさるもの四五粒づゝとなる。午後よりハ

風呂ニ行きて久しく捨て置きしトルストイの肖像を画く。夜は風烈しく吹き雪らしきもの

も少しは降りし模様なりしも極めて温かき夜なりし。

二月十日（水）

土地改良の時間に、尾泉先生自ら改良せしものなりとて鍬の雛形を示さる２９７）。
screw［ネジ］

スクルーに
［憺］

よりて角度を定むるものにて尾泉先生としては大出来、苦心惨瞻ノ余りに出来しものなる
［べ］ ［適］

べければ理想としては面白かるへきも実用ニ的せざるや論なし。此の日も温暖にして試験

器の水温は廿三度を示す。農業実習ありてハムの製法方の前準備を見る。人々の話しによ
［ば］

れは、已ニ平和破れて露国軍艦は沈没し、我軍旅順港を攻撃中なりとか。帰路、線路ニ沿

ふて黙想しつゝ進む。已ニ平和望むべからず、鉄火相見ゆるの止むを得ざるニ至りし上は
［だ］

吾れ又何をか言はん、唯たその悲しむべき報酬を謹んで待ち以て後世子孫の鑑として平和

光栄を望ましむべきのみ。

二月十一日（木）
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弥々宣戦詔勅下る。吾等臣民は謹で陛下の大御心を翼賛せざるべからず。トルストイの翁

の肖像を画き了る。絶対的平和論をとなうふる翁と日露戦争、如何ニ面白き
contrast［対比］

コントラスト

ぞ。翁が像と対して氏の戦争ニ付て如何なる考想を有しをれるにやなど思ふ。好翁願はく

は自愛して世界平和論者の為め大々的気�を吐け、翁が像今後�間ニかゝげて朝夕翁が高
徳をしたはん。我が崇敬するニコライ師２９８）遂ニ退去を命ぜられしとか、願はくは主のめぐ

みによりて平安彼の上にあらんことを。朝より室ニあり。午後学校ニ行きて種子試験を見

る。水温廿三度なりし。大風にして綿の如き雪降り、夜に入るも止まず。拝賀式ニ於テ、

校長やゝ気�を吐けりとか伝ふ。
二月十二日（金）晴天

［が］ ［ば］

旅順港外ニ於て露艦十余艘を沈没せしめしハ事実なるか如し。又号外によれは、日本汽船

一艘露艦の為め秋田近海に於て沈没せしめられ、露艦四艘は函館近海にありとの報ありし
［が］

か、五時頃江差砲撃せられたりとの虚報伝はり、更に前の露艦四艘ノ内三艘は函館附近に
［恐］

て水雷にかゝりて沈没せりとの電報あり。小樽人士ノ戦々洶々たり陸兵は多く滞在せしと
［ど］

か。本科一年にて提灯行列とかの発企せし由にて我級にも交渉ありしかと、文部大臣ノ訓
［ 拒 ］

令もあればとてキヨ絶するに決す。遂ニ中止となる。「汝の行なき信仰を吾れに示せ、我
［が］ ［が］

か信仰は吾か行に依て汝ニ示さん」実ニ吾等は事項によりて吾か信仰を人に表白せんと欲
［滔］

す。行なくして言語によりて信仰を人ニ語るの人ハ悲しむべき哉、世上蹈々たる自称基督
［ず］

教徒、皆な之の亜流ニ非らざるなきか。何んぞ空しき信仰のみを有して実行を軽んするの
［ば］

甚だしき。基督ノ贖罪を信ずるに非らざれは、実行に入るを得ずと思謂する徒よ、古の聖
［ず］

人君子は如何、異教徒たりと雖も汝等の仰望する天国に先づ入らんものは之の人々、神の
［寵］ ［だ］

竃者たるは此の人々ニあらずや。而して汝等は如何、吾れ之れを知らず、唯た神の知る。

夜学校ニ行く。

二月十三日（土）雪

十一時半より校長の訓諭あり。文部省より達せし運動ニ付てなり。市中行列は見合すべき

筈、電報来る。宣戦詔勅を決して喜ぶべきことに非らず。世界平和の為め、人道の為め、
［抃 ］

悲しむべきことなりとせば、戦勝豈にべん舞して欣ふべき事ならんや。米国南北戦は世界
［ど］ ［が］

の義軍なりしと称せらる。然れとも戦勝て
Lincoln

リンコルンか満面の笑を見しものなく、市民の
［ぐ］

行列を聞かざりき。之れ名は正義の戦なりとも、行は神の道ニそむき、目を以て目をつくなへ、
［ぐ］

歯を以て歯をつくなへりしかばなり。嗚呼、東洋君子国の愛国者よ、汝等か目には神の怒
［ざ］

り見へさるか、人道の念存せざるか、亡びに至るを知らずして徒ニ戦勝の甘きに酔へるも
［行方］

のは禍なるかな。露艦三艘沈没せしとは虚報にして、今尚ほ行へ不明なりとか。午後は教

育図書館ニ行く。文武会の規則、校長の訓辞後、直ニ総会を開きて、特別会員よりの修正

を原案通り尽く可決す。少しく雪降りしかど温暖の日なりき。

二月十四日（日）
［ば］

聖書研究会ニ出んと約束せしかは、七時頃ヨリ目醒めたれど、起き出しは八時頃少しく前

なりし。天気は良かりしかど風少しく吹く。午前は角館氏の室ニありて談話す。坂本君肋
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膜炎にかゝりしと聞きて、午後より見舞かたへ訪問す。坂本は病院ニ行きて留守なりし

かど鈴木居りしによりて座ニ上り、岩手山上ニて採取せし植物ニ命名しもらう。間もなく
［ば］

橋本、坂本来りて種々雑談の後、辞せしハ四時なりし。市中の要所ニ建てし高札を見れは、

豊川山ニて敵国降伏の大祈祷ありて御守を与ふとか。伊勢の神風にも非らざるべきに迷信
［いい］

もよい加減ニ切り上げたきものなり。青森航路は開通せしとか号外あり。

二月十五日（月）

〔受信〕丸善

大嶋先生休みなりし。天気はいとよし。午後より図書館ニ行きテ、ヘッケルのエボルーシ
おも

ョンヲブマンを借れて見る。重に
embryology［発生学］

エムブレヲロジーにして面白き論題もならざる様なり。
［ぎ］

四時過き迄ありて帰る。夜は夜学校ニ行く。旅順大勝は電報のほどには非ず。東洋艦隊全
［よろこ］

滅などゝ愉ぶほどの事ニ非ざるべし。

二月十六日（火）

〔発信〕丸善
［ば］

今日も天気は良けれは、雪は余程とけしならん。此頃の朝は堅雪となりて雪上を渡り渉か

るべし。午後は為替受け取りと丸善ニ為替を組む為め北八条の受取り所ニ行き、夜学校の

石川又病気となりしとか聞きたれば河内宅を訪ねて前後策を立てばやと行く。同氏も肋膜

炎ニかゝりしとかにて入院せしとか。換りの先生を目付くる迄出づることに約束せしか
［ば］

ど、余も二三日前より咽喉の方少しく宜しからねは困りしものなり。秋ちやんの来られて

写真などを取り出して見る。本日の読売りを見るに、ニコライ司教の信者ニ向てのべられ

し演説あり。至極同情の念ニ耐へず。其の宗派の如何を問ふ勿れ、現今基督教徒中、赤誠

赤心を以て主の教に随ふもの幾千ぞ。その教義に於ては吾人と考へを異にすと雖も、吾人

の尊敬に値するものは日本教道師中唯だ之の人あるのみ。

二月十七日（水）

〔発信〕直次、石黒

〔受信〕国分喜代太
［ば］

朝より晴れたり。風は少しく吹きて寒し。大嶋先生休みなれは図書館ニ行き、松浦武四郎

氏の天塩日誌２９９）を読む。別段文章とても記事とても感服のものに非らざれど、蝦夷地開拓

の恩人なる丈け誠意誠心の人たるは其の文中にあきらけし、読み了る。午後より農産実習
［屠］

として豚をと殺す。刃物を以て心臓を貫きければ悲鳴を挙げてなきさけび、血の傷口及ひ

口耳より流れ出づる様泉の如く、残忍至極にて思はず人々の頭をそむけしめぬ。心なしと

云ふ獣にてさへむごたらしく哀れなるものを況して人と人と命を争ふ戦争と云ふもの見し

ならば平和論者も増しぬべし。夜は風いと冷たかりしが要心して夜学校ニ行く。今夜出で

し号外ニよれば、露艦又々北海附近ニ出没しをるとか。

二月十八日（木）

昨夜よりして少しく雪降りし様なりしが、今朝も少しく降り、風さへ烈しく吹く。十一時
［解］

半より経済講堂ニ於て宣戦詔勅の奉読式あり、直ニ開散す。午後は風呂ニ入りて、夕方迄
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ニ若松賤子の小公子３００）を読み了る。之の書曽て三四年前東京ニありし頃、上野図書館３０１）

ニて読みいとめでたきものと思へ機会もあらば今一度読みたしと思へをりしが、書店にて
［ど］

見当りしが購ひ来りて精読しぬ。十余年前ニ訳されしものゝ由なれと文章もよく、家庭小

説としては上乗のものなるべし。

二月十九日（金）晴天

〔発信〕国分喜代太

先頃とりし写真出来上りたり。批評紛々として面白し。夜は夜学校ニ行く。唱歌のある日

なれど、しばらく出席せしことなければ出でしなり。赤松、末光の講話ありて唱歌をなし

帰る。余が基督教観は、基督は依然たる神なれど、所謂、三位一体としてその神とは異な

るが如し。余は之れを解釈して宇宙万物と及び之れ等を支配せるヲーソリテーとの二つと

なす。而して之のヲーソリテーは乃チ余か観るところの神なり。万物は皆な之のヲーソリ

テーに同化せんことを希ふ、乃チ神と同体とならんことを欲して止むことなし。之ニ於て

か、向上の念、人の胸ニ断ゆることなく、進化の原理又茲に存す。而して基督は遂ニ之の
［実現］

理法を実行し、理想を現実して向上不退転の域ニ達し、神と同化するを得るに至れり。故

ニ神と同化し得るも［の］は基督のみに非ず、釈迦ニ於ても、其他の聖人ニ於ても、之の

域に達せしならん。而して吾等生活あるものも又勉むることによりて達せらるべし。基督
［ず］

は決してヲーソリテーに非す、ヲーソリテーによりて支配さるゝものたりしなり。而して

遂ニ神と合す。茲に於てか更ニ権者と被権者との区別を言ふの要なし。

二月二十日（土）

朝より天気にして温暖なり。午後は一寸南一条ニ行きて本屋をひやかす。氷雪とけたれば
［予］

そろへ馬糞街道となる。夜は河内氏宅を尋ねて夜学校の先生の事ニ就て相談す。ヨ［修

科］二年の人桑山３０２）とか申す人、九月よりならば出でゝも宜しき様申されしとかの由なれ

ば、当分七月迄の換りにても見付けたしと思ふ。怪談などなして九時ニ帰る。二三日前頃
［ 唳 ］ ギリシャ

の万朝［報］ニ、八戸辺ニて鉄道工夫の悪戯を風声鶴れひニ聞きあやまり、希臘教徒の仕
［ど］ ［憤］ ［ 可 笑 し ］

わざなりなと真面目ニ慷慨せるもをかし。噫、汝等小心なる日本国民よ、何ぞ今少しく眼
［ 猜 忌 ］

先を大ニせざる。世界的国民とは、汝等の如きさいき、私利ニ汲々たる者には非ざるなり。

トルストイズムに於て、絶対的平和を主張せんと欲するものは、勢へ現今の制度たる君主・

国家・国法を
deny［否定］

デナイして今日の社会主義者が称ふるものよりも一層進める説を取らざるべ
［ず］ ［だ］

からす。然らずして現今の社会制度ニ於て平和主義を称ふるは矛盾せるの甚たしきものな

り。単ニトルストノ平和主義を聞きて疑へるものよ、之の点ニ就て少しく考へよ。

二月二十一日（日）

朝より温き日なり。曇りて小雨降る。聖書講義ニ出席し、帰路温室ニ立ち寄りて花を見る。
［ど］

道も中々氷り居れと、上は解けて悪るし。人力も橇を廃して車となる。此の頃の日の長く
［だし］

なりしこと甚たじ。太陽の没するニ五時頃なり。

二月二十二日（月）

今日も朝より天気よかりしが昼る頃には一天雲の影だになく冬の空とは覚へぬ迄なりき。
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りくごう

夜は鎌月出でゝ途をてらす。午後より図書館ニ行きて経済を読む。六合雑誌ニ基督教と非
マタ イ

戦論なる論説あり３０３）。聖書中主戦論者の引用句三ヶ所あり。その一は馬太伝十章三四節ニ
ル カ

して、他は路加伝廿二章三六節なり。前は戦を意味せざるや明ニして、後は基督ノ言に非

ずして著者の書きがへしならんと。而して基督教も進化の理ニ従ふものなれば、二千年前

の基督の言行を以て直ニ今日に適応せんとするは大ニあやまれり。若し基督をして今日生

れしめば、決して奇蹟、医療の如き迷信をせざりしならん。要は今日の知識に基督教を適

応せしむるにありと。而して其の人はトルストイ伯なりと言へり。吾人は
Unitarian

ユニテリアン教

法の説ニ同意すること能はざるものなれど、此の説ニは大ニ賛成しぬ。夜学校ニ行く。

二月二十三日（火）

昨日の天気ニ似げなく時々降雪ありしかど温暖なる日なりき。宮部先生休みなり。午後よ
［物］

りは図書館ニ行きて松浦武四郎氏の十勝日誌３０４）を読む。夜は筆記者を訂正し、トルストイ
りくごう

の平和と戦争３０５）
Volume［巻］

ボール二の
chapter［章］

チャピター二ヨリ読み初む。六合雑誌ニ米国ノ某氏トルストイ

を訪問せしとき、ト翁卒然として問ふて曰く君は社会主義者かと、某氏答へて曰く然らず、
［ 欣 ］ ［が］

ト翁きん然として喜び曰く、余は君か社会主義者ならざるを喜ぶと言へりしとか３０６）。基督

信者として目せられ社会主義者、無政府主義者として目せらる翁の言としては奇なるが如

しと雖も、之れ等の主義者必ずしも理想界の基礎なるものに非ず、必ずや
humanity

ヒーマニテーの

胸臆より発せしものならざるべからず。故ニ基督信者と云ふも未可なり、社会主義者と云
［だ］

ふも未可なり、唯たそれ人道ニ重きを置き、之れより流出する自然の声ならざるべからず

と。

二月二十四日（水）
［ば］

気候ハ寒き方にて雪にても降［り］たき模様なりし。大嶋先生休みなれは図書館ニ至る。

エンサイクロペヂアのトルストイの章を読む。宗教の所ニ基督を神と同等位置ニ視るは
［ 冒 涜 ］ ［だ］ マ タ イ

ぼーとくの甚たしきものなりと云へ、祈祷は馬太伝山上の垂訓に従てなすべく、決して会

堂ニ於てなすべからざるものなり云々。午後より農産実習ありて
sausage

ソーセーズを作る。初め

て味ふ。いと甘し。夜は夜学校ニ行く。中々寒し。四年に入学したき男来りしにより試験

し不成績なりしかど許したり。

二月二十五日（木）

昨夜より降り出せし雪、今日は二三寸余降り積みたり。風も中々ありて雪さへ尚ほ止まね
［ば］

は、再び厳冬ニなりし心地す。宮部先生ノ授業は青葉氏３０７）と教務上の談話ありしとかにて

休む。予科一年ニて少しくごたへあるとか評判なり。午後より図書館ニ行きて植物生理
［ぎ］

を少しく読む。昨日のトルストイ伝と雑誌を読みて又々四時過き竹田、橋本等と帰る。大

光寺一昨日帰札せしとかにて本日より出校す。兄君も病気なりし由ニてその為め遅れしな

りとか。此度の土曜、�水倶楽部を開く由、梁田より言へ来る。
二月二十六日（金）

〔受信〕丸善ヨリ小包 ボスの農業動物ノミ
［居］

朝起き出で見れば又々雪降りて四五寸計りも積りをれり。風も烈しく吹きてきびしき寒さ
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なり。午後よりは理髪の為め南一条ニ行く。そこにての話しによれば日本軍艦四艘沈没せ
［居］ ［ど］

しとか談りをりしかと真偽判然せず。夜は夜学校ニ行く。片破れ月ながら雪にうつりて明

るし。

二月二十七日（土）日没正五時

〔受信〕丸善

極めて晴天にして風もなく本年来の好天気なりし。足助、橋本、竹田、藤井の輩、豊［平］

川のバンクを水門迄散歩せしとか。午後より農学会あり。校長の戦争と農業者の覚悟及び

加藤泰治氏の欧米産畜談ありたれど共に不得要領にして徒に眠をもやうさしむるに過ぎ

ず３０８）。夜は角館氏の室ニありて談話し十一時ニ至る。

二月二十八日（日）
［ど］

聖書講義ニ出席る為め八時二十分頃出かく。天気なれと南風強く吹きて昨日の如くなら

ず。帰路は雪とけて道わるし。花室ニ立ちよりて観賞す。午前足助来り暫時の後去る。午

後は風呂ニ入り戦争と平和を読む。夜は河内氏宅を訪へ九時前ニ帰りて筆記物を読む。昨

日頃の北鳴３０９）ニ飯田雄太郎３１０）氏の不敬とか、不忠事件とかの記事あり。時節柄愛国者の
［ど］

御機嫌ニさわりしものなるべけれと、直ニ被らすに露探の名を以てし警察も聞捨ならずと
［が］

取調中とは噴飯の至りなり。日本人の尻穴の小さきにはあきれて物か言はれず。早く頑迷
［ぎ］ ［鐸］

の旧思想をぬき捨てたきものなれど、社会の木�を以て任する新聞記者連が皆々之の頑迷
輩なれば日本進運の前途も中々待ち遠きものなり。

二月二十九日（月）

〔受信〕小包、丸善より 詩集、一

朝より天気なり。昼頃には雪も余程とけたり。大嶋先生授業あり。午後よりは図書館ニ行

く。非常ニ眠むたし。夜は中々冷へて雪もちらほら落ち来る。夜学校ニ行く。池田と角館

等来る。

三月一日（火）

〔受信〕丸善より、父上より、

昨夜少しく降雪ありし様なりしかど昼頃には又々とけ出して春風春水一時ニ至るのながめ
［だ］ ［ど］

あり。雪は未た一尺位もあれどエルム樹下など日当りのよき処は青草を出し初めたれと
［ば］ ［だ］

去年ニ比すれは余程遅し。南一条などにてさへ未た土出でざる位なり。気候の変化常なら
［ど］

ざる為めか、咽喉病もよろしからず。午後よりハ又図書館ニ行きたれと眠を催し勉強もせ

ず雑誌を読みて博物館の側を通りて帰る。今日は議員撰挙日にて当区は対馬翁と浅羽氏の
［穏］

競争なる由なれど、戦争熱の為めか、とんと風評もなく、去年ニ比すると平隠無事なりし。

家郷よりの信書によれば未蔵君よりの手紙、宇品より来りしとかの由、已ニ戦地ニあるな

るべしとの事なり。

三月二日（水）

〔発信〕 青年会へ雑誌注文
［が］

朝より曇りしか午後になりて雪となる。為替に受取りに製麻会社側迄行く。札幌区の議員
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ニて浅羽氏二百余点にて当撰す。対馬氏は三四十点不足なりし。

三月三日（木）大暴風雪

飯田雄太郎君免職になりしとか。曲学阿世の徒よ、吾れは曽て汝を思慮ある基督教徒、品

性ある紳士と思ひたりき。然るに何事ぞ世界人道の大義をとりて平和博愛をとなうる之の

弱き一義人をなやむる。自ら基督教徒と称する以上は如何ニ曲解するも国家の無上権を信
［はざ］ ［が］

ずるとハ能ばさるべし。然るに世ニあり自己の地位を安全ならしめんか為めに其の人の説

るを信理と知りながら力弱きに乗して直ニ其の職を免し得たりとなして愛国者を気取る、
［斯］

嗚呼、汝の道義心とはの期の如きものか。時代精神とは世ニありて俗流と供に声を等して
［が］ ［復］

真理を無視するの謂ひか。吾れは以後汝か再び精神界ニ複活し来る迄は汝の説ニ耳かたむ

けざるべし。噫、神よ、虎狼の間ニありて正義を説ふる弱き子羊の上に汝の恵を垂れ、平

安を彼れの上ニ下さんことを祈る。夜は足助を訪問して時局問題ニ就て大激論をなす。帰
［り］

れは坂本、角館氏の所ニ来り居られたるにより十二時迄談話す。坂本氏は十時ニ帰らる。

三月四日（金）雪
［憤慨］

昨夜足助を訪問して飯田氏事件を噴概し談論平和論ニ移りて、足助氏は現今は人民皆な戦

争熱ニ狂せるときなれば沈黙を守りて寧ロ平和に復して平静ニ判断を下し得る時期を待つ

て平和論をとなうるを良しと云ひ、余は然らず反て堂々平和論を懐けるものは此の際ニ大
［ 訴 ］ ［ 激 ］

声咤呼して民心ニうつたしるを良しと云へげき論数次ニ及ぶ。然れども要するに帰着する

ところなき議論なるを以て結着を見ずして中止す。今日は文武会より茨戸ニ遠足する日ニ

て余も行く積りなりしも、昨日よりの大風雪尚ほ止まざれば思へ止まる３１１）。午後よりは全
は ［ど］ ［解］

く霽れて天気となりたれと、雪とくるにも至らず。夜は夜学校ニ行く。帰路、明月団々と

して石狩平原の彼方、夕張の山にかゝる。

三月五日（土）

〔受信〕伊藤七郎

朝より風はありたれども雪は降らず。高橋、逢坂氏来訪、十二時迄談話し去る。午後には
［が］ ［居］

一寸農園ニ行き帰りしか、足助来りて四時過までをる。世界文学３１２）二冊貸しやる。夜に入

りて雪となりしかば夜学校ニは行かず。少しく筆記物を読みト翁の我宗教を読む。

三月六日（日）
［居］

伊藤七郎君より来書ありたれば、朝より待ち受けをりしかど遂ニ来らず。午後は農園ニ行
［ば］

き牛乳をとり来る。菫会３１３）より回章ありて入会を求め来りたれは承諾す。夜は第一例会あ

る由なりしかど出席せず。橋本氏来訪。稲垣氏此度アイヌ人の同行となりて米国セントル

イス博覧会へ行かるゝ由、僥倖の事なりとて角館氏話さるゝ。朝より寒しと云ふニあらね

ど曇天にして夜は少しく雪を降らす。吾人は目下思想病ニかゝれりとは足助之言なりし
［が］

か、実行の思想ニ伴はざることよ、主の偽善なるパリサイの徒３１４）よと罵られ言しを吾れも
［が］

又甘受せざるを得ず。何ぞ吾か行の奥なる、主の愛ニよりて誘惑より救へ出ざるゝを勉め
［復］ ［ば］

ざるべからず。再生せよ、複活せよ、然らずんは吾れは永遠ニ悪魔のとりごとなり、消え

ざる地獄の火ニ投げ入れられん、噫。
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三月七日（月）曇

午前は大嶋先生休む。午後より図書館ニ行く。夜学校は今日より六時半始業となりしも知
［ず］

らづニ六時ニ行きてしばらく待つ。

三月八日（火）

午前の学課例の如し。午後よりハ室内ニありて経済を読む。試験は十九日より始まるとの

ことなり。夜は角館氏のところに坂本来りたれば行きて談話す。

三月九日（水）
［ば］

昨夜降りしにや、起き出で見れは二三寸計り雪降り積りて枯木時ならぬ花をつけたり。さ
［ず］

れど春の雪なれば昼頃には已ニとけて途ぬかり出せり。近頃ニめづらしく青空所々にあら

われて太陽も出でぬ。午後よりは図書館ニ行きて、三時頃より武術の稽古３１５）初めに行きて

見る。中々盛会なりき。夜は雪降り風さへ吹きたれば、夜学校ニ行く途の悪さ―、途中に

て足助、河内氏と一所ニなる。

三月十日（木）
［が］ ［に］

昨日の天気ニ似げなく朝より良く晴れたりしか、正午頃にて片雲だも見へざる好天気とな

る。実に近日に稀なる日なれば、午後より汽車線路沿ふて琴似の方ニ散歩す。大方は已ニ

雪も消えて、小川の水も洋々と春の楽をかなで、岸辺の芝生は青き芽を出し初めぬ。何時
［お］ ［ず］

も変らぬ森の景色も今日は一しほめづらしき心地せられぬ。大光寺と行き逢へたれば共に

引き返す。夜は室ニありて勉強。

三月十一日（金）
［居］ ［が］

朝は曇りをりしか雪となり、昼頃ニは盛ニ雨降り出す。午後より四時頃迄昼寝す。夜は夜
［濘 ］ ［が］

学校ニ行く道路の泥ねー一層甚だしく雨もしきりに降りしか、帰る路ニは一天星を以てか
［ど］

ざられめたれと下界は暗なりき。近頃の校長の経済講義によれば、氏は甚だしき国家主義

者なり。経済上の意見として実ニ立派なるものなれど、自由貿易論を排して、自由をとな

ふる者を怠惰者なりと云へ、而して自由説を評するにフヲゲル３１６）、フライ３１７）を以てする
［極］ ［ 偏 ］

が如きは余りに自由を解決するに局論ニへんせずや。之より今日の時勢にては、自由貿易

不可能の事たるや知るべからずと雖も、工業製作其他の進歩已ニ隆盛の域ニ入りて保護す

るの必要なきに至らば自然ニ自由貿易となるべき理ニ非ずや。現在の有様をのみ考えへて

未来ニ及ばざるをおしむべし。

三月十二日（土）

朝より風強く雪は降らねど東京の空っ風と云ふものなるべし。寒烈極まりなし。午後より
［ば］

はウィバー嬢より音楽会の切符貰へ居りしかは、藤井と共に行く。洋楽・和楽とりへに
［ど］ ［だ］

奏せしかと、吾れには未た音楽の趣味解せぬ為め興ニ入り難し。特ニ洋楽ニ於て甚だし。

寒さの非常なると小便の耐へ難ければ、英国々歌を歌ふ前ニ帰る。戦争中は毎月一回開会

するとか。音楽の趣味に乏しき日本人にとりては耳新しきものにあらねば総て同一ニ聞ゆ
［飽］ ［向］ ［ば］

るなれば直ニあきを来すにより、今後は余程趣好をこらすに非ざれは充分ノ聴聞者を得難

かるべし。時代思潮３１８）二冊来る。試験時間割発表さる。
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三月十三日（日）雪
［ば］ ［ば］

起き出で見れは雪降り積りぬ。藤井氏と聖書講義に行く。帰路足助と出逢へたれは共に独

立教会に行く。去年の四月頃より行きしことなかりしかば丁度一年目なる。豚食会を催す。
［復］

午後よりハノートの複習にいそがし。旅順ニ於ける露兵砲台を焼きて遁去せしとかの号外

来る。

三月十四日（月）雪
［ 萌 ］

朝、嘲風氏のトルストイ論３１９）を読む。トルストイの宗教及び人生観を以て農民救済にホー

芽せりと言はれたれど、如何ニや疑問の点なり。其の他は同意す。午後より大雪降りとな
［ 陥 ］

り夜に入るも止まず三四寸積る。夜学校に行く。極めて寒し。帰路、旅順かん落の為めに
［だ］

や、二三十人の者ども提灯行列をなせる様なり。未た前途も判らざるに之れ位の事にて喜

ぶほどならば、敗報に接せば泣き行列でもせずばあるまじ。

三月十五日（火）雪

別段誌すことなし。雪少しく降る。試験の準備ニいそがし。

三月十六日（水）

朝よりはれたり。午後は農業実習ある為め学校ニ行きしかど、試験にていそがしければ楓
［燻］ ［子牛］

糖を造る準備とラカン３２０）の□室とを見て帰る。此の頃生れし四五匹の犢、天気よければ柵

内ニ打ち伏せる又は立てるなどいと可愛し。夜は夜学校ニ行く。此の頃の天候不順なる為

めにや、数日前より咽喉の工合よろしからず、又々吸入器を初む。

三月十七日（木）大雪
［ば］

朝より大雪にて昨日は大抵雪も解けしかど、今朝見れは四五寸計り積り居たり。学校ニ行

く頃は弥々荒れニ荒れて、冬の最中なりともこれ程までニては非らざりしにと思はるゝ計

り風雪吹き捲きて面を向けん様もなかりし。午後よりは図書館に行かばやと思へしかど、
は

吹雪ニ恐れて室に籠る。二時頃より雪をさまり雲も霽れて耐へ間より金色の光も放たれ

ぬ。夜は室ニありて勉強ニいそがし。いと寒し。

三月十八日（金）

〔発信〕故郷

〔受信〕教文館
は

朝より風なく天霽れたり。末光来りて昨日渡せし試験問題あまりむづかしき様なれば取り

換へてくれよと話す。更ニ作り換へて農園ニ牛乳取る路すがら立ち寄りて渡す。午後より

は南一条ニ行きて基督教本義３２１）を買ひ求む。又々路とけ初めて悪るし。今日の授業は試験

の為め、皆な休業す。

三月十九日（土）
［が］

昨日南一条に行きし風寒しと思ひたりしか、夜ニ入りて風邪の気味を催す。如何ニ皮膚の

弱りしことよ。朝より曇天にして雪も降る。夜ニ入りては積りし様子。吉井先生の肥料の

試験あり。図書館ニ行く。

三月二十日（日）
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弥々風邪となりたれば聖書講義を欠席す。午後、藤井氏訪ねられて、ウヰバー氏此度帰国

せらるゝ様子なれば聴講者一同紀念の為め明日写真をとらばやとの事ニ同意す。丸亀床ニ
［すが］

行きて理髪す。朝より雪降りて夜ニ入るも止まず。昼の間はさずか暖ければや、途には積

らざりしかど晩方ニなりては一面白くなる。最早や四月にも近ければ東京などにてはそろ

へ桜開く時節なるに、如何ニ北の国なればとて毎日の雪降り寒さとても去年より増れば

病ある身ニとりては天候の不順をうらみ、腹立たるゝことにこそ。

三月二十一日（月）

〔受信〕石黒
［撮］

八時半頃、藤井氏を訪へて共に武林写真店ニ至る。写真を採り終りて告別し、互ニ別れを

おしむ。朝は天気ニもなるべき模様ニて日光もかゞやき出せしかど、午後よりハ再び曇り
［が］ は

て雪降りとなりしか、夕方になりて稍々霽れ夕陽かしけく輝く。昼の頃、暫時角館氏の室

ニ居りて、札幌ニ来るよりハ東京ニ行きし方都合よかるべしと話す。氏も同意せし様なり。

写真の帰り停車場通りのミルクホールと云ふニ藤井氏と共ニ入りてミルク一杯を飲みて雑

誌を見て帰る。一昨日、昨日の新聞本日来る。

三月二十二日（火）

昆虫と植物営養の試験あり。曇天にして少しハ雪も降りたれど天気とならん模様あり。

三月二十三日（水）

〔受信〕父上より
［な］

植物生理の試験あり。少しハ雪降りたれど天気とり、午後ニ至りては道路もかわき初めた

り。足助来りて新聞を借れ行く。兼而借れをきし思出の記及びバイブルを返しやる。足助

の近来得たる思想とて談るを聞けば、之れ迄はゴットは遠くに居りて吾々をさし招ぎ、吾
［奮］

等は之の理想を目的として自力を以て賁励し、自ら清ふして精神の膝下に至るを得るもの
［が］

と考へたりしか、今は神は常ニ己れか正しきときにも不義なるときにも吾が手をとりて理

想ニ導き給ひつゝあるを感ずと言はれたり。如何ニも志かあるべし。神の慈愛は正しきも

のゝみ知るに非ずして、反て罪あるものこそ深く感ずるなれ。

三月二十四日（木）

〔発信〕故郷に

極めて天気よし。経済の試験あり。帰路、原先生ニ行き逢ふ。昨日御帰札なされし由。在

学証明書をもらへて国ニ送る。足助の昨日の談話の中に、氏の教会観一変せりとて談りし

を、之れ迄教会なるものを偽善者の集りと思ひてきらひをりしかど、信者とても弱き者ど
［ば］ ［ 誘 惑 ］ ［だ］

もなれは、ゆーわくニ打負けて罪に落入るは人の情なるべし、唯た之の情をかなしみて改
［ 懸 け る ］

悔し、基督の道を追はんと心かくる者、いとやさしき心ならずや、されば吾れも之れより

は教会の一員となるやも知れずと、吾れとても教会をば迷信ならざる限りはよしとし、必

要なる人にはなくてかなわぬものなるべしと思ひり。同じ光を追へ、同じ道を求むるもよ
［ 捧 げ る ］

く打ち集へて互ニ志を語り、祈りをさゞぐるならば、いと楽しくこそあるならめと思ふ。
［が］

然し吾れ等か信仰を今の教会の人々是認しくるゝにや如何に、反て吾等の思想はユニテリ
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アンの信仰や海老名氏の信仰ニこそ近けれ。

三月二十五日（金）

南教授の作物試験あり。天気よければ午後より汽車線路を沿ふて散歩す。春田麗にして青
［萌え］ ［居］ ［ば］

草ももへ出で、水の流るゝ音も春の楽を奏せるにやと聞かる。河内氏休みをりたれは、共

に暫時岸辺の芝生に腰かけて談話す。

三月二十六日（土）雪

尾泉氏の農具ありて之れにて試験は全く結了す。図書館に入りて某技師の朝鮮支那の乳牛

調査報告なるものを読む。森廣氏３２２）米国より帰朝せられ図書館ニ来られたり。午後より鈴
［ど］ ［ば］

木氏を訪へしかと不在なりしかは、河内氏宅を一寸訪へ一時半より農学会ニ藤田昌氏の講

演を聞きニ行く３２３）。夜食ニ豚食会を催し之れより十一時迄談話す。天気なりしも時々雪降

る。風寒し。

三月二十七日（日）

海老名氏の基督教本義を読みて十時過教会ニ出掛く。橋本と出逢へて共に行く。森氏の
［ 挨 拶 ］

あへさつありたり、日ならず又米国ニ行かるゝ由。帰路、本屋ニ行きて病理の本を求めた

れど、注文ならではなしとの事に已むを得ず注文し来る。午後よりハ兼而約束しをきしか
［居］

ば写真をとるに武林ニ角館氏と行く。大光寺、坂本等は已ニ来りをれり。逢坂も又須々木
［撮］

の児等と採影する為めに後れて来りぬ。帰路、丸井ニ立ちよりて帽子３２４）を注文す。大光寺

は立ち寄りて談話ニ時をふかし、夜の十一時を聞きて帰る。角館氏と三人にて、昨夏の岩

手山登山の失敗談をなして高笑、屋をうごかす。朝よりして晴天にして風もなし。

三月二十八日（月）晴天

朝は六時半頃ニ起き出でゝ基督本義を読む。図書館ニ行きてトルストイのヲン、ライフを
［ぎ］

一章読み、雑誌、新聞などを見て十二時過き帰る。午後よりは天気なりしかど、室ニこも

りて書をかれこれと択み読む。夜は本義とト翁の我宗教、自然法と人為法の一章を読み了

りて寝ぬ。

三月二十九日（火）

朝は牛乳取る帰り路、鈴木のところに立ちよりて、クラフトを借れ来る。渡辺氏も来られ
［河内］ ［ば］

たり。午後は高地来る。何時より出でしにや、右の奥歯虫歯となりたれは二時頃より南二
と

条の横山３２５）と云ふ医師の元ニ到りてうめもらう。贖罪と云ふこと吾れには兎ニも解し難
［が］

く、基督教としてはあるまじき事なりと思ひ来りしか、海老名氏も又之れを非認せられた

り。吾れ等の神は慈愛の神なれば、悔へたる罪人の心を限りなく欣び給ふこそすれ、決し

て仲保者３２６）も要し給はず。罪の贖ひなくば永久ニゆるさずなど云ふ規則約のものに非ず。

如何ニ罪にけがれ、不義の深淵ニ沈める者にても、己れの罪悪を痛悔して神の救を求むる
［ば］

ものあらは、彼れは直ニ無条件ニて赦し給ふ。而してその喜びや一疋の迷へる羊を尋ね出

せしか如けん。
たと

婦其の乳児を忘れ、己か腹の子を燐まざらんや、縦へ彼等忘るゝことありとも、我は

爾を忘るゝことなし イザヤ書
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神の要め給ふ祭物はくだけたる霊魂なり、神よ爾を砕けたる悔ひし心を軽ろしめたまはじ

三月三十日（水）曇

基督教本義、吾が宗教を読む。午前は図書館ニ行きてクラフトを十二時頃迄読めり。四時
［ど］

半頃より角館、赤松氏の送別会ありたれば出掛く。諸先生尽く出席す。顔を見知れとも名

を知らぬ人、名を知れども顔を知らざりし新しき先生も来られたり。豚の飯の御馳走あり。

去年の石川の送別会のトキは工藤も居りしがなど思ひ出さる。半沢も本日東京より帰られ
ひげ

し由にて学校ニ来る。新しく髯をたくはへたれば、例の者どものことゝて冷笑罵言とは行

かぬ迄も充分冷かしぬ。七時より生徒も一同集りてあいさつあり。唱歌などうたへて八時

頃帰る。本日朝、大光寺、兄君病死の電報来りし由ニて帰国せられたり。返しへの不幸

にこそ。秋山定輔氏衆議院議員を辞せしとか３２７）。

三月三十一日（木）天気

朝十時頃より農芸科卒業式あり３２８）。九時頃ニ行きたれば、側の原ニ行きて小川君と談話す。

帰路、河内氏宅ニよる。半沢東京より持ち来りしモルモットと云ふ猫の如き愛らしき動物

を出して物を食せなどして楽しむ。午後よりは天気少しく曇りたれど遊園地ニ散歩に行

く。師範学校の生徒など舟ニ乗りて戯れ居れり。基督教本義を読む。海老名氏の信仰、殆
［が］

ど余か信仰ニ近きを見て心楽しむ。トルストイ伯の如き、海老名氏の如き、皆な三位一体、
［ば］ ［ 謬 ］

贖罪等の如き教条を否認せしを見れは、吾が思想の必ずしも独断的誤びょうに非ず、反て

理性ニ訴へしものゝ必ず達せざるべからざる真理ならずやと思ふ。

四月一日（金）好天気

〔受信〕父上より

九時頃牛乳をとりに農園ニ行き図書館ニ立ちより農場の方に散歩に行く。午後よりハ足助
［ぎ］

と東橋ノ方ニ行き橋上ニ座して三時過き迄、種々信仰上の問題を語る。帰り来りて独り再

び黙想ニ沈み、内心の理性と外なる肉体の常ニ戦へて其の度ごとに肉ニ打ち負ぐれとも、
［燃え］

理性の光りは尚ほ内心ニもへ上りて、罪悪をせむること厳ニ耐へ難きほどの苦痛を感じ、
［じ］

基督を信し神を祷れど慈愛なる神の御手も吾れニのみは加はらず、捨てられたる羊の弥々

底深き谷ニ迷ひ行く心地して打ちたへ難し。然れど之れも又神の摂理なるべし。神の慈愛
［が］

を常ニ吾れ等か上ニあるものを自ら見るを得じ感ずるを得ざるは、自ら他人を愛すること

の足らねばなり。例へ神の愛を見ずとも、基督の道ニ従へて、もどらぬ行へだになし。信

じて疑はずは、やがて天の光を仰ぐこともできつべし。

四月二日（土）

朝より天気は良ろし。別段誌すべきことなし。夜になりて曇り、細雨も降りし模様なり。
［借］ ［荘］

紅葉３２９）の小説を貸れ来りて読む。昨日故郷よりの来信によれば、二月男子出生し静壮と命

名せりとか。

四月三日（日）
［河内］

今日は夜学校の高等科生真駒内へ遠足する由、朝早く高地来たりて告げたれど天気も曇り

て風もあれば行かず。朝の間は小説を読む。
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四月四日（月）

天気極めて良ろしければ牛乳をとりての帰り路ち第二農園の方にぶらへ散歩す。午後よ

りハ風少しく吹き出でたれば外出せず小説を読む。夜は藤井氏来りてウヰバー氏より送ら

れたる
Easter card

イースターカードを持ち来らる。

四月五日（火）

朝天気なりしかば円山の方へ散歩せんとて出掛けしに、青年会寄宿の窓より藤井顔を出し

て呼ぶにぞ立ちよる。逢坂の室なり。十時半頃迄遊び、更に一人にて講習所３３０）の前を通り
［が］

て帰る。午後より風呂ニ行きしか、帰り中村ニ行き逢へて話す。小泉は大坂迄行きし由ニ

て今は水戸ニ居るとか。夜は本を返却せん為め南の方ニ行く。勧工場ニも出より、丸井ニ

よりて帽子を受取る。坂本来りて十時頃辞し去れり。角館と二人ニて談話し、床ニ入りし

ハ一時を聞く頃なりし。

四月六日（水）
［居］

七時ニ起き出づ。角館氏は今日弥々出立なれば早くより起き出でゝさわぎをれり３３１）。八時
［居］

を聞きて停車場ニ行く。荒川君及び夜学校の女生［徒］四五人来りをりたり。八時五十三

分の列車ニて出立さるゝ。三年の月日住みなれし北のみやこも又再び来り訪へがたしと思
［じ］

はじ君の心にもいと名ごりをしまるべけれど、残れる吾れも又何となく物悲しき様ニ感し

て、其の日は沈み勝にぞ物思へける。

四月七日（木）

〔受信〕大光寺
［苫小牧］

足助氏学校の方よりトマコマイに今日出立ちせらるゝ由なれバ牛乳をとりに行きし帰り一

寸立ち寄る。午後一時ニ出立ちせらるゝとか、林檎を買ひ来りて皆々打集りて食ふ。午前
は

は曇りなりしが午後より少しく霽れたれば博物館の構内を散歩し草原ニ暫時腰かけて休

む。夜は頭の工合もをかしく勉強も出来難ければ八時を聞きて床ニ入る。盛岡の大光寺よ

り来る十日頃帰札せらるゝ由、報知ありたり。

四月八日（金）晴天

朝ハ九時よりならんと思へて学校ニ行きしところ、八時半頃より皆々集りし模様なり。然

し授業はなく、例の時間割の写しと各先生の御話しとのみありて休みとなる。逢坂氏の頼

みにて古帽子を森林科の某氏に譲与す。共に汽車線路を琴似停車場迄行き、帰りハ本道を
［ず］

通りて帰る。路々例の如く談話尽きす。琴似の道端れの一農家ニて馬の分娩あり。
［だ］ ［居］placenta［胎盤］

プラセンター未た出でずとかにて、獣医其の他の人々集りて大さわぎをなしをれり。子馬
［ 筵 ］ ［居］

は道のほとりニむしろかけてふしをれり。一老母腰打ちがゝめて馬にても人ニても難産の

ときはくるしきものよなど、いと同情に耐へぬらしき面もちして居たり。午後よりハ南一
［ト］

条ニ行きてノードを買ひ求む。

四月九日（土）大風

〔受信〕角館氏より

昨夜は二三日来風邪の為めにや、せき出でゝ、それも床ニ入ると朝起き出づるとき特にい
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づるなれば、或は例の病ニとりつかれしならずやなど想ひ出されて、はては墓の石さへ目

ニ見ゆる心地す。マリ、バシカーセフ３３２）の日記など心ニ浮びて、二十四歳の妙齢を以て死
［が］

せし彼れには已ニ数年前より死の影見へしとか云へど、我か身にとりても楽しからぬこと
［さ］

にこそ。されど吾れは神は吾れにその慈愛を顕はざずして、吾れを之の世より奪へ給ふこ

とあらざるべしと思ふ。然れば吾れは神の慈愛を見るまでは死なじ。或は死の時間ニ於て
［ば］ ［え］

見るやも知れず。然らは空しく迷への子となりて百年の齢を長へんよりハ神の愛を知りて

今死せん方まさる。吾れは当らねど、神は実ニ之の塵の世ニ清き愛子を置くをおしむなる

べし。今日もせき時々出づ。咽頭の方はよほど宜しきが如し。学校より帰りて四時迄昼寝
［が］

す。朝より大風なりしか、ひる頃より一層はげしく屋をゆすり、砂をあげて面をむくべく
［ず］

も非す。文武会ニて東郷、池田、校長の演説ありたれど出席せず３３３）。

四月十日（日）

朝より曇りにして、昨日よりの暴風尚ほ止まず。昨夜よりして時々雨降る。角館氏よりの

依頼もあるなれど、のどの工合よろしからねば外出せず、内ニ引こもる。夜はトルストイ

の暗黒の勢力３３４）を読む。藤井氏来りて写真を受取る。

四月十一日（月）

〔発信〕丸善、角館

〔受信〕角館

朝より天気なり。午後よりハ南一条ニ行きて角館氏の依頼なる鍵を聞き見る。不結果なり。

理髪店ニ立ちよる。途中新川ぶちにて藤根壽吉氏ニ似よりし人ニ行き逢ふ。八九年ぶりな

れば、或は同人なるやも知れず。丸善ニツルゲネツフ３３５）の烟ほか一冊を注文す。一昨夜と

か河内氏の宅ニ何者か放火せしものありたりとか云へば行きて見る。何れ食ふニ困りし盗

者の仕わざなるべし。悲しき恐しき世なる哉。角館氏より安着の報知来る。

四月十二日（火）

朝より天気極めて宜ろし。原先生の講義を久し振りにて聞く。午後よりは室内ニ籠りて時

を費す。夜はエコノミーと暗黒の力を少しく読む。太陽もそろへ北の方ニ帰りたれば、

此の頃の夕暮こそいと美しき手稲の山の頂きに太陽没せしより暫時の間こそまばゆき計り

の金色の光線を放て、やがて黄色の夕雲たなびきて山の緑色なるにうつりて特にあざやか

なり。北の方は又紫の雲となりて夕暗手稲の頂を包めども、茲ばかりは尚ほしばし消ゆる

をおしめるか如く明なり。

四月十三日（水）

朝は曇りしかど昼頃よりは天気となる。風もふき静なる日なり。午後よりは図書館ニ行き
［ 謄 写 ］

てとー写板の原稿を書く、農史の講義なり。かりそめと思へし風邪も長びきて、今に尚ほ

全快せず。せきは稍々止まりたれど、咽頭は非常ニ
sensible［敏感］

センシブルとなれり。心がらにや胸の

あたり何となく苦しき様ニ感ぜらる。死と云ふこと左程恐ろしとも思はねど、弥々それと

極まらば如何なる心地せらるゝものにや、身一つならば残りをしきことも、思へをくこと
しがら

もなく、心のどかに天の御国にこそ行け、浮世の柵みは何処如何なる人ニもあるなればこ
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そ、ついの別れを悲しまるゝならん。況してや人生の鍵をもにぎること得ならじ。思ふこ

となに一つ世ニ遺さで之の世を去らんとは忍び難くも苦しきことにである。二日ばかり前

の新聞に某氏の歌あり。

惑はしの人の世の謎解きも えで帰らむものか天の死の国

四月十四日（水）
［で］

朝は曇りて何となく雨にても降らむ計りの空模様ニて、昨夜は少しく降雨ありたればに

や、草もぬれ水の溜りも道の窪にできたり。昼頃になりて青空所々に表はれたれど、雨雲
［し］

の往来すきりにして風も寒く吹きぬ。夜は暗黒の力、二章を読み了る。東京は桜の時節已
［ど］ ［ 賑 わ ひ ］

ニ過ぎたるにや、新聞によれば先週の日曜頃は満開の由にて向島、上野なと非常のにぎはへ

なりしとか。東京の桜も見ざること已ニ四年となりぬ。其の面影如何計りか変りたる。北

の海にありて自然の眺めにはとぼしからねど、尚ほ東都の花も忍ばるゝになん。

四月十五日（木）

〔発信〕父上、川村

〔受信〕川村敬［二郎］
［織 ］ ［が］

朝より上天気なりし。風もなく日も温かになりたれば、校庭の牧草も毛せん敷けるか如く

青くなり、何と云ふ草にや、黄なる花を付たる名無草３３６）などの所々に開けるも嬉し。やが
［パ］

てはエルムの葉ももえ出づべく、すみれなども咲き出でたらんには、実ニバラダイスの眺
［ば］ ［果］

めも忍はるゝ迄に北海の春景色とならん。午後よりハ菓樹園実習あり。無用の枝を切り去

る事を習ふ。甚しなりけん、切らるゝ為めに生長せしハ非ざるべしと言へりしが面白き事

にこそ。実に樹木は自然のまゝに繁茂して、自かじゝ心のまゝに花を付け実を結ばんと心

掛くるなるべきに、人によりてそをさまたげられたらば、果樹の身ニとりて如何ニ遣りを

しきことにや。ゴルキィーの放浪生活は果樹の自然繁茂にして、人為的の切枝は現今の文
［ば］

明にやなど考へらるゝ。川村氏福島ニ当分滞在するとの手紙ありたれは、同氏と父上へ手

紙差出す。

四月十六日（土）

天気よし。午後一時半より博物学会あるにより、一寸その前ニ図書館ニ行きて謄写板の穴
［ 埋 ］ ［ば］

をうめんと出掛けしかど已ニ閉りをりしかは、農場の方ニ散歩ニ出掛け新築の農舎を見物

す。道路も大ニ改正せられて、アカシヤ街道ニ一直線の路開かれたるなど、大ニ心地よし。

博物学会は藤田氏と宮部氏の演講あり３３７）。宮部氏は占守の植物ニ付て標本を以て示され、
［会］ ［紹］

特ニ寄贈者の独りたる報公義会のヽ員たる故、関氏の美談を□発せられたり。夜は橋本氏
［ぎ］

を訪問して種々の談話をこゝろみ屡々議論ニ及ぶ。十時過き辞し帰る。昨日号外ニよれば、

露艦隊二艘沈没し司令長官マカロフ溺死せし由、おしみても尚ほ余りありと云ふべし。

四月十七日（日）
［悠々］

十時頃より一人にて円山ニ散策を試む。極めて暖なる日にして風もなかりしかば優々自適、

杖を引きて社殿の側より林中の道を南の方ニたどる。林の影などには尚ほ残雪まだらにあ

れど、已ニ春色は野ニ山ニ満ちて色づき初めぬ。池のほとりニ暫し腰打ちかけて十二時近
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［河内］

くに帰る。円山村の十字街にて河地、半澤の山帰りと行き逢へ共ニ打ちつれて帰る。めづ

らしく月寒の伊藤氏３３８）訪問せられて室ニありしかば、昼飯をすまして一時半頃迄談し、一
［ば］

時半より�水倶楽部ニて佐藤の送別会を開くなれは、一所ニ出掛けて同窓会の門前ニて別
かる。石澤、佐藤氏の御話ありて、志伊奈ニ行きて写真し、再び引き返して御馳走ニなり

五時頃帰る。夜は夜学校ニ女生［徒］の茶話会ありしにより出掛く。種々例の遊戯ありし

後、十時頃ニ余は帰る。之の日祝勝会にや、異彩の装して市中を何者か行列せし様なり。
［ 催 し ］

夜も何かもやうしありし由。

四月十八日（月）晴天

〔発信〕青年会

〔受信〕丸善より小包

今日も好天気なり。午後よりハ図書館ニ至りて謄写板をする。三時頃に初めしにより済み
［ぎ］ ［ば］

しは四時過きなりし。素木氏の話しによれは、遊戯会は来月の初めの土曜日とかに開かるゝ

由なり。桜の時節に相当するべければ盛んならんか。昨日着の東京新聞にてマカロフ溺死

の報知来れり。丸善よりツルゲネツフ二冊到着す。

四月十九日（火）

好天気なり。午後より室内ニありて読書す。近頃宗教上の想より稍々遠かりたる様ニ感ぜ

らる。更ニ疑問となり来らざるは宗教心ニも冷熱ありて、今は静血時代なるべきか、それ

とも春となり鳥唱ひ花開くの期節となりたればにや。オルソドクスの信仰を有せぬ吾は彼

等の基督を信ぜよとの意を解し得ず。安慰を得難きも之の為めならんか、余が心ニは基督
［ず］

を信ずるとは彼れの言を信じ、彼の教訓を実行する外ニ彼れを信するの途なきを思ふ。吾

が心は余りに理ニ傾きて情ニ乏しきに非ずやと思はる。之れか為めに総ての物ニ対するに

クールなり、同情の念ニ乏し。独り人に対するのみならず、其の他の生物ニ対しても然り。
［窺］ ［が］

宗教の真髄を�ひ得ず。基督、神の慈愛を知る能ハざるも之れか為めならんか。
四月二十日（水）

天気なり。別段誌すべきことなし。トルストイを読む。涙と云ふものは尊きものなるべし。

吾れ等の流す涙はされど女々しき感情のものに非ざるなきか、元より情ニせまられて泣く
［が］

場合ニは理屈などのあるべき道理なし。之れ等は吾等か具体的ニ目ニ見、耳ニきくときに
［ 木 強 漢 ］

て実感を引くなれば、木強横、愚婦も芝居を見て涙を流すべし。然れど之の実感以外、更

ニ吾れ等の心をえぐりて号泣せしむるものあり。幾多の求道者のさけび、之れなり。之の
［だ］

涙こそ真ニ尊き真珠なるべし。吾等には未た味ふことは許されず。之れは感情ニても得ら
［だ］

れず、実感にても求められざるものなり。唯た得るの途は理ニたよるの外あらざるべし。
［だ］

所謂、道理ニよりて初めて感情となる。未た理ニ明ならざるもの情なく涙なく他を愛する

能はず。他より愛せらる能ハざるは無論のこととなり。

四月二十一日（木）

〔受信〕川村

天気。午後よりハ博物館構内ニ散歩に行き温室を見て帰る。夜はトルストイヲ読む。川村
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氏より来翰あり。それによれば、氏は福島中学の先生ニなりて来られしものゝ由。月給は

二十枚とか報じこしぬ。何にやら「あいまい」なれど、氏は去年の夏期岩手山登山の日ニ

結婚式を挙げしとか。

四月二十二日（金）晴天

〔受信〕角館氏より

午前の授業は例の如し。午後よりハ実習ある積りにて行きしところ先生来らざりしかば

皆々帰る。大光寺と二人線路を伝へて円山ニ登り、暫時、桜樹の下ニ踞りて談話し居りし
［居］

ところ、渡辺君昆虫採集の為めに来られ三人にて四時頃までをり帰路につく。旧練兵場３３９）

の野原にて森林科の人々運動の練習をなし居れり。円山の四季桜已ニ蕾を出して二三日も

経ば咲き出ん計りなり。桜花の盛を来月の十日頃にもや、去年よりハ余程後るゝなるべし。

トルストイを読む。

四月二十三日（土）

午後より牧草地ニ於て予［修科］一年級と本科一年との野球競戯あるとの事に、橋本氏遊
［ど］

園地ニ遊びニ行かずやと誘へたれとことはりて二時頃出掛く。初めの二三回は予修科の
［河内］

勢、破竹の如く十点余の勝利なりしが、投手ニ高地氏換りてより急ニ本科方威勢よくなり、

最後ニ二三点の勝利を得しより３４０）、余は皆なまで見ずして帰る。之の日も極めて天気は宜

かりしも、少しく風ありたり。写真を受取る。トルストイの暗黒の勢力は本日ニて読み了

る。

四月二十四日（日）大風南

朝は農園ニ行きて牛乳をとる。帰りはぶらへと散歩し、偕楽園の中を通り抜けて帰る。

午後よりハ大風となり砂塵舞ひ上りて途行く人も苦しげに見へたれば、風は吹くとも塵の

立たぬ農園にもと思ひて第二農場に行く。左手の牧草場ニ入り込みてそゞろ行きし。
［ 其 処 此 処 ］

そごこゞのエルムの下に踞して休む。初めて名を知りしキバナノアマナと云ふ黄なる草の

一面に生へ出でたるを、しとねをなして長ふなれば、名を知らぬ草花の二三輪雑して咲け
［蜜］

るも嬉し。昨日迄冬と思へしに、早や密を集むる花蜂の飛びあるきて花にたはむるゝを見

る。

黄花が中に一もと咲ける白き花春の女神の出でましがごど

四月二十五日（月）南風

午後より風ハありたれど博物館ニ散歩に出掛く。日はいと麗かなれば、風なからましかば

とうらめしき程の天気なり。松の小影ニしばし横になる。何処の小犬にや、四五匹計りむ

れ集へて静に伏せるは之れも春の花見の積りにや、やさしき心根にこそ。

人しれずエルム花咲く山かげに

小犬むれいて春の色見る
［ぬ］

夜はツルゲネッフの烟を読む。知らめ字多くて困しむ。

四月二十六日（火）雨風

〔発信〕父上へ
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〔受信〕時代思潮

久しく降らざりし雨、昨夜より落ち来る。朝日になりては春雨と云ふにや、霧の如くいと
［が］ は

しめやかになりしか、やがて霽れて間もなく青空も出でたり。今日も風止まねど雨の為め
［覆ひ］

塵静りたれば、南一条辺迄散歩に出掛く。帰途は風もやゝ烈しく、雨雲手稲の山ニおへかゝ
［ず］

りて今にしてにも来らん有様なりしが、さはなくて已みぬ。夕陽のしづまんとする頃は西

の山も赤く輝きて、明日の天気なるべきを報しぬ。如何かと思へし時代思潮来り居りたり。

四月二十七日（水）風
［ど］

農史の時間ニ柳川と農場ニ行きて牛乳をとり、新に建てられし豚、馬なとの畜舎を見る。
［だ］

山羊の子の生れて未た間もあらざるべし。猫の如き程のもの嬉しげにはね廻るなど可愛ら

し。午後よりハ図書館ニ行きて雑誌を読む。体格検査あり。成蹟左の如し。近日、岡山、

福島高等女学校ニての裸体事件、新聞ニてもさわがし３４１）。教育家の没常識なる、真に嘆す
［ど］ ［ず］

べし。如何なる方面ニ於てか常識に富める精神健全の人材を要せざらんや。然れとも先づ

之の要求を充てしめて社会の木鐸たらしめんは教育界ニ非らずや、噫。

３７［年］ ３５［年］ ３６［年］

身長 一六〇 一五八．五 一五九

体重 五二．七 四八．〇 四七．六

胸、常 八一 七五．五

差 八．五 七．〇

四月二十八日（水）晴風

天気極めてよろし。午後より風ありたれど室内に居るも心すまざれば、博物館構内ニ散歩

ニ行く。帰路は旧校舎の中を通り抜けて創成川岸に出で七条を通りて帰る。監獄の側の差

入れ所に無罪屋と云ふ屋号を見る。めづらしき名もあればあるもの。風呂ニ行く。脚をさ
［す］ ［ 痺 れ ］

しり見れば太くはれたり。昨日頃迄は左程とも思はれざりしもの、今日は少しくしびれも
［だ］

出でしに非らずやと思はるゝ程なれば、旧愁未た去らざるに新愁又一つ加はりぬ。今一二

日経過を見て例の灸点にても初めて甚だしからざる内ニ退治せんなど、久々にて脚気病の

事ニ就て考ふ。朝丈は毎日パンにしてもらう積もりなり。同宿の人々も殆ど脚気ニとり付
［が］

かれ、健全なるは余と岡本氏３４２）とのみなりしか、余も又運命を免れ難かりしと見えたり。

夜食後一寸散歩ニ出掛く、月良し。

四月二十九日（金）
［果］

天気なりしかど小寒き日なりき。午後よりハ菓樹実習あり。
gooseberry

グースベリのさし木、林檎、
は

葡萄などの枝きりをなす。小雨少しく降り来りたれど間もなく霽る。午後より風吹き出す。

夜ニ入るも止まざる様子なれば、明日の天気如何ニやと思はる。

四月三十日（土）

天気にして風もなく温かなる日なり。畑を九人にて借り入るゝに付き、見分及び分配法方

などの為め、原先生ノ時間を一寸休む。午後よりハ本科対［土木］工［学科］、森［林料］、

農芸科のベ［ー］スボール試合ありたれば行き見る３４３）。本科大勝利の模様なり。五回目位
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ニて帰宅す。角館氏より依頼ありたる写真を手嶋先生ニ渡さばやとて夜学校ニ行く。講話

の日ニて末光氏御話しの最中なりし。共に唱歌をうたへて帰る。月よし。足助ニ一寸面会

す。

五月一日（日）

朝は天気なりしかば風吹き出さぬ中にとて遊園地ニ散歩す。陳列場ニ入る。博覧会ニ出品
［だ］

せし写真を去年見しときは甚た好ましと思ひしかば、今一度とゝて入りたれど今回は更ニ
はじ

感服せず。先めは新奇ニ目ニ映したればなるべし。岡田花園ニて河内、木原君と行き逢へ
［ろ］ ［え］

共に池の彼方の小山に暫時ねこらびて、更ニ鉢ち植ひの桜花などを眺め門前ニて別る。先

月の頃来りしとき何とも判らぬ円き家、今はパノラマの旗をかゝげたり。函館戦争の画な

りとか。帰路より風強く吹き出す。午後、農園ニ行きしときは風一層強くなり、顔も向け
［ば］

られざる程なりし。足助氏三四日前帰宅せしなれは、其の後の話と新宅を見ばやと半澤氏
［ぎ］

宅を訪ひ、暫時ニして足助と共ニ立ち出で、足助ハ更ニ来訪して四時過きまで遊び行きた
［ 寄 合 ］

り。夜はスミレ会ありしに就き夜学校に行きて袋張りをなす。例の口悪る連のより合なれ

ば騒々しきこと限りなし。

五月二日（月）
［が］ ［と］

吉井先生一時間ありて余等か農薬実習の為メ全体休業となる。午前、午後にてプロウトハ

ローをかけ終る。藤井、大光寺と三人組み合つ。一反歩の積りなりしも地積狭き為メ、一
［ば］

人五十坪づゝとなる。岡本氏昨日引き越せしなれは、二階は余一人となりて静なること甚
［ど］

だし。脚気かと危みし脚のはれも昨日頃より殆と全快せり。九連城大劇戦の電報来りて、

日本軍死傷六百名とか聞きぬ。高山林次郎氏の吾人は現代を超越せざるべからずなる語、

新奇なることには非ねど、戦争を之の見地に立ちて考ふるに頗る趣味あり。現代の思想を

超越し能はざればこそ、戦争を是とし、愛国、人権など�蟻の争をなして自ら得たりとな
せど、吾人平心虚気想ひを現代以上ニはせて高遠の理想を味ふを得ば世上の争は誠ニ一夢

の如かるべし。基督の一言も戦争ニ付て語らざるを見れば、其の人の思想、その人の信仰

の如何ニ大ニ、如何ニ深きかを見て感嘆讃美の声を発せざるを得ず。

五月三日（火）雨

朝より雨降る。原先生ノ時間は休みとなる。午後よりハ図書館ニ行きて新聞、雑誌を見る。

夜食後余りねむたければ一寸寝ねんと床ニ入りしが、そのまゝ眠りて一時を聞くニ至り

ぬ。東京新聞来らず。昨日、狩野、大関と円山ニ行きしとか、已ニ桜花二三木開ける由な

り。学校に行く途中の梅の花も稍々蕾を開けり。

五月四日（水）

〔受信〕父上より
［が］

朝は曇りなりしか、そろへはれたり。風はたゝ中々烈しく吹く。午後よりハ博物館構内

ニ散歩ニ行き温室を見て、帰路は旧校舎の方よりす。昨日の新聞、本日着す。元山沖にて

露艦の為め撃沈せられし金州丸には二百余名の兵士乗り居たる由。旅順にてマカロフ提督
［が］

と共に露国の画家溺死せし事は已ニ知りをりしか、笹川臨風の文によれば、ヴエレスチヤ
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ギン氏は有名なる戦争画家ニして、彼れ常ニ戦争の罪悪にして光景の惨憺たる様を写し、
［到］

之れニ題して曰く、謹みて之れを戦勝者の許ニ致すと。芸術界は茲ニ戦争の為めに主義あ

る芸術家を失へぬ３４４）。

五月五日（木）雨

朝は雨降る。午後になるも止まず、風も加はる。午後より図書館ニ行きて雑誌を見る。夜

はこれと云ふ勉強もせず雑書を見る。

五月六日（金）

〔受信〕伊藤正修氏
は

午後よりハ霽れて稍々晴天となりぬ。文武会の演説あり。池田氏の農芸科新入生歓迎辞及
［ 誦 ］

び中村氏の
Mark Antony

マークアントニの演説暗しょう、逢坂氏の
Sartor resartus

サーター・リザァタス３４５）の梗概ニ付

て述べらる３４６）。夜食後散歩ながら大通り辺ニ出づ。毎晩のことなるべし。自転車の稽古あ
［ば］

り。人々むらがり居りぬ。号外によれは第二軍、遼東半島ニ上陸せしとか。

五月七日（土）

朝より晴天なり。テニス大会ありとのことに、南、原両先生の授業を休む。午後よりハ農
［ 払 ひ ］［整］

園の畑ニ来りて切りかぶを取りはらへ制地をなし、
manure［肥料］

マニア二台計りを運びて帰る。非常ニ

暖き日にて、シヤツ一枚ニなりてさへ汗流れ出たり。

五月八日（日）

〔発信〕父上、川村、太布留吉

少しく風ありたれど宜しく晴れたり。一人にて豊平岸ニ散歩に行かばやと旧製糖会社の側

を通りて川岸ニ出づ。タンポヽなどの咲き出でたる、得も言はれぬのどかなる風景なり。

遊園地を通り抜けて帰路につく。今日は三吉神社３４７）の祭礼なると円山の桜花今は盛りの由
［ 踏 ］

なれば、観客の三々五々行きかへりて南一条は雑とうを極めたり。午後よりは札幌各学校

連合のベースボール会を見に行く。七に対する十四点にて中学校の
pitch［投球］

ピッツとなりし方勝ち

ぬ。他は師範、中々見ばへある勝負なりし３４８）。午前には農学校丈けの大会ありし由。

五月九日（月）

今日も天気よければ円山に観桜を兼而級会を開かばやとの事ニ、南先生は又もや休みても
［ 遅 ］

らう３４９）。皆々一時半に学校ニよりて出立す。吾れと大光寺のみはをくれて二人にて行く。
［だ］

今日も中々暖き日にて汗の出づること甚たしく、夏服をほしき思へもしぬ。皆々と神社の

裏手ニ入りて本陣を定め、上衣をぬぎて涼風を入る。林檎、菓子の御馳走あり。本日は更
［踏］

ニ雑沓せず、去年の如く狂態を呈するものは余り見受けざりき。之れも戦争の影響にや。
［ 初 め る ］

已ニ盛を過ぎたればにや、点々として風ニ散りそむる木も多かりき。夜、池田氏来りて農

園にて血清注射を牛に行ふにより見に行かずやとの事ニ二人にて出掛く。帰りしは九時半

か十時頃なりしなるべし。

五月十日（火）

昨日の天気あまりにむし暖くして雨にもならんかと思はれたりしが、今日は朝よりして曇
［ 惨 憺 ］ ［が］

りぬ。昼頃よりは天一面に暗くなりさんたんたる空の色なりしか、はたして一時半より大
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［が］

雨となりぬ。風さへ吹きたればすさまじき計りの音たてゝ雨の屋をたゝきしか、晩方にな

りて大方止み日の光りさへ暫時はさしぬ。鈴木氏訪問せられ談を哲理的ニ渉りて大ニ自己

中心説をとなへられぬ。氏の説は又趣味ある一元論にして余も賛成するところあり。然し

哲理上の確信と云ふニ止まりて、人生の意義、信仰等には更ニ入らざるが如し。十時過ぎ

辞し去らる。

五月十一日

朝は晴天なりしが午後よりハ曇りたり。運動会も間近ければ休業せし級も多かる模様、吾

級の某々等も折角休まんとてブーへ云へしかど昼迄授業を受けぬ。午後よりハ農園ニ行

きて区画を立て、地ならしをなし、マニアを運びもらへて播種の準備を已ニとゝのへ終り
［ぎ］

ぬ。帰路につきしハ五時を過きたり。

五月十二日（木）

朝より小雨ふる。二時間の授業の後ち、誰れが言ひ出せしものか、我級全体ニて
arch

アーチを

作らんとの事に皆々休みたき方なれば賛成して、今［日］明日を休業することに断判す。

午後より
green

グリンを取りに行く事ニなりたれど、雨降りなれば余は行かずして教育図書館ニ
［が］ ふすさ

行きて太陽を見る。翌日之れか為めに多にうらまる。夜に入りて雨も止み星も出でし様な

り。早く寝ぬ。

五月十三日（金）
［ 詰 め か け ］ やなぎ

朝より会場ニツメカケてアーチの準備をなす。一半は馬車に乗りて楊を取るに豊平迄行け
［が］

り。柱を建て、タンポ［ポ］を摘みなどして暮せしか、午後よりハグリンを装飾して組建

てにかゝり、五時半頃迄ニ旗、額までかゝげたり。朝より天気極めてよし。

五月十四日（土）

〔受信〕太布氏より

朝より晴天にして更ニ風も無き暖かき日なりき。朝は室にありて読書す。午後より遊戯会

を見物ニ行く３５０）。自由ニ観覧人を入れし為めにか非常なる人ごみにて、招待席も人の山を

築きて席に不足を来せし模様ニて何処も一杯なりき。去年よりハ遊戯何れも勢へよく、余
［列］

興も四五回出で、中にも予［修科］の旅順みやげ、新聞社の行例、狐の嫁入りなど喝采を

得りぬ。各学校競争にては今年ハ一、二とも中学にて占めたり。各科競争にては予［修科］

の朝倉３５１）なる人、余程の先着なりき。一
mile［マイル］

英里競争ニても朝倉氏先着を占め、安部は三着な
［ 揃 ひ ］

りき。森林科ニては余程の意気込ニてそろへの運動服を作り、軍歌を作り、旗迄作りたれ
と

ど、成田なる人如何なればにや、余程後れたり。之れニ就て何か苦情ありし模様。兎に角
［ 滅 多 ］ ［ぜ］

めつたになき好天気なりしと場所の宜しかりし為め愉快ニ感せられたり。

五月十五日（日）

昨日福岡の太布氏よりの返信ニよれば、福岡中学を中心として耶佛宗教研究の団体起り、
［居］

共ニ二三十名の会員を有し盛にやりをるとか。一時的のものならしめずして永久に続かせ

たきものなり。而して氏は附記して曰く、世人の多くハ戦熱ニ犯されつゝある間ニ平和を

標榜とする是等之団体を生したるを福岡の為メ御喜び被下度と。午前は足助と同道して
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［が］church

チャーチに行く。自転車競争大通りニあり、囲へをなし人々群かり居りたれば、暫時足を
［ど］

止めたりしかと直ニ去る。午後よりも天気よかりしかば西の方ニ散歩ニ出掛く。大通りの
［スミレ］

陸軍省所有地の草原を逍遙して雲雀の声を聞き、しみれの色を尋ぬ。池田次郎氏日曜学校
［居］

の生徒五六人を引きつれ、花を摘みをりたり。自転車競争の前にて或る男を見て、

春の花塵もより来る美しさ

花がすみ心もそらの雲雀哉

五月十六日（月）

〔受信〕父上

朝学校ニ行きしかど人々来らざりしかば帰る。大光寺来りて十二時迄種々ニ可笑しき議論
とうもろこし いんげんまめ

をなす。午後は農園ニ行きて馬鈴薯、蕎麦、小麦、大麦、玉蜀黍、大小豆、 菜 豆の各種

を播種す。今日も朝より極めて暖く、早や夏服、夏帽を見るニ至りたれど、日没の頃は西
［夕映え］

の空曇りて夕ばひの美しさなかりき。桜も一重は已ニ散りはてゝエルムも緑の衣を装へ初
［ 行 々 子 ］

めぬ。木立繁れる小川の辺りにはげょうへしの名あるヨシキリの声を聞きぬ。此の頃の
［ 霞 ］

空は花がすみと云ふなるべし。天晴朗ならず、手稲の諸山も見えぬ程なり。昨日の夕暮は

之の霞の中ニ入りし太陽赤くかゞやきて実ニ日の丸の旗の如かりき。

五月十七日（火）雨
［ 貰 ひ ］

宮部先生の授業あるのみにて、原先生は他日にくりのべもらへ休みとなる。図書館ニ行き
［が］

て新聞雑誌を読み、十二時ニなりて帰る。朝より曇りて或は雨ともならんかと思はれしか、

昼ニなりては風と変じ、砂塵を捲き上げぬ。四時頃より弥々雨降り出だす。夜に入るも時々

雨声を聞く。向ふの室ニ移りし二人の私立中学生３５２）遊びニ来る。

五月十八日（水） 朝雨

〔発信〕隼次郎様へ種子と
［が］ は

朝は雨なりしか、昼頃ニなりて霽れ日光輝きいでたり。二時頃より散歩ながら南の方ニ行

き、興農園３５３）ニ行きて隼次郎様ニ送るべき南瓜種を買ひ求む。富貴堂ニ立ちよりし処、久

しぶりにて石川君ニ行き逢ふ。四五日前病院を退院せられし由にて已ニ顔色もよかりき。
［で］

夜食後も散歩に大通りニ出で、旧練兵場を西ニ師範学校辺まて行き、帰路は北五条を経て
［が］

青年寄宿の前ニて石澤君と逢へしかば道なから今夏の計画を談ず。

五月十九日（水）

或る時は曇り、或る時は晴れたれど、雨とはならず。午後より東海林氏の実習あり。単ニ
green house

グリンハウスと農場を見廻りて終る。藤井氏等畑に来り居たれば直ニ手伝ふ。今日にて已

ニ大抵のものは播き付けたり。夜食後、南の方ニ散歩す。

五月二十日（金）
［ど］

朝よりして天気よし。昼頃になりて風吹き雨模様となりたれと、暫時ニして又晴る。午後

より図書館ニ至りて雑誌などを読む。本日の号外ニて八島、吉野沈没せし由出づ。

日没六時四十分

五月二十一日（土）
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天気よしと云ふ程ならざりしかど風もなく暖かなりし。夜ニ入りてやゝ曇りたれど、十時

頃ニは朧月も出たり。土曜日の授業を尽く朝にくり上げて休みを二日続けんとのうまき動
［が］

議を誰れやらが発言せしか、七時半よりにては少し朝起きあやしげなれど、皆々不賛成も
［ 交 渉 ］ ［幾］

なくそれへ交しやう委員を出す。午後より農学会ニて伊藤広機氏のシヤム談あるなれど

行かず３５４）。南の方ニ散歩に出掛く。夜は久々にて半澤氏の宅を訪問す。夜学校は修膳の為

め休みとなる由なれど、末光と半澤とは居らざりき。飯たきの爺の自慢なる蕎麦がきの御

馳走ニなる。

五月二十二日（日）
［が］ ［ば］

昨夜は今日の天気如何ニかと案ぜられしか、朝起きて見れは天気にして朝よりむし暖かき
［ぎ］

ほどなり。八時半頃迄ニ夜学校ニ着き、九時少し過き女生徒等と共に真駒内ニ向ふ。今年

は高等、尋常を一所ニせし由なれば四十人近くの人数なりき。平岸の近くにて乗馬会員の

筏る騎駒を並べて真駒内ニ向ふを見ぬ。菓子の包みを皆々馬持ちとなす。林檎の花盛りな

り。真駒内の近くにて早や蝉の鳴くを聞く。例の橋なき小川を渡りて牧場ニ入る。余と足
［待］

助とは人々より早く行きて入口にて皆々を持ちぬ。心地よき春の光に浴し、すみれ咲く野

辺に打むれて種々の遊戯をなし、午後には奥の豊平川辺ニ行く。四時頃より天気模様変り
［が］

しかば、帰途ニ付く。入口の辺ニて雨弥々降り出せしか、暫時ニして止みぬ。夜学校ニ立
［ぎ］

ち寄りて家ニ帰りしは七時過きたり。之の日、真駒内ニ乗馬会員の競馬ありし為め、見物

人など行きて相応ニにぎわへし様なりき。遊園地ニは道庁の官吏の運動会もありし由。

五月二十三日（月）
［ズ］

天気なりしかど北風強く吹きて、夏ヅボンを初めてはき行きしに打ふるう程なりしかば、
［ぜ］ ［果］

午後よりはシヤツ二枚を重ねて行きしに左程にも感せざりき。鈴木氏の菓樹実習あり、つ

ぎ木を習ふ。帰路畑ニ立ちよりしに蕎麦、大小麦、二十日大根の発芽せしを見る。図書館
ママ

ニ一寸立ちよる。夕飯後南二条の勧工場ニ一寸行き、博物館側きを通りて帰る。昨日真駒
［大］

内ニて運動せし為めにや、体いたみて中々太儀なり。本日の新聞ニ仏国新聞より摘訳せし

トルストイ翁の時事観なるもの出でたり。

五月二十四日（火）
［ 合 ］

今日も朝より風吹きたれど、昨日の如くは寒からず。授業時間のあへ間へにて、校舎の

南側の風なき所ニ集まりてクローバーの四つ葉を探し当てることなどして戯れしが中々見

当らず、運なるべし。余は一所ニ三つ計り見付けぬ。西洋の習慣とかにて、恋人に行き逢
［ど］

ふ前ちょうなりとか。されと吾れは一人にも行き逢はず。元より風におそれて家ニのみ引
［居］

き込みをるなれば。数日前見し六合雑誌ニ安部氏３５５）のものせしなるべし理想の恋愛なる一

文あり３５６）。真誠の結婚はかくしてなさるべけんも、日本ニ於て実行は不可能なるべし。男

女交際と云ふこと行はれずは、いかで理想の恋愛起るべき。然し吾れは其の論旨には大体

ニ於テ賛成しぬ。トルストイなどの結婚論なども稍々之れに近き考へを有せるに非ずやと

思ふ。

五月二十五日（水）
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晴天なれど風吹きて非常ニ寒し。それが為めにもあらんか、咽喉の工合少し宜しからず、

吸入器をかく。午後より農場ニ行きて試験畑の札を書き建つ。図書館ニ立ちよりて新聞雑

誌を見る。風烈しければ散歩にも出でず。気候の加減なるべし、頭脳明瞭ならず、勉強も

出来難く、ボンヤリと目を送ること多く、学校の講義の前、更ニ手ニ取らず。鈴木氏より
［ 譲 り ］

クラフトの動物扁をいづり受くることゝなす。一戸の小野寺福松氏、遼東半島ニて戦死せ

し事を新聞ニて見る。深く其の人を知らねど尚ほ春秋ニ富む好青年、おしむべし。福蔵氏

の悲嘆、おしはからる。

五月二十六日（木）

朝より天気にて風なければ、近日になき温暖にてありき。午後よりハ農園ニぶらへ散歩

に行きて、新ニ作りし水田などを見る。鉄道線路ニ出でゝ散歩し帰る。午後よりハ風吹き

出でたり。

五月二十七日（金）

晴天なり。七時半より授業あり。午後よりは一寸図書館ニ行く。夕飯後博物館ニ行きしに、
［居］ ［が］

藤井氏十歳計りの女の児二人と何にか草をつみをりしか、四人にて両方ニ分れて陣取りを
［居］

なし、愉快ニ遊ぶ。飯田氏３５７）水彩を画きをりたれば止りて談話せる中、末光も来り。五六

人集りぬ。日も暮れたれば、やぶ蚊ニ食はれし手をなでつゝ末光と共ニ帰りを向ふす。

五月二十八日（土）

今日も天気極めてよし。学校のエルムニ鳥巣を作り雛をそだて居たりしが、皆々石を投げ

て悪戯す。昨日も今日も然り。子を思ふ暗ニ迷ふとか、親鳥の巣を離れかねしも親の心な

るべし。午後より博物学会あり。高橋氏の笹の病害、原先生の鼠の雑種ニ就てなる講演あ
［が］ は

り３５８）。終る頃より雷鳴せしが盛ニ降雨せしか間もなく霽れたり。夜食後、農園より鉄道線

路を沿ふて散歩す。之の頃は夕かすみかゝるなれば、夕陽真紅の球の如し。

五月二十九日（日）

朝は曇る。今日は藻岩の山開きなれば、登山三々五々前を通る。九時足助氏来り、共に遊

園地ニ行き岡田の池の傍に至りて鯉魚を見る。藤は已ニ少しは蕾を破りたれど満開は尚ほ
［ 激 ］

四五日の後なるべし。教会に行きて説教を聞く。遼東半島にてげき戦あり。我軍の死傷三

千人ありとか。永山将軍３５９）東京にて病死せし由、新聞にあり。午後よりは農園ニ行きて畑

を検分し、草などをとり、アカシア街道を北ニ試験場を通り抜け、第二農場ニ出でゝ帰る。

七時より夜学校の手嶋友紀先生、熊本女学校へ御出でニなるニ付き、すみれ会を兼ねて送

別会を開く。袋はり終りて、遊戯、唱歌などなし、帰路に就きしは十一時頃なりし。

五月三十日（月）

天気よろし。午後より実習あるならんと思へ行きしかど、休みなれば畑を見廻り、図書館

ニ入りて雑誌を見る。夕飯後は学校の方より線路に出で、博物館構内を散歩し帰る。

五月三十一日（火）雨

朝より時々強雨降る。然し直ニ止む。午後よりは農園ニ行きて畑を見、図書館ニ入りて新
［永］ ［到］

聞を見る。夕飯後南一条にノートを買ひニ行く。長山将軍の遺骨致着するとかにて停車場
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［踏］

雑沓し居りしかば、吾れも立ち留りて見送る。夜は八時頃ニいぬ。

六月一日（水）

朝より天気なり。本日より朝一合づゝ牛乳を本間より配達しもらう。七時半より動物あり。

午後は為替を受取る為め北八条ニ行き、それより旧製糖会社の前を通り抜けて東橋に至

り、橋下に魚�れる一老翁と談してぶらへ帰る。

六月二日（木）

朝は天気よかりしも昼頃より曇る。永山将軍の葬儀、一時よりあるなればとの事ニ、昆虫

は休みとなす。午後よりも曇りて今にも雨降らんかと思はるゝこと度々なりしも遂ニ降ら

ず。夜ニ入りては非常ニむし暖く、眠むる頃ニは雨声を聞く。丸井に行きて夏服の注文を

なし、帰路は博物館を通り抜けて学校の側ニ出で、散歩ながらぶらつく。坂本ニ行逢へ歩

みながら談話す。

六月三日（金）

〔発信〕父上、石黒

雨降る。昆虫学の時間、幼虫の製法及び捕虫網の各種を見る。午後よりも雨降りたれば外

出せず。夜ニ入りて阿部氏と名乗りて尋ね来りし人あり。行き逢へ見れば福岡の直道氏の

弟なり。東京より海路にて本日札幌に着せられし由、宿泊す。

六月四日（土）

雨降らざりしかど曇りて今にも降らん空模様なり。阿部氏中学校ニ友を尋ねんとて辞し去

る。農園ニ至りて畑を見廻り、図書館ニ入りて雑誌を読む。午後よりは散歩に遊園地ニ出

掛く。久しぶりにて山鼻兵村を横ぎり、畑中の途を師範学校の方ニたどる。今日は運動会
［居］

と見へて旗など高くかゝげられをりたれば、後方の垣より入りて暫時見物し、北五条を通
［河内］

りて帰る。午後よりハ非常ニむし暖き日なりき。夜食後高地氏宅を尋ね、明日島松へ鈴蘭

をとりニ足助と行くことを約す。夜学校ニ皆々と出掛く。足助の御話しあり。唱歌をうた

うて帰る。

六月五日（日）

朝よりして上々の天気なり。創成河畔ニて足助と出逢ひ共に夜学校ニ至る。生徒の集まる

もの九人、八時半ニ出発す。非常ニ暖き日ニて風少しくありたり。十一時半頃ニ大曲と云
と

ふ村の鎮守ニ息みて昼飯を食ふ。島松迄は二里と聞きたれば兎てもと思ひ、更ニ野幌ニ出

んとて少しく後ニもどり、三里塚と称する所より横ニ入る。途中の一農家ニ行きて水をも
［ぎ］ ［崖］

らへし次き、後ろの涯のやゝ庭園めきし清水こんへと流れ出づる辺ニ下りて息み、大ニ

水を飲み、菓子を食ふ。厚別の村ニ出でゝそれより又引き返して月寒に向ふ。之の途中の

草原ニて鈴蘭を大ニ採集す。それより月寒出で、夜学校ニ帰りしは五時半なりき。此の日
［ど］

の行程、殆と十里余。荒川氏来訪せられてトルストイの小話集３６０）二、三冊着す。氏は先日

来マラリアニ罹りおられたりし由なり。

六月六日（月）

〔受信〕角館氏より
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［果］

朝より晴天なり。今日も昨日ニおとらぬ暖気にて七十五六度３６１）を示しぬ。午後より菓樹実

習ありて、石油乳剤の製法を見る。桜桃などの実、稍々大きくなりぬ。図書館ニ一寸寄り
［河内］

て新聞を見る。夜飯後、ドーラン３６２）を高地氏宅に持ち行き、それより北の新開道路を東ニ

創成川ニ出でゝ帰る。

六月七日（火）

朝は少しく雨降りぬ。別段誌すべきことなし。

六月八日（水）晴天

〔受信〕壽郎様より

此日も昨夜よりの雨降りにて朝には已に止みたれど空曇りてあやしげなる天候なり。渡辺

環氏に昨夜召集令状来り、本日出発するとのことに、吾級発起となりて本科一同にて送別

会を開くことに極め学校は休む。直ニ偕楽園３６３）ニ皆々集まり、各級の送別の辞、答辞など

あり、一時頃より皆々停車場ニ向ふ３６４）。壽郎様より手紙あり。健君、例の人々より気違ニ
［ど］

なりし由なとうわさある由報し来る。壽郎君の言ひる如く、健君の性質を知らぬ者どもの
［だ］ ［ば］

評なるべし。唯た気になは是日の阿部氏の話しによれば雄次君は身持ち良からぬ事をなし

おるとか、雄太郎氏の父上へ心痛思へやらる。畑ニ至りて一人ニて雑草を取る。

六月九日（木）

〔受信〕石黒氏より

午後より一同にて試験場ニ行きて縦覧す。黒澤氏３６５）説明せられたり。中頃ニ至りて腹の工

合おかしかりし為め一人にて帰り、図書館ニ入りて新聞を見る。夜食後は理髪の為め南一

条ニ行き、帰路は博物館の前を通りて帰る。

六月十日（金）

〔受信〕父上より

時代思潮

朝は雨模様なりしかど降らず。午後よりハ晴天となる。作物を次の週の火曜日ニ試験しも

らうことゝなす。午後よりハ図書館ニ入り、農場を散歩して帰る。夜食後、散歩ニ遊園地

ニ行く。祭礼も間近くなりたれば、競馬の準備などなされたり。畜産会の会場たるべきと

ころを通り抜けて、西八丁目の通りに出づ。今日は如何なる為にや、非常の霧にて特ニ博

物館辺は細雨の如くもうへと来りて面をうつぬ。夜は作物を下読みす。

六月十一日（土）

原先生の動物は今一時間ニて終ることゝし、残りし分は時期を見計らひ、来学年に有志の

者ニ講述することゝす（十日の記事なり）。
［ば］

午後より天気よかりしかは農園ニ行く。藤井氏来り居られたれば二人にて畑の雑草をと

る。四時頃迄ニ終る。午前は室ニありて作物を見る。

六月十二日（日）

九時頃ニ為替を取りに行き、それより旧製糖会社の前を通り抜けて東橋ニ出で、川岸ニ腰

掛けて魚�りなどを眺め、十一時頃に帰る。之の日も非常ニ暖き日にて、早や已ニポツ
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へ単衣を着し人を見る。夜食後は散歩に南一条辺ニ出づ。如何なる故にや、今日の朝、

顔を洗ふときのどよりして血出でたり。吸入器をかく。

六月十三日（月）

朝は晴天なり。宮部先生より実科撰定３６６）に就ての御話しあり。それより引き続きて種々の

談話出で、病理の時間は全く休む。校長の農史ハ休む。今日より畜産共進会ありて午前ニ

発会式ありたればなるべし。此度の試験ニ肥料、植［物］生［理学］などノートを持つこ

とに談判委員となりて吾れは宮部先生３６７）ニ行きたれど不結果なりき。午後よりハぶらへ

農園を散歩し来りて作物を読む。頭の工合少しく悪し。午後よりは天気曇りて風少し出で

たり。今朝も血出でたり。夜食後石澤君を訪問して上川の牧場の方を依願し、藤井の室ニ

行き暫時逢坂と三人にて談話す。

六月十四日（火）
［き］

普通作物の試験あり。あまり上成績ならざりぎ。午後より畜産共進会３６８）ニ行く。出品馬の

内一千円、三千五百円のものあり。種牛には非常ニめづらしきものあり。
Ayrshire

エアシアの白色
おも［に］

の部分多きもの流行の由にて、斑点もやゝ紫色を帯べり。牛種は重ニ、エァシヤと
Holstein

ホルスタイン
と

に限れる如く、他の種類は
Devon

デボン、
Shorthorn

短角の小数を見るのみなり。兎に角有益なるものなり
は

き。今日も中々暖し。時々雨雲来りて一二点降りたれど間もなく霽る。夜食後は農園ニ散

歩す。夜は肥料を見る。

六月十五日（水）

〔発信〕明八様へ

〔受信〕角館氏より

札幌神社祭礼ニて休みなれど、午前は試験の下調べをなす。朝の間は天気曇りてあやしげ

なりしも、正午頃ニは上天気となる。午後よりハ散歩に出づ。昨日新調せし洋服を着る。

遊園地の競馬にでも行かんかと思へしかど、人出多くてうるさかるべしとて、北二条を西

の方ニ行き線路ニ出でゝ農園ニ入り散歩して帰る。中々暖き日なりき。夜食後、市中の景

況を見ばやと南三条辺迄行き早々帰る。夜は各区ニて提灯行列らしきものありし模様。本

年戦争の為めにや、山車一台も出でざれば御祭りらしくもなくさびしきものなりき。夜に

入りて風急に冷くなる。御祭の行列は横を通るを二階より拝す。

六月十六日（木）

昨夜は少しく雨降りたる様子にて、朝起き出て見れば地ぬれたり。天気になりそうもなく

風吹きたるが、午後ニ入りて時々雨降る。宮部先生一時間ありしのみにて休みとなる。図

書館ニ入る。帰り路にて柳川ニ行き逢へしに吾れも畜産ニ行くぞと言ふたが、之れも今日

あたり牛や馬をギョロへ見し為めなるべし。今日は昨日ニ以て寒き為め室ニのみ引き籠

りたれば、更ニ御祭りらしくもなく、ヒッソリしたものなり。咽喉の工合悪しければ吸入
［ば］

器をかく。夜はランプのホヤを買はん為め市ニ出でしも、御祭りの為め休みなれは、提灯

行列、見世物などを見て帰る。雨降り出したり。

六月十七日（金）
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〔受信〕明八様より 写真二葉と

天気良ろし。明八様より写真ニそへて手紙を下さる。本月の末頃ニは浦鹽方面にでも行く

ならんかなどあり。午後より農園ニ行き四人にて培土をなし、チシヤ、二十日大根を間抜
［船］

し、白菜を播種す。壱岐沖ニ於て日本商般常陸、佐渡丸、露国軍艦の為め沈没せられたり

の号外出づ。

六月十八日（土）

午前は室内ニありて勉強す。午後より農園ニ散歩に行く。足助来りて種々談話の後ち帰る。

之の日、露国軍艦福岡近海ニ出没せる由号外出づ。

六月十九日（日）

朝は遊園地ニ散歩に行き、陳列場ニ入る。午後よりハ経済を下調べなす。四時頃竹田来り、

続て足助、河内、池田、末光来り。向ふの室をかれて足助の為めに牛の会食をなす３６９）。八

時頃より豊平のバンクに散歩に出掛け、帰りしは十時。

六月二十日（月）

朝の授業は例の如し。午後四時より写真をとる為め、武林ニ出掛く。遊園地ニてとらんと
［ぎ］

て茲を立ち出でしハ五時半を過きたり。藻岩の見ゆる景色よきところにて撮影す。試験の
［だ］ ［復］

時間割出で、未た一扁通りも複習せざるもの多くして大ニ狼狽す。

六月二十一日（火）晴

肥料は今日ニて終了す。試験準備ニい［そ］がはし、誌することなし。

六月二十二日（水）
［ど］ は

朝は雨降りたれと、昼頃には霽る。然し梅雨ニ入りたればにや、空曇りて晴天とはならざ

りき。

六月二十三日（木）
［晴る］

朝は今日も雨降る。然し間もなくはる。松村氏青森に出張する由に就き来週あるべき試験

を今日に繰り上げて八時半よりなす。

六月二十四日（金）

経済の試験あり。不勉強の結果、大ニ不成績なりし。特ニミル氏３７０）の租税論五則とか云ふ

もの更ニ見ざる為め大失敗す。朝より好天気なり、中々暖気がはる。夕飯後南一条ニ買物

ニ出づ。

六月二十五日（土）
［が］

植物病理、農史の試験あり。朝より暖気甚だしかりしか、午後よりハ一層まさりてとても
［ぎ］

室内ニ居られざる程なりし。博物館の木影に行きて三時過きまで休む。夜食後は第二農園

ニ散歩に行き、之れまで行きしことなき牧草地ニ出で、中学校側の通より帰る。途中、藤
［り］

井、竹田ニ逢へて香ひよき
pansy

パンヂーをもらう。旅順沖にて大海戦あり。露の戦闘艦沈没せ

し由の号外出づ。夜も非常ニむし暖し。

六月二十六日（日）

朝より雲かゝりて晴天とはならねど、むし暖きこと昨日に変らず。皆な白き単衣となる。
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新しき袷を出す。午前より肥料を読む。

六月二十七日（月）

肥料の試験あり。計算問題のみなり。今日も暖きこと非常なり。シヤツ一枚となりて勉強

す。

六月二十八日（火）

植物の試験有り。時間前ニ出でたれば、製麻会社の側より苗穂の方ニ行き、東橋の下ニ据

りて冷風を入る。今日の暖さも土用の最中の如く流汗滝の如しと形容すべき程なりき。夕

飯後は散歩として西の方ニ行き、農園を廻りて帰る。

六月二十九日（水）雨

動物の試験あり。今日にて試験弥々終了して夏期休業ニ入る。午後より天気よかりしかば、

畑に入りて草を取り居りしに大光寺も来りぬ。二時半頃に雨模様となり二三滴降り来りし
［ぎ］

かば急き家ニ帰る。遂ニ本降りとなりて夜ニ入るも止まず。室内ニありて国ニ送るべき不
［行李］ ［詰む］

用物などを行りニつむ。

六月三十日（木）雨

昨日よりの雨、今日ニ入りても止まず。九時頃なりしか、図書館ニ入りて新聞を読み、農

場ニ立ちよりて牛乳をことはる。帰りし途ニて柳川に呼び留められ、一所ニ専門の願書を
［が］ ［ど］

出さんか為め印鑑を取りて、又、江刺家の宅ニ行く。大関、竹田、藤井なとも来りて談話
［河内］ ［到］

の後一時頃ニ帰る。昼飯後高地宅ニ致りて牛乳代を渡し、足助と道庁まで一所ニ来り。南

一条ニて買物、理髪などして、本科卒業生送別会場なる同窓倶楽部ニ至る。各級の送別の
［ど］ ［焔］

辞なとあり。特ニ逢坂の黄金井氏３７１）ニ対しての気�実ニ万丈なりし。六時頃ニ青年会寄宿
ニ石澤氏を訪問し直ニ帰る。種々北海道の殖民、状況ニ関する書籍をかる。

七月一日（金）雨

〔受信〕阿部さめ様 夜出す

朝よりして雨降る。今日、藤井、竹田諸氏出函の由なりしが、一昨来の大雨ニて汽車汽路
は

いたみ不通の由なり。大光寺氏来りて昼前まで談話せらる。午後より雨は霽れたれど曇り

は容易ニ去らず。終日室ニあり。一時頃阿部氏の宿しおらるゝ本宿氏と云ふ中学生来られ、

前後策ニ就て相談し、後郷の母君ニ一応手紙を出すことに決す。夜、鈴木を訪ねて十時頃

迄おる。

七月二日（土）

〔発信〕和山、父上

〔受信〕父上

朝は曇りしかど午後よりハ晴天となりぬ。農園の畑に行きて雑草をとり間抜きなどす。大

光寺も来りて共ニ働く。之の日、竹田、藤井、末光等出立す。一時頃にもやありけん、阿
［ず］ ［工夫］

部氏訪はれて帰国せらるゝ由にて岩見沢に一先づ立ち寄りて何とか工風せんとのことなり

し。真ぎ何れか知らねど旅するに一文もなくては不自由なるべしと一円を送り、直ニ本宿

氏宅を訪問し見る。
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七月三日（日）

午前は室内ニありて雑誌など読む。十時頃ニ為替をとりに東一丁目ニ行き、帰路、大光寺
［ず］

を訪問したれど不在なりしかば、農場の北の牧草地ニ行きて鳥ニいたづらをなし、十二時

頃迄樹下ニ休みて涼む。非常ニ好天気にて汗出づ。夜食後、散歩に博物館を通り抜けて山

鼻の方に出で、それより遊園地ニ行く。池のほとりにて宮城、鈴木、橋本等と出逢ひしが、

橋本と共に池辺に腰かけて舟こぐ様を眺む。君もやはり上川地方ニ近日中ニ行かるゝ由話
［時事社］

されぬ。帰路、事時社の前にて又宮城等と出逢へ、停車場の前迄共に帰りぬ。之の日、素
［河内］

木、増田氏等東京ニ向はれぬ。夜学校にて厚別の滝ニ遠足する由にて、足助、高地等立ち

よられたれどことはる。

七月四日（月）晴天

〔発信〕石黒

〔受信〕石黒
［ 五 字 空 欄 ］

午前は図書館ニ入りて、□□□□□氏のユニテリアン、プリンスプルなる書３７２）を読む。午

後よりも農園ニ行きてぶらへ散歩して帰る。夜食後、石澤君を訪問したれど未だ御帰り

なきにより、南二条ニ出でゝ故郷ニ送る荷物を頼みて帰る。鈴木来りてゴルキーとトルス

トイの二冊を貸しやる。

七月五日（火）

朝は農園ニ行きて豆の手を立つ。一寸、図書館ニよりて新聞を見る。午後よりハ足助来り

て談話中、石澤君訪問せられ、上川よりの返事をつげらる。其の返事によれば小林３７３）と云
［ 妊 娠 ］ ［居］ ［悪し］

ふ人の細君妊しんせられをる由にて八月よりならばよけれど今は都合あし、それとも外よ

り通はるゝならば格別とのことなりと。足助と共ニ博物館ニ行きて樹下ニねころびてすゞ

む。夜食後、南先生を訪へて牧場の御相談せしかど不得要領なりき。それより柳川の宅に

行きて、江刺家と藤野の牧場３７４）に出来るならば共ニ行かんと約す。本日、試験成績発表あ

り。本科にての落第ハ三年の佐藤氏３７５）のみ。森林の桜井氏も落ちたり。

七月六日（水）雨

〔発信〕父上

〔受信〕小太郎
［ぶ］

朝は大光寺と農園ニ行きて豆の手を縄ニて結ふ。非常ニ暖かなる日にてシャツ一枚ニて唯
［だ］［居］ ［が］

たをるにてさへ汗流れぬ。午後よりハ地図を見ておる中ニ何時しかねむりしか、雨の音に
［ど］ は

て目醒めむ。一時ハ中々の強雨なりしかと、一時間計りにして霽れたり。

七月七日（木）夜雨
［予］

曇りたれどむし暖きこと甚だし。十時より卒業式あり３７６）。本科七人、ヨ［修］科廿九人、

土木［工学］科七人、森林科十五名なり。園田長官３７７）の演説ありて十二時頃ニ終る。帰路、
［河内］

江刺家の宅ニ一寸立ちよる。午後より高地氏宅を訪問して、三時より足助と写真を受取る。

三嶋３７８）ニ行き、それより豊平橋畔ニて暫時休みバンクを沿ふて帰る。天気ならねど暖きこ
と ［ば］ ［で］

と非常にて兎ても家ニ居られざる程なりしかは、何れ雨にても降るならんと思へしに夜ニ
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入りて降り出しぬ。

七月八日（金）曇、暖
は

朝は天霽れたり。畑ニ行きて虫とり、除草などを行ふ。柳川、馬の稽古をなし居たれば、
［が］

一寸借れて乗るに更ニ吾か命ニ従はず、さっさと厩ニ入り込みぬ。之れでも未来の牧畜家

なりとぞ。今日より入学試験ある模様なり。午後よりは散歩ニ遊園地に行き、岡田の池ニ
［ひさしく］

て休息し、豊平バンクを沿ふて帰る。夜は久濶く見舞はざれば如何なる様かと思ひて、夜

学校ニ行く。授業時間は一時間なり。暫時ニして帰る。風少しく吹き出し、道庁の屋根ニ
［一字空欄］

暴風雨の標 □ 出でたれど、夜ニ入りてハ天よくはれぬ。

七月九日（金）雨

朝、江刺家来りて、雑誌などを返さる。農園ニ行きて胡瓜などを間抜きおる中ニ、雨少し
［ば］ ［ぎ］

く降り出せしかは、急き帰り来る。午後より雨急ニ降り出し、風も相当ニ吹きぬ。室ニあ

りて本などを読む。

七月十二日（火）

支笏湖、恵庭岳登山出発。一行九人。

七月十六日（土）

帰札

七月十九日（火）

コノ日旭川ニ出発す。

九月十日（土）晴

午後六時ニ着す。直ニ風呂に行き、帰路、柳川を訪問して江刺家の弟の不測の死ニ遇へし

ことを聞きぬ。

九月十一日（日）晴

〔発信〕畠山氏

九時頃迄座敷を整理し、それより郵便局ニ為替を受取りに行き南一場ニ出でゝ買い物をな

す。午後よりハ大光寺を尋ねて行きしに去月引き越せし由にて鈴木と暫時談話の後、再び

行く。先月十五日頃より一家を借り受け、農芸科生某氏と自炊を始めし由なり。小川君も
［下痢］

来る。おはぎ、林檎、ぶどう、きみ等の御馳走ニなりし為め、帰りて又々予測の下履を初
［河内］

めて其の夜大ニ困しむ。帰路、高地、小泉の所ニ立ちよりしかど何れも不在。足助は先月

廿日過ニ山梨県ニ赴きし由ニて大ニ落胆す３７９）。

九月十二日（月）晴

〔受信〕丗一日ニ出せしもの川村より
［ 挨 拶 ］

午前九時頃学校ニ行く。久しぶりの対面のあへさつににぎわしく、十時よりなれば農場ニ

おもむく。体操場ニ於て校長其の他の談話あり３８０）。後ち、教場ニて各受け持ち教官の御話

しありて帰る。中々対話にいそがしく、高松氏も廿二日頃ニ旭川の小林氏宅ニ行き、十二

日計り居られたりし由なり。午後より南一条ニ行きてノートブックを買ひ求め、帰路小泉

宅を訪問したりしに村上、中村ノ二氏居りて中々談話ニ興ありき。夜食後ハ石澤君を寄宿
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［ぎ］

舎ニ訪問す。旭川小林氏ニ手紙をしたゝめ、後ち、牛乳ト衛生３８１）を少しく読み八時過き寝

ぬ。

九月十三日（火）雨

〔発信〕小林氏へ

〔受信〕角館氏

八時半ニ学校ニ出掛けて図書館ニ入る。授業何れもあり。午後より化学教室ニ於て原先生

送別会の相談ある為め一時半より出掛け終りし後、又図書館ニ入りて帰る。夜食後、南一

条に赴きて本を買ひ求む。角館氏より来翰あり。蚕業伝習所３８２）ニ入学許可ありし由なれば

返事をしたゝむ。

九月十四日（水）雨

〔発信〕角館氏へ

〔受信〕父上、小林氏より

九時頃学校ニ行きて農場を見回る。午後より又々原氏の送別会委員会ありて、金曜日ニ行

ふことに相談を更ふ。本日より実科演習あり３８３）。講義の後、ゲルベル氏の脂肪計３８４）を実

見す。夜は雨なりしも半澤氏宅を尋ね種々旅行談などなして九時過に帰る。之の日雷雨あ

り。

九月十五日（水）

朝は九時頃より農場ニ至りて畑を見廻る。大光寺も居りたり。
beet［甜菜］

ビートは如何なるものかと
［じ］ ［ど］ ［ 喉 ］

生のまゝかぢり見しに、その時は甘かりしかと、暫時にしてのどえがからくなり中々直ら

ず。夜に入るも工合何となくおかしく大ニよはる。午後より演習ニ行きて、昨日の講義の

実見をなし見る。乃ち、牛乳の比重と脂肪量を計りたり。夜食後、散歩に南四条辺迄行き、

レクチユアを下読みし、父上ニ手紙を書く。

九月十六日（金）晴

〔発信〕父上
［だ］

五時の鐘を聞きて起き出づ。未た太陽も昇らざりし。例の如くクラフトと牛乳と衛生とを
［ぎ］

読み、八時半頃ニ学校ニ出掛けて図書館ニ入る。十二時半ニ急き帰りて、一時過ぎ原先生

送別会場なる同窓倶楽部ニ赴く３８５）。二時頃ニ開会し、中村氏３８６）の送別ノ辞及び原氏の答

辞あり。スシ、菓子などの御馳走ありて散会せしは五時なりし。夜は南二条ニ出掛けて買

物をなす。

九月十七日（土）雨

朝よりして雨降る。午後は実験室ニ行きて、顕微鏡を引き出だし、
fett［脂肪］

フェッテ、
kugel［球］

キウゲルを

見んとしたれど、先生居らざれば何にやら別からず。例の石油ランプを出だして、ミルク

を温め飲みて帰る。博物学会にては原先生送別の写真をとりし様子なり。

九月十八日（日）晴

八時半ニ原先生を見送りの為め停車場ニ向ふ。見送り人多く群集したれば早く別れを告げ

て、為替を受け取りの為め東一丁目に行き、更ニ南一条ニ出でゝ買ひ物をなし支那カバン
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一個も買ふ。江刺家氏来訪して午後より佐藤政次郎３８７）を訪問せんと約す。十時頃より独立

教会ニ行きて説教を聞き正午ニ帰る。昼食後、江刺家と東三丁目（南三条？）に佐藤氏を

訪問し、午後三時頃に辞し去る。途中ニて江刺家氏ニ別れて、小池氏を更ニ訪問し、種々
［が］

談話の末、氏か帰省に画かれしスケッチなどを見、談は絵画ニうつりて興をもようす。

九月十九日（月）晴

八時半より宮部氏の授業あり。初めなれば直ニ休みとなる。水曜日ニ昆虫採集旅行３８８）の為

め、定山渓ニ出立の積りなりしも、一寸せし行違ひより明日出立することに許可を得たり。

江刺家一人のみ不平を言ひて行かぬとがんばりしも、夜ニ入りて河野氏の話しニよれば行

くとか言ひぬ。午後より実験室ニ行きて
Marchand

マルシャン氏の酪乳計を試験す。旅行の費用二十

一円を会計より受け取り、河野氏巡視室ニ居りたれば直ニ渡して、農園ニ再び引き返し菜
［畝 ］

豆の収穫を初めたれど、僅か二うねにして日はくれたれば帰る。夜は南一条迄行きてトル

ストイの日露戦争論３８９）を買ひ求む。夜ニ入りて稍々秋冷を感ず。

九月二十日（火）午後雨

三時半、宿のおばあさんの来りて、雨降りおれども今日行かるゝかと言ふ声ニ目を醒まし

て耳をそばたつれば、実ニ雨しきりと降りぬ。されど如何とも吾れのみにては決し難けれ
［ず］ と

ば、先づ五時頃ニ兎も角飯の食はるゝ様ニ頼みおきて又ねむる。六時頃ニ河野氏と出立す。
［二字空欄］

之れ之度の級会委員なれば、先発隊として行く為めなり。山鼻□□氏宅によりて林檎、枝
［漸］

豆などをもらへ行く。道々食して腹ふくれしが、御料の橋ニつき、時も概く十時半頃なれ

ど茲ニて昼飯を終る。簾舞より急ぐほどに、定山渓の温泉ニつきしは十二時半なりし。幾

度も来なれし途なれば別段面白き事もなし。新しき座敷を占領し、風呂ニ入りて待つほど
［ 託 つ ］

ニ、三時半頃よりポツへ来りぬ。雨も降り出したれば皆々かこつ。夜は定山渓にて買ひ

し菓子を出して食ひ、名指しなどありし模様なりしも、委員等は中々いそがし。

九月二十一日（水）
［ど］ は

昨日より降りし雨なれば今日ははるゝならんと思ひたれと、中々霽るゝことなくして小止

みもなく降りたれば、午後に至りては豊平川の水量増して濁水混々として岩をかんで流
［ば］

る。昼食には札幌より買ひ行きし豚汁の御馳走ありしかは、皆々腹のふくるゝまでつめ込

み、或人の如きは十二三杯を食へしとか、三升とかの米を食へしとて、宿の主人も驚きぬ。

朝よりしてトランプなどをなして日を消す。夜は松村先生の昆虫採集談あり。終て級会ニ

移り、菓子、林檎などの御馳走あり。ミルク入のコ［ー］ヒーを作りし為め非常ニいそが

しく、殆ど目を回す計りなりし。松村の腕前々談ニ、宿の常次郎と云ふ若者の尺八吹奏な

どありて散会す。床ニ入りて、次の如き天狗俳句を催す。覚えたるものゝみを誌せば、

虫も得す唯た帰りけり雨の旅 拙

秋寒や明日をも知らぬ虫の声

雨の夜虫の博士の談りける

雨降るや虫も取らすに鳴く計り 大光寺

雨降るや保らは吹かずに笛を吹く
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虫とりや雨の二日をかこちけり 安東

雨はれて虫の音高し秋の月 橋本

秋寒や昆虫びんの虫の声 安部

九月二十二日（水）曇

五時頃ニ起き出でゝ風呂ニ入る。旭かゞやき渡りたれば皆々喜ぶ。九時頃ニ仕度して出立

す。途々採集せしも吾等は専門ならねば、余程先き立つ。一の橋あたりにて空模様あやし
［ぐ］

くなりたれば急く程ニ降り出しぬ。簾舞ニて先行せし連中五人計り待ち居りぬ。茲ニて昼
［ぎ］

飯し、先生がたをも待ちうけて一時過きニ出立す。空はれて又降る模様もなければ大ニ安
［硬］

心す。堅石山街道ニ出でゝ行く。石山にて農家ニ入りてきみを食し、林檎などを食ふ。
ハッタレベツ ［ぶ］

八垂別３９０）ニて田舎相撲を見、後れたればとて急ぐこと飛ふが如く。途も非常ニ悪し。本願

寺の門前迄一時間半にて着せし由なり。宿ニ着きしハ六時にて已ニ日は暮れて暗黒となり
［寝る］

ぬ。風呂ニ入りて新聞を読み八時頃ニいぬ。

九月二十三日（金）曇

〔発信〕直次へ

朝は牛乳と衛生を少しく読み、東京の弟ニ手紙を書く。九時頃ニ農園ニ行きて菜豆、小豆
［蕎麦］ ［ぎ］

の収穫をなす。大光寺も来りてそばを刈り取る。雨降り出でたれば急きて帰るに、やがて
［美味］

はれたり。午後より豆を煮て食はんとて大光寺氏を訪問す。中々味美なり。三時頃竹田、

橋本及び一昨日帰られし由の藤井も尋ね来て、又々豆を煮、談話ニふける。藤井と橋本と

にて一家を構へんと相談するに、早速きまりて明日家を尋ねんと約す。夜は又牛乳と衛生

を少しく読み、ノートをしらぶ。

九月二十四日（土）大雨

八時半頃より図書館ニ行く。南先生ハ休みなれば昆虫をくり上ぐ。午後よりは橋本氏の下

宿を尋ねて、一時半頃より藤井と三人にて貸家を探すに出掛けしに、一二町にして大雨と
［ど］

なりたれば偕楽園側の樹下ニて小降りとなるを待ちしかと、中々止むことなく盛ニ降りし
は

かば雨をおかして青年会寄宿ニ至り霽るゝをまちて出掛く。女学校の辺ニも良きものあり

し。それより東の方ニ行きてビール会社の裏、御料局の近辺及び製糖会社の方まで尋ね、
［ず］

此度は北の方を探し見んとて一先づミルクホールに入りてつかれし足を安ぬ。再び中学校
［ど］ ［名月］

をぐるへと回りしかと、思はしきものなく帰る。今晩は中秋明月の夜ニ当れば、大光寺
［ 割 け る ］

宅ニ藤井、橋本、竹田等と会し、枝豆、南瓜を腹のさくるほど食へ、俗歌の稽古に大声を

はり上げて大ニどなりて月を賞す。

九月二十五日（日）晴

〔受信〕石黒
［物］

昨日見し内にて女学校裏の者やゝ良き様なりしかば、再び行きて談判し見んとて橋本と共
［建］

に青年会ニ藤井を訪へ共ニ出掛けしに、其の途中ニ畳立具はなけれど四円五十銭にてかな

りの家ありしかば、又々之れニ心を転じ大家ニ逢ひて談ず。女学校裏ニも行きしかど面白

からぬ返事なりしかば、皆々稍々嫌気を生じて出づ。帰りハ橋本と教会ニ行く。午後より
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第二農場ニ行きて小岩井３９１）より来りしホルスタインを見、搾乳の有様などをも見て、第一

農園ニ至りぶらつきて帰る。天気極めて晴朗なりし。本日にて牛乳と衛生及びトルストイ

のセバストーポル３９２）を読み了る。

九月二十六日（月）晴天

午後より畜産実験室ニ行く。レクチュアありて水分の定量、脂肪、
protein［タンパク質］

プロテンの定量法方
［ど］

を筆記す。借家の件は青年会の下の家ニせんと言へしかと、橋本意義ありて今少し低れん
［ど］

なるものを尋ねんとて中学校裏の辺を探せしかと適当のものなく、余一人のみ別れて再び

ビール会社の辺を見回りしかど思はしきもの見当らず。帰途は河野３９３）と逢ひて共に帰る。
［ぎ］

六時を過きたり。

九月二十七日（火）晴天

〔受信〕石黒

午後よりは昨日のレクチュアの実験ニとりかゝる。橋本と藤井とは又々家さがしに出かけ
［物］

たれど、適当の者見当らざりしか聞きぬ。五時半頃より大黒座の活動写真を見にとて竹田、
［ど］

安東、柳川、江刺家と五人連ニて行く。聞きし程は良くあらざりしかと長時間のものは皆
［どは］

なよかしき。
Robinson Crusoe

ロビンソン・クルーソ、水難救助、アラビヤン・ナイトなとば最も人目を喜

ばせたり。

九月二十八日（水）晴天

如何ニさがしても適当の貸し家なければ、当分の内は高村氏３９４）の居りし貸し間ニて間ニ合
［談］

わせんと相談一決し、学課すむや否や三人にて行きて断判す。四円三十銭なりしものを三
［値］ ［げ］ ［ず］ ［ 段 落 ］

円八十銭ニ直下けさせ、畳の古きところをかへさせる約束をなす。之れニて先づ一だんらく

付きぬ。午後よりは実習室ニ行くこと例の如し。

九月二十九日（木）晴天

朝は少しく早く行きて図書館ニ入る。南先生は愛嬢の結婚式昨日ありしとかなれば、本日
［ロ］

は休まる３９５）。午後より行きて
ash［石灰灰］

アッシュ、プラテン、脂肪の定量ヲ行はんとせしかど何れ

も時をとりて五時を過るも結果を得ざりしかば皆な中止して帰る。夜は小泉氏を訪問し、
［ぎ］

中村、宮城なども来りて談話し、九時を過き帰る。

九月三十日（金）晴

今日は本科一年級の歓迎会ある由なれど、吾が級にて出席せしハ三人のみとか聞きぬ。藤

井今日ノ午後ニ新宅へ引越す由なれば、実習すみて後ち行き見るに明日になせしとか。夜
［が］

に入りて中村来り、小泉今夜吾かあとへ引き越し来るとの事なれば、山�ノ方に話しおく。
橋本、藤井、竹田来訪して共に南一条に出掛け、陶器、金具類の世帯道具を買ひ求む。

十月一日（土）晴

橋本先生ノ授業のみありて休みとなる。畜産実習室ニ入りてアッシュの重量のみを見て帰

る。昼食後藤井の住所ニ至りて引き越し車の手伝をなし、吾れ等は橋本と二時半頃ニ荷馬
［ 雇 ひ ］ ［ぎ］ と

車を一台やとへて引き越す。急きて夜食の準備をなし、兎に角食し終る。竹田、逢坂氏等

手伝へくれたり。夜ニ入りて逢坂、大光寺等来訪、十時を過て帰る。
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十月二日（日）

朝は竹田及び橋［本］、藤［井］等のチャーチ行きと一所ニなり、製本所ニ至りて化学、

動物と三冊の製本を依頼す。帰路は遊園地ニ行きて岡田花園ニ入りて某々氏等と談話しな

がら帰る。午後ハ故郷より送り来りし栗を煮おりしところ、柳川、江刺家、中村来訪し日

没ニ帰らるゝ。夜は竹田来訪、九時半を聞きて帰る。藤井氏ハ郷友会ありて東の方ニ行か

れたり。

十月三日（月）晴

〔受信〕故郷より

午後よりハ実習ありてプロテンの定量法方を講述せらる。中々にむづかし。牛乳を飲みて
［ 蔦 葛 ］ ［ど］

帰路ニつきしハ五時を過たり。つたかつらもそろへ色づき初め、藻岩山なとも已ニ紅葉

しぬ。秋風吹きていとつめたし。山�ニ立ちよりて新聞、書留を受け取る。夜ニ入りて関
来訪、故郷への信書をしたゝむ。

十月四日（火）雨

〔発信〕父上
［が］

朝よりして雨降りしか昼頃ニ至りて止む。実習すみし後、東一丁目郵便受取所ニ至りて為
［だ］

替を受取らんとせしに、未た通知来らぬ由にて空しく帰る。夜は空よくはれたれど月無け

れば、いと暗し。南一条ニ行きて買ひ物をなす。夜は末蔵、明八様へ手紙を書く。

十月五日（水）

無事。午後ノ実習例の如し。

十月六日（木）

無事。記事なし。

十月七日（金）

無事。記事なし。之の日、橋本銀次郎氏３９６）命日なるを以て学校を休業し、一同にて豊平墓

地ニ行く。

十月八日（土）

午後より農作物ノ収穫をなす。藷を掘り、にんじん、
Parsnip

パーソニップ、ビート、キャベーヂ
［ど］

なと馬車ニつみて一台運ぶ。夜は竹田、大光寺来りて収穫祭を行へ大ニ食ふ。

十月九日（日）晴

午前ハ市ニ出でゝ買へ物をなす。午後より橋本と学校ニ武術大会３９７）を見ニ行く。馬術大会

も大通りニありし由なりし。

十月十日（月）晴

別ニ変りしことなし。午後の実習も例の如し。

十月十一日（火）
［ぎ］

午後より安東、竹田来訪、安東氏ハ夜九時過き迄種々雑談なして帰宅す。微雨あり。

十月十二日（水）
［睦］

畜産の連中会合して、十二時より寄宿舎食堂ニ親□会を開き、昼食を食ふ。ライスカレ［ー］
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を満腹せし為め演習の休みなりしを幸ひ、腹の工合を調へんとて第一農園の方ニ行きし

に、アカシア街道ニて腹痛し少しも歩行出来ず。暫時、排水溝畔ニ腰かけて休み、そろ
［居］

へ図書館ニ行きて四時頃迄をりて工合をとゝのへ帰る。夜は南一条ニ行きて製本を受け

取りしニ、散々の体にて腹打ち立てしも致し方なく、一冊丈けは更ニ製本し直さすることゝ

し、他二冊は不承ながら受取る。

十月十三日（木）晴

本年の初霜、之の朝結ぶ。半澤氏より借り受けし進化論講話３９８）を読み初む。江刺家氏、競

馬の際陰部ニ負傷したりし由なりしが、本日関場病院３９９）ニ入院せし由なり。

十月十四日（金）晴
［睦］

別段ニ記事なし。農［学］甲［科］の親□会ありし由なり。竹田氏一寸立ち寄らる。半ケ

月ぶりにて入浴す。朝は降雨あり。

十月十五日（土）

午後より博物学会あり。松村先生と原先生ノ換りに来りし動物学ノ講師八田氏４００）の講演あ

り、傍聴す４０１）。夜は製本を受けとるに南一条ニ行き、久しぶりにて夜学校ニ至り見る。休

暇後一度も行きしことなかりしかば、何となくなつかしき情、油然として起る。午前は曇

りしかど、夜に入りて雨となる。

十月十六日（日）
［飽］

朝は三人かゞりにて、とろゝ汁を作り大ニ食ふ。味ひ特に美なればあくことを知らず。十

時頃より北辰病院ニ江刺家の病気を訪問す。午後は大光寺も来り。
fry

フライ、
omelette

ヲムレツなど

の西洋料理をなせしが、フライの鮭は時を少しく経ちし為め腐かりしには閉口しぬ。其の

後買ひ来りし菓子、林檎を又も食ひて満腹す。林檎の名称などを研究し雑話にふける。夜

は青年会寄宿舎ニ預け物をとりに行く。大光寺は十時まで話して帰る。朝は昨日よりの降
は ［ど］

雨尚ほ続きしが、八時頃より霽れたり。夜に入りて時々片月出でたれと、天候定かならず。

十月十七日（月）
［弁］

夜学校の女生徒本日藻岩山へ遠足ある筈なれば、早く起き出づ。昼の便当のおかず無き為
［ フ ラ イ ］ ［ば］

め芋のふらへを作りなどせしかは、出発は九時ニなりぬ。師範学校の前ニて林檎を三斤買
［河内］ ［ぎ］

ひ求む。温泉の上にて高地ニ出逢ふ。急き上りしかば、ばらへニ上り行く生徒を逐ひ越

して、先発の人々と稍々頂上ニて一所となる。之の山ニは本年に入りて此度が初めて上り

ぬ。道も少しく変りしところありたり。天気は特の別によく、万山の樹木紅黄の色を呈し、

特に中腹谷にのぞめる辺は見事なりき。十一時ニ頂上ニ達す。ぶらへと遊び、二時頃ニ

下山す。恵庭岳特ニ趣味あるを覚えたり。

十月十八日（火）曇

朝は雨降る。別ニ記事なし。

十月十九日（水）

宮部先生は休みにして橋本先生も休みなり。天気も曇る。此の頃は午後も大抵五時頃迄実

科の方いそがしければ、殆ど記すべき記事なし。
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十月二十日（木）

微雨あり。学校ニ行きしところ、軍隊出発するニ付き見送りすべきに付き休業となりしか

ば、朝より実験室ニ入りて「
kasein

カゼイン」「
albumin

アルビーミン」の定量ニ従事し、午後四時頃ニ

終る。今朝第一農園にてデボン犢牛を生みしとの事なりしかば行きて見る。ホルスタンと

の雑種なり。夜、橋本ハ停車場ニ見送りに行く。中々盛なりし由なり。

十月二十一日（金）

今日も休みとは知らずして学校ニ行く。初乳を持ち来りしかば、一人にて分析ニ取りかゝ

る。中々勉強せしかど午後五時頃ニなりて一通りの準備をすまし帰る。竹田来り居りて、

夜食後皆々軍隊見送りニ行きしかど、余のみは残りて行かず。

十月二十二日（土）

午後より昨日の実験ニとりかゝる。柳川も本日より初乳、ホルスタイン、デボンの分析ニ

取りかゝりぬ。ゲルベルの脂肪計にて計りしに初乳は五パーセント、ホルスタインは二．

六パーセントを得たり。初乳球を顕微鏡ニて見る。

十月二十三日（日）

朝食後は何処へ行かんかと考へおる内ニ雨模様となりたれば、出でずして新聞、雑誌など

を読む。昼食の御馳走に南瓜の砂糖入れと
beefsteak

ビーフステーキとを作る。中食後、天気となり

たれば、一人にてぶらへと円山ニ散歩に出掛く。休暇後初めてなれば久しぶりなる訳な
［季］

り。紅葉の気節は或は少し後れたるかは知らねど、銀杏などの黄ばみたるなどよし。一体、

円山は紅葉少なくして黄葉の多き山なり。落葉をふみ別けてさくへと森の内ニ入り、神
［ぎ］ ［ぎ］

社の正面を横きりて、新しき池のふちに出でたり。風寒き上ニ又々雨雲出でたれば急き帰
［ 汁 粉 ］

るに、石鳥居の辺より盛に降られたり。夜に入りて竹田来り。シルコを作りて食ふ。此の

日大食せしにか、腹の工合非常ニ悪し。

十月二十四日（月）

午前の授業例の如し。午後より実科講義ありて、飼料分析講義あり。天候例ニよりて定か

ならず、時々降雨あり。

十月二十五日（火）

〔発信〕川村、父上

今日は学校より真駒内へ遠足ある日なれば八時半頃ニ出掛く。正門内ニ整列して出掛く。
［到］

豊平橋を渡りてより道路悪しく、平岸村へ致りてハ特ニ甚だし。種畜場ニ至りしハ十一時

半頃、乗馬を観覧し終て、豚汁、林檎の御馳走あり。皆々たらふく食ふ。それより新式牧
［搾 ］ ［偶］

草の圧さく器、種馬を見て二時過て校長の沿道風物に対て遇感を講述し、帰路につく。吾
［ぎ］

等は大急に急きたれば四時頃ニは帰宅しぬ。風呂ニ入りて夜食の御馳走は無かりしかど

も、菓子を買ひ来りて食ふ。

十月二十六日（水）

朝より休みなりしかども何処へも出でず。天候例ニよりて定まらず、時々雨を降らす。昨
［が］

日もかなり寒かりしか、今日ニ入りては一層甚だしく、天色もうらうとして今にも雪降る
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にやと思はれぬ。午後より竹田来りて竹田も同居することになりたれば、貸家を探しに出

掛く。東の方ニも行きたれど思はしきところなく、橋本気は進まぬ様子なりしも、病院西

の新しき貸家を六円五十銭にて借りることゝなす。無邪気なる話しをなして九時頃ニいぬ。

十月二十七日（木）

朝は極めて好天気なり。午後より
Seminar［演習］

セミナリありしかど何にもやらず、昨日よりなしかけを
［ 断 り ］

きし
fat［脂肪］

ファトを定量して牛乳を飲み四時頃ニ帰る。隣りの大家へ移転のことはりを云ふニ行

く。案外渋らず好都合なりし。明後日引越すことゝなす。夜に入りて降雨あり。

十月二十八日（金）

無事。記すべきことなし。

十月二十九日（土）

午後よりして農園の馬車を借り入れ引き越すニ着手す。寒かりしかど天気なれば好都合に
［ぎ］

て、四度にて三人分を尽く運び、午後に竹田のものを運び終りし頃は五時半を過きたり。

夜に入りて寒ければ急ニストーブを作り暖をとる。小川氏来訪、十一時を過て帰る。

十月三十日（日）

朝は独り留守す。ストーブ屋来りてストーブを据へ付く。朝より寒気甚だしく、雪紛々と

して降り出せしが中々止まず、夕方ニなりては一面の銀世界となりて一寸余も積りぬ。

十月三十一日（月）

別段記事なし。夜ニ入りて伊�氏来訪。買物の為め三人にて南一条辺ニ出かく。
十一月一日（火）

〔発信〕父上、弘道会、角館、石黒

今日は果樹展覧会の発会式なる日なれば、橋本先生の授業のみをくりのべて、朝より休み
［ぎ］

となる。セミナリーに入りて実検ニ着手し、帰家せしハ四時過き。今日にて
colostrum［初乳］

コロストラム
［ば］

の分析を終りたれは、牛乳の分析は今日にて切り上ぐ。夜は米桶を買ふに南一条迄出掛く。

十一月二日（水）

宮部先生の授業ありしのみにて、橋本先生ノ授業は来週にすることゝして、果樹展覧会を

見ニ行く。中々の出品数なれども、余等門外漢は別らず。郵便為替受取ニ行きたれど、資

金なき為め空しく帰宅す。午後はセミナリーニ行きて牧草の分析ニ本日より着手す。之の
［が］ ［ 新 米 ］

日、余の当番なりしか、朝ニしんめしをたきて困却す、呵々。

十一月三日（木）
は

朝よりして大雨にて少しも霽れず。七時半過ニ起き出づ。橋本は学校ニ行きしかど、式ニ

間ニ逢はずして空しく帰りたり。石川氏小樽より出札、来訪せられたり。午後ニ入りて女
［ど］

学校の生徒某氏来訪。余は為替受取の為め北八条ニ行く。雨はれたれと、道中々悪し。夜
［ぎ］

は夜学校ニ茶話会ありたれば竹田と共行く。帰りて床ニ入りしは十一時を過きたり。

十一月四日（金）

〔受信〕足助より
［廊］

朝は晴れたりしが十一時頃より雪となる。橋本先生のみありて休みとなる。学校の節下に
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て富良野の酒井氏の訪ね来りしに行き逢ふ。品評会の為めに出札せし由にて、午前ニはわ

ざわざ拙宅まで尋ね行かれし由にて是非一度は面会せんと尋ね回りしとか。好意、謝すべ

し。大雪の為め四時半頃ニは已ニ暗かりし。藤井氏と共に帰る。

十一月五日（土）

橋本先生のみありて休みとなる。午後より農場品評会４０２）を見ニ行く。セミナリーに入りて
［一字空欄］ ［ど］

□ 灰をやきなどせしかと、別段之れと云ふことをせず、三時半頃ニ牛乳を取りて帰る。

近日来の雨雪の為め道わるし。柳川の子息、余程望みあるとかにて又入院せし由なれば、

一寸帰路立ちよりしかど不在の模様なりしかば直ニ帰る。

十一月六日（日）雨

朝より雨模様ニて道路非常ニ悪るければ外出せず。橋本も今日は教会ニ行かず。午後より
［垢 ］

風呂ニ行く。十数日来のあかを洗ふ。東郷君ニ逢ふ。

十一月七日（月）雪

記事なし。

十一月八日（火）

記事なし。雪降る。

十一月九日（水）
ガ ス

今日より瓦斯と水と通る、実験ニ便なり。柳川も来る。午後より特ニ大雪となる。

十一月十日（木）
［ど］

天気なれと道路悪るし。午後より乗馬稽古４０３）の為め柳川、湯地と三人にて馬二頭を引き出
［蕭］

し牧草地ニ行く。初めなれば尻工合定まらず、おかしけれど乗り廻す。秋色粛条として真

に画にも似たらんか。

十一月十一日（金）

〔受信〕石黒

無事。記すべきことなし。セミナリにて
arbor

アーバーの分析ニとりかゝりたる為め時間長くな

り、帰宅せしハ五時を過て已ニ暗黒界となりぬ。

十一月十二日（土）
［ 汁 粉 ］

例の如し。午後よりセミナリーあり。松井氏来りて夜の九時過ニ帰る。シルコの御馳走あ

り。

十一月十三日（日）

晴天なれば午前ハ農場ニ行きて、大根、蕪菁などを抜き、手竹も取りはらう。午後よりハ

大根などを漬物となし、二時頃より南一条の書店まで行き、帰路北辰病院ニ江刺家の病気

を見舞ふ。数日前更ニ手術を行へしとかにて、今月中ハ入院するならんとか。

十一月十四日（月）
は

昨夜よりして雨となり、午後ニ入りてやゝ霽れたれど、又々降り出す。昨日よりして気候
［ず］ ［ 麩 ］

稍々緩なり。牧草の分析を一先つ終りしなれば、本日よりフスマの分析ニとりゝる。

十一月十五日（火）晴
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〔受信〕角館、明八君より

別段記事なし。夜は南一条ニ買ひ物ニ行く。月光、満地を輝す。

十一月十六日（水）

記事なし。

十一月十七日（木）晴天

午後より牧場地ニ行きて乗馬の稽古をなす。天気よけれど風中々寒し。明八、末蔵様ニ手

紙を書く。

十一月十八日（金）

〔発信〕明八、末蔵様へ

記事なし。夜は南一条辺まで散歩へ出掛く。

十一月十九日（土）

記事なし。

十一月二十日（日）晴天

午前は教会ニ行く。午後は農園ニ牛乳をとりに行く。大光寺来る。夜は素木も来りて種々

談話し、九時過ニ帰る。

十一月二十一日（月）晴

記事なし。

十一月二十二日（火）

記事なし。

十一月二十三日（水）

赤飯を炊く。朝より外出せず。午後ニ至りて小池氏来訪。夜は南一条ニ行く。

十一月二十四日（木）

九時頃より三、四年一同、茨戸街道の製線所へ縦覧の為め学校を出発す。十時半頃、同所

を見終りて、更に製麻会社ニ行き、案内を受けて各所を見、帰路に就きしハ一時半なりし。

家ニ帰りて昼飯を食し、農園ニ牛乳を取りに行き、四時頃ニ同窓倶楽部の佐藤氏の入営送
［ぎ］

別会ニ赴く。東郷、安東等の送別ノ辞などあり。種々馳走の後、六時過き皆々と帰路ニ就

き南一条ニ出てゝ帰る。

十一月二十五日（金）

晴天。記事なし。

十一月二十六日（土）
［漸］ ［結］

今日は休みなれど実験の為め九時頃学校ニ行く。三時ニ概く終る。モルモットに拮核菌を
［ど］

注射するを見る。博物学会もありし由なれと行かず４０４）。夜は南一条ニ行く。雪となる。

十一月二十七日（日）

記事なし。

十一月二十八日（月）

記事なし。
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十一月二十九日（火）晴
［が］

記事なし。昨日よりのどの工合おかしかりしか、夜ニ入りて弥々風邪の気味となる。

十一月三十日（水）晴

記事なし。

十二月一日（木）晴

今日は佐藤陽太郎氏入営の日なれば、我級一同にて見送らんとて休む。入営は九時なれば、

五時頃より橋本起き出でランプを灯して炊事なせしが、皆々行く頃ニは七時となりぬ。吾

れのみハ風邪なれば行かず。十二時頃まで図書館ニ行きて雑誌を読む。一時頃に皆々帰れ

り。午後より南一条ニ行きて床屋ニ入る。

十二月二日（金）

晴天。橋本先生ノ授業あり。午後は実習ノレクチュアあり、肥料の分析となる。江刺家氏

本日より出校す。

十二月三日（土）

〔受信〕父上

晴天。温かにして小春日和なり。午前は図書館ニ行く。午後よりも学校ニ行きて、実験室

ニ一寸より柳川の手伝をなす。

十二月四日（日）

〔発信〕父上へ

午前は家ニあり。午後も又、朝よりして天気曇りしが、午後ニ入りて雨となる。キヤー

ベーヂを沢山買ひ込みて漬物ニなす。

十二月五日（月）

記事なし。

十二月六日（火）

今日も記事なし。

十二月七日（水）

本日試験の日割分る。十四日より始まり、十九日ニ終ろす。雨降り出す。

十二月八日（木）晴
［ず］

記事なし。実課の方は本日迄ニて、燐酸検定の試薬を作りしのみにて、明日より一先づ休

むことゝなす。

十二月九日（金）晴

〔受信〕小包

記事なし。試験の準備にいそがし。故郷より勝栗小包ニて来る。

十二月十日（土）晴

朝より家ニあり、午後ハ風呂ニ行く。夜は散歩ながら皆々南一条まで行く。

十二月十一日（日）

〔発信〕父上、丸善へ
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朝よりして家ニあり、試験準備ニいそがし。午後より雨となる。夜ニ入りてハ雪となる。
［ず］

昼よりして栗の御馳走のみありしかば、腹の工合宜しからす。

十二月十二日（月）

朝は非常ニ寒し。薪無くなりたれば南一条辺ニ行きて円山の方より来る薪売りをつかまへ
［談］

断判して壱円九十銭ニて購ふ。午後ニ入るも暖気とはならず。終日家ニあり。

十二月十三日（火）

寒気甚し。記事なし。

十二月十四日（水）

特有作物ノ試験あり。午後より図書館ニ入りて細菌を読む。

十二月十五日（木）

細菌学ノ試験あり。天気となりて気候やゝ温し。午後より練兵場ニ散歩に行く。夜ハ南一

条の書店まで行く。

十二月十六日（金）
［が］

普通作物の試験あり。朝より温かなりしか、午後ニ入りて雨となる。夜は大雨にして雷鳴

も之れニ加はる。夜明ニなりて止みし模様なり。温暖。

十二月十七日（土）

生理学ノ試験あり。朝よりして温暖。雨と雪と暫時降りたれ止む。午後ニ入りて伊�来る。
十二月十八日（日）

ママ

〔受信〕故郷へ

晴る。記事なし。室内ニありて経済を読む。

十二月十九日（月）

経済の試験あり。試験今日ニて終了す。暴風雪となる。夜ニ入るも止まず。寒気甚だし。

十二月二十日（火）

〔受信〕丸善

朝も昨日の風止まず。図書館ニ行く。午後よりハ南一条ニ出掛く。散歩の為めなり。

十二月二十一日（水）

雪降る。外出せず。

十二月二十二日（木）

図書館ニ行きて本を借る。思はしきもの一冊もなし。午後よりハ乗馬を試む。晴天。

十二月二十三日（金）
は

昨夜よりして降りし雪、朝起き見れば一尺ニ近く積りぬ。終日霽れず、午後よりハ大光寺

氏を訪問の為め行く。夜食の御馳走ニなりて八時過帰る。中々寒し。他の連中ハ青年会４０５）

の紀念会へ出席せられて十時過帰らる。

十二月二十四日（土）晴

午前は小泉氏を訪問す。午後は南一条ニ行きて買ひ物をなす。夜ハ独立教会のクリスマス

ニ出席す。
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十二月二十五日（日）

記事なし。

十二月二十六日（月）晴

記事なし。午後より学校ニ牛乳とるニ行く。江刺家おりて実験をなしてあり。

十二月二十七日（火）晴
［ば］

午後より夜学校ニ行く。卒業式明日あるなれは、準備の手助せん為めなり。皆々来りてそ

ろへ茅屋をかざりつゝあり。福引の主任を頼まれて家ニ帰る。夜は
Methodist

メソヂスト教会４０６）の

クリスマス祭ニ行く。

十二月二十八日（水）晴
［漸］

朝より福引の準備にて、橋本と首引きをなす。安部氏来らる。午後二時頃ニ概く百本計り

作り買ひ物ニ出で行く。勧工場などにて品物を大抵買ひ集む。夜学校ニ行きて生徒等を頼
［漸］ ［ 勧 進 帳 ］

みて概く準備し終る。大嶋先生、末光の演説あり、余興ニ移る。獅子舞、北澤の勧しん帳、

いろはにほへと、亀と兎、落語、遠友パンヤ、車の衝突、ポスト、練兵など種々抱腹のこ

とありて、例年の如く笑へ興じぬ。福引をなし終りしは十一時に近かりし。

十二月二十九日（木）晴

午後より学校ニ手紙来り居るやと行き見しかど何にも来り居らず、そのまゝ東の方ニ出

でゝ夜学校ニ行く。今日卒業生ノ為めに写真をうつす為めなり。宮部先生も来られたり。

三時過ニ終りて帰る。

十二月三十日（金）

〔発信〕足助

午後より遊園地ニ出で豊平バンクを通りて帰る。晴天なれば心地よき日なりし。

十二月三十一日（土）

〔発信〕丸善
［ 晦 日 蕎 麦 ］

午前午後とも家ニありて正月の準備ニいそがし。夜は家内一同にて、みそかそばを食ふニ
［斯］

狸小路４０７）ニ行く。佐藤の妻君来りて、かるた会を催す。期くして之の年を暮しぬ。

［注］

１）大光寺毅夫（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

２）札幌市街中随一の商店街通り。創成川より西側にあたる西１丁目～５丁目が最も繁華であった。

３）丸井今井合名会社（札幌区南１条西１丁目６番地。以下、住所では札幌区を略す）。札幌区随一の呉

服・太物・洋物商。

４）四方拝（三大節のひとつ）

５）齊藤友八（札幌市地方裁判所書記、札幌郡山鼻村１３３番地在住）

６）安東多加喜（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

７）William Shakespeare

８）坪内逍遙（坪内雄蔵、１８５６～１９３５）

９）坪内雄蔵『英詩文評釈』（文学叢書第５編、東京専門学校出版部、１９０２年）
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１０）小島正治（石黒春秋と改名、千葉医学専門学校生徒）。川嶋一郎とは東京遊学以来の友人。

１１）中島遊園地（南７条西１丁目）。遊園地のほか、花園（岡田花園）、物産陳列場などが備わっていた。

１２）富貴堂（南１条西３丁目）。札幌区随一の書籍・雑誌類・雑貨・文具商。

１３）中野時計店（南１条西２丁目１６番地）のことか。

１４）角館喜一郎（農芸科生徒、１９０４年農芸科卒業）岩手県二戸郡金田一村出身。

１５）足助素一（森林科生徒、１９０４年森林科卒業）

１６）川嶋貞三（川嶋泰作の三男、一郎の弟）

１７）小泉藤之介（本科学生、１９０６年本科卒業〔２４期生〕）

１８）札幌停車場（北６条西３丁目）

１９）工藤敏雄（予修科生徒）

２０）太布留吉

２１）安部忠一（本科学生、１９０６年本科卒業〔２４期生〕）

２２）原十太（札幌農学校教授：動物学）

２３）恩地剛（予修科生徒）

２４）義経伝説中の盗賊。能「熊坂」、歌舞伎「熊坂長範物見松」等の演目に登場する。

２５）能の演目。

２６）下斗米貞五郎（正教会伝教者）

２７）國分壽郎（東京市本郷区台町在住）岩手県出身。

２８）澤藤小太郎（夕張郡長沼村在住、後に帯広郵便局勤務）岩手県出身。

２９）石川千代松『進化新論』（敬業社、１８９１年初版）のことか。

３０）高見長恒『畜産汎論』（帝国百科全書第５３編、博文館、１９００年７月初版）

３１）川嶋明八（川嶋民八の五男、一郎の叔父、近衛歩兵第四連隊第十二中隊見習士官）

３２）川嶋直次（川嶋泰作の二男、一郎の弟、米澤長五郎家の養子となり米澤直次と改姓）

３３）川嶋末藏（川嶋民八の六男、一郎の叔父、野戦砲兵連隊第六中隊見習士官）

３４）内藤半兵衛

３５）米澤長五郎

３６）川嶋隼次郎（川嶋民八の三男、一郎の叔父）

３７）國分兵吉（東京市本郷区台町在住、國分壽郎とは兄弟）

３８）河内完治（本科学生、１９０５年本科卒業〔２２期生〕）

３９）遠友夜学校の前身は１８９０年札幌独立キリスト教会有志が南３条東４丁目１番地に創立した同教会附

属日曜学校「豊平日曜学校」。その後、１８９４年新渡戸稲造が、貧窮する家庭の児童、晩学者に普通教育

を施すために日曜学校跡を引き受けて「遠友夜学校」を開校した。

４０）末光績（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

４１）池田競（本科学生、１９０８年東北帝国大学農科大学卒業）

４２）千葉良祐（名古屋安房町３番地在住）

４３）小椋科三（本科学生、１９０４年本科卒業〔２１期生〕）

４４）東郷實（本科学生、１９０５年本科卒業〔２２期生〕）

４５）関貞治

４６）寄宿舎内にあり、新聞・雑誌閲覧のほか、舎生の娯楽室として使用されていた。

４７）第１８回開識社例会。演説会を開くべきところ、新年のため歌留多会に変更となった。茶菓、密橘、

雑煮等が出た。開識社は１８７６年１１月札幌農学校本科生のもとに結成された弁論・討論団体。

４８）森澤徳太郎（山口高等学校生徒）

４９）尾泉良太郎（札幌農学校教授：農学、１８８２年本科卒業〔３期生〕）
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５０）１８９５年博文館が創刊した総合雑誌『太陽』

５１）１８９５年博文館が創刊した青少年向け雑誌『少年世界』

５２）竹田茂（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

５３）徳富蘆花（健次郎）『トルストイ』（十二文豪第１０巻、民友社、１８９７年４月初版）

５４）山谷茂三郎（東京市牛込区西五軒町在住）

５５）古館市太郎

５６）区立札幌病院（北１条西８丁目、院長：関場不二彦）

５７）蠣崎知二郎（札幌中学校教諭、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）

５８）松村松年（札幌農学校教授：昆虫学、１８９５年農学科卒業〔１３期生〕）。

５９）文武会第９回例会（於 北講堂）。蠣崎知二郎「吾が見たる禅学及易学改良に対する卑見」、松村松年

「ハンガリー談」の講演があった。

６０）Lev N. Tolstoi, Resurrection.（トルストイ『復活』の英訳）

６１）豊平川の架橋。

６２）札幌市街中の商店街の通り。西１丁目～４丁目が繁華であった。

６３）庁立札幌高等女学校（北２条西１１丁目、１９０２年４月設立）

６４）札幌郵便局（大通西２丁目）

６５）高杉栄次郎（札幌農学校講師：英文学）

６６）高山林次郎『論理学』（帝国百科全書第１２編、博文館、１８９８年９月初版）のことか。

６７）逢坂信�（本科学生、１９０８年東北帝国大学農科大学卒業）
６８）庁立札幌中学校（北１０条西４丁目、１８９５年６月設立）

６９）札幌農学会第２０回例会、松村松年「欧州に於ける農業視察談」の講演があった。『農友』第２７号（１９０３

年２月２５日発行、１～５頁）、同第２８号（１９０３年３月２５日発行、１～４頁）に詳しい。

７０）遠友夜学校男子生徒の修養会。

７１）丸善株式会社書店（東京市日本橋区通３丁目）

７２）北海道教育会附属図書館（北１条西３丁目１番地、１８９９年１０月設立）

７３）北澤小八郎（本科学生、１９０５年本科卒業〔２２期生〕）

７４）Shakespeare, Othello .（シェークスピア『オセロ』）

７５）１９０１年結成された札幌農学校生による俳句の会。

７６）札幌農学校関係者を中心に１８９１年創立された、動物学、植物学、人類学、地学に関する研究団体。

会頭は宮部金吾。

７７）新島善直（札幌農学校教授：森林学）

７８）宮部金吾（札幌農学校教授：植物学、１８８１年本科卒業〔２期生〕）

７９）札幌博物学会第１０６回月次会。宮部金吾「本邦産 Gymnosporangium属に就て」、新島善直「苹樹の

小蠧虫 Scolytusに就て」の講話があった。

８０）鈴木力治（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

８１）北海道庁（北３条西５丁目）

８２）札幌農学校植物園内の温室。

８３）Maksim Gorkii（１８６８～１９３６）

８４）Gorkii, Fomá Gordyéeff .（ゴーリキー『フォマ・ゴルデーエフ』の英訳）

８５）ゴーリキー『チェルカッシュ』の英訳

８６）大黒座（南４条西３丁目、１８７５年創業の劇場）

８７）浅羽靖（衆議院選挙立候補者）。大蔵省属、根室県属を経て、北海道庁理事官（１８８６～１８９０）に就任

し、札幌区長・札幌外八郡長も務めた。１８８７年、私立北海英語学校の校長となり、教育事業にも尽く
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した。

８８）第８回衆議院選挙が３月１日に迫っていた。

８９）狩野時二（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

９０）北海旭新聞社発行日刊新聞『北海旭新聞』

９１）紀元節（神武天皇即位日、三大節のひとつ）

９２）札幌神社（円山村、官幣大社。現 北海道神宮）

９３）瀧臣弼（北海道拓殖銀行勤務、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）

９４）半澤洵（札幌農学校助教授：植物学、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）

９５）野澤俊次郎（北海道庁殖民部水産課勤務、１８８５年本科卒業〔５期生〕）

９６）札幌博物学会第１０７回月次会。松村松年「浮塵子の分布に就て」、野澤俊次郎「北海道産ハゼ類に就

て」の講話があった。

９７）池田次郎（予修科生徒、１９０９年東北帝国大学農科大学卒業）

９８）札幌農学校植物園内の博物館。

９９）小松宮彰仁（１８４６～１９０３）

１００）復習講堂（寄宿舎２階、食堂真上）

１０１）Tolstoi, On Life .（トルストイ『人生論』の英訳）

１０２）北辰病院（北１条西４丁目、院長：関場不二彦）

１０３）坂本太次郎（予修科生徒、１９１１年東北帝国大学農科大学卒業）

１０４）札幌農学校生生の発起による「東北地方飢饉救済慈善音楽会」

１０５）札売、札受、寄附金受取、奥掛、司会者、楷桟敷接待委員など、「慈善音楽会開会当夜委員役割」

が寄宿舎に掲示された。

１０６）札幌座（南７条西３丁目、１９０２年創業の劇場）

１０７）石川保治（予修科生徒、１９０８年東北帝国大学農科大学卒業）

１０８）江刺家昴（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１０９）大島六郎が能「羽衣」を演じた。

１１０）大倉喜三郎が能狂言「隠猩」を演じた。

１１１）橋本左五郎（札幌農学校教授：畜産学・細菌学、１８８９年本科卒業〔８期生〕）

１１２）第８回衆議院選挙（札幌区定数１）の投票日。

１１３）豊平館（北１条西１丁目）が札幌区投票会場であった。

１１４）関司（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１１５）色部米作（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１１６）対馬嘉三郎（札幌区長、衆議院選挙立候補者）。開拓使中主典（１８７２～１８７８）を退き、開拓使官営

醸造場を払い受け、酒造業を経営して財をなした。札幌区長も務めた。

１１７）正流斎南海講演・安藤粛太郎速記『勇士山中鹿之助伝』（銀花堂、１８９８年）

１１８）対馬嘉三郎（無所属）１６８、浅羽靖（無所属）１２４、中西六三郎（立憲政友会）６６で対馬が当選した。

１１９）高野源之助（無所属）が、高橋直治（立憲政友会）を破り、北海道小樽区（定数１／立候補者３）

で当選した。

１２０）大隈英麿（憲政本党）が岩手県郡部区（定数５／立候補者８）で落選した。

１２１）徳冨蘆花（小説家、１８６８～１９２７）

１２２）徳冨蘆花『不如帰』（民友社）。１８９８～９９年『国民新聞』に連載後、民友社より１９００年刊行。１９０３年

２月には第２７版（３０銭）が出版されている。川島武男（海軍少尉）の出征と浪子の病気をめぐる家庭

小説。

１２３）１８９９年６月より北８条への校舎移転に伴う新築工事が５カ年計画で開始された。
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１２４）山田玄太郎（札幌農学校助教授：農学、１８９８年本科卒業〔１８期生〕）

１２５）札幌博物学会第１０８回月次会。原十太「人類の寿命に就ての或る事実」、山田玄太郎「苹樹の皮膚病

に就て」の講話があった。

１２６）台湾総督府へ転出。

１２７）札幌農学校文武会『文武会雑誌』第４０号（１９０３年３月７日発行）

１２８）伊崎清（予修科生徒、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）

１２９）Alfred Tennyson（詩人、１８０９～１８９２）

１３０）黒岩涙香による「霊魂不滅の説」は『六合雑誌』１９０３年２月号に、「霊魂不滅説に就て」は１９０３年

１月１５日付『万朝報』に掲載されたのち、黒岩涙香（周六）『精力主義』（隆文館、１９０４年５月初版）

に所収された。

１３１）日本ゆにてりあん弘道会発行雑誌『六合雑誌』。北海道大学附属図書館に同誌の札幌農学校蔵書が

ある。

１３２）Ernst Heinrich Häckel（思想家、１８３４～１９１９）

１３３）三並良「哲学者としてのヘッケル」（『六合雑誌』第１６７号、１９０３年３月１５日発行、９～１９頁）

１３４）秋野合名会社（南１条西１丁目、薬店）

１３５）徳冨蘆花『黒潮 第一篇』（黒潮社、１９０３年２月２７日初版）

１３６）川村敬二郎（岩手県紫波郡徳田村在住）

１３７）Ralph Waldo Emerson（思想家・詩人、１８０３～１８８２）

１３８）大関雄只（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１３９）藤井為次郎（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１４０）庁立北海道師範学校（南１条西１５丁目、１８８６年創立）

１４１）３月２７日、実業学校令の一部改正があり、札幌農学校を実業専門学校とする旨公布された。大学昇

格運動を展開している中でのことであり、学生からの不満も高まった。

１４２）岡田花園（南１条西１丁目中島遊園地甲十一号）

１４３）佐藤昌介（札幌農学校校長：農業経済学、１８８０年本科卒業〔１期生〕）

１４４）札幌青年同盟会

１４５）札幌独立基督教会（南３条西６丁目、１８９９年設立）

１４６）渡邊環（本科学生）

１４７）北海道製糖株式会社（北７条東９丁目）

１４８）小池俊三（本科学生、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）

１４９）４月６日、予修科生徒が同盟して進龍男助教授（漢学）、高杉栄次郎講師（英文学）に対して辞職

勧告書を出した。勧告理由は生徒の回想によると成績評価の厳しさからと伝わっているが、明らかと

はなっていない。札幌農学校では教官による生徒取調を行ない、４月１３日教官会議で停学処分（停学

３日２人、停学１週間６人、無期停学６０人）を決議した。その後、生徒の謹慎悔悟を認め、同月２３日

迄に全員が停学解除となった。進助教授は４月３０日付で辞職、高杉講師も６月１６日付で転出した。

１５０）大島金太郎（札幌農学校教授：農芸化学、１８９３年本科卒業〔１１期生〕）

１５１）Robert S. Ball, The story of the heavens. のことか。

１５２）新聞広告欄に掲載された火事見舞の広告。

１５３）下斗米連次郎（下斗米貞五郎の祖父、小樽区稲穂町在住）

１５４）海老名弾正『耶蘇基督伝』（警醒社、１９０３年１月２４日初版）のことか。

１５５）札幌美以教会（北１条東１丁目）

１５６）「札幌愛輪倶楽部自転車競走会」が大通西５丁目で開催された。３周～７周競走、余興競走（提灯

レース）、役員競走（裁縫レース）などが行われた。
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１５７）大通西５丁目佐野屋か。佐野屋には大島金太郎が１９０４年４月現在居住。

１５８）M.A. Ward著・住谷天来訳補『十九世紀之予言者』（警醒社、１９０３年４月４日初版）

１５９）W. Fream, Elements of agriculture : a text-book prepared under the authority of the Royal Agricultural

Society of England ., 4th ed, London : John Murray, 1892. 北海道大学附属図書館（札幌農学校文庫）に

蔵書がある。

１６０）第２１回遊戯会。遊戯会は外国人教師の提案により１８７８年から開かれている札幌農学校運動会。「第

２１回遊戯会報告（三十六年度）」（『文武会会報』第４２号、１９０４年６月、１３～１８頁）に詳しい。

１６１）D.M. Craik著・加藤眠柳（米司）訳『英国士道物語』（内外出版協会、１９０３年４月２９日初版）

１６２）文明堂（出版社、東京本郷４丁目５番地）。トルストイ著・加藤直士訳『我宗教』（文明堂、１９０３年

３月１４日発行）の注文をしたのか。

１６３）成田忠正（森林科生徒、１９０５年森林科卒業）

１６４）影山滋樹（本科学生）

１６５）札幌女子高等小学校（北１条西４丁目）、札幌女子尋常小学校（北１条西３丁目）。１９０４年には合併

し、札幌高等尋常小学校となった。

１６６）農芸科では英語が随意科目のため、農書を読解する英語力が課題であった。そのため、角館喜一郎

（農芸科生徒）は本科生の川嶋に英語教授を受けていたものと考えられる。

１６７）月寒には陸軍兵営、歩兵連隊演習場があった。

１６８）トルストイ著・加藤直士訳『我宗教』（文明堂、１９０３年３月１４日発行）

１６９）朝報社発行新聞『萬朝報』

１７０）那珂通世（東洋史学者、１８５１～１９０８）

１７１）第一高等学校生徒藤村操が１９０３年５月２２日「巌頭之感」を書き残して華厳の滝に投身自殺した。

１７２）円山麓にあった札幌温泉。

１７３）橋本健三郎（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１７４）柳川鑑藏（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１７５）吉井豊造（札幌農学校教授：農芸化学）

１７６）内村鑑三編・聖書研究社発行雑誌『聖書之研究』

１７７）第２０回開識社例会

１７８）芳賀鍬太郎（本科学生、１９０３年本科卒業〔２０期生〕）

１７９）庁立種畜場が札幌郡豊平村字真駒内にあった。

１８０）黒岩周六『天人論』（朝報社、１９０３年５月１４日初版）

１８１）札幌電燈会社（大通西２丁目７番地）

１８２）武林写真館（南３条西１丁目７番地、写真師：三島常盤）

１８３）第２１回開識社例会

１８４）川口順次郎（本科学生、１９０４年本科卒業〔２１期生〕）

１８５）北海道農事試験場（北２０条西８丁目、１９０１年設置）

１８６）１８７８年１２月５日夜、札幌郡丘珠村で炭焼業の一家をヒグマが襲った。ヒグマ等の標本を札幌農学校

博物館が所蔵していた。

１８７）清国人留学生 呉超（江蘇出身）、屠師韓（淅江出身）が入舎した。

１８８）James Russell Lowell（詩人、１８１９～１８９１）のことか。

１８９）毎年６月１５日は札幌神社の祭日。

１９０）高橋孝治（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

１９１）Allen Upward著・徳冨蘆花（健次郎）訳述『外交奇譚』（民友社、１８９８年１０月１３日初版）

１９２）佐野屋（大通西５丁目、旅館）のことか。
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１９３）桜井忠夫（本科学生）

１９４）梁田参（本科学生、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）

１９５）小川善八（予修科生徒）

１９６）有島武郎（１９０１年本科卒業〔１９期生〕）有島武郎は６月２８日～７月２日在札、父有島武に託された

農場に関する用務を帯びて来道していた。

１９７）札幌農学校本科第２０期、予修科第５期、土木工学科第４期、森林科第２期の卒業証書授与式。

１９８）高松正信（本科学生、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）

１９９）住友璋一（本科学生、１９０５年本科卒業〔２２期生〕）

２００）越前谷民治（本科学生、１９０５年本科卒業〔２２期生〕）

２０１）河村精八（農芸化学科研究生、１９０３年本科卒業〔２０期生〕）

２０２）「黒田伯銅像」（元開拓長官 黒田清隆の銅像。１９０３年８月建立、大通西８丁目）

２０３）正見病院（北１条西１丁目、院長：正見伊三郎）

２０４）松村松年『日本昆虫学』（札幌農学校学藝会蔵版、裳華房発行）のことか。初版は１８９８年１０月２６日。

１９００～１９０３年増訂３版が刊行された。

２０５）John Millais, John Gilbert, A thousand and one gems of English poetry. 1902.

２０６）石川雅望『近江県物語』（袖珍名著文庫第６巻、冨山房、１９０３年７月初版）

２０７）シェークスピア著・杉谷代水編『沙翁物語』（通俗世界文学第２編、冨山房、１９０３年３月初版）、シ

ェークスピア著・中島孤島編『沙翁物語』（通俗世界文学第６編、冨山房、１９０３年８月初版）のどちら

かであろう。

２０８）徳冨蘆花『青山白雲』（民友社、１８９８年３月２５日初版）

２０９）１８９８年１１月３日札幌基督教青年会（会長 石澤達夫）の有志が、宮部金吾教授を監督として設立し

た寄宿舎。１９０３年当時は北５条西９丁目所在。

２１０）第５回内国勧業博覧会

２１１）Richard T. Ely, Outlines of Economics. もしくは、佐藤昌介訳述『威氏経済学』（丸善商社書籍店、

１８９１年）。Richard T. Ely（１８５４～１９４３）は佐藤昌介が留学先のジョンズホプキンス大学で師事した経

済学者。

２１２）素木得一（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

２１３）石澤達夫（北海道庁殖民部拓殖課勤務、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）。岩手県出身、農学乙科（畜産）

の先輩。石澤は１８９９年５月～１９０６年４月まで青年寄宿舎に在舎。

２１４）荒川重理（農芸科生徒、１９０６年農芸科卒業）

２１５）石川金平（札幌農学校助教授：農学）

２１６）南鷹次郎（札幌農学校教授：農学、１８８１年本科卒業〔２期生〕）

２１７）鈴木武良（札幌農学校助教授：農学）

２１８）北海道製麻株式会社（北７条東１丁目１番地）

２１９）『学燈』は、第６５号（１９０２年１０月発行）にトルストイの著作年譜を掲載するなど、ロシア文学の情

報源となっていた。

２２０）宮城鐵夫（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

２２１）Tolstoi, Death of Ivan Illiwitch.

２２２）廣井勇（東京帝国大学工科大学教授、１８８１年本科卒業〔２期生〕）

２２３）Charles R. Darwin, The Origin of Species.（ダーウィン『原種論』）

２２４）維新堂（南１条西４丁目、書籍・文具商）

２２５）北海道物産陳列場（中島遊園地内）

２２６）札幌博物学会第１１１回月次会（於 動物学実験室）。高橋良直「麦類の銹病に就て」、松村松年「昆虫
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の採集旅行談」の講話があった。

２２７）大島金太郎「欧米に於ける農事研究所巡歴談」（札幌農学会第５回総会）

２２８）天長節（明治天皇誕生日、四大節の一つ）

２２９）赤松義高（農芸科生徒、１９０４年農芸科卒業）

２３０）北海道農会（北４条西７丁目）

２３１）教文館（東京市銀座４丁目３番地、出版・書店商）

２３２）正宗白鳥編『マアテルリンク物語』（通俗世界文学第７編、冨山房、１９０３年９月初版）

２３３）１９０３年１０～１１月『太陽』に連載された姉崎正治（嘲風）「清見潟の一夏」。

２３４）高山林次郎（樗牛、評論家、１８７１～１９０２）

２３５）札幌製粉株式会社（北６条西７丁目２番地）

２３６）南鷹次郎（文武会副会頭）

２３７）大島金太郎「欧米に於ける農事研究所巡歴談（続）」（札幌農学会第２２回例会）の講演があった。

２３８）同窓倶楽部（北２条西１丁目）

２３９）札幌農学校内における岩手県人会。

２４０）Francis Guénon, A treatise on milch cows. のことか。

２４１）三宅克己（水彩画家、１８７４～１９５４）

２４２）白馬会は１８９６年黒田清輝らが創設した美術団体。三宅克己は１８９９年１０月第４回白馬会展に水彩画を

出品している。水彩画は明治３０年代後半から流行し、三宅克己は水彩画普及の第一人者。

２４３）佐々木和策（宮内省御料局技師）

２４４）札幌博物学会第１１２回月次会（於 経済学講堂）。大島金太郎「浅草海苔の成分に就て」、宮部金吾「デ、

ブリース氏種類原始論に就て」、河野常吉「チヤシ（砦）及チヤシコツ（砦跡）に就て」の講話があっ

た。

２４５）槇段（獣医蹄鉄工、１８８９年農芸科卒業）

２４６）安藤義喬（北海道庁勤務、１８９９年本科卒業〔１７期生〕）。学生時代は安東幾三郎（義喬）。

２４７）農友会は札幌農学校農芸科（旧農芸伝習科）卒業生・生徒等の同窓組織。農友会海外視察談会を開

催し、槇鍛「米国畜産業観」、安藤義喬「濠米視察団」の演説があった。『同窓農友会々報』第３５号（同

窓農友会、１９０４年１月３１日発行、１～４、８～１０頁）に詳しい。

２４８）Tolstoi, Master and Man.（トルストイ『主人と下男』の英訳）

２４９）服制が改正となり、本科生は角帽着用、徽章装着などが定められた（４月１日施行）。

２５０）大東興之助（予修科生徒、１９０８年東北帝国大学農科大学卒業）。後に巻淵と改姓。

２５１）高岡直吉（北海道庁殖民部長、１８８２年本科卒業〔３期生〕）。札幌農学会第２３回例会で高岡直吉「濠

洲ノ産業ニ就テ」の講演があった。

２５２）正岡子規（１８６７～１９０２）による随筆「墨汁一滴」（『日本』１９０１年１月～７月連載）、「病牀六尺」（『日

本』１９０２年５月～９月連載）のことか。

２５３）河野広中（第１０代衆議院議長）が、１９０３年１２月１０日、第１９回帝国議会衆議院開院式勅語に対する奉

答文で、先例をやぶり、対露強硬の立場から桂太郎内閣を弾劾する内容を朗読し、衆議院は翌１１日解

散となった。連日、新聞は河野議長や各政党の動向を報道した。

２５４）勧工場（各種店舗・遊戯場が備わった市場）は、第一勧工場（南２条西３丁目）のほか、狸小路に

数軒あった。

２５５）徳冨健次郎（蘆花）『思出の記』（民友社、１９０１年５月１５日初版）。「おもひ出の記」は『国民新聞』

１９００年９月２３日～１９０１年３月２１日に連載された。

２５６）若松賤子訳『忘れかた美』（博文館、１９０３年４月１日初版）

２５７）新渡戸稲造（遠友夜学校初代校長、１８８１年本科卒業〔２期生〕）
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２５８）札幌麦酒株式会社（北２条東４丁目）

２５９）宮川己作（札幌独立基督教会牧師）

２６０）川嶋一郎は１８９６年９月～１８９８年３月早稲田中学校（１８９６年４月設立）に在学。当時、教頭が坪内雄

蔵（逍遙）だった。

２６１）松村介石（宗教家、１８５９～１９３９）、内村鑑三（宗教家、１８６１～１９３０）。内村は１８８１年本科卒業〔２期

生〕、松村介石は松村松年（教授、１３期生）の実兄。

２６２）國分兵吉（郷里二戸出身の友人）。仙台・東京遊学の際、下宿に同宿したこともある仲。

２６３）藤村操

２６４）石黒春秋（小島正治）

２６５）札幌美以教会で行われていた聖書研究会。札幌美以教会青年組合員には、札幌農学校生が多く在籍

し、日曜学校教師も務めていた。

２６６）新約聖書はキリストが処刑前日にエルサレムの Gethsemane（オリーブ山の麓）で祈祷したと伝え

る。

２６７）工藤敏雄（元本科生）、１９０３年９月２４日渡米のため離札。

２６８）内藤半兵衛

２６９）黒澤繁一

２７０）川村敬二郎（後に仁左衛門、岩手県紫波郡徳田村在住）。川嶋一郎とは東京遊学以来の友人。

２７１）坪内雄蔵『文学叢書 英文学史』（東京専門学校出版部、１９０１年６月２日発行）。札幌農学校文庫（北

海道大学附属図書館貴重資料室）に蔵書がある。

２７２）関貞次（岩手県二戸郡浄法寺在住）

２７３）佐瀬誼雄（本科学生、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）、岩手県出身

２７４）伊藤廣幾（北海道農会副会長、１８９３年本科卒業〔１１期生〕）。岩手県出身。１９０４年１月、米作起業の

計画のため、同志４名と共にシャムへ渡航した。

２７５）泉鏡花（小説家、１８７３～１９３９）

２７６）黒澤繁孝

２７７）姉崎正治（宗教学者、１８７３～１９４９）。

２７８）森源三（札幌農学校校長１８８１．２～１８８６．１２）。森源三の古希記念として、１９０３年１０月卒業生有志２５名

が「森翁肖像費寄附金」を募り、油彩肖像画を作製し（製作費９２円）、図書館に寄贈した。肖像画は図

書館閲覧室に掲げられた。

２７９）小笠原豊涯。来札した小笠原による談話が『北海タイムス』（１９０３年９月１日付、９月２日付、各

３面）に「肖像画に就て」と題して掲載されている。なお、小笠原は札幌農学校に以前在学していた

という（「森源三翁の肖像」『文武会会報』第４３号、１９０４年７月、１５～１６頁）。

２８０）Tolstoi, The First Distiller .

２８１）新約聖書（ヨハネ福音書１１章）は病死した Lazarusがキリストにより蘇生したと伝える。

２８２）文武会は遊戯会（体育系団体）と学藝会（文系団体）が１９０１年９月２１日合併して創設された団体。

２８３）中島泰蔵（札幌農学校講師：英語、倫理学）。コロラド大学で１８９３年学士号（Bachelor of Philosophy）

を、１９０１年博士号（Doctor of Philosophy）を取得している。

２８４）Ernst Häckel, The evolution of man : a popular exposition of the principal points of human ontogeny

and phylogeny., New York, D. Appleton, 1886. 札幌農学校文庫（北海道大学附属図書館貴重資料室）に

蔵書がある。

２８５）神田佐一郎「ヨセフの子耶蘇基督」（『六合雑誌』第２７６号、１９０３年１２月１５日発行、５５～６７頁）

２８６）東海林力蔵（札幌農学校助教授：農学、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）

２８７）繁野天来（政璃）編『ダンテ神曲物語』（通俗世界文学第１０編、冨山房、１９０３年１２月２４日初版）
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２８８）姉崎正治（嘲風）『復活の曙光』（有朋館、１９０４年１月１日初版）

２８９）Ralph Waldo Emerson（詩人・哲学者、１８０３～１８８２）

２９０）桂宗左（農芸科生徒、陸軍歩兵少尉）。「陸軍歩兵少尉桂君を送る」（『文武会会報』第４２号、１９０４年

６月、４４～４５頁）、「桂少尉の送別会」（『同窓農友会々報』第３６号、１９０４年８月２０日発行、４０頁）に詳

しい。

２９１）渡邊環（本科学生、陸軍歩兵少尉）

２９２）信伊奈写真館（南１条西３丁目、写真師：信伊奈亮正）

２９３）田中義麿（予修科生徒、陸軍歩兵軍曹）。同級生による壮行会が同窓会倶楽部で開かれた。

２９４）札幌博物学会第１１４回月次会（於 経済学講堂）。松村松年「昆虫の異形変態に就て」、橋本左五郎「納

豆のバクテリヤに就て」の講話があった。

２９５）当時流行した寄席の踊り。

２９６）松村松年教授の理学博士取得（１９０３年１２月２６日付東京帝国大学、学位論文「日本産浮塵子科の研究

（Monographie der Jassinen Japans.）」）を祝して、本科生主催で祝賀会が同窓会倶楽部で開催された。

「松村教授博士祝賀会」（『文武会会報』第４２号、１９０４年６月、３７～３８頁）に詳しい。

２９７）尾泉式伸縮自在鍬。「尾泉教授の発明」（『文武会会報』第４３号、１９０４年７月、１７頁）、尾泉良太郎「日

本農具の主要なる鍬改良に就て」（『北海道教育雑誌』第１３５号、１９０４年、５～９頁）に詳しい。

２９８）Ioan Demitrovich Kasatkin Nikolai（ロシア正教会最初の来日宣教師、１８３６～１９１２）

２９９）松浦多気志郎（武四郎）『天鹽日誌』

３００）バルネット著・若松賤子訳『小公子』（博文館、１８９７年１月初版）

３０１）帝国図書館（東京市下谷区上野公園内西四軒寺跡）。蔵書は現在、国立国会図書館が所蔵。

３０２）桑山茂（農芸科生徒）

３０３）社説「基督教と非戦論」（『六合雑誌』第２７８号、１９０４年２月１５日発行、１～５頁）

３０４）松浦竹四郎（武四郎）『十勝日誌』は、博文館編輯局校訂『校訂紀行文集』（続帝国文庫第２４編、博

文館、１９００年）にも所収されている。

３０５）当時、トルストイ『戦争と平和』は日本語翻訳本が未刊であったため、川嶋一郎は英訳本War and

Peace.を読んでいた。

３０６）外報「予は如何なる社会主義者なる乎 紐育に於て 金子喜一」（『六合雑誌』第２７８号、１９０４年２

月１５日発行、６９～７３頁）。某氏とはWilliam Jennings Bryan（政治家、１８６０～１９２５）

３０７）青葉萬六（札幌農学校講師：物理学、数学）

３０８）加藤泰治「欧米ニ於ケル牧畜業」、佐藤昌介「戦争ト農業者ノ覚悟」（札幌農学会第６回総会）。

３０９）北鳴新報社（大通西４丁目１番地）発行新聞『北鳴新報』

３１０）飯田雄太郎（札幌農学校講師：画学）

３１１）文武会遊戯部（部長 松村松年、幹事主任 素木得一）による茨戸遠足。「雪中茨戸遠足記」（『文

武会会報』第４２号、１９０４年６月、１１～１３頁）に詳しい。

３１２）『通俗世界文学』全集（冨山房、１９０３年２月～）。川嶋一郎は、第３編『イリアッド物語』、第７編

『マアテルリンク物語』、第１０編『ダンテ神曲物語』などを購入していた。

３１３）遠友夜学校女子生徒の修養会。

３１４）Pharisees（パリサイ派）、モーゼ戒律の遵守を主張するユダヤ教の一派。

３１５）文武会柔道部、撃剣部の稽古始。

３１６）Georg Wilhelm Friedrich Hegel（哲学者、１７７０～１８３１）

３１７）ドイツ語の自由「frei」のことか。

３１８）『時代思潮』は横井時雄、姉崎正治が主筆となり１９０４年２月に創刊した総合雑誌。

３１９）姉崎正治「ロシヤの国情とトルストイ」（『時代思潮』第２号、１９０４年３月５日発行、２１～２６頁）
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３２０）臘乾（ラカン、塩漬けの豚モモ肉を薫製したもの）

３２１）海老名弾正『基督教本義』（日高有隣堂、１９０３年初版）

３２２）森廣（太平洋貿易会社副社長、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）

３２３）藤田昌「農産品取引ノ急務及ビ其実例」（札幌農学会第２４回例会）

３２４）１９０４年４月１日より学生生徒の制帽が改正された。本科は「菱形ニシテ黒色ノ前庇ヲ附シ帽ノ両側

ニ径五分ノ錬釦ヲ著ケ又帽ノ周囲ニ幅九分ノ黒紐一条ヲ纏フ」と円形から菱形になった。一方、予修

科は円形のままであった（『札幌農学校一覧』及び「制帽の改正」『文武会会報』第４２号、１９０４年６月、

２９頁）。

３２５）横山篤次郎（南２条西２丁目、歯科医）

３２６）神と人との間を仲介する存在。

３２７）秋山定輔（『二六新報』主筆・政治家、１８６８～１９５０）が、２月２６日付『二六新報』の内閣弾劾問題

を論じた社説で、露探（ロシアのスパイ）疑惑をかけられ、衆議院議員辞職に追い込まれた。

３２８）農芸科第１５期卒業証書授与式（於 農業経済学講堂）、第１５期生１９名（総代 角館喜一郎）が卒業し

た。

３２９）尾崎紅葉（小説家、１８６７～１９０３）

３３０）北海道庁農事講習所（北１条西１９丁目）

３３１）３月３１日農芸科卒業の角館喜一郎の離札日。

３３２）マリ・バシュキルツェフMarie Bashkirtseff（画家、１８５８～１８８４）

３３３）東郷實「大和民族の将来」、池田競「維新の理想」、佐藤昌介「戦時及び戦後の経済に就て」（文武

会学藝部公開講話会、於 経済学第三講義室）。「公開講話会」（『文武会会報』第４３号、１９０４年７月、

３～５頁）に詳しい。

３３４）Tolstoi, Dominion of Darkness.

３３５）Ivan S. Turgenev（小説家、１８１８～１８８３）

３３６）キバナノアマナ（Gagea lutea）か。現在もキャンパス内に群生して４月～５月に咲く。

３３７）札幌博物学会第１１５回月次会。宮部金吾「千島占守島の植物に就て」、藤田昌「麦酒中の炭酸に就て」

の講話があった。

３３８）伊藤七郎

３３９）元第七師団練兵場（大通西１０丁目）

３４０）文武会野球部による野球試合（予修科１年級対本科１年級）。２０対２２で本科が勝った。

３４１）岡山県、福島県高等女学校女子生徒が裸体で体重等の検査されたことが問題となり、「女学生裸体

事件」として新聞・雑誌の報道が加熱した。文部省普通学務局による調査の結果、岡山県高等女学校

長は免職となった。

３４２）岡本半次郎（本科学生、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）

３４３）文武会野球部による野球試合（本科３年級対農芸科３年級）。３７対１１で本科が勝った。

３４４）笹川臨風「露国の画伯ヴェレスチャギンの死」（１９０４年５月１日付『読売新聞』）

３４５）Thomas Carlyle, Sartor resartus .（トマス・カーライル『衣服哲学』）

３４６）文武会学藝部例会にて、中村精一「シーザーの葬式に際してマーク、アントニーの演説に擬す」、

逢坂信�「『サァタャ、レサァタス』を紹介す」の演説があった。「新入会員歓迎会及び第一例会」（『文
武会会報』第４３号、１９０４年７月、５～６頁）に詳しい。

３４７）三吉神社（南１条西８丁目）

３４８）文武会野球部による第１回札幌各学校連合野球試合。札幌農学校６選手、札幌中学校５選手、北海

道師範学校５選手、北海英語学校中学部２選手混合の赤白二組による試合。赤組１４対白組７で赤組が

勝った。
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３４９）「観桜会」（『文武会会報』第４２号、１９０４年６月、４０頁）に詳しい。

３５０）第２２回遊戯会。「第二十二回遊戯会報告」（『文武会会報』第４３号、１９０４年７月、６～１１頁）に詳しい。

３５１）朝倉金彦（予修科生徒、１９０９年東北帝国大学農科大学卒業）

３５２）私立北海英語学校中等部の生徒

３５３）札幌興農園（南２条西１丁目）。園長小川二郎（１８９３年本科卒業〔１１期生〕）のもと、種苗生産、輸

入販売や農具販売など幅広く行なっていた。

３５４）伊藤廣幾「暹羅探検談」（札幌農学会第２５回例会）。「暹羅国視察談」（『同窓農友会々報』第３６号〔１９０４

年８月２０日発行、１～１０頁〕、同第３７号〔１９０４年１２月３１日発行、１３～１６頁〕）に詳しい。

３５５）安部磯雄（キリスト教社会主義・教育者、１８６５～１９４９）。１９００年社会主義協会会長に就任、『六合雑

誌』に多数の社会主義論を発表した。

３５６）社説「理想的恋愛」（『六合雑誌』第１８１号、１９０４年５月１５日発行、１～８頁）

３５７）飯田恪郎（土木工学科生徒）のことか。

３５８）札幌博物学会第１１６回月次会（於 経済学講堂）。高橋良直「笹の病害に就て」、原十太「ダルビシャー

氏本邦産コマネヅミと欧州産ハツカネヅミとの交配に関する研究に就て」の講話があった。

３５９）永山武四郎（第２代北海道庁長官・第七師団長）、１９０４年５月２７日死去。

３６０）Tolstoi, Tales from Tolstoy. などか。

３６１）摂氏２３．８～２４．４度。

３６２）胴乱（どうらん、植物採集に用いる携帯用容器）

３６３）１８７１年北７条西８丁目辺に開拓使が設置した公園。

３６４）渡邊環（本科学生、陸軍歩兵少尉）のため同級生による壮行会が偕楽園で開かれた。「渡邊環君壮

行会」（『文武会会報』第４３号、１９０４年７月、２３頁）に詳しい。なお、渡邊環は１９０５年１月２５日黒溝台

にて戦没した。

３６５）黒澤信良（北海道庁技師農事試験場勤務、１８９４年農学科卒業〔１２期生〕）

３６６）札幌農学校では、「実科規程」により、本科２年級を修得した者には、農業甲科（農学）、農業乙科

（畜産）、農芸化学、農業経済学、植物病理学、農用動物学から１学科を選択させ、実験・演習・実習

方式の専攻研究を行なった。

３６７）宮部金吾教授は教務部長、本科主任であった。

３６８）北海道畜産協会が６月１４日～１６日、中島遊園地で畜産共進会を開催した。馬５０余頭、牛３０余頭、豚・

兎各１０頭、鶏２０余羽が出品された。

３６９）足助素一の森林科卒業が翌月に迫っていたため送別会食を行なった。

３７０）John Stuart Mill（経済学者、１８０６～１８７３）

３７１）黄金井解三（本科学生、１９０４年本科卒業〔２１期生〕）

３７２）Arthur May Knapp述・神田佐一郎訳『ユニテリアンの教義』（日本ユニテリアン弘道会、１８９５年）

のことか。

３７３）小林直三郎（旭川在住酪農家）

３７４）藤野上川牧場（旭川町字近文五線一号）。牛乳生産のほか、輸入牛の種付け、牛馬放牧預かりなど

幅広く事業を行なっていた大牧場。第七師団御用達でもあった。

３７５）佐藤陽太郎（本科学生、１９０７年本科卒業〔２４期生〕）

３７６）本科第２１期、予修科第６期、土木工学科第５期、森林科第３期卒業証書授与式（於 図書館）。

３７７）園田安賢（北海道庁長官）

３７８）武林写真館

３７９）森林科卒業後、足助素一は山梨県庁技師に就職した。

３８０）入学式・始業式（於 体操場）。佐藤昌介（校長）、南鷹次郎（生徒監部部長・教務部長代理）、原十
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太（図書館長）、尾泉良太郎（農芸科主任）より訓示があった。

３８１）石橋三郎治著『牛乳ト衛生』（裳華房、１９００年発行）。札幌農学校学藝会蔵版として、１８９８年から札

幌農学校卒業生の著作が裳華房（東京市日本橋区）から出版された。石橋は１８９８年本科卒業〔１６期生〕。

３８２）東京蚕業講習所。当時、農商務商所管の講習所が東京・京都にあった。

３８３）川嶋一郎は、江刺家昴、柳川鑑蔵と共に農業乙科を専攻し、橋本左五郎教授の指導を受けた。

３８４）ゲルベル（Gerber）法による牛乳脂肪測定計器。

３８５）原十太教授（動物学）が学習院教授として転出するにあたり、送別会が催され、１００名余の生徒が

集まった。「恩師原教授送別会」（『文武会会報』第４４号、１９０５年１月、２１頁）に詳しい。

３８６）中村精一（本科学生、１９０５年本科卒業〔２２期生〕）。

３８７）佐藤政次郎（牧畜業、１９０１年本科卒業〔１９期生〕）。岩手県出身。同年、朝鮮総督府技手（水原統監

府模範勧業場）に転職。

３８８）本科３年級の昆虫学修学旅行が、松村松年教授引率により、９月２０日～２１日行われた。「本級第３

年級学生昆虫修学旅行」（『文武会会報』第４４号、１９０５年１月、１５～１６頁）に詳しい。

３８９）平民社訳『トルストイの日露戦争論』（文明社・信陽社、１９０４年９月１２日初版）

３９０）現在の札幌市南区川沿辺り。

３９１）小岩井農場（岩手県岩手郡雫石町、１８９１年創業）。当時、種畜の生産供給事業を推進していた。

３９２）Tolstoi, Sevastopol .

３９３）河野孝太（本科学生、１９０６年本科卒業〔２３期生〕）

３９４）高村廣作（森林科生徒、１９０９年森林科卒業）

３９５）南鷹次郎は山田勝伴（北海道庁技手、１９０４年本科卒業〔２１期生〕）に娘を嫁がせた。

３９６）橋本銀次郎（元本科学生）１９０５年１０月８日死去。

３９７）文武会柔道部大会、撃剣部大会が開催された。

３９８）丘淺治郎『進化論講話』（開成館）。１９０４年１月初版発行後、同年１０月で第４版を数えるほどのベス

トセラー。札幌農学校文庫（北海道大学附属図書館貴重資料室）にも蔵書がある。

３９９）北辰病院（院長：関場不二彦）

４００）八田三郎（札幌農学校教授：動物学）

４０１）札幌博物学会第１１７回月次会。松村松年「熊本県五家庄の昆虫採集談」、八田三郎「日本産ヤツメウ

ナギの話」の講話があった。

４０２）札幌農学校農場連合農産品評会（於 体操場）。各農場から生産物の米、麦、大豆、小豆、蔬菜、特

用作物３，２００余種が出品され、審査委員長 南鷹次郎からは品種改良の一定、病害予防についてコメン

トがあった。

４０３）「学生生徒乗馬実習規程」（１９０４年１０月決定）により、農学科乙科専修者には乗馬実習が課された。

４０４）札幌博物学会第１１８回月次会。三宅勉「桑樹枝條枯死の原因に就て」、河野常吉「樺太漁業の沿革」

の講話があった。

４０５）札幌農学校基督教青年会

４０６）札幌美以教会

４０７）商店街（創成川西側で南２条、南３条との間の小路）。丸キ（南２条西４丁目、蕎麦・料理店）な

ど、飲食店が多かった。
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月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１ １ ２１ ３０ ０

１ ５
畜産汎論
農甲器具学 二部

７０ ０富貴堂

１ ８
太陽
少年世界 二部

４０ ０仝

１ ８ 口覆へ 一ケ ３５ ０薬店
１ １１ 切手 三枚 ９ ０
１ １１ 為替 ３ ００ ０小島氏へ
１ １１ 硯、朱墨 １０ ０振進堂
１ １１ トルストイ ２５ ０仝
１ １２ 食費及雑費 ６ ９０ ９
１ １４ 薬代 ２５ ０病院
１ １６ 薬代 ２０ ０仝
１ １６ 級会費 １５ ０宮城君
１ １６ 仝安藤氏へ貸 １５ ０仝

１ １７ 大工殿へ手金として ５０ ０
〔物〕

額ぶち壱円ノ者注文

１ １９ 歯磨粉 ６ ０勧工場
１ ２１ 切手三枚 ９ ０郵便局
１ ２１ 為替 ３ ５０ ０丸善へ
１ ２２ 論理学 ３５ ０治自堂
１ ２３ クツシタ ４５ ０南部屋
１ ２３ 鉛筆 ２０ ０振進堂

１ ２４
福田氏の送別会費及其
の他

４０ ０河内氏

１ ２６ 額縁代残金 ５０ ０大工殿へ
１ ２８ 処世要訣 ２６ ０富貴堂
１ ２８ 画学紙、使へ紙 ７ ５南二条の紙屋へ
１ ２９ １ ００ ０逢坂氏へ貸
１ ３０ うもれ木、作文書 ４３ ０富貴堂

１ ２８
［河内］

高地氏よりの返金 ４０ ０ 河内氏より

１ ３０ 二月分の学費 １５ ００ ０ 父上より
１ ３０ 教育上の常識 ２５ ０富貴堂
１ ３１ 遠友夜学校よりの報酬 １ ５０ ０ 河内氏より

２月 １７ ５９ ６
２ ４ 学生訓 ２３ ０富貴堂
２ ５ 食費 ９ ３８ ３会計へ
２ ６ 少年世界 １０ ０〃
２ ６ ホヤ一個 ５ ０〃
２ ９ 理髪料 １７ ０〃

〔附録１〕明治三十六年金銭出納録

当用日記〔附録〕

―１１５―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

２ １１ 少年世界 １０ ０〃
２ １４ 授業料 ４ ００ ０ 父上ヨリ
２ １４ シャボン ４８ ０南部屋
２ １７ 月謝 ６ ００ ０
２ １８ 文例 一冊 １５ ０
２ １９ 歯磨粉 ６ ０勧工場
２ ２２ 薬価 ４８ ０北辰病院
２ ２４ 薬価 ３９ ０仝
２ ２６ 仝 ２５ ０仝

２ ２６
ペン十二、ノート、イ
ンキ、ガム

２３ ０振進堂

２ ２７ 斉藤様へ貸 ２ ００ ０
２ ２７ 夜学校よりの報酬 ２ ００ ０
２ ２７ 逢坂氏より返金 １ ００ ０
２ ２８ 三月分学費 １５ ００ ０
２ ２８ 薬価 ３９ ０北辰病院

３月
３ １ 洗濯代 ２４ ０
３ ２ 薬価 ３９ ０病院
３ ２ 理髪代 １７ ０鶴岡
３ ３ 修辞学、ざんげ ５４ ０富貴堂
３ ５ 食費及舎費 ８ ００ ３会計
３ ５ 文武会々費 ８０ ０仝
３ ５ 薬価 ３９ ０病院
３ ８ ケント紙 二枚 １２ ０岡田店
３ ８ 売薬 １０ ０○一
３ １０ 塩酸加里 ２３ ０○一 一ポンド
３ １０ 少年世界 １０ ０富貴堂
３ １２ 失楽園 ２０ ０仝
３ １３ 足助氏へ貸ス ３ ００ ０
３ １８ 沙翁物語 ２０ ０富貴堂
３ ２１ 足助氏ヨリ一部返金 ２ ００ ０
３ ２１ ハミガキ代 ６ ０勧工場
３ ２３ 級会費 １０ ０
３ ２３ 安部、逢坂、竹田へ貸 ３０ ０
３ ２３ 大光寺氏の見舞 １０ ０
３ ２４ 黒潮 ４０ ０
３ ２４ 吸入器 一個 １ ５０ ０
３ ２４ アルコール 一ポンド ４０ ０

３ ２５
［安］

阿部氏より返金 １０ ０

３ ２６ 理髪代 １７ ０
３ ２６ 石川君送別会費 ２０ ０

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―１１６―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

４月分
３ ３１ 四月分学費 １５ ００ ０
４ １ 夜学校ヨリ報酬 ２ ００ ０
４ ４ 円山温泉の中食及菓子代 ６０ ０
４ ４ 植木鉢代 ７ ０
４ ６ 林檎代 １２ ０
４ ７ ノートブック、洋ケー紙 ２５ ５振進堂
４

８
植物営養
少年世界

４５ ０
［富］

福貴堂
４
４ ９ 舎費及食費 ８ ３０ ４会計
４ １３ 歯磨代 ６ ０勧工場
４ １５ 星学 ３５ ０振進堂

４ １６ 農業本論 １ ４５ ０
［富］

福貴堂

４ １６ アルコール ３８ ０○一
４ １７ 竹田氏ヘ貸ス １ ００ ０
４ １８ 理髪代 １７ ０
４ １９ リンコルン会会費 ２５ ０
４ ２２ 足助氏ヨリ残金反金 １ ００ ０
４ ２５ 葉書代 ７ ５
４ ２６ 十九世紀ノヨ言者 ７３ ０
４ ２７ 卵子代 ２０ ０
４ ２９ 竹田氏ヨリ返金 １ ００ ０

５月分
５ ２ 洗濯代 ３１ ０
５ ６ 五月分学費 １８ ００ ０
５ ６ シャボン代 ４０ ０

５ ６
イリアット物語
士道物語

５３ ０

５ ６ 文明堂へ為替及切手 ９１ ０
５ ７ 四月分食費 ８ ２２ ６
５ ７ 月謝及舎費 ７ ４０ ０
５ ９ 逢坂氏ヘ貸ス ５０ ０
５ １０ 竹田氏ヘ貸ス ５０ ０
５ １１ 歯磨粉代 ６ ０
５ １１ 草履代 ２４ ０
５ ９ 玉子代 ２０ ０大光寺氏へ
５ １２ 逢坂氏ヨリ返金 ６０ ０
５ １４ アルコール ３７ ０
５ １４ 理髪代 １７ ５
５ １６ 竹田氏より返金 ５０ ０
５ ２３ 夜学校ノ会費 １５ ０
５ ２５ 竹田氏ヘ借ス ２０ ０

当用日記〔附録〕

―１１７―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

５ ２６ 天人論 ２８ ０

５ ２６
［繕］

傘の修膳料 １５ ０

５ ２７ 竹田氏より返金 ２０ ０
５ ２８ 池田氏へ ２０ ０
５ ３０ 送別会費、逢坂氏分も ３０ ０

６月
６ １ 切手代 ６ ０
６ ２ 六月分学費金 １５ ００ ０
６ ３ 夜学校報酬 ２ ００ ０
６ ３ 池田氏より返金 ２０ ０
６ ５ 夜学校報酬 ２ ００ ０
６ ５ ハミガキ ６ ０
６ ５ 青年界 ２０ ０
６ ５ 帽子トズボン下 ２ １５ ５
６ 逢坂氏ニ ２０ ０
６ 理髪代 １７ ５

６
本科のチャンピヨンの
滋養費

３ ０

６ １１ ホヤ代 ５ ０
６ １２ 歓迎会々費 ５ ０
６ １２ 舎費及食費 ８ ５６ ７
６ １５ 逢坂氏ヘ ２０ ０
６ １５ 競馬見料 ５ ０
６ ２０ 靴代 １ ６５ ０
６ ２２ 逢坂氏より ３５ ０
６ ２２ 送別会費 ３０ ０
６ ２３ 藤村君建碑ヘ寄贈ス ２０ ０芳賀君へ
６ ２６ 脚胖と足袋 ７５ ０
６ ２６ パン代 １４ ０

９月
９ ９ 湯銭 ３ ０
９ １０ 英和字典 １ ２０ ０富貴堂
９ １０ ノートブック四、インキ一 ６ ０〃
９ １０ ホヤ ６ ０
９ １２ 薬代 ３０ ０正見病院
９ １４ 昆虫学 １ ７０ ０
９ １０ 牛乳代 １ ８ ０学校へ
９ １１ 寄宿舎会計ヨリ返金 ６ ０

９ １６
梨子代 七斤、小池氏
への見舞い共

２２ ０

９ １８ 沙翁物語 ２０ ０
９ １８ 林檎代 １２ ０

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―１１８―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

９ １８ 湯銭 ２ ５
９ ２２ ローウェル代、工藤氏へ １ ００ ０
９ ２１ 第一学期月謝 ７ ００ ０
９ ２３ 米国学生気質 ２３ ０
９ ２０ わらじ代 ３ ０

未 ９ ２７ わらじ代 ２ ５渡辺氏へ
９ ２７ 小樽ニて夜食代 １２ ０
９ 工藤氏送別会費 １５ ０末光氏へ
９ ２８ 理髪代 １７ ０
９ ２８ 林檎代 １５ ０
９ ３０ 河内氏より受取る ２ ５０ ０

１０月
１０ ２ 湯銭代 ２ ５
１０ ３ 食料 （５ ５０ ０）九月分に勘定す
１０ ４ 十月分学費 １５ ００ ０
１０ ６ 草履代 １９ ０
１０ ７ ポリテカルエコノミー ３ ９ ０
１０ ８ 綴方教授、レタライター １ ００ ０
１０ ８ インキ代 ５ ０
１０ ８ 有田海産植物 １ ２０ ０
１０ ９ 牛乳代 ７２ ０
１０１０ 夜学校報酬 １ ３０ ０
１０１１ ビン １０ ０
１０１１ シャツ １ １５ ０
１０１１ ツボン下 １ ２０ ０
１０１１ 葉書 ６ ０
１０１１ 食パン ６ ０
１０１３ 銭函マンヂュー ２０ ０

１０１６
［軒］

風流志道転伝 ２０ ０

１０１６ 図書館ノ見料 １ ０
１０１８ 石狩ノ宿料 ４５ ０
１０１８ 汽車賃 １３ ０
１０１９ わらじ代 ２ ５
１０２０ わらじ 三人分 １０ ５
１０１５ 紙代 １０ ０
１０１５ 足袋代、白布代 ４４ ５
１０２３ 理髪代 １７ ０
１０２３ はをりひも代 ４９ ０
１０２３ はんけつ ２０ ５
１０２４ 洋服ノ手金 １０ ００ ０丸井へ
１０２４ 黴菌学 ３３ ０振進堂
１０２４ ペン １０ ０ 々

当用日記〔附録〕

―１１９―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１０３０ 牛乳代 １ ８ ０角館氏へ托し

１０ 不明
安東君よりわらじ立か
への返金

２ ５

１０３０ 教育図書館見料 １ ０
１０３１ アルコール代 ３８ ０一の薬店

１１月分

１１ ２
大光寺氏ニ洋服洗濯代
の借

１３ ０

１１ ３ 子規随筆 ６０ ０富貴堂
１１ ３ 塩酸加里 ２４ ０○一薬店
１１ ６ 十一月分学費 １５ ００ ０
１１ ６ 十月分食費 ７ ５０ ０宿ヘ払フ
１１ ７ 時計修繕代 ５０ ０丸井の隣の時計店
１１ ７ マーテルリインク物語 ２０ ０振進堂
１１ ５ 葉書と切手 ９ ０
１１ ９ 足駄代 ２１ ５丸亀の向ふの下駄屋ニ
１１ ９ 洋服残金 ３ ９０ ０丸井へ
１１１０ 教育図書館 １ ０
１１１３ 父上ヨリ入金 ５ ００ ０
１１１３ 教文館ヘ注文ノ書籍代 ６ ７０ ０平和及戦争 他二冊
１１１３ 為替代及切手 ９ ０
１１１４ �水倶楽部代 ５ ０
１１１５ リンコルン会費 ２０ ０
１１１５ ズボンズリ １ １０ ０
１１１５ 夜学校報酬 １ ５０ ０
１１１９ 洋服代 １５ ００ ０

１１１９ 丸善へ為替 ５ ３０ ０

〔プ〕

トルストーイのブレース
及びチンシルキーカウス

１１１９ 為替代及切手 ９ ０
１１２０ 理髪代 １７ ０鶴岡

１１２０
ヲバシュー、エンド、
シュー ヲイル

１ ８１ ０南部屋

１１２０
画帖、プロチングペー
パー

４８ ５富貴堂

１１２０ 世界お伽噺し １４ ０
１１２０ 歯磨 ６ ０

１１２２ 美濃紙代 １０ ０
〔貼〕

夜学校の障子張ニ用ふ

１１２２ ワットマン巻紙 ５３ ０
１１２２ 画学紙、ボール ２２ ５
１１２２ 牛乳のどびん茶碗 ２５ ５

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―１２０―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１１２５
池田氏より夜学校報酬
として

５０ ０

１１２９ 銭湯 １０ ０
１１ 不明 角館氏へ返金 ５ ０実ハ一日

１２月出納
１２ ２ 牛乳代 １４ ４百石ノ田中
１２ ４ 襟章代 ２ ０高橋氏へ
１２ ７ 十二月分学費 １５ ００ ０
１２ ７ 下宿屋食費 ８ ４９ ０十一月分
１２ ７ インキ代 １２ ０
１２ ７ ゴールトスミス荒村行 １７ ０
１２ ８ 藤井氏ヘ貸ス １ ５０ ０
１２ ９ ランプのホヤ二個 １０ ０
１２１１ 日記代 ３５ ０
１２１８ 藤井氏より返金 １ ５０ ０
１２１８ 歯磨及掛け釘 ９ ４

１２１８
米国遊学案内
フロム、ユスタンシー

５９ ０

１２２０ 山家集 ２０ ０
１２２２ 教育図書館 １ ０
１２２２ アルコール ４０ ０○一
１２２８ パン代 ２０ ０
１２２５ 十二月分食費 ９ ００ ０
１２３０ 書籍二冊代 ４０ ０
１２３１ 牛乳代 １ ７ ０
１２３１ 角館氏より借る ２０ ０

月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１ ２ 一月分学費 １５ ００ ０
１ ２ 葉書三十枚、切手五枚代 ６０ ０
１ ２ 角館氏ニ返済 ２０ ０
１ ５ 湯札代 １０ ０
１ ６ 下駄一足代 １６ ０

１ ６
太陽、天地有情、子孫
繁昌ノ話

８５ ０富貴堂

１ ６
夜学校ノ為メ計数器ト
カヲ購フ故補助トシテ

１ ００ ０角館氏ヘ

１ ８ ノートブック三冊 ４８ ０
１ ９ カフスボタンとくつひも ７９ ０丸井

〔附録２〕明治三十七年金銭出納録

当用日記〔附録〕

―１２１―



月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１ １２ 級会費 ２０ ０
１ １４ 理髪代 １７ ０
１ １４ ハミガキ代 ６ ０
１ ２２ ハガキ代 ６ ０
１ ２３ 教育会図書館見料 １ ０

１ ２９

［復］

複活ノ曙光ト、ダンテ
物語

９５ ０富貴堂

１ ２９ シヤボン二 クツシタ二 １ ２０ ０？南部屋
１ ３１ 湯銭 ２ ５

２月分
２ ２ 二月分学費 １５ ００ ０
２ １ 角館氏ニ貸ス １ ００ ０
２ ２ 一月分食費 ９ ４０ ０
２ ２ 洗濯代 ３３ ０
２ ２ 牛乳代 １ ８ ０
２ ３ 松村氏祝賀会費 ３０ ０
２ ３ 一学期文武会費 ４０ ０
２ ５ 理髪代 １５ ０
２ ６ 提灯にろーそく ６ ５

２ ６
志いなニテノ菓子代と
して

３０ ０一人前四銭で

２ ７ 坂本氏ニ貸ス ５０ ０
２ ８ 二学期分月謝 ６ ００ ０
２ ８ 二学期分文武会費 ４０ ０
２ ８ 平民新聞 ３ ５
２ ９ 角館氏より返金 １ ００ ０
２ １０ ハミガキ ５ ５
２ １３ 教育図書館見料 １ ０
２ １５ 小公子及ペン十二 ４１ ０フーキドー
２ １７ 切手五枚 １５ ０
２ １７ 牛乳代 ９０ ０
２ １９ 竹田より返金 ２８ ０ 志いなにての菓子代なり
２ ２０ 写真代 ３２ ０関氏へ
２ １６ 父上ヨリ月謝代として ６ ００ ０

２ １６ 丸善へ書物注文 ３ ９５ ０
農用動物、詩集、ヘッ
ケル

２ １６ 為替代及切手 ６ ０
２ ２０ 永代蔵 ２０ ０ふきどー
２ ２６ 理髪代 １６ ０つるをか
２ ２７ 坂本氏の返金 ５０ ０
２ ２８ 藤井氏ニ貸す １ ００ ０

３月分
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月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

３ ２ 三月分学費 １５ ００ ０
３ ２ 時代思潮 半年分 １ ２０ ０
３ ３ 藤井氏より返金 １ ００ ０
３ ４ ホヤ代一ヶ ５ ０
３ ２ 平民新聞 ３ ５
３ ２ ペン軸 １２ ０
３ ９ ハミガキ粉 ６ ０
３ １２ 文武会ヨリ返金 １０ ０ 色部氏ヨリ
３ １２ テニス部会費 １０ ０安部氏ヘ
３ １６ 牛乳代 １ １１ ０角館ヘ托シ
３ ３ 二月分食費 ９ ２０ ０
３ 牛乳代 ５４ ０田中
３ １８ 基督教本義 ５３ ０富貴堂
３ ２０ 理髪代 １６ ０
３ ２１ ミルク代 ６ ０
３ ２７ 帽子注文代払 ２ ２０ ０丸井
３ ２９ 虫歯穴ウメ代 ７５ ０横山医士

４月分
４ ２ 四月分学費及 １９ ００ ０ 書籍、帽子代
４ ２ 三月分食費 ９ ７３ ０山�ヘ
４ ２ 牛乳代 ５５ ８田中
４ ２ 洗濯代 ２３ ０堤
４ ２ アルコール代 ４２ ０竹内薬店
４ ５ 本ノ見料 １２ ０
４ ５ ハミガキ粉代 ６ ０
４ ７ 送別会費 ２５ ０
４ ６ 停車場入場料 ３ ０
４ ６ 角館氏ヘ貸ス １ ００ ０
４ ５ 夜学校報酬 ２ ００ ０
４ ５ 湯銭札 １０ ０丸亀
４ ８ ノートブック ３６ ０富貴堂 三冊
４ １０ 写真代 ４５ ０藤井
４ １１ 農史ノ原料 ２５ ０橋本
４ １１ 牛乳代 １ ８ ０学校会計
４ １１ クツシタ 二足 ６０ ０越清屋
４ １１ 理髪代 １７ ０鶴岡床
４ １１ 丸善ヘフルゲ子フの注文 ３ ７０ ０
４ １１ 葉書四枚 ６ ０
４ １１ 林檎代 ５ ０河内氏ヘ
４ １７ �水倶楽部会費 １５ ０
４ １７ 伊藤氏ヘ貸ス ３０ ０
４ １７ 病理ト経済 ３ ５５ ０
４ １７ 夜学校茶話会費 ５ ０

当用日記〔附録〕
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月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

４ １８ テニス会費 １０ ０四月分安部氏ヘ
４ ２３ 写真代 ７０ ０大光寺氏
４ ２３ 林檎代 ２０ ０
４ ２５ 葉書代四枚 ６ ０
４ ２５ 新聞代 ４３ ０四月分
４ ３０ 角館氏ヨリ返金 １ ００ ０ 荒川君より受領
４ ３０ 理髪代 １５ ０神田床
４ ３０ インキ代 ８ ０富貴堂
４ ３０ ハミガキ粉代 ６ ０共楽館

５月分
５ １ 砂糖一斤代 ２０ ０
５ ４ 牛乳代 ６４ ０田中
５ ３ 本科撰手養生代 １５ ０素木氏ヘ
５ ７ 五月分学費及三学期月謝 ２２ ００ ０
５ ７ 四月分食費 ９ １０ ０
５ ７ 洗濯代 １６ ０
５ ９ 月謝及文武会費 ７ ３０ ０
５ ９ 牛乳代 １ １１ ６
５ ９ 級会費 ５ ０
５ １２ 教育図書館見料 １ ０
５ ８ 状袋ニ筆二本 ２２ ０
５ １８ 南瓜種 ２０ ０興農園
５ ２０ 理髪代 １５ ０神田床
５ ２１ ペン代 １０ ０
５ ２３ 歯磨代 ５ ０
５ ２６ クラフト動物篇 ２ ５０ ０鈴木氏ヘ
５ ２９ 送別会費 １０ ０
５ ３１ ノート一冊 １２ ０

６月分
６ １ 六月分学費 １５ ００ ０
６ １ 五月分食費 ９ ００ ０
６ １ 五月分新聞代 ４３ ０
６ １ 洗濯代 １２ ０
６ ２ 夏服の手金 ５ ００ ０丸井
６ ５ 島松遠足の菓子代 ３０ ０
６ ９ 理髪料 １５ ０
６ １３ 渡辺氏送別会費 ３５ ０
６ １２ ランプの心 二本 ４ ０
６ １４ 洋服の残金 ６ ５０ ０
６ １１ 洋服代として １１ ５０ ０
６ １７ ランプのホヤ ５ ０
６ １９ 会食代 ２４ ０
６ １９ アイスクリーム １０ ０
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月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

６ １９ 夜食代五人分 ５０ ０
６ ２４ ランプノホヤ ５ ０
６ ２４ 葉書と歯磨粉 ８ ５
６ １８ 足助より １５ ０
６ ３０ クツシタ 一足 ５３ ０南部屋
６ ３０ ヨージとカラー ４０ ０○井
６ ３０ 理髪代 １７ ０つる岡
６ ３０ 卒業生送別会費 ３０ ０江さしかへ
６ ３０ 牛乳代 ７５ ０足助氏へ渡す

７月分出納
７ ２ 新聞代 ４３ ０
７ ２ 昭衛氏へ送る １ ００ ０
７ ３ 七月分学費 １５ ００ ０
７ ３ 六月分食費 １０ ５ ０
７ ２ 火の柱 ３５ ０

９月分
９ １０ 湯銭 ２ ５
９ １０ 下駄代 １１ ０
９ １０ 林檎代 ９ ０
９ １１ 旅行用残金 ５ ００ ０
９ １１ 靴代 ２ ３０ ０
９ １１ 巻紙 １３ ０
９ １１ 画学紙 １５ ０
９ １２ ノート三冊 ６０ ０
９ １３ 恵庭旅行の費用 １ ５８ ５河内氏へ
９ １３ セバストーポル ３３ ０
９ １６ 切手三枚代 ９ ０
９ １６ 原先生送別会費 ２５ ０
９ １６ ハミガキ三ヶ ６ ０
９ １６ シャヂ二本 ８ ０
９ １６ ペンヂク ノート １７ ０
９ １８ 九月分学費及月謝、雑費 ２５ ００ ０

９ １８
シート、シヤボン、ク
ツシタ、ウデドメ

１ ８２ ０

９ １８ 支那カバン １ ７０ ０
９ １３ 林檎代 １２ ０
９ １９ 日露戦争論 ３３ ０
９ ２０ わらじ代 ３ ０
９ ２５ 理髪代 １６ ０
９ ２５ 林檎代 １２ ５
９ ２８ 定山渓ニテノ級会費 ３０ ０逢坂氏ヘ

１０月分出納

当用日記〔附録〕
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月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１０ ４

〔弁〕

便当かご二つ橋本分と
も

２３ ０

１０ 九月分月謝食費及雑費 ７ ３０ ０
１０ 馬車賃 橋本分とも ３０ ０
１０ ６ 切手代 ３ ０
１０ ７ エルテル、川柳 ７８ ０
１０ ７ クツシタ、ハンケチ ８６ ０
１０ ７ 帽子一ツ ９３ ０
１０ ７ 切手 葉書代 ３０ ０
１０ ９ スリパ 一足 ４５ ０
１０ ７ 十月分学費 １５ ００ ０

１０１０
実習細菌学、分析彙集
ノートブック

２ ２５ ０

１０１０ 足袋、手ぬごへ、さらさ ６２ ５
１０１２ 製本代 三冊 ６０ ０
１０ 畜産各論 他一冊 ６４ ０
１０ 赤インキ代 ６ ０
１０ 橋本ヨリ返金 ２６ ５
１０１５ はみがき粉 ６ ０
１０１６ 藤井氏へ貸し ５０ ０返済
１０ 唯一教へ書籍の注文金 ７０ ０別ニ為替料３銭
１０１７ 藻岩登山の際ノ林檎代 ７ ０
１０ 畜産ノ懇親会費 ５８ ０
１０ 洗濯代 ２０ ０

１１月分出納
１１ ３ 十一月分学費 １５ ００ ０
１１ ３ 理髪代 １７ ０
１１ ３ 茶話会費 ５ ０
１１ ３ 会計へ ５ ００ ０
１１ 会計へ ３ ００ ０先月分不足 会計へ
１１ ７ ペン、インキ、ハミガキ ２６ ０
１１ ９ 絵ハガキ １２ ０
１１１５ 足駄代 ２１ ５
１１１５ ノートと書籍 ３９ ０
１１１５ 移住手引草 １０ ０
１１１８ 切手代 ６ ０
１１ 藤井氏のインキ ６ ０
１１ 今月分費用不足分 １ １０ ０
１１ 藤井氏へ ３ ００ ０
１１ 佐藤氏送別会費 ３０ ０

１２月出納
１２ １ 理髪代 １７ ０
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月 日 摘要
収入 支出

備考
円 銭 厘 円 銭 厘

１２ ４ 十二月分学費及靴代 ２０ ００ ０

１２
（十二月学費用として
橋本へ渡し ）

（１０ ００ ０）

１２ くつした ５０ ０
１２ はみがき ６ ０
１２ ヲバシユー ２ ３０ ０
１２ 万葉集 ３９ ０
１２１０ 葉書 四枚 ６ ０
１２ 洗濯賃 ２６ ０
１２ 日記帳 ３５ ０
１２ 画葉書 ７ ５
１２ 画葉書 １８ ０
１２ 湯銭 １０ ０
１２ 画葉書 ８ ０
１２ 画葉書 １２ ５
１２ 足袋、風呂敷、ビロード ５８ ０
１２ 菓子 ５ ０
１２ 切手代 ６ ０
１２２４ ノート、ブックスタンド １ ８ ０
１２２６ 理髪代 １６ ０
１２ 画葉書 ６ ０
１２ 画葉書 ６ ０
１２ 切手代 １５ ０
１２ 福引物品代 １ ４０ ０
１２３０ 画葉書 １８ ０
１２３０ 切手代 １５ ０
１２３０ 葉書代 ６ ０
１２３０ 筆代 ５ ０
１２３１ 一月分学費 １５ ００ ０
１２３１ 丸善書籍ノ注文 １０ ００ ０
１２３１ 切手代 ９ ０

当用日記〔附録〕
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月
収入 支出 残高

備考
円 銭 厘 円 銭 厘 円 銭 厘

１月 ３８ ２０ ０ ２０ ６０ ４ １７ ５９ ６

２月 ３９ ５９ ６ ２０ ４６ ３ １９ １３ ３ ３円５０銭ハ夜学校ヨリノ分

３月 ２１ ２３ ３ １７ ７１ ３
３
（３

３８
５２

６
０）

３円５０銭ハ遠友夜学校ノ分

４月 １９ ００ ０ １４ ３６ ４
１
（２

８６
６３

５
６）

夜学校報酬ハ５円５０銭

５月 １９ ３０ ０ ２１ ００ １

６月 １９ ５５ ０ １４ ８３ ７

９月 ２ ５６ ０ １９ ３８ ０
夜学校報酬ノ手元ノ残金７円５０銭、叔母
上様ヨリ戴キシ金１円５０銭、残金無シ

１０月 １６ ３２ ５ ２３ ２７ ５ １ ７０ ０
洋服代手金トシテ１０円払ヘシニヨリ残金
ハ示セシモノヽミ

１１月 ３７ ００ ０ ３０ ８９ ０

１２月 １６ ５０ ０ ２２ ８５ ８ １ ５０ 外ニ角館氏ヨリ借金２０銭

注 残高：上段は実際上、下段は差引上の数値

月
収入 支出 残高

備考
円 銭 厘 円 銭 厘 円 銭 厘

１月 １６ ５０ ０ ７ ５５ ５ 去年ヨリ繰越シ１円５０銭

２月 ２２ ７８ ０ ２６ ７５ ５
前月繰越シ９円３９銭、二月分学費１５円、
負債３円９９銭５厘

３月 １６ １０ ０ １６ １１ ５ 前月繰越シ４円１８銭、三月分学費１５円

４月 ２２ ００ ０ ２５ ４ ８

５月 ２２ ００ ０ ２２ １６ ６ 前月繰越シ２円１３銭

６月 １ ７５ ０

〔附録３〕明治三十六年収支一覧表

〔附録４〕明治三十七年収支一覧表
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鎌倉日記

この日記は、明治三十二年四月に、國分兵吉氏の紹介により脚気療養の為め、鎌倉円
［ 管 ］

覚寺内佛日庵に滞在中之記事なり。この歳の七月、再び佛日庵ニ行き、くわん長釋宗

演師に弟子入りし参禅したり。

弥生日記

此記は明治丗二年四月二日鎌倉円覚寺ニ病ヲ養へてより書き起せしものにして、帰京

の日迄の事を記す。

四月二日

頃は弥生の中ばにて都の空は桜花今を盛りなれと、吾れ國分君之其勧めに聞きて病をなほ

すべく四月二日円覚寺に旅立ちぬ。大船に着きしは午前十時半、此処より独り線路ニそう

て進む。途上の風景、平凡記するに足るものなし。程なく一村落に達す。之れ円覚寺の在

る所なり。寺は鎌倉五大寺の一にして時宗の建立せし所なる由、実にや古松老杉道ヲはさ

んで深えんのをもむきあり。山は高くして深山ニ入るの思へあり。楼門を入り石階を昇り

佛日庵を尋ぬ。老僧家に在らす。待つこと少時にして帰り来る。余か願を欣諾して一室ニ

導く。室は東南ニ面して広く、庭前の椿今を盛りと咲き乱れ、風景も大いに良し。東京の

下宿など比すべくも非ず。昼飯後葉書を出して後、鎌倉八幡を参拝せんとて行く。今日は

日曜日なれはにや、途上見物の人々ニ逢ふ。左ニ見し寺は建長寺かなと想はるる巨刹あり。

乞食共道ニ並びて銭を乞ふ。坂を下れは朱塗の神社あり。之れ八幡なり。社前ニ拝して暫

く休む。商船学校之生徒七八人、又門内ニ休み居れり。石階を降れは銀杏樹あり。之れ僧

公暁の実朝を殺せし所なれとも、此の樹なるや余り若ければ疑はし。其れより尚ほ進みて

海を見んとて行く。殆と一里計り漸く海面を見る。到れは老若群をなしてたはむれ居れり。
［物］

漁夫の網引、余は先めてなれは如何なる者の取るゝかと待ち居れり。他にては大なるたこ
［極］ ［ 漁 ］ ［斯］

漁れたりと云へ居れと、余か見し時は稀めて不りようなりき。期の如きにしてはと余も一
［斯］

驚せり。北海道なとにては流石ニ期の如きものならさるべしなと思ふ中、四時ニ近け［れ］

は直ニ庵に帰る。

三日
［階］

早朝起すれは雲霧山を覆ふて漠々、裸足露をふんで石楷を往来すること数回快言ふべから
オオガネ

す。洪鐘山に登りて巨鐘を見る。貞時かの鋳ル所高さ九尺、皇帝万歳重臣千秋等ノ銘を書

す。土地高きを以て眺望最も良し。食後更ニ建長寺ニ向ふ人の行くにさそはれて、山後の
［ 険 阻 ］

道祖神への参詣をなさんとて登る。両側に茶屋あり。草履を並べしを見れは其のけんそな
［階］

ることは知られたり。進めば石楷にして岩をはりしものにして少しく困難ををぼへたり。
くたび

ましてや余の如き脚気者は中腹にして芬れ所々に息みしも可笑し。やゝ頂上に一堂宇あり

て僧侶之如きも居り、参詣人もにぎあへり。誠の社は更に頂上なりと聞きて登る。此処よ
［眺］

り□下すれは一望千里の観なきも、遙ニ途上を行く人は蟻の歩むか如く、建長寺は眼下ニ
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へ

見へり。連山はえんへとして前方江並び、此の山と雄を競へるか如し。実に天下の絶景
［斯］ へ

にして吾れ未た曽て期の如きの山江登りし事なし。余常ニ思ふ、我か東北は山水の景壮勇

にして巨大ひぞかに大陸的風景ありとなす。然るに此山に登て関東又此の山あるかの感あ
［険 ］

り。此処よりは鉄鑽ニすかりて登るべからず。稍々けんにして道路なく、わづかに樹根ニ
［階］

よりて石楷を形づくる。社は小にして恰も雪隠の如し。参詣するものあれとも余は直ニ頂

上の一茶店ニ入り団子を食ふて休息す。此処よりは唯た山の後のみ望み得べくして景色余

り良しからす。時々微雨降りて天候悪し。山を降りて家ニ帰れは既に正午なり。午後より

は余り徒然に耐へ難くて又々洪鐘山ニ登る。山後の一芝生に座れ占めて、汽車の往復する
［きて］

なとを眺む。歌なとも吟する様、朝鮮人めてき可笑し。然れと彼の巨鐘は如何にして此処

迄挙けしかなと考ふ。昔しなれはこそ北条氏の威権によりて此の巨鐘を鋳、此の巨刹を建
［斯］

立したれ、今時なれは一寺院の為めに期の如きことは出来ましなと思ふ。山を降りて庵

［に］帰り、成すこともなくてとふ然として一睡の夢を試む。

四日
は

夜来の雨少しく霽れたれとも霧の降ること尚ホ止まず。食前又例ニ依て洪鐘山ニ昇る。鳴

呼、此の山何ぞ余と親しきや。吾れは日ニ汝を訪ふは運動の為にしも非らさるより、其の
［階］ ［階］

石楷のきくとして百余楷老樹蔚茂して途を覆へ苔なめらかにし幽すいの趣なれはなり。堂

ニ達せは四方開闢ならすと雖も、身は高山の頂ニ在るか如く、靉�たる白雲生せは吾も又
羽化して登仙するの志無からむや。食後雨天と気違なから目当てもなく瓢然として江ノ島

の方へとをもむく。酔狂にも程こそあれと思へたれと今更帰らんも如何なれは、鎌倉にて

傘を買ひ之れあらは雨も鎗も大丈夫なりなと考へて行くに道三方に分れたり。前方は何か

は知らねとも社ニして道あるべくもあらず。右の方は車の轍多けれは、之れならんと思へ

て行く。突き当りて石標に大仏と書せるを見たれは、直ニ門内ニ入る。右ニ奇物云々の小

屋あり。見れは古道具屋の如きものなり。門内の桜花今を盛と咲き乱れたり。大仏あれと
［階］

目的茲ニあらされは、石楷の下にて一見し、茲を出てゝ前方に進む。道路泥ネイ困難を極

む。之を過くれは前方猶ホ山にして、江の島街道らしくなし。道路も田舎道らしく、道を

間違へし事明なれは、馬鹿へしけれと帰りて、今度は左方に行く。海近く見へて家も並

び茶屋もあれは、之れなめりと思ひて進む。坂を昇りて中学の生徒十人計りに逢ふ。今日

は雨天なればにや、参詣人更になし。余りの馬鹿らしさに江之島には行きたくも無けれと、

或る家の裏より海上を望めは遙ニ島見ゆ。あれならんと思へて少し行くに、海岸に出でた

り。烟草くゆらし居たる男、吾れを見て舟にて江の島に行かすやと問ふ。今は行く心もな

けれは、否な此の辺をふらづきて早や帰らんなと答ふに、又他の男来て同し事を問ふ。吾

れは海岸に腰打ち掛けて、漁船の往来する様なと見る。少しく風の出たれはにや、岸打つ

波の音高く白沫となりくだけ行く様も面白く、江の島も遙かに見ゆれと、波に道は打絶へ

て行き渡るべくも見えされは今は帰らんとて歩み来るに、見物の人々に行き合へり。其れ

より又もや鎌倉の海岸にと出で歩み来る。先日来りしよりは波荒し。砂に腰すへて漁夫の

網引くを見などす。雨降らん様子なれは、急き此度は立ち出て用事もなけれと停車場ヘ寄
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りて休み、又々八幡の明茶屋ニ腰掛く。人通り更ニ無し。其れより帰りて以前の宿屋に入

りて昼飯を頼み、魚など出せと命す。之の二、三日の精進ものに比すれは、味殊に良き様
［空］

なり。或るハ明き腹なる故にや。

五日

朝は例之如く裸足露を踏みぬ。瓢然として門外ニ出で線路ニ沿ふて進むに、汽車の横須賀

より来りたるにや逢へぬ。それより路ニ出でゝ道側の寺門らしきに宝所近在の額ありたる

坂ニ入りて見る。何にも無之たゞ二三の堂宇之みなれは直ニ帰る。食後はなすことも無く

てぶらへとして近傍を散歩しぬ。二時頃より鎌倉の図ニ依りて円覚寺之前ニ五山之一寺

なる某寺及び十六井ありと聞きて見ん為め行く。山之彼方なれは多分此処ハ寺より行かは

宜敷からんと思て、建長寺の手前なる山道を登る。登り終れは海見へたり。線路ニ出でた

る故、沿ふて行くに停車場ニ出て目的ノ場所は猶ホ山の彼方にして行くべき道なし。多分

大仏の方よりならんと断念し、此度は海岸ニ歩を運ぶ。漁夫の網引先まり居れり。一組は

今始めんとて船を装へ海岸ニ引き出し、二十人計りも打ち乗り、かけ声勇ましく沖ニこぎ

行く。他之者砂上ニ転びなどして他方の網を見るめり。稍や一里にもやと思ふ頃ニ網を置

きて帰り来る其中ニ他方之網は引き上たり。見るに長さ四尺計り銀白色之光りしたる細長

き魚二尾と鰈なと二尾計り、其他は例の雑魚之みなり。又々網を張る様子なれとも最早や
［寺に帰りしは］

夕方に近けれは八幡之前を通りて着せしは暮色蒼然の頃なりき。夜る、高等学校生某氏来

遊せられ、九時頃帰る。

六日
［ き 日 に て ］

朝は例之如く散歩。食後は閑ニ耐へ難くて十一時頃迄夢む。朝より寒さ甚たしく天気も曇

りたれは出で遊ふべくも非ず。

七日

今日は朝よりの雨にて例の散歩もせず、家ニありて太陽など読む。昨日よりかけて如何れ

なる気候之変化にや、寒さ甚しくて又冬にもやなりぬらんと感じす。時々海の方に当りて

大砲の如き音するは何にや、いぶかし。

八日

昨夜より霽れかゝりし雨、今朝ニ至りて朗々たる天気とはなりぬ。いでや今日こそは江ノ

島を見舞ニ、日頃之おもひ霽しなむとて、朝七時半頃寓居を出立つ。道路は先日見分した

れは、真一文字に停車場之裏を通り、長谷之町を突ぬけ、極楽寺坂を越へて行けは、左方

に大館次郎源某之徒十一人之墓なる木標あり。南朝之忠臣戦破れて報国之為めに命を此処
［弔］

におとせしものか。風雨霜雪幾百年、空しく孤墳を擁して吊ふものなく、墓辺之松樹不断

之音楽をなして、いさゝか其心をなぐさむ。吾れ此処を過くるに当てマサニ一掬の涙なき

能はず。人生此の世ニある朝露の如し。栄華威権ニ奢りし足利氏、盛名幾千時ぞ、後世誰

れか之れをにくまざるものあらんや。新田氏勤王ノ旗を翻し微々として勢振はす、恨を呑

んて泉下の鬼となるも、千歳之後誰れか之れを欣慕せさるものあらんや。嗚呼、忠義之犬

となるも不義之奴となるべからす。人情浮薄民ニ信なく、漸く売国之奴を生せんとするの
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［弔］ ママ

今日、此墓を吊ふて帝国之前途を憶へは涙ほろだとして禁すべからず。汝霊あらは此ノ困

を天地長久に護れ、吾れ又ちかって護国之鬼とならん。新田義貞の刀を龍神ニ献して潮之

退かんことを祈りしは、此の辺か。潮水依然たれとも吾れニ向て旧を語らず。行きへて
ママ ［据］

漸く海辺にニ至る。濤声いさゝか以て吾か俗耳を洗ふに足る。除歩砂辺に倨して浩然之気

を養ふ。大島は烟之如く面前ニ横はり、豆相之半島共に突出して此之湾を抱く。江之島は
［激］

既に俗塵あがれり。何そ言ふに足らんや。唯た龍池穴のみは奇なり。波浪□して洞内ニ突

入してはいとうたるの状、壮快言ふべからす。鶏卵二個、さゝひ壺焼を味ひて空腹を充し、
［由比ケ浜］ユイガハマ

風景之絶かなるを眺めて、平生の鬱を散せし。帰路由井か浜辺を逍遙して、和歌を詠せん

と欲して得す。空しく光明寺を訪ふて寓ニ帰る。

九日

風寒けれとも天気晴朗一点の雲なし。食後、鎌倉神社、安国寺等を見舞はんとて出立つ。

道を八幡之下ニとり白旗神社を拝して師範学校之前を通る。日曜なればにや、生徒数名球
［到］

を弄せるを見る。田甫を通りて頼朝之墓ニ致る。数重之石塔苔むして、つた生し、石質弁

すべからず。囲いすに石垣を以てす。千古之英雄、此之内ニ眠れるかを思へは、転た悲哀
［す］ ［弔］

之情に耐へず。実にや貴賤老少之差別なく死しれは一古墳之主となりて吊ふものもなく、

空しく無名之草を肥やすに過きすと雖も、をしむべきは名にこそあれと、空しく古墳ニ対

し英雄の末路を怨み、人生の無常を言ふ勿れ。見よや、身は草間ニ没して三代之栄華夢の

如しと雖も、名は青史ニ留し千古ニ滅することなけん。道を転し山径を伝ふて大江廣元、
［弔］

島津忠久公之墓を吊ふ。共に巖窟の中にあり一拝して退く。傍に大江廣元公之碑文あり。
［階］

文字磨滅して読むべからす。石楷を下れば桜花風ニ舞へ、繽紛衣を打ちて満目雪之如し。

忠久公之碑あり。之を過き更に大塔宮の御窟及び鎌倉神社を参拝せんとて行く。至れは御

窟を拝せんとするものは社務所ニ出づべしの札あり。逍遙すること少焉ありて、一旅人別
［一字空欄］

当に導かれ拝せんとて来る。吾れも又附て願ふ。拝 □ 後社務所ニ来りて姓名を書すべ
［弁］

き由言はれて諾せらる。行きて洞中を伺ひ見るに、暗黒ニして物も便すべからす。案内者
［一字空欄］

之語るを聞くに、穴は下方ニ曲りて上ることを得ずとか。一見人をして □ 然たらしむ。

御身は竹之園生ニ生長せ給ひなから、深く皇家之回復ニ志を致し、東西之落薄すること多

年業図稍々その緒ニつかんとして、不幸逆賊之讒ニ遇せ給ひて此処ニ幽閉せられ遂ニ命を

失へ給ふ。嗚呼、皇国ニ生れて粟を食む者、誰れか宮之御志を憶へまいらせ、悲業の御最

期を悲まさるものあらんや。悪むべきは足利兄弟之反逆にして、其罪天地ニ容れす。吾れ

其肉を食へ其骨を粉ニするも猶饕かす。此処を出でゝ遙ノ小岳を指して、淵辺伊賀守の宮

之御首を葬りし処なりと又向ふの山頂の松樹の見ゆる所は僧某の宮の死骸を葬りし処なり

なと話して社務所ニ至る。貧書生之謝礼之銭も持たねは厚く礼して此処を立出づ。昨日通

りし道へ出で妙本寺に至る。日蓮宗の寺にして中々広大なり。北条氏一族六十余人自殺の

処、此の近所ニありとか言へと見ず。夫れより安国寺を尋ね道分らされと此処辺ならんと

思ひ進み行くに寺院の屋根見ゆ。至れは果して松葉谷安国論寺等の石標あり。門前の老松

囲り三かゝへも有らんか、高く天ニ聳ひる伏龍の雲を得て、再び去るにも似たらんか。寺
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は言ふにも足らず。安国論を草し給へる巖窟は、東面して左程堅固ならす。此処かと思は

るゝ程なれど、左様の議論は必用なけん。日蓮茲ニ座して九年の歳月を過して安国論を草

し給ふ云々の木標あり。山上に南面巖屋ありと聞きて上り行く。日蓮之石像を安置せり。

傍辺の木標に日蓮上人、此の山頂に上り、遙ニ房州を望みて、両親を思へまゐらす云々と。

依りて竹藪を通りて上り見れは、房州は見へされと景色善し。山上の松の根に腰打ち掛け

て暫くながめ、庵ニ帰る。午後よりは十六井戸を見んとて行く。建長寺の手前なる坂を上

り、路線を超へ行くに、景清ノ土籠あり。窟内、余り広からされと少しく風流の様あり。

旅人の賞し行くも興あり。或は後世の作にや。それより進めは、海蔵寺あり。門前に底ぬ

けの井戸あり。歌なと石ニ刻しあれとも、余り古けれは読み難し。門内ニ入りて十六井戸

を探すに無し。或は山の上にかと考へ上れとも、唯た雑草の生へ茂れるのみにして有るべ

くもなし。余り馬鹿らしさに帰らんかとは思へしかとも、ふと傍を見れは石門ありて道あ
［一字空欄］

り。これならんかと思へ進み行くに □ しげなる道を過て十六井戸の標あり。岩之洞にし

て鍵あり。銭を出したらんには見得べけれとも、困窮し場合なれはこれも得ならず。たゞ
［一字空欄］

首を突込みうかゞへ見るに、井戸染屋之 □ 桶之如く並ひ居れり。難となく物さびしけ

れは早々此処を立出で帰路に付く。長寿寺ニ尊氏の墓あれは、一見せんとて立寄る。石標

に足利尊氏公御墓所並御尊影有之の字を書せしもの路傍ニ転び居れり。何者の悪戯にや、
［階］

公御などの尊称をはこと更に磨滅して漸く読み得べし。陰々たる石楷を上れは墓所あり。
［愍］

石塔乱倒して、何れか尊氏之墓たるを弁すべからす。嗚呼、逆臣之末路憑れむべき哉。天

人之悪む処となりて死するも身を置くの処なり。浮世人、臣たる者、豈鑑みずして可なら

にや。

十日

今日は同室之友栗原君の帰京するにぞ、余も帰らんかとは思へしかとも明日にす。午前は

建長寺之境内を散歩し、帰路明月院ニ立寄り、最明寺入道時頼の墓を拝せんとて行くに、

何処ニ在るにや分らざれは空しく帰る。夫より少時座禅参技をなし、昼近く又々鉄道線路
［据］

に添ふて歩み、一小丘之神社らしき石段之上ニ倨して放歌し、汽車の往来するを見る。午

後よりは又もや座禅して夕暮に及ふ。悟か、迷か、大悟之行域ニ達するは何れの時ぞ。今

日の夕飯には隣室之大学生二人と余とのみ残れり。吾れも又明日帰らんとす。噫、未た別

るゝに忍びすと雖も課業のあるを如何にせん。さらは佛日庵よ、健在なれ。此之夏再び又

汝を訪ふの期あらん。

十一日
［幕］ ［弔］

この行や吾れ鎌倉�府を吊ふて深く天下興亡治乱之依て来るところを察し、英雄之治績を
［比ケ］

鑑みて一掬之涙無き能はず。由井か浜辺の浪白く、鎌倉山の月清きところ感慨無量。

武士のをたけびさこそ聞ゆなり

鎌倉やまの夜嵐の風

ふることを憶へまはせば潮みちて
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由井か浜辺に千鳥なくなり

頼朝公の墳墓を拝して

諸人の鑑とこそはなりぬらん

君かつとめしそのいさほしは

露おける君の御墓ニ苔むせど

嶺の松風おと絶へぬなり

大塔宮之御窟を拝みて

時に社前の桜花爛�たれば
美吉野に今を盛の桜花

手折りし人のうらめしき哉

武夫の涙と共ニふし拝む

鎧の袖ニ桜はな散る

鎌倉客中作 杉聴雨

興亡真一夢 回首事何紛

石馬賊秋草 華鯨吼暮雲

棚潮三尺剣 呑涙数行文

父老為前導 荒村小径分

（巳亥歳四月十一日）誌
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明治丗五年夏 東北遊記

東北遊記

明治丗五年の七月ニハ秋田青森地方を旅行せんとハ未た之の歳の来らぬ先きよりの計画な

りき。幸ひ学友大光寺氏の同意を得て心勇み立ち二学期の頃より用意をさへ怠らず、早々

七月の来れかし。又も錬へし健脚を青山碧水の裡ニ試みんと指折り数へしも、何時か早や

日月ハ白露の如く桜の花ハ夢の間に散り時鳥鳴く青葉の頃となれハ、頭を痛めし試験も過
［及第］

きて待つニ待ちたる夏期休業となりける。級第して喜ふ人、落第して気の毒がらるゝ人、

色々なれと気の早き人々ハ已ニ一日、二日ニ皆な帰国を急きける。吾れも初めハ七月の一、

二日頃ニ出立ちの約なりしかど、学兄小島君の本年ハ是非ニ札幌ニ来るべしとの音信あり

けれバ已むことを得じ。十日近ハ滞在して御案内のやく目をはたすことゝせり。大光寺氏

ハ已ニ四日ニ出立して花輪迄行き、十二日ニ弘前ニ於テ再会することを約せり。兼て願へ

し旅費も九日ニ大雨ト共ニ来りけれハ親の高恩を感謝して、早く之の雨の済れよかし、吾

か立つ日よりハ晴天なれと天を仰きて日々雲行きのみ眺むれと、天気となりてハ済れ、は

れてハ雨と定まりなかりしか、弥々十一日ハ早朝よりの好天気ニて小島氏も一番列車ニて

幌内炭山ニ行き吾れハ二番と定めたれハ荷物を斉藤氏宅へ運び下斗米様を訪問して、帰れ

ハあやしげなる雲北より起り来りしニ暫時ニして一天ニ廣かり藻岩山を覆ふと、見る間も
［益］

なく大雨沛然として降り十一時過くるも尚ホやめす、増々急ニなれり。已むを得ず旅装を

とゝのへ斉藤の妻君及びその家の御婆さんニ見をくられ、すのつく計りの大雨を物の数と

もせす停車場ニ向ふ。下斗米様ニもいとまごへす。汽車中ハ例の如く別ニめずらしきこと

もなし。桂月の一簑一笠と云ふを読み行く中ニ何時の間ニか寝むりしと見へしか、室蘭の

声ニて目を醒まし桟橋の方ニ向ふ時間ハ僅かなれと丸本と云ふ旅舎ニて夜食を食ふ。船愾

九百幾とんの最も小なる陸奥丸なれハ気分悪しけれと乗り込む。海上ハ幸ニ風和き北海名
［ガス］

物のがすも今日だけハはれたれハ、海上無事夢の間ニ函館ニ着けり。八時迄ハ停泊なれハ
［ 帆 ］

人夫の荷よけするなどを見る内ニ、之の地よりの人々乗り込み出ぱんす。青森ニ着きしハ
［一字空欄］

午後の五時なりしかハ停車場ニて弘前行を待ち、五時 □ 分ニ出発す。弘前ニてハ大光
オオダテ

寺氏待ち居るならんと思へしニ影も見へざれハ六時迄待ちして大館よりの汽車ニて大光寺

来れり。共ニ弘前の斉藤ニ宿る。第一の旅館なり。

十三日

明くれハ空の気しき何となく悪しかりしか、はたして七時頃より降り出せり。已むべきニ

あらねバ八時ニ立ち出づ。先づ弘前古城、今の公園地を見ばやと西ニ向ふ。当年華美の地
［ 展 覧 ］

も今は草茂り水にごりたれど城内楼閣尚ホ有して古を忍ばしむ。天守閣ニ古物てんらん会

あれハ二銭を投して見し、刀剣古鎧、古銭、其他の器具種々ありて君公の蔵物ニや中ニ尊

きものあり。特別目ニ付きしハ鎧ニして新納武蔵守の着しもの及び三層楼ニハ非常ニ立派
［礎］

なるものありし。更ニ北方の基ニ昇りて眺望し、茲より降りて大光寺氏と袂を分つ。道を
アジ ガ サワ

あやまりて少しく迷へしか、港町の橋を渡りて鰺か澤街道ニ向ふ。之の時より又々雨降り
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初めたれハ道中ニ悪しく、田舎の人々の往来ハ中々にあり。高松大森なとハ皆な百姓のみ

なれハ大光寺氏来りて困るなるべしと気の毒がる。大森の少し此方ニて兵士群集して諸方

の山ニ昇り旗をふり鉄砲をならせり。之れを見る程の時ニもあらねハひたすら途を急く。

北海道とハ異なりて道行く人ハ稀れなれと両側ニ並木の松茂りて長く続き行けとも行けと

もつきることなし。大輪の花しょうぶの紫色ニ咲けるなと美しき事言ふ計りなく野生のも
はま な す

のとハ思はれざる程なり。濱梨子の花も咲きてばらの花かと思はるゝ計り美しく、中々風
イワ キ サン

流気なれハ雨ハ小止みもなく降りて折角の岩木山も雲ニ閉ちられてすがたを表はさゞるこ

そ千秋の遺憾なれ。之の山ニ登り得すともせめて写生だけハと思へしに返へすへの不幸
ほととぎす

なりし。木造町より来る道と合ふ。少し此方の山ニて時鳥の声を聞きしも嬉し。一首の歌

とハ思へど一歌人ならねハ名吟も出づるニ由なし。両路の合せし処ニ行けハ海ハ顔前ニ表
［一字空欄］

はれ鰺ケ澤も眺め得べし。とんねるを通れハやがて □ 町なり。之の町ハ中々賑はしく

商家の軒を並べし事驚く計りなり（但た、そのきたなきハ是非もなし）。多分ハ之の地方

の貨物集参地なる故なるべし。一橋を界として鰺ケ澤と別る。共ニ海ニ沿へる一本町ニし
［二字空欄］

て戸数ハ千以上もあらんか、警察、裁判所などあり。宿ハ□□。

十四日

午前七時ニ出発す。東北地方名物の家の屋根下をどこ迄も通り抜くれハ、海ニ浴へる砂地
アカイシムラ

の街道ニ出でたり。風景左程宜しからず。平凡なれバ道を急く。長き橋を渡れハ赤石村ニ
キタカネ ガ サワムラ

出ヅ。一小村ニして別ニ商家などなし。北金ケ澤村を通り過くれハそろへ海岸ニ岩石横

はりて眺め良ろしく歩を進むれハ従て風景も加わり波ニげきせらるゝ岩などの稍々大なる

ものあれハ音ニ聞く大戸瀬岩とハあれかと疑へしか、余りに小なれハ立ち止まることなく

して過き行くに、道ニ沿へる所ニ余程大なる奇岩ありて水の為めに侵蝕せられたれハ幾個
［泡］

ニも別れ、之れニ日本海の大波ノ来りて打ち当り�沫の飛散る様なと実ニ奇観にて、之れ
こそハ大戸瀬岩ならめと暫時海上ニ突出せる岩ニ据して眺めたり。眺めハつきねど出立ち

して稍々又進めバ遙ニ一大岩石の直立するを見留めたり。而して之レニ朋ふて幾多の小峯

重なり立ち海上ニ突出せる方ハ平たんニして畳の如く、方一町ニもや余るらん。色ハ淡青

色なり。先ニハ已ニ大戸瀬岩を見たりと思へて意味洋々たりしもの、今又眼前ニ之の奇景

を目ニして暫時ハ語なかりし。写生して之れニハ立ち寄らす、直ニ通り過く。茲より一里

ならざるに弁天島あり。之の辺ニて昼飯を食はゞやと足を早む。海辺ニをり立ち弁天島を

眺めながら握り飯を食ふ。やどかり、かになどの群集せるに興をもようし、例のいたづら

むらへとわき立ち、竹の棒ニてつゝき廻す。中ニ何とは知らす岩の間より毛の生へし五
［配 ］

六寸計りのもの出でたるか、人の気はへニ驚きて再び急きて之の岩影ニかくれたり。吾も

一時ハ不思議かりしか何かは知らねと怪物ござんなれ、再び出で来らハ生捕りくれんと待

ちかまいるとハ知らす、前の怪物再びのそへと這へ出たり。瞳を定めて良く見れハ、い
［火］

とも大なる蟹ニてそありし。逃くる様なき、岩間ニ行きしを見計らへ電光石花と竹棒ニて

をさへ付たりける。蟹公もなかへさるもの、護身のはさみをふり上げて、こゝぞ一生の

大事と竹をはさむ勢のすさまじさ、竹も切れなん計りの音を立てたりける。暫時ハをさへ
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付けたれど、このまゝにてハ何時勝負の付くべかるも見へざれハ、再び傍ニありし木の棒

をバ助勢ニたのみて之れニて蟹をバ無性ニつくに蟹公遂ニくるしかりて水の濁りしを幸ニ

何処ともなく逃れ去りける。生捕りくれんと思へしに逃かせしこそ千秋の遺憾なれと、そ

こらくまなく探せとも見当らざりけれハ、古戦場ニ立ち帰りしに水ハ清まりて足二本と剪
［ 憾 ］

一本をぞ打ち捨てゝ逃れ去りける。体を得ざりしハ遺かんなれと、せめてもの戦利品とし
［凱カ］ ［ 砕 ］

て之れを取り上け□歌をぞ上たりける後ち、之れをくたきて肉を出し之の海辺ニ住まへる
フカウラ

やどかり、えび、かになどに与へ食はしてにぎやかしける。それよりハ深浦迄山を登り、

山を下り、或ハ砂原を行く。深浦の入口ニ又侵蝕されし岩ありて眺めもいとよし。洞門を

くゝれバ深浦町なり。戸数二、三百もあらんか、中々にぎわし。宿ハ秋田屋。

十五日
［ 坦 ］

七時半出立す。海ニハ沿はす、山を掘りて新に道とせり。中々高けれと平たんにして宜し。
イワサキ

之の山を下りれハ岩崎に出づ。町ニ似合はさるペンキ塗の高大なる小学校あり。之の学校
ショウドウジリ

ニ相応せる教師あるか又卒業生を出すかなと考へつゝ行く。中ニ正道尻を過きて海中ニ

ある島の巌洞穴とか称せる岩を眺む。暫時の後ち又出立す。之の辺の景色もなかへ宜し。
マツカミクロサキ オオ マ ゴシ

松神黒崎を過きて大間越ニて行く。案外の一小村ニて旅人宿なとハなく、僅ニ一商店ニ立

ちよりて昼飯をすたゝむ。昨年の六月頃火事ありて九十戸の村か六十戸焼失せし由なれハ
イワダテ

いとさびし。こゝよりハ岩館迄三里と聞きて一時半頃出立ちするに雨又もや粛々として降

り出せり。止むべきニあらねバ坂を登りて行くに、海岸に突出せる鼻のいと高き処より目

を放ちて眺望するに奇岩るいへとして重なり、脚下ニ打ち寄する波白泡を飛はして岩と
はるか ［ 渺 茫 ］ ［ 彼 方 ］

かむ様なと実ニよし。遙蒼海びょうぼうとして天ニ接し、白帆の遠きあなたを往来する様

なと画も及はざる好風景なり。之を下れハ砂原にして歩き悪き事甚し。山ニ掛れハ細径僅

ニ通して雑草両側ニ生へ茂れハ、をりから降り出せる雨の為めに葉面ハ露を宿して征衣を
［ 濘 ］

湿し、道ハ泥ねいとして甚た困しむ。然れども月を放ちて遙ニ海上を眺むときハ風景の壮

大得も言はれず。大間越の険も左様ニは非ず。且つ清流所々にあれバ夏日と雖も困しむ事
ナカヤマ

なからん。去年の夏、中山越をせし事などを思へ出す。熊の恐れなきだけかせめてもの安

心なり。頂上ニ至れハ茲ハ青森と秋田との境界線の標木たてり。何となく心勇み歴史上地

理学上の事なとよりして去り難く暫時やすみて眺望す。をりから下よりして歳の頃十一、
［ 蕗 ］

二歳許の小女、一人ハ野菜を負へ、他ハ小児を負へしか、雨降りたれハ冬きの葉をとりて
［追］

頭ニかぶせたるも興あり。同しく茲ニ休みて過き行く。吾れも後ををうて出立す。之れよ
［登カ］

りハ一体ニ高原ニて田などもあり、中々開けたる所あり。吾れハ之の山ニ発りて鯵ヶ澤よ

り岩館迄の海岸中、之の大間越を以て第一の好風景となせり。大戸瀬岩奇は奇なりと雖も、

之の山の壮大なるに及はさるや遠し。之の山を下れハ乃チ岩館なり。茲ニも中々立派なる
［二字空欄］

学校あり。午後四時半頃着。宿ハ○○、此の村戸数ハ五、六十もあらんか。宿も極めて粗

末なり。

十六日
［ 草 鞋 ］ ノ シロ

朝八時半頃ニ出立す。わらず掛けをぬすまれしニ腹立てども仕方なく、今日ハ能代迄七里
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ニ足らぬ道程なれハ急きもせず、初めハ風景もよろしく坂上の清水心地よけれども、それ
ツバキムラ

よりハ山道となり唯たをりへ海を遠望するのみ。椿村と云ふところニハ銀山ありて工
コ サカ

場もあれと規模小ニして小坂を見んとする。吾れニは立ち寄らんとするの意もなく行き過
ハチモリムラ ミズサワ

く。八森村ハ稍々大なる町なり。水澤と云ふところニて昼飯を食はんと思へ行きしニ茲も
［益々］

案外の小村ニて皆な農家のみなれハ力を落す。腹ハ増々減れども仕方なくへ行くニ飲食

店向へあへて両三軒のみありし処ありたれと、一方ニよれハ一方ニ気毒なるのみならす、
［潔］

余り清�ニもあらねバ行き過く。次の処ニて菓子を食へ、ようやく中食とす。能代ニつき
しハ四時半頃。兼而の丸二とか云ふ旅店を探さん為メに市中をぐるへ回りたれど見当ら

ず。日吉神社ニ到り後チ停車場迄行かんかと思へたけども思へ止まる。又橋の方ニもどり

て（地主）ニ宿る。市中繁盛のところニあれハ中々やかましけれと致し方なし。隣座敷ニ

田舎者数人宿りてかまびしき事甚たし。夜ニ入れハ何処へか行き去れり。別ニ散歩ニも出

つる事なく九時頃眠りニ付く。道路ニ砂利を敷きつめたる事とて、往来の人の歩むに其音

高く耳ニ入りて十一時頃ニ目さむ。能代ハ小なれとも港の事なれバ中々繁昌ニして商家軒

を並べ往来の人も多し。停車場ハ一里計りあり。此の日、大光寺と之の地ニ会する積りな

りしかど、村井と云ふ旅店を忘れたれハ之の宿ニつきたるなり。後下女より聞きたれど夜

ニ訪問することをせす。明日途中ニて行き会ふならんとはかなく待つ。

十七日

午前六時頃目醒む。暫時して雨ありたれバ出立つの仕度もせでありけるに、七時過き宿の

番頭の立ち顕れて御客様ありとの知らせに誰やらんと立ち出で見れハ大光寺君旅装して来

りしニぞありける。意外の事ニ勘定を早々済ませ急きて仕度し出立す。秋田街道ハ道もよ
アキ タ

く天気もはれたれバ心地何となく愉快なり。大光寺氏の話に秋田、能代間の汽車二十日ニ

開通式ありとの事に、さらば今日一日市ニ一泊して秋田ニ着くもつまらなし。及かす先づ
オ ガ ハントウ

男鹿半島を一周して後ち秋田ニ出で秋田より大館迄汽車ニて行くハ好からすやとの発議ニ
ウ カワ ハチロウ コ

直ニ同して鵜川迄行く事ニ決す。三里計り此なた八郎湖の傍なる大曲と云ふ処より車夫ニ
ハマ ダ

聞きて怪しげなる道を通りて行くに濱田ニ出でたり。最早や昼ニも近かけれバと地図を広
オオクチ ［過］ アシザキ

けで大口と云ふ所ニて飯を食はんとて行くに、何時の間ニか大口を通きて芦崎ニ出でた

り。大口ハまだかへと思へて行くに、はや人家たへて道ハ山間ニ出でたれハ不思議ニ思

へて再び地図を見るに過きたるなれハ馬鹿へしけれども腹ハ中々へれり。次の駅ハ二、

三里も行かされハ無きにより又々絶食かと力無げに出立す。之よりハ道数条ニ分れ細径ニ
シンザン カンプウザン

して何れとも判らざれハ心ニ任せて進むと海辺ニ出でたり。遠くあなたにハ真山、寒風山
は ［藍］

を望み、天気は霽れたれと風あれバ波高く岸を打ちて深籃の如き日本海特に風景壮麗な
［行］

り。海辺の砂原を行くなれハ道は良けれども腹ハ承知せす。大光寺氏たまり兼而漁家ニ付

て魚を求めんとせしかど遂ニ得じ。中々つかれたれハ砂上ニ休むニ、余りの心地よさにつ
［行］

いとろへと眠る。大光寺氏ニ驚されて再び進むに、道ハ又山ニ登りて付き松原ニ出でゝ
ノ イシ

大きくなれり。人も数人往来すれハやかて村あるべしとて行くに、野石に出でたれハ茶店

ニよりて菓子を求め水を呑み再び勇気を付て出立す。今日ハ北浦とせんかと途中ニて言へ
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［鵜の木カ］ ［一緒］

しかと途の都合にて又鵜の川ニ行くことに定む。道ニて空びんを荷へるものと一所ニなり
［鵜の木カ］

種々話しあへて行くに、之の男中々耳遠き方ニて言葉も分らざれと余等か後ニ鵜の川迄従

へ来れり。之の地方ニてハ然りと云ふことをナーと云ふ。之れハ佐賀の言葉と同じ。宿ニ

つきしハ五時半頃、一人の客来り居れり。田舎の事なれハ宿屋も粗末なれと致し方なし。

之の村も八郎湖ニ近き所ニして戸数五六十位もあらんか。

十八日
［樽沢カ］ ［一字空欄］

午前七時半頃出立す。樽前と云ふ村の神社のある所を登りて小 □ し後、背の小山ニて

寒風山を写生す。之れより松原を通りて山ニ登り初む。山ハ樹木なく草まばらに生へたれ

バ実ニ心地よく、日ハてるにあらねど何となくむし暖けれバ汗も出でん計りなり。山ニハ
［居］ ［居］

草苅の男ども馬を引きをりて盛ニ切りをれり。山頂迄ハ二三度休みて昇る。さして高しと

云ふニハあらねど坂少しく急なれハ中々困し。山頂ニ付きしハ八時半頃なりしか、茲より
タイヘイザン

ハ四方を一目ニ眼下ニ眺むべく、東ニハ八郎湖をへたてゝ大平山を遠く望み、近くハ船越
ツチザキ ［模糊］ ［ 縹 渺 ］

の土埼、秋田辺迄莫胡の間ニ隠見し、西方ハ真山高く聳へて、背後ニハ日本海しょうびょう
チョウカイサン

として広々、南ニハ鳥海山煙の間に立ち翠峯雪を頂きて下ハ霞の中ニ薄らけり。実ニ画

も及ばぬ好風景ニして北ニも又日本海の白浪を望むべく、雨ニ越へし大間越の険ハ遙カ海
キタウラ

中ニ突出して容易ならぬを示せり。三十分計りも茲ニ休息して北浦ニ出でんとて山を降

る。之の方ハ山急ニして直立せる如く又岩石畳々として頗る険なり。石を伝ふて下ニ降る
［がて］

のみニ数十分を要せり。之れよりハ道路急ならすして所々ニ田畑あり。やかで人家も樹間
［若］

ニ隠見して農夫などの往来もあり。北浦ニ出づる道ニてハ老弱男女のやゝ盛装せる者多く

道連れとなりがやへと多人数ニて行くにより又ハ市日ニもやと思へて北浦ニ行きて見れ

バ祭礼なりし。馬を美麗ニ装へて持でる者皆な引き来るなれハ、そを見んとて又田舎人の

来りしなりける。市ニハ行灯なとをつるして中々にきわし。一旅店ニ付きて昼飯をすまし

又立ち出つ。社ハ日枝神社とて市の上部ニあり。茲ニは郵便局もあり。其他家屋も中々田
ト ガ

舎ニはめづらしき程大なるものありし。之の辺の教会なり。茲よりハ戸賀迄二里と聞きた
ユ モト

れハ三時迄にハ着くなるべしとて一時頃出立す。湯本ニ着きしハ二時頃、温泉ありて旅宿

も立派なるもの三四軒あり。茲ニて道二三本ありたれハ路人ニ付て聞くに、右の大なる方

を教へしかバ疑ふこともなくして行きしに道ハ海岸の上ニ付きて立派なるものありし。海

辺ニ人家見へたれハ之れぞ戸賀ならめと信して喜び下ニをるれハ案外の一小村なり。舟の

事なと聞くに今日ハ北浦の祭礼を見に村の若者行きたれハ一人もなからん、或ハ向に見ゆ
［畠カ］

る畑と云ふ村ニハあるやも知れすとの事ニ再び勇をこして山ニ登りて行くに道ハ良ろし。

途中ニて一漁夫の道ニいこへし者と道連れとなり、聞きし所戸賀ハ之の山のあなたにて道
［畠カ］

を違へしことを聞き、戸賀は尚ほ一里もどらさるべからすどの事ニ初めて驚く。畑ニハ小
［畠村カ］

舟なけれハ大舟なれハ一艘五円もとるなとゝの事ニ再び驚く。空しく畑村を通過して山ニ

中腹を通りて再び後ニ引きかへし戸賀の方ニ向ふ。此の辺よりハ南北ニ海を望むべく広漠

たる高原なり。少しハ田畑などありし様あり。雨降り出だしたれハ中々明日の事か心配と

なりて種々話す中、戸賀も見へ初めたり。戸賀ハ湾内ニありて山上より望めハ水藍の如く
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波静ニして山腹の松杉と相応ぜる様ことにうるはし。急坂を下りて村ニ入り一小童ニ教へ

られハ一旅宿ニ着す。時ニ五時半頃なり。此の宿ハあへて旅宿にあらず。船舶の問屋めき

し所ニして女出で来り、主人のるすなれはとて首ひねりしも吾等ハ雨の益々降るにせん方

なく頼む。吾等の行装を見て薬売りかと問ふも可笑し。夜ニ入りて北海道より鰊漁の人夫

を乗せり船汽入港シ五六人ハ矢張り之の処ニ宿るとかにて十時頃より酒呑み初め騒々しか

りしも、吾れハ日中のつかれによりて寝ニ付きぬ。十二時頃ニ至りて蚤と蚊と騒々しさに

目醒むれハ大光寺もねむられぬ様子なり。雨は尚ホふり止まぬ。されハ心配なり。

十九日

今日も雨降り止まねハ一日滞在して明日の日和を待つことゝす。空しく座敷に籠城して雑

談と昼寝ニ過す。主人も来りて種々の談話ありたり。午後ニ入りてハ波高く霧かゝりて細

雨も粛々として降りたれハ気も気ならずしてひたすら明日の天気ならんことを祈る。

廿日

五時頃ニ目さむれハ天気ハ極めて宜しけれと波ハ尚ホをさまらざれハ如何ニかと気づかう
と

中ニ船頭来りて今日の波ニてハ兎ても岸を伝ふて行かれまじ、沖を行くとも酔ふなるべけ

れハ明日ニ伸してハ如何との事ニて吾等もそうへハ長く滞在することを得ざれハ先づ十
と

時頃迄待つことゝし、それニて波静らざれハ真山を越へて行く事ニ決定す。兎ても静まる

べうもあらざれバ八時頃立つ。宿の人々気の毒かれど吾等にハ別に成算あれバ勢良く行く

に、戸賀ハさほど風なかりけれど山上ニ出でたれハ中々の大風ニて、北ニ面せる海、一昨
［畠カ］

日迷へ行きし鼻村、北浦の海岸ハ白波高く岸を打ちて沖も又波の為メ白沫飛びてかすりの
［ 彼 方 ］

如くなれり。一昨日迷へし道ハ湯本のあなたなりし事、今日ニなりて知る。北浦ニ着きし

ハ十時頃なりしか、郵便局ニよりて小包をして不用の本を送る。町の下にて心切気なる老
ホンザン

人より真山への道を聞きて行くに、昨日ハ本山の峯、今日ハ真山の祭礼なれバ年若き男女

なとの盛装せるもの信仰深き御婆様なとのよふへと来るに行き逢ふて往来繁し。真山神

社のある所の少し此なたにて息みしか後ち、門前の祭礼の為めいとにぎわへる一小店ニい
と

こへて氷水を飲まんとせし時、初めて蝙蝠傘を遺失せし事をさとり、往来あれハ兎ても無
［物］

からんと粟をくらへて飛び行き見るに、幸ニも未た人目ニふれざりし者か又ハ善男善女の
［物］

みなれハ拾はで過き行きし者か、いと都合よかりき。茲ニて昼飯を食へて坂を登り行くに

神楽なとを奏せるありしかど、別ニ目をふれすして行く。道ハ社殿のある所まで石を敷き

つめたれど、それより上ハ唯の山道ニて山頂迄で真直なれハいと急ニして土をかまん計

り。参詣人あるべけれと、僅ニ薮を切り開きしのみにて雨の時ハ谷とな［る］べけれハ掘

れて細く深くなり、且ツ昨日の雨ニて途ハすべり、日光ハかゞやけバ暖きこと甚し。今ハ

シャツ一枚となりて汗ニまみれ、苦しさを耐へつゝ行くなれハ両三度休みて遙か登り来し

方を眺むれバ山急なれハ下の村々眼下ニ見へて身ハ登仙しつゝあるに非すやと疑はる計

り。山ハ樹木はへ茂りたれバ既ニ涼風吹けり。一層の困しさを経て登れハ真山の頂ニ出づ。

茲ニハ方二間計りの真山神社あり。周囲ニハ杉の大木一面ニ生へたれハ下の景風ハ更ニ見
［茅カ］

へねと冷風吹き来りて思はす衣を重ねしめたり。社殿ハいと古けれハ□かたむき板破れて
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荒れはて、中ニハ何にもなく唯た昨日の祭礼ニ参詣せし人あれバにや、白米などの落ち散

りたるもあわれなり。茲を立ち出で亦もや薮深き急坂を傘を杖とし草の葉ニ掴まりて降る

に、半白の老人の酒樽をさげて来るに逢ふ。此の山を下りしとき更ニ又前方ニ高峯のソビ

へたるを見たれハ、之れハ本山ならめ。真山ニてハ杉の為め眺望するを得ず遺り憾しかり

しか、此の山ニ登らバ男鹿の半島を一目の中ニ見渡すことを得るなるべし、北澤氏の写生

せし画図も之の山ニてこそせしなるべしと思へバ急ニ勇気も出で大光寺君をハ待つ間もな

く猿の如く登る。之の山も真山ニをとらず急ニして且ツ余程高けれバ苦しさ耐へ難し。山

頂ニ昇りても樹木生へたれハやゝ失望せしかと、少しく行けバ陸軍測量台のある所ニ出

づ。茲ニハ樹木もなく四方の海山を座なからに目渡すことを得れバ、先づ台上ニ昇る。実

ニ本山は男鹿半島の富士ニして之の山ニ登るトキハ之の島の隅々見へぬ所ハなし。寒風山

ハ眼下ニ見へて八郎湖をへたてゝ秋田の山々霞の如く、鳥海ハ今雲ニおはれたれど遙ニ山

麓ハ望むを得べし。能代のあたりの海ハ北風の為めに白浪高くあかり、南の海のみハ稍々
［ 拭 い ］

静かなり。風烈しく吹けバ寒さ特ニ甚しく帽子も手ぬごへも吹き飛され、吾れも又台上ニ

久しく居るべからず。をりしも吾等か来し方より遅れて登り来りし参詣男と共ニ急きて之

の山を下る。本山を下れバ茲ニ又下より上り来る道あり、之れ女道なりとか。同時ニ山麓
［坦］

より登り初むるに茲ニて会するなりとぞ。之れより尚ほ山を両三度上下したれと平垣ニし

て風景も余り取りわけ云ふ程ニもなし。降路ニてハ参詣人の人々ニ度々逢ふ。道ハ例ニよ

りて悪しく且ツ間ニ尚ホ渓水を流せバ渉り行くによりて転倒せんかと心配甚し。山腹ニ清

水あり。掬して先つめてよみがへりし心地す。之れより尚ホ下れハ本山神社ニ達す。社殿
［階］

ハ壮麗ならず。直ニ再び下山を急く。茲よりハ石楷なれハいとよし。門前ニてハ今日も賑

しく屋台店、掛茶屋など立並びて子女の雑踏せし。海辺ニ行けバ五六端へだてゝ一小舟の

客人数人を乗せてこき行くあり。或は島廻りニもあらんと漁夫ニ問へバはたして然り。漁

夫も吾れも手を挙けて呼ぶに満員なれバと断はらる。仕方なしに二人ニて別ニ小舟を貸し

て見物ニ出掛く。十八九位の男船頭となりて行くに茲も中々波高し。実ニ天下の絶景と皆

な人ニ言はれし程ありて、危岩海中ニ無数ニ並み各々その形を異ニして日本海の荒波之れ

ニげきし白沫四散するの景壮大と言はんか、壮麗と言はんか、吾れ賞するの解なきをうら
［と］

みす。今にして文を学ばさるを悔ゆるこし深し。門前より行けバ怪岩の間ニ特ニ屹立して
［聳］そび リュウ ガ シマ

象起へその形の烏帽子ニ似たるものあり。舟子ニ問へハ龍ヶ島と云ふ。鷹の類ニや一峯
［瀑］

ニ巣を作りをれり。之の側の懸涯す一�布懸れり。水も多くして風景先づ之の辺賞するに
耐へたり。舟子尚ホ諸島を指して吾れニ語れりと雖も風の為めと言語の通せさる為め其の

［益々］

名を知るを得ず。然りと雖も風景ハ増々奇なり。巖影を通ふて風波をさけ或ハ瀬戸を通り
［泡］

なとするに水ハ清くして底も見へなん計り。�沫舟の行くに従テ飛び、征衣時ならざるに
湿ふて遊子の意気更ニ壮なりき。之れ等の諸岩の間を行くと一時間計り、最後ニ一洞窟ニ

［徒カ］

達す。側ニ平坦なる岩ありて女□岩と云ふ。之の洞中にハ女入るを得す。後ニ言ふとぞ吾

れ等ハ舷を鳴らして進み行くに、其音反響して遠雷の如く洞口ハ広くして中ニ入ること五

六間水ハへきたんをなして岩石を打てる有実ニ身の神境ニ遊びたらんの如し。男鹿島中第
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一の風景と称して可なり。洞中ハ暖かく水蒸気迷まうとして立てりしかと遙かに砂地を見

留め得べし。舟をよせんと試みたれと波荒けれバ付くる事を得ず。止まること数度舟を回
エ ノ シマ

らす。砂地の両方ニ道ありて深く未た奥を知らずとか。江の島の洞窟の如きものなり。俗

人にけがされさるだけが先づよし。舟子のさい銭を上げよとの事に一銭を舟中ニ置く。茲
カ モ

を立ち出でゝ海中の稍々平なる大なる島ニ舟を結び付て上り見るに加茂の村見ゆ。をりし

も、夕陽已ニ斜なれハ暮色蒼然として辺りをこめ落日の雲ニ閉ちたれハ、夕焼の赤く海上

ニ輝らざるを以てうらみとせり。風ハいよへ烈しく停立すべからす、帰路を急く。波ハ
［湃］ ［ほ］

はう□として岩ニ澱せる者更ニ吾れ等か舟ををそへきんろうせられて木の葉の如く危険言

ふべからず。門前ニ付きしハ已ニ黄昏の頃なりき。宿ニ付けハ村の若者集まりて酒呑み居
［酩カ］

たりしか、何れも□酊して直ニ立ち去れり。此の家の主公ニや吾れ等を如何なる者とか見

たりけん、尊敬すること甚たしく四角ばりて出づ。たゞ翌日の宿賃の一人六拾銭と聞へて

驚くの外なし。四角張り賃かとして苦笑するのみ。

廿日

七時頃出で立つ。道ハ海辺ニ沿ふたれハ風景の宜しき所なきにあらねど格段言ふほどの事
フナガワ カネガワ

非ず。船川ハ戸数も中々ありて一小港をなせり。金川ハ小村なれども三階の立派なる宿屋
フナゴシ

を有せり。共ニ港ニして船舶の寄港せる者多し。船越ハ之れより山道となり一直線の松原

あり。茲ハ戸数も多く稍々都会の風をなせり。三百間とか聞く、彼の八郎湖と海とを連続

せる所に架せる橋あり。之の辺一体ニ浅けれバにや、漁夫数人ハ海の中ニ入りて網を張り、

一人ハ船ニ乗りて舷を打きて魚ををへ捕へをれり。之の辺の風景ハ多分八郎湖と海とを左

右ニ眺めて眺望宜しからんと想像せしに、実際ハ然らずして海の方ハ見へず、洲となりて
［周カ］

湖よりの水曲りて流るゝのみ見へたれハ、余り賞するに足らず。此の橋を渡れハ曲ハ農ニ

して、茲ハ多く百姓家のみあり。或家より若者走り出で吾等ニ馬ニ乗り行かずやと勧めた

れバ、待てる事なり得たりかしこしと土埼迄の値を答へバ三十五銭と云ふニ三十銭と付け

て行過くに後より追へかけて呼び返す。此の家ニて馬の仕度の間ニ昼飯を食ふ。やがて馬

上の遊子となりて本通りにあらぬ松並木のある青草の上を行くに眺めハ良く往来の人もな

けれハ心静ニねり行く。大光寺の馬は雄馬なれハ時々荒れるにより先行し、余か馬ハ後ニ

従へり。物を充分食はせざる為めか道草のみ食へて中々進まず。叱咤の声は常ニ絶ゆるこ

となけれどそれも後ニなりてハ慣れて余りきゝめあらず。遂ニハ馬子ニ尻を打たるに之れ
［拍］

ニハ恐るゝと見へて駆け出すに吾れハその評子に背骨を打ちつけて翌日迄もいたかりし。

実ニ此の日ハいと朗なる天気にして小春日とも言へたげなり。松原の青く連なれるに時々

ハ砂丘を越して海原の見ゆるなと実ニ画とも見へべし。東海道中膝栗毛の有様も思へ出さ

れていと可笑し。之の青草の間道を通り過くれバ本道ニ出づ。砂利を敷きつめたれハ馬ニ
オイワケ

草靴をはかす。之の街道も旧道なれバにや、追分と云ふ所迄古松道の両側ニ立ち並びて旅
ナカ ノ

行の憂を消さすべし。中野と云へるハ能代街道と船越街道との追分なり。茲ニ着きしハ三

時頃ニもや、車夫等すきしに馬子を呼び止めて返り馬の値の相談なりしか、遂ニ纏まりて

吾等ハ茲より馬より下りて人力車ニ乗りて土埼迄来れり。土埼よりハ鉄道馬車ニ乗りて秋
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田ニ着く。土崎ハ商港ニして秋田ハ県庁のある所なれバ別段言を要せず。夜ハ市中を散歩
［物］

して祭礼のかざり者を見、風呂ニ入りて帰宿す。

廿一日

朝飯すむと共、秋田公園を見に行く。市の東ニあり、旧城跡ニして堀広く城高く古松の茂

れる様東北ニ類なき公園なるべし。城内も美しく樹木生へ、鳥海山、本山、寒風山をも望

み得べく風景極めて宜し。一周して宿ニ帰る。出立は九時過きにして此度も土埼迄ハ車馬
カ ド

鉄道ニ乗る。今日ハ鹿渡迄と思へバ急ぎ行く。此の途も例の松並木なれバ日ハてれども暖
［際 ］ オオ ク ボ

き事なし。八郎湖ニハ沿はず、稍々離れたる山ぎはニ道付けり。昼飯ハ大久保と云ふ所ニ
シモアブカワ ヒ ト イチ

てなす。茲も一寸良き町なり。茲より一里計りにして下虻川あり。一日市ニ着きしハ三時

過きなりし。若し臨時の発車もあらんかと思へて停車場ニよりしに、始ハ乗車することを
ハタオリ

こばみしかと、吾等を呼止めて、六時発の汽関車ニて吾れも用事ありて機織迄出張するな

れハ共ニ乗せ行かんとの事ニ喜びて停車場ニ時間の来る迄待つ。之の停車場の名ハ一日市
ゴ ジョウ メ

ニあらずして五城目とあれハ不思議に思へて頭の毛の薄き人ニ尋ねしに、五城目ニハ味
ア ニ ドウザン

噌醤油の製造人ありて之れを阿仁銅山ニ売り込みて大館地方の商人と競争せんとすれど

も、一日市ニ停車場ありてハ五城目よりの運般費一日市よりの汽車運賃と同額となるによ

り、是非之の線を五城目ニ引かんとて四五千円の運動費を散ぜし由なれと能ハざりし由ニ

て、その代にハ名のみ停車場ニ五城目と付けしとか。待つ間程なく六時二三十分頃となれ

ハ汽関車ニ皆々乗り込む。吾等も石炭の上ニ腰を掛ける。列車なれは走る事矢の如く、直

ニ鹿渡ニ着く。茲ニて待つ人ありて暫時息み、能代停車場ニ着きしハ七時三十分頃なりし。
［物］

終列車七時五十分の者あらんかとて停車場ニて聞き合せしかと無しとの事ニ旅店村井ニ投

ず。

廿二日

朝八時一分発の列車にて出発す。此の日は天気晴れて近頃になき暖き様子なり。能代川ニ
フタ ツ イ ［二字空欄］

沿ふて進む。別ニ風景の宜しき所なく平凡の景色なれハ途中より眠り掛く。二ツ井、□□、
［二字空欄］ ［二字空欄］

□□、 □□の三停車場を過くれハ大館なり。町ハ茲より十町計りも離れたり。本通りハ
カツラジョウ

中々賑きはしく一寸せる城下の風をなせり。町ハ高低をなして家皆な古し。此の地ニ桂 城

とて一千年以前の古城ある由ニて維新前迄ハ秋田の城代居りし由なれど見ず。此の地方よ
ジュウ ニ ショオウギ タ

り十二所扇田辺ハ維新の秋田戦争の古戦場なれバ何となくなつかしき心地す。余り暖け

れバ町はづれにてラムネを呑む。町を出づれハ地ハ稍々平坦にして、稲田遠く連なり並木

もなく山影もなけれバ暖きこと限りなし。村落つゞけバ真ニ内地の田舎旅行たる感あり。
［柱］

別に見るべき所もなけれバ例の電信桂の番号を読みつゝ足ハ機械的に前ニ進むのみ。扇田

ハ戸数五六百もあらか、商家も立ち並み電信局などもあれバ良き町なり。途中能代川ニ望

める或る神社の裏手の杉の大木の陰にて息む。一人の風体あやしげなる占者の如き人も茲
［二字空欄］

ニ休みて中食をなせりしかバ、吾等も之の次の□□にて昼飯を食はんとて出立す。半里と

聞きて急くに、やがて茲に達せり。町ハ二三十戸の小村なれど、温泉わき出づる由ニて一
［勧］

軒の少しく立派なる宿屋ありたれど、人力、馬車などの駐車場なれハ歡めらるゝもわづら
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はしと思へ、次の十二所にて食はんとて通り過く。十二所ハ戸数は扇田に次きてあれども、

皆な百姓家のみにして商家はなし。最早や旅宿はなからんとの事ニ怪しげなる半は農にて

も職み居るらしき旅店ニ立ち寄りて飯を食ふ。五円の紙幣のつりなき為め近所を尋ね歩き

中々はかどらす、出発ハ二時過きとなりたり。途中は小坂銀山より荷物運搬の荷馬車続々

として隊をなして来るに行き逢へ、その度び風の為めにて吹き飛ばさるゝ黄塵を汗顔の上

に吹き付けらるゝ気持ち悪さ、別に色の白き御面相にてもあらねバをしき事ハなけれどい
ハナ ワ

ともうるさし。能代川ニ沿ふて行く程に小坂より花輪ニ行く街道と行き逢ふ。茲ニ橋あ
フクオカ ［ 懐 か し き ］

りて之の橋の辺より望みし景色、故郷の米澤橋より福岡を望みしに良く似たれバなづかしき
［ 拭 ひ ］ オオ ユ

感じす。茲に立ち寄りて汗をぬごへ、ラムネを飲みて大湯へと急く。大光寺氏ハ知人の家

茲より一里ニ足らねバ行きて荷物をあづけんかなど云つしたれと、早や五時ニもなりたれ
と

バ兎ても九時過きにもならざれハ大湯に行き難からんと思へたれバ直ニ大湯ニ向ふ。此の

道ハ本道ニあらずして別の道なる由なれバ余り大ならす。途中ニ田道将軍戦没の地なる木

標ありて一なる社もあれバ休む。茲より少し行くに道の両側ニ円く盛りし土塊ありて大光

寺ハ一里塚のあとなりと説明す。古へハ道々にありし由なれと見しハ初めなれハ妙らし。
［冥］

一休和尚の迷途の旅の一里塚とハ之れなんめりと種々戯言をはき、念仏なとをとなへて行
［し］

く。道ニ草苅の馬に行き逢ふ事すきりなり。大湯ハやゝ低き谷の如き所ニありて川ニ沿へ
［斯］

り。山を下れハ大なる洋風の建物ありたれハ学校ならんと思へしかど、大湯の地ニ期の如

き大なる学校のあるべき筈なし。旅店ならんと急き行くに明日見れバはたして学校なり
［薄］

し。茲にも外部の宏大をはこる軽白風吹きて、内部の精神は軽ずるに非すやなと考へ行く。

此村一番の旅店ニ行きしに運悪く忌中との紙を貼りたれバ他ニ探すに、旅宿らしき所ハな

くして皆なむさぐるしき百姓家の旅宿のみなれバ少しくあきれたれど、別ニ仕方もあらざ
［障］ ［障］

れハ或る宿ニつく。室ハ台所と樟子一重へだてし薄暗き天井の高き所にして、樟子一枚づゝ
［閉］

足らねハ閑づる事かなわず、通風ハ宜しかるべし。但た温泉あれバ此日の労をなぐさむる
［帳］ ［シャツ］

に足るのみ。夜ハ蚊屋もなけれバ又シヤツをかぶるかと心配せしかど、別ニ蚊もうるさか

らざりし。

廿三日

朝ハ六時頃に起き出づ。湯に入りて出発せしハ八時過きなりし。大湯の町を通りて上の湯

の下なる橋をわたりて山道になる。此日ハ朝より霧降りしか遂ニハ雨となる。昨日十二所
［具］

にて悪しき物を食へし訳か腹の工合良ろしからず。労れもあれハ道中ニはかどらず、途中
［復］ ト ワ ダ ［銚］

ニて宝舟なとを飲みてやゝ気力を回複す。十和田道ニハ出です□子滝を見んとて尚ほ登
［銚］

る。途中ニて立派なる洋館ありて発電所らしく滝も見へたれバ、大光寺ハあれか□子滝な
［物］

らんとの事に近づきて見るに、案外つまらなき者なれバ腹立つに、之れでハなしとの事に

更ニ登る。五六町登れハ滝の音聞へたり。喜びて近づくに高さは六七丈もあらんか、水勢
［勢］

も強くして景色もよろしけれど、今ハ水を別ちし為め水製減せりとか。之の滝の向へにあ

る一小祠に立ちよりて中飯を食ふ。発電所に立ち寄りて案内を受け茲を立ち出でしハ一時

過きなりし。十和田迄ハ一里半と聞きたれハ安心す。途中ニ工夫らしき者ニ近道を聞きて
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山ニ入る。朝よりの雨霏々として尚ホ降り止まず。道ハ渓流ニ沿ふたる細径なれバ昇るに
［濘 ］

従て雑草生へ茂り、牛馬の歩みし跡はあれと泥ねへ深く、橋も絶へし所間々ありたれハ徒

渉して渡るに初めこそ良ニ道もよろしかりし、昇れハ昇るに従て橋弥々なく且つ道ハ渓流

と相へ合して之れをこぎ行かざるべからざる冷たさ、板取ふきなどの両側より相合なりて

道も分からさる有様なれバ洋服ハ露の為めに尽くぬれて気持ち悪るし。一里の余も来りし

かと思はる頃に道ハ二本に分かれたり。何に心なく上の道を取りしかと考ふれバ大湯より
［焼］

来る道と行き逢ふとかなれハ直角ニ行くこそ当然なれ、之の道ハ炭燃きの山ニ入る別の道

ならめ、下の左の道こそ正しきものならんと又もどる。行く道々ハ炭をやきし跡もあり釜

も残りたれと年過きしにや道も破損して分らぬ迄危く、水ハ瀬となりて尚ホ流れ止まね

ど、幸ひ雨もはれて空も明るくなりたれバ勇気も倍して稍ニ十町計りも来らんかと思ふ
［途］

頃、茲にも炭小屋ありて道ハ止絶へたり。失望せしにハあらねど初めて之の道の誤にして

初めの道の正しきなりしを思へたれど直に帰るも馬鹿へしけれバ滝より一里半と聞きし
［物］

者を早や一里の余も来りしなれハ、之の山の頂山に登らば或は湖水の見ゆることもやあら
と

んかと思へて道なき藪を登る。されど、山は深く山もいと茂り向も見へざる程なれバ兎て

も無益なればとて茲を下り、更に又之の道に出づ。十町余もあとにもどるは馬鹿へしけ

れと今ハ道も確定し時も尚ホ早やけれバ急きて岐路に出で、此度ハ又再び右の山道ニ入

る。之れも人のあるきし跡なけれバ怪しかりしか、はたして五六町ニして道尽きたり。此

度ハ失望すること甚だしく或は道問へし工夫の偽を教へしにあらぬかなと疑ふ。されと再

び一里有余の道をもとりて滝迄出でんこともしがたけれバ、勇気をこしてこの山の絶頂に
［僥倖］

登り見ん、若し十和田湖を望むを得ば倖□なり。見当だに付かバ山を越へんこと苦もなき

業なりと思へしこそ無謀にも愚かなりし。之の山を越へ、あの山ニ登りしならバ湖水見へ
［ 潅 ］ ［で］ ［れ］

んかと空しき望みを懐きて熊笹、くわん木などの密生せる獣だも行ねぬ所をかきわけ、手

を傷け、目をつかれ、或ハ滑りて谷底ニ転るもかまわず再び草葉ニ取りすがりて山を登り

見れバ、之の山ニ登りたらバ向ふハ見へんと思へしかと、一層高き山ハ尚ホ前ニ横はり樹

木もはてしなく生え茂りて昼尚ホ暗き有様なれど、茲迄来りしもの今更再び跡に帰らんこ
［僥］

とも流石ニ出来難く、苦しくとも又勇をこしてあの山の絶頂に登りたらばとの□倖心ニい

ざなはれ、或ハ或はとの誘惑ニ打ち勝たれ苦しさも希望ある為め忘るゝ程なりしが、早や

山を越ること四つ五つにもやなりぬらん、茲より前途を望むに山ハぼうへとして限りあ
［て］

ることなく、之の林を越へ行たも今日中ハかゝるべき程広けれバ、今ハ前進すべき勇気も

失せ暫時ハ呆然たりしか何時迄かくてあるべきにあらねバ、大光寺氏樹ニ登りて湖水や何

処と眺むれど四方皆な山ニして何処を湖水とも見分けつかねバ、今更ら無謀にも深か入り

せしを悔へたれど力及ばじ。磁石なりともあらバ何とか方針を定めしものをと惜やしか

る。日も西山ニ傾きし様なれバくづへして居るときハ野宿せではかなうまじ、更らばも

と来し路を帰りて炭小屋迄なりとも出でよとて再び引きかへしたれど、密生したる藪なれ

バ再び之の道ニ出でんこと難く東西も分らざりしか、今や吾等か来りし道の左なるべきか

右なるべきかさへも分らすなりたれバ、行くべき方もなく呆然として四方を顧望するの

明治丗五年夏 東北遊記

―１４５―



み。幼くして故郷ニありしとき十和田の山中にて道ニふみ迷へしものハ容易ニ道ニ出づる

こと難く、時ニ百年の命を之の人知れぬ山中ニ失ふものありとは聞き知しかど、吾か身の

上ニも経験せんとハ思はざりき。食物もなく、磁石もなく、東西も別らぬ。之の深山を何

処を目的となく歩むとも、藪の為メ一定の方向を指し難けれバ、何にを目標として道を定

むべき。三日、四日は食なくとも歩まれんも、尚ホ道に出でずハ如何ニすべき。噫、吾等

も又茲ニ命を失ふに非ずやと心ニ思はれたれバ、何となく悲しくなり涙もようされたり。

されと何時迄かくてあるべき。日のある中ハ行ける処迄行きて日暮れなば其処を今夜の宿

と極めん、山を行くは目標なく藪をこぐなれバとても幾計も行かれまし、むしろ谷を見付
ママ

て之れを沿ふて降らバ何日かは何処の里ニか必す出づることを得んとて谷を見付てニ之れ

を下る。笹も少なけれバ歩行も左程困難ならず。暫時して水の流るゝ音聞こへたれバ水わ

き出でたるぞ、渓流となりしならバ何れ川ニ出づべし、さらば吾等も生命ハありけりとい

と打ち喜ぶことかぎりなし。樹の根、草の葉の間よりわき出る流れを掬して蘇生の思へを

なす。夏の日のいと暑きに汗は滝の如く流るゝとき、山影の岩間よりもる清水ハ実ニ山海

の珍味ニも増してうれしく常ニ神の愛を思へて感謝せしが、之の人も通はぬ山中の渓谷に

も又神の愛を顕わはし給ふて山路ニふみ迷へる之の精なる二人の旅人ニ愛の泉を別ち給ふ

御心、吾等豈ニ感謝せざらんや。之れよりハ流もいよへ増さり、谷も急ニしてしばへ

転倒したれハ衣服ハ全くよごれ、渓流をこぎ行くなれバ足の冷たきことかきりなけれど、
［勝］

藪をこぎ行くにハ遙ニ増りたれバ、日のある中に出づるに良きところ迄出でんとて急く

に、流は更ニ合して稍々大となれり。はや黄昏となりて板取りなとの茂へれる所ハ暗く物

すごけれど足も前別る所まで行かばやと急ぐ。之れよりハ滝となりし処なともありて困難

なる上雨降り上なれバ岩がくれて、危険なれハ注意して木の根ニとりつき猿の如くなり、

余は先導して下る。暗は早や足下を包み、川霧もまうへとし立ち昇り、山頂なとは早や

見へざる程になりて、冷気も身にせまりて何となく物すごかり。程なく亦も一つの滝の上

ニ来れり。霧は滝つぼをこめたれハ深さは分からねと、流れ急に水音高かけれバその高さ

もおし計られつ。断崖急にして取り付く樹枝も見へざるに、茲も岩石雨の為めに分解して

壊るれバ危険言ふべくもあらず。暗ハ増々四辺を込めたれバ一歩をふみすべらさば身は滝

壺の中に葬られあたら千金の身を失なはん。君子ハ岩涯の上に立たず。及かず宿を山上ニ

求めて一夜を明かさばやと相談一決し、山腹ニ向ふて進む。寝褥の用意にとて蕗の葉を採

り集めて登る。幸にいと大なる樹ありて葉も繁りたれバ之の下蔭を今夜の宿所ニ定めんと

て準備を初しむ。大光寺ハ生へるゝまゝの樹枝ニ蕗の葉をのせ、その上ニ早や身を定めし

様なりしが、吾れも近辺より多くの枝を折り取りて之れを地上ニ重ねて厚くし、その上ニ

矢張り蕗の葉をのせけり。左の樹側ハそのまゝ明きて風いと吹き来りけれハ用心防禦を兼

ねて之にも木の枝を
fence

フェンシーの如く並べ立てぬ。屋根ハ蝙蝠傘を幸へ出てたる枝の上ニ

掛け、足らさる所ハ蕗の葉ニておぎなへぬ。先づ住所は充分なれハ、カバンを開きてシヤ

ツを取り出して重ね防寒の用意をすれと、洋服ハ露の為めしとへぬれて膚ニ通りし程な

れハ歩みし際ハさほどならざりしも、今は心持の悪き限りなし。マッチは湿らぬ為めとて

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―１４６―



中深く蔵め、ナイフは万一の用心ニとてカクシに入れぬ。実ニ山路ニふみ迷ふて知らぬ深

山幽谷ニ一夜を明さんとする時ニ、かゝるものゝ頼みニなる事大方ならぬものぞかし。夜

のふけ行くまゝに寒さもいとゞ加わり、山気膚をおかして耐へ難けれハ、蕗の葉の或るも

のをバひざのほとりに掛けをへつ、風を防かん為めにハ屋根となしける傘を横へけり。斯

く寒くて眠らは必ず風邪ニかゝらん、互ニいましめて眠ることなしに之の一夜を語り明さ

ばやと決心す。始めの内こそ元気よく語りたれ、次第ニ大光寺氏つかれはてたりけむ、返
［屡］

事もなさでいびきの音やゝ高くなりぬ。層々呼び起しはしたれども余り度々なれバ後ハ関

はずそのまゝにす。吾れハ止むを得し、独り詩吟などをなせば夜蔭のことゝて木魂ニひゞ

きていと物すごし。浮世の中に住へる人てう者を見もし聞きもせざりし山霊草木禽獣ハ定

めし見知らぬ声ニ魂や消しけん。初めの内は木の葉も通ふニ落ちる露の滴かと思へしに、

後にハ弥々本降りとなりて暗を込めたる雨の音の草葉に落ちてすさまじき迄ニ音高くなり

ぬれバ、今は一本の傘にて身を覆はん様なく、雨滴はしとへと背を流れて身を置くに所

なけれバ芋虫の如く丸くなりて傘の内ニ屈まりぬ。時計を出し見れハ十二時なりけり。三

時ニもならは夜は明けん、今少しぞとて互ニなぐさむ。吾れも初めの内こそ眠らじ務めた

れ、昼のつかれに思はずとろへと眠りて折り敷ける芝と共ニ下ニ転び落ちしも可笑し。

かく吾れも夢現の中ニ過せしに三時半ニもなりたりし頃、少しく明るくなれり。雨は幸ニ

も済れたる様子なれと、空ハ一面曇りて日光の輝くべき様もなし。そろへ用意して四時

と云ふに出立す。一夜の宿をかりし主は菩提樹なりけれバ、

十和田山みちふみ迷ひ日は暮れて

一夜宿りし菩提樹のかげ

（三一、一、一一）

たわむれなど言へて別れをおしむ。

廿四日

朝尚ほ良く明けねば足本ほの暗く靄立ち込めて葉末に置ける露いと繁し。此度は山を伝ふ
［坦］

て滝を下る。昨夜見し程は高からぬ様なり。茲を下りて又川ニ沿ふて行く。稍々平端なり。

昨日道にふみ迷ふて谷を求め渓川ニ沿ふて下りしより、今は十和田山の麓ニあらずとも、
［銚］

□子滝のありし処などよりハ遙かに下なるべし。而して方角を考ふるに西ニ向ふて下る
シ

様なれバ小坂鉱山ニ出づる川の上流ニもやあらん、チョウ子滝の上流ニはあらざるべし。

さらば本道は小坂と十和田との街道なしけれバ何処にか行かんかなど考へなどしてはかな

く行く内、ふと川沿の柳を見るに鎌にても切りしにや斜ニ切りしあとありたれば、最早や

茲には浮世の人の通ふなりけり、さらば吾等も生命はあるぞと喜ふこと限りなし。実に千

歳の知己ニ遇へたらんか如くなり。勇みに勇みて川を渉りて行ば、野宿せしところより十

町計りにして川の傍にいぶせき炭小屋ありけり。人の気はいハせねど昨日今少し早かりし
［暴］ ［物］

ならば茲迄下り来て莫風雨ニ沐されずともよかりし者をとくやむ。小屋より少しの間は草

を刈りとりて路とせしかば、川より上りて茲を通り行く。されと末にハ路なくなりて再び
［物］

川と合し、或は河原を行き川を渉きて行く内に、梁の如き材木を以て組立てし者ありて、
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［ず］ ［物］

その下には必し滝あり。如何なる故か又何の必要ありて作りし者にや知るに便りなし。山
［坦］

は高く聳へて谷は深けれど途稍々平端なれは本道に出づるも遠からずと思へる内、又滝あ
［斯］

り。期の如くなるこ［と］五六回にもや及びけん。その内大光寺氏弱ること甚だしきは首

の傾斜の度によりても知らる。足の歩みの遅けれバ吾れは先導となりて行くに、川に差し

出でたる桑の木ありけり。をりしも桑の実みのりをりしかば、大光寺氏を呼びて吾れハ良

くも食はず再び前途を急ぐに、大光寺氏更に来る様子なし。二度三度立止まり大声挙げて

呼べども答へなし。然し小児でもなけれバ後よりとぼへ来るならんと吾れハ関はす進み

行くに、又滝ありけり。此度は高さ二三丈もあらんか、樵路だになし。断岩絶壁けづれる
と

如く、足の踏み処もなき様なれは、吾れは兎に角大光寺氏心もと無けれは、茲ニて小憩す。

待てとも待てども大光寺来らす。はてわ心配となりて、或は途中にて行き倒れせしに非す

や、先刻の様子にては怪しきものなりと吾れも心ニ危ぶみつゝ呼びなから引き返す。稍々

二町計りも行きし頃、大光寺氏向ふよりよろへと首を曲げて来れり。餓へつかれたれば

にや、釈迦出山の有様も斯くやと思はれていと可笑し。大光寺を急がして滝の上ニ来る。

桑の実を食ふて少しく元気付きたりと泣き顔なれば気の毒なること甚たし。吾れハ気の張

りつめたればにや、元気更ニ失せず、空腹もおぼへざれば勇をこして断崖を下る。此の滝

の風景、特に良ろしからざるに非ねども、身は危急の場合ニあれは顧みるに暇なく前路を
［ばか］

急く。五町迄りも下れは初めて路ありて山の左側ニ入れり。人馬の往来もあるなれば初め

て安堵の思へをなす。道路にて出でたれど吾等は何処にか行くにやあらんと疑へはれね
［一字空欄］ ［瀑］

ど、川ニ沿ふて下るに遙ニ� □ の声を聞けり。進むに従て一�の懸崖より降るを見る。
［銚］

瞳を定めて見るに、昨日吾等か訪ふたりし□子滝なりければ、吾等は山を廻りて又再び同

し処に出でしなり。馬鹿らしけれど一茶店に入りて朝食をしたゝめとて立ちよる。時計を
［ ズ ボ ン ］ ［ シ ャ ツ ］

見れは八時少し過たり。炉にふみ込みてぬれしヅボン、シヤツなどを乾かす。上衣ハ宿ニ
［一字空欄］

頼みてコタツに掛けてもらへぬ。二食なれば甘きものを食はゞやと牛の鑵詰に土 □ の

汁を作らせ、腹ふくるゝ迄食ふ。此の家の人々言語によれば、盛岡辺の人にや。壱二才計

りのいと可愛らしき小児の籠の中ニありて吾等を見て無心ニ笑ふ。山中にて迷へしは流石

に恥ぢて言はじ。今日は十和田より大湯に行くなりとて十時頃出立す。昨日見し作り滝、

荷物運搬の電線のかゝりし処を過て、大湯よりの十和田への大道に出づ。大光寺氏ハ昨日

の野宿の為め大ニ元気を失し、例のマラリヤ再発せんかとの心配より十和田には行かずに
［一字空欄］

大場にて二三日 □ 留し花輪にて待たんとの事なれば、茲にて手を別つ。左手の山を登

るときは大湯道路に出づべしと聞き、道なき山を露にぬれつゝ草をかき分け登り見るに道

らしきもの更ニなし。怪しみながら再び下りて更ニ問へ正せば間違へしにはあらで此の山

なれは不思議なから又上り行く。方角の違へし方より一人の百姓上り来りたれば、何れこ

れ道路ニならんと、その方に行くにはたして道なり。急ぎて先の百姓に逐へ付き間違へあ
［鬱蒼］

らぬ様聞き正す。之れよりハ山は弥々深山ニ入り谷深く老樹翁鬱として昼尚ほ暗き有様な

れど、深山幽谷には已になれし身の軽く、鳥の音面白く聞き、草の花をめで、心のまゝに
は

歩を運ぶ。今朝よりは小雨止むときなく降りしが、今は済れて明日は天気も良ろしかるべ
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き様なり。道は連日の雨の為め泥深く、木の枝などを敷き横へたれど、一歩を誤れば腰迄

没する深さ、おしくもあらねど脚胖は鳥の足の如くなりぬ。程なく頂を越れは、湖水樹木

の間より見へたり。唯た目の前にあるなれば急くも用なしとて徐々と下る。湖畔に一軒の

家ありけれど神社は近くにあるなるべしと思へたれば、別に道も問はで行きしに、草生へ

茂りて道中々悪しく十和田神社への道路としては少しく怪しければ、又取て返して家のあ

る所迄もどり道を問ふに、矢張り同し方にして路程は一里計りありと聞き、目的少しはづ

れぬ。再び露いと繁き草薮をかきわけ行くなれば、折角乾かせし洋服しとゝぬる。路は湖

辺に沿へり。経路にしてぬかるみなれはいとくるし。休屋と云ふところに出てしは四時過
［ら］

にもやああん。道湖水の砂原に出てたれば先づ本社ニ参らばやと舟子に道を問へて茲より

畑を通して鳥居のある所ニ出づ。一方には人家あり、他方は松並木あれは此方ならめと進

み行くに松原を出でしかど社殿らしき物も見へす。又不思議を起して立ち返り道を聞き直

して更ニ進む。返へす返へすの失敗にである。今日は之れて三度目なれは自らも可笑しく

なる。怪しと見てか犬迄も叫へける。噴火の為めに生しし山なれば危岩怪石の累々として
［階］

あるは何処も同しけれと、茲ニも岩石は天然の石楷なし天岩戸などゝ名称を付せる洞窟二

三ヶ所あり。あへて妙しとにはあらねど、俗気なければ身の引きしまる心地す。本社は湖

水中にある小島ニあり、丸木の橋を架して之れと通ず。本社とても名計りにして、実は方

一間ニも足らぬ御宮なり。然し岩石畳々として翠松生じ、清波脚下ニ白玉を飛散し、四方
ヨロイカブトジマ

の眺めも乏しからねば、暫時俗腹を払吹く風に洗はしめたり。鎧 甲嶋の辺を写生し、更

に某社はその方にありと標札ありたれば見てをかんと進み行く。行けども行けともそれら

しき物なし。唯た風景はいとよろし。鎧嶋の眺めらるゝいと眺望よき道側の石の上に一人

の男子昼寝したりけるが、返りに見れば尚ホ心ろよげに伏たり。あわれ仙人と云ふものは

かゝらんものか、山間の一正夫なりともかゝる仙境ニ来りて寝りしときのみは神も宿るな

るべし。日も稍々西ニ傾きければ急き社務所ニ行かはやど道をたどる。松原にて田舎の人々

にや男女十人計りの人ニ行き逢ふ。中に洋服つけし二人の美少年ありけり。歳は十四五歳

計りにや、兄弟と見へ、兄は大倉の商業学校にして、弟は独逸学協会の生徒なり。社務所

と云ふも実は立派なる宿屋にして、聞きしよりは中々良し。二階の座敷に案内さる。服い

とよごれたれは宿に洗濯を頼む。吾れより後れて二人の中学生、隣室ニ宿る。宿の亭主来

りて明日の舟の事など話す。

廿五日

明くれば天気もよろし。心勇みて朝げをしたゝむ。亭主来りて舟の同伴者あれば用意せら

れたしと告く。中学生も乗る事に相談つきし様なり。乗り込みしは八時少し過きなりしが、

舟子ノ用意とゝのはず稍々九時頃迄舟にて待つ内、酒、火鉢などを持ち運びたり。何のま

ねかと見る内ニ、昨日本社の道ニて行き逢へし十人計りの見物人乗り込む。此の人等の舟
［宴カ］

にその□なりけると知られたり。外に之れは見物ならぬ鉄砲打一人と宿のあにきと舟子二

人なり。昨日見し鎧甲嶋の辺より岸づきてヅゴ森とか称る奇岩の下ニ舟を付く。余も進め

られて一見せばやと皆な人の後ニ従て進むに、実ニ十和田第一の奇勝にて一巖突として空
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ニ聳ること四五丈もあらんか、岩を伝へ木の根にすがりて登り行くに稍々頂上ニ達する頃
［一字空欄］

に鉄の □ 子と鉄の鑚とありて恰も屋根の上にでも登るが如し。茲迄でば一人の田舎女

の元気よく登り来りしが流石に恐ろしかりけん止まりける。我等は猿の如く鑚を伝ふて頂

上に至る。高しとは言へ別に眺望もなけれど、見下せば断岩絶壁けづれるか如く、舟中の

人実に豆人なりける。太郎様、貞次様とも登り来りしハ感心なり。中学の人々は昨日登り

し事にて登らず。葉はつゝじの如くなれと、花の小さく色きあり。めづらしとて掘り行く
［余］

人もありしかば、途もその一茎を折り取る。茲を下りて又こぎ行くに、岸の景色一きわよ

く翠松龍の如く曲れるが岩の上に屹ち或は自然の松島をなせるなと手を入れし貴人の庭園

を見るか如し。水清ければ呑むに任せ、底は千仭の深きにや青々澄みたれば奇怪の談の世

ニ伝はるも実にさあるべし。鉄砲打つ人の岸の岩におり立でる鵜を舟板を打ち鳴して驚か
［一字空欄］

し飛び立てる際を一発に打落して、 □ 呼の叫び稍々しばし鳴りひゞく。之れよりは一

体に風景よく、みさきを曲りて鵜の鳥の群をなせるを驚かし、或は鴨の子を逐へなどして

早や昼ともなりたれば、一赤壁の下に舟を止めて飯を食ふ。元来噴火口なれは岩は焼けて

赤色をなせし。花輪の人々家の土産にと小松を掘り取りなどす。之れよりハ見るべき所に

もあらねど、宿の若者と鉄砲打ち人と陸に上るなれバ賽銭場に舟をつくる。其よりハ又々

舟を打ち返して他方面の景色を見物す。面白き岩松の有様なれど千べん一りつなれば、或

る人の唯た岩に松の生へしのみ見あきたれは舟を返さんと言へしも実なり。之の島（半島）
［物］

は最後の者にて遊覧者は皆な茲より舟を返すなり。吾れ等も此の島の絶端日暮しの岬に舟

を付けをりしも、風吹き出でたれは帆を張りて帰路に付く。さほどの風にあらねど波立ち
［穏］ ［三字空欄］

て来りし時の平隠ニは非らず、舟足遅ければいともどかし。花輪の人々は（□□□）に着

きて之れより山を越へて行くとかなれば急くこと甚たし。十和田神社、休屋の方を遙か沖
［二字空欄］

より眺めて（□□）ニ着せしハ五時頃なりしか。茲にて別れを告げて帰路ニは吾れと中

学生と二人の舟子のみ。おりしも暮色蒼然として湖水の波舷頭を打ちて転た物淋しく岸辺

に着きしハ稍々七時にもや、足もと暗く宿ニ入る。此の夕、又々多数の見物人来り宿して

上下の室ふがり居れは、吾等は中学生と同室にせられたり。夕飯を食ふて種々談話に時を

移し、札幌の高慢話しも出でし様なり。

廿六日

（之の日記は直に書くべきものありしかど都合ありて其の期を得さりければ後日誌る

すことゝなれり。故に小坂鉱山の記なとは今少しくわすく書きをきたけれど、学課の

忙ニ逐はれて不本意ながらその概略を誌るすことゝせり）

小坂ニ出るに十和田鉱山を経りて行かんか、それとも再び大湯ニ出でゝ行かんとは昨夜よ
［一字空欄］

りの疑問なりしが、宿を出立せし後も互に遠慮すれば尚ホ決定せず。（ □ ）に着きて湖

辺を十和田迄行くには中々困難なるべければ、再び山を越して大湯に出んとて茲より又々

山ニ登る。中腹頃にて雨降り出し雷も鳴り遂には大降りとなる。道は例ニよりて泥深く一

歩を誤れば脚を没する位なれと、今日は無謀にも小坂を見物して花輪迄出んとの心組なれ

は急きに急く。一度通りし道なれはわき目も振らざる程に十二時頃ニ大湯に着く。中飯を
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食へて小坂の行程を聞くに三里なりと云ふ。唯た山道を行かは二里半位なるべしと云ふに
［もの］

稍々絶望はせし者の急かは二時には着すべしと更ニ一農家ニ立ちよりて道をたしかめ、風

呂場のある所を通り過きて、山途にかゝる小坂の
chimney

チムネの煙も見へたれと道は細径なれ

は、しばへ道行く人に尋ねて概く本道に出づ。県道なれは道巾も広く人々の往来もあり

て小坂の繁昌も思へやられたり。小坂ニ着きしハ案外遅く三時過きになりたり。鉱山の為

めに此の町中々にぎわしく二三十年前迄は数戸ニ過きさりし由なるか、今ハ千にも余らん
［軒］

か商家転を並べ人々の雑踏せしこと市日にも異ならす。吾等は直に鉱業事務所ニ付きて案

内を乞ふ。

（小坂の鉱山記ハ記せバいとへ長かるべけれど、乾燥無味ニして徒らに人をあかし

むるのみ［な］れバ唯たその概略をのみ誌して、余ハ期を得たらバ別ニ記録すること

もあるべく、且ツ又今度は茲の地ニ遊はんと志すなれハ左のみ用なかるべし）

事務員の来りて吾等の姓名を記録し、更ニ一人の案内人を出して吾等三人を導く。工場の

み見るにも三時間もかゝるべけれバ、鉱坑はとても今日見物されましけれハ、工場たけも

急きて五時頃迄ニ見んとて出て出つ。初めハ銅の鉱炉ニて鉱石より銅を溶融して分つ所な
［ね］

り。何れも皆な旧式ニて見るに足られと、唯た新式の大鉱炉一つありて盛ニ銅の溶鋳を流

しつゝあるあり。幾百人の鉱夫ハ墨の如くなりて働きつゝあり。茲よりハ木工場ニて吾等
［鋸］

か為めに木を�ニて引き穴を明けなとする器械を運転して見せしむ、之れハ既に度々見し
ものなれば別段めづらしとにハあらねと、事務員の好意は謝するに余りあり。茲よりは器

械工場其他くさへの処を案内して、最後にいと小高き丘を昇りて鉄さくニて此方よりハ
シラサワ

銅を送り彼方よりハ米塩なとを受取る本に連れ行くハ之れハ山の彼方なる白澤と云ふ停車

場より来るもの由、皆な電気の応用なり。茲を立ち出でゝ遙ニ鉱坑を望むニ都合良き場所

ニ行く。茲ハ小坂の町の北方ニある小岡ニて、坑は之れより北ニあり。電気鉄道ハ之の山

ニ沿ふて遙か彼方の坑ニ至る。西麓ハ坑夫の住家ニもや、小さき家の節北するを見、小坂

之全景は茲より眺むるを得べき適当の地なり。此の鉱山原は銀山として世ニ知られしか、

中途より銀ハ掘り尽くして銅の脈出たれは、食量の少なきより要なきものとして、まさに
［夫］

廃坑の運命ニ指せんとせしか、現今の技師長なる某工学士の発明ニて採取冶工の法を工風
オオサカ

し、今ハ大坂の藤田組ニて最近式の世界ニても最大の鉱炉四五組を据へ付けて一層盛大ニ

なさん計画ありしとか、其の他質問せし条多けれどくだへしけバ略す。茲を立ち出でゝ

新築中なる工場を一覧す。実ニ宏大なる器具、器械、目を驚かす程のものあれど田舎者に

もあらねばたまげたる風もなく目も周さじ。無事茲を出でし元来之事務所ニ帰る。事務所

ニて歓待する事甚だしく、是非今晩は茲ニ宿りて明朝鉱坑を一覧せられよとすゝむる事い

と切なれバ、今日中々花輪迄行く積りなりがと如何せんと思へ迷へしも懐中と相談せば僅
と

ニ七八十銭あるのみなりければ兎ても小坂ニ宿ることおぼつかなく、なさけなき有様なれ

ど勇を皷して夜の十時迄かゝるとも花輪ニ行かんとりきむ。茲をいとまごへせしに五時早

や過きたり。弘前の中学生十人計り、之れも見物ニ来りし由なるが遅ければとてもどされ

しなりとか、門ニ行き遇へぬ太郎様等にも門前ニて来る節行き遇へり。大学生ニや一人制
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服着たる人をも見る。夕暮れなれば工場の帰りの職工人夫などの各か家ニ帰る者行くもの

など雑とうして中々東京の繁栄も及ばぬ有様と久しく見ぬ目にハ感せらるゝ。中学生二人

ハ今晩ハ茲ニ宿りて明日も見物するとの事なれは、手を別ちて吾れのみ急く。途中ニて夜
ケ マ ナイ

食の代リニパンを求む。毛馬内迄ハ二里なれば、例の健脚ニまかせて進めど、之れハ中々

長し。毛馬内の町ニ入る。此方の橋の上ニて日は弥々暮れかゝり、鎌の如き半月の光り頭

上ニ出で、星の光りも稍々見ゆるニ到りたれば、元気稍にそそうして暗きやみ路を十時迄
アラ ヤ

も歩くの元気なく、今日は毛馬内ニ宿りて明日ハ荒屋迄十一里を直行すべく決定すぬ。毛

馬内の町ニ入りし時ハ已ニ灯を点じをりたれバ良き宿もやと目を大きくして尋ねつゝ行

く。之の辺ハ町家の構造も立派ならじ。田舎めきたり。左手ニある勝又と云ふ旅宿ニ着く。

宿の老夫婦中々心切気ニ向ふ。毛馬内一等の旅宿ニや県令公の御定宿なる標札恭々しく今

も壁間ニかゝげらる。何れ御自慢の種なるべし。夜食は田舎ニも似ず中々良ろし。鉱山ニ

近ければなるべしと思へど、其れニ応して宿料も比例せずやとせん気ニ病む。弥々明日よ

りハ親類の中ニ宿るなれば、むさぐろしき顔もなれまじく、何れも初見参の人多けれは髯
［提灯］

なりともそらばやと夜理髪店ニ行く。宿より一軒先きハ床屋なれと宿の老爺の親切ニ灯燈
［提灯］

かしくれたればめづらしくも灯燈と云ふものをさげて行く。中々人こみて吾れの先きニ二

人計りありたれは其の中ニ風呂ニ入り長々と待ち、かり上けじハ十一時頃なりし。

廿七日
は

天気霽れたり。わらじ掛けぼろへに切れたれと嚢中僅ニ八九銭を余すのみなれば買ふる
［弁当］

も出来じ。其の上困りし事ニハ便当も気かきニて出さゞりしかは、又今日も菓子を買はん

とて昨日出しものをも少しさらへ紙ニ包ミてカバンニ入る。宿の前より西ニ行くと之の辺

ハ中々繁昌なる所なり。左ニ行くべき花輪道を行き過きて、一農夫ニ問へて更ニ引き返す。
ニシ キ ヅカ

学校通への時刻なれば生徒の往来甚たし。稍々一里半もやと思ふ所ニ有名なる錦木塚の碑
［故］

あり。古実を調ふれは面白き話もある由ニて、錦木の立ちながら云々の古歌もあり。名勝

地誌なとニはくわしくのせてあり。道路の側ニありて碑も近頃新しく建てたるものなれば

にや、感興左程起らず。之の奥ニ石の塊の如き黒きものありたれと立ち寄りても見ず。大

館よりの来るさ［ひ］大光寺とラムネ呑みし茶店ニは十時頃ニ着せり。之れより花輪迄は

道路ニ砂利を敷きつめたれハ歩き悪き事甚たしく、路の側を求めて行く。人力車の困難を

極むることハ尚ホ尚ほニて、反て歩行の方早き様ニ思はれたり。花輪ニ着きしハ十一時頃

なりしか大光寺氏の宿所ハ之の前なるべけれど心いそげる侭尋ね求む気もなかりしか、遂

ニ大光寺と再会するを得ざりし。花輪は鉱山ニ近けれは矢張り繁昌の町なり。戸数ハ千ニ

も上らんか、丁度市日なりけれは魚屋、野菜屋、木綿屋などの道側ニ店ニ品物を並べてひ

さげる様、恰も福岡などゝ異らず。田舎者の往来引きも切らず。此の日、朝よりの上天気

なりしか今はほとへ耐へ難く流汗滝の如しとも形容すべき有様となりぬ。幸ひ道ニラム

ネ五六本並へありし所ありしかば、之の先きにはあるまじければと思へ二本呑む。之れか

最後の銭を費かへし所ニて余す所四銭計り。之れよりハ弥々山道ニかゝる。勿論山道とは
ヨネシロガワ ［崖］

云へ新ニ作りし新道なれハ馬車も人力も通ふ立派なる道なり。道ハ米代川の涯上ニ沿ふて
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タ ヤマ ジョウ

行くなれは中々景色よく山道の旅行としてハ稀に見る好風景なり。之の辺より田山、浄
ホウ ジ

法寺ニ出つる迄ハ所謂中央山脈にして山又山と重なりて眼界狭く見渡す許の広野も無く、

山国的気風とやら云ふものハ茲辺より出づるものかなど思はる。何とやら云ふ村に温泉の

ある由聞きたれば何処そと思へ行く内ニ十戸許の小村ノ河岸ニ沿へるあり。兼て聞ける名

とは異なれバ未たならんと通り過きたり。後ニて聞けバ此の村こそ温泉のある所なりし

と。時刻は十二時を過きたり。日ハ頭上ニそり輝けば暖さも中々烈しく、例の甘露を途上

ニ求むれとも山路ニ似げなく冷水ハなく皆な温し。命の親なる飯はなくとも、菓子許も食

て腹を調へはやとする内、河流のげきして瀬となれる眺望のいと良き所ニ出てたり。之の

辺の者にや、将た旅の者にや、十四五才許の少年三四人衣をぬぎて川辺ニ遊びをれり。吾

は道より下りて柳樹の影の石上ニ倨りて汗をぬぐへ、川流ニ顔を洗ふて多からぬ糧を食

ふ。腹を満すニは元より足らねど、浮き世の塵の外ニある之の仙境ニ水の音を無心ニ聞き

て冷風のそよへと膚ニ心ち良きを思へては、そゞろ雲水の身も忘れて不平の気もなし、

去り難き心地ぞする。秋田県と岩手県との堺は尚ホ遠からんと急くニ、一時半頃平地の路

傍ニ一大標立てり。大間越のそれは吾れニ多大の感興を与へしが、之れは余りに事も無け

ニなれはふり向きもせじ、足ばやニ過き行く。之れより二三町許りニ何と云ふ村ニや三四
［物］

軒許り家ありて、花輪の名物と聞きしあまづこと云ふ者売る家もあり。代価は二三銭許り

なれとも懐中
only

ヲンリー三四銭の淋しさに、何処の官員様ニや洋服つけしが休みてをわせし

様なれども、吾れは目をつぶて通り過きぬ。茲よりハ我県ニして特ニ我郡かと思へば元気

も急ニ付き、犬の叫ぶもにくからざる心地す。田山迄は三里なれは我か志す荒屋へは四里

許り。是非暗くならぬ内ニ着かはやとひたすら急く。少しは下り坂なりし様なれと、山は

尚ほ畳々として更ニ向ふ見へず。米代川とは別れて之度は東の方ニ流る川を見る。末は何

れ馬淵川となるべしと思へはいと嬉し、唯た風景の見るべきは更ニなし。田山迄の道の遠

き事あきるゝ許り。之方は雨降りしにや道路ぬれたり。田山は新道より十町許りも入れり。

わらぶきの屋根の黒きか五六十許り見ゆ。之れより急きニ急く。種々人家も稍々ある様な

れは荒屋も間近なるべしと行く手を見れは、一直線の道路の曲り目ニ二階作りの家白く見

ゆ。あそこ出て弥々荒屋ならめとシヤツを取り出して着用し、風儀を急ニ調ふもをかし。
［誰カ］

吾か親類の家は何処なんめり、人ニも家ニも新見参なれは□れニある如く少しは不安の念

あり。町ニ入りて目を大きくして尋ね行く中ニ意外ニも町はづれより二三軒目ニ尋ぬる人
［据］

の標札ありけり。二匹の大なる犬、門ニ倨し居たり。内ニ入りて案内を乞へば小次郎様出

で来る。初対面の名乗りをあぐれバ、いと喜びして内儀様を大声あげて呼び出し、吾れの

来りしを知らす。湯を取りて足をそゞき上ニのぼる。いと心安く種々談話の内ニ夕飯を終

へ風呂ニ入りて一日のつかれを除き、夜は新しき座敷ニ家内一同より集りて種々の物語り

をなし、或は北海道話しに又三度の旅行の失敗談ニ花か咲きて、親類同志の心をく事なけ

れば恰も家郷ニ帰りしか如き感して、旅のうさも先めて忘れぬ。

廿八日

朝ハ雲行き少し悪かりしか、折角の勤めなれは今日一日を滞留して旅のつかれを安め、荒
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屋名所の不動滝をも一見せばやと思ふ。荒屋は戸数百戸もあらんか、二三年前の大火ニ尽

く類焼したれは内は空なるかは知らねと皆な新しき二階作りの家を建てたれは、山間の一

小村とは思はれぬ程立派な町なり。大森様も茲ニ移らんとて家を建て工事概く終り浄法寺

より引きこさんとせし際焼けしとか。今の家は其の大火後ニ建てし者なる由なり。午前中

ハ座敷ニ寝そべりて雑誌などを読む。之の村の巡査公来りて政治談やら農業談やら盛ニ口
［緒 ］

角泡を飛ばしつしありし様子、一しょニ昼飯を食ふ。例の滝不動を見ばやと一時頃より仕

度し、小僕を案内ニ立てゝ家を出る。村端れより田の畔を通りて橋を渡り、山道ニさしかゝ

る。之の小僕中々の気まぐれ者ニて途中様々の話をなして行く。一里ありとの事なれば中々
ナナシ グ レ

遠く、七時雨岳は眼前ニ顕れたるか、之の岳の後の方ニ廻る。余程高き山なれども見上け

し様は左程高かしとも思はれず。然し地図ニも乗て居る山ですとは小僕の自慢なりし。道

ニは栗の樹多く小なる実も結べり。滝不動の入口ニ付きしかは吾れも流ニて手を洗へて身

を清む。いと大なる松の道の両側に生へ茂れる中を通りて不動堂ニ着く。之の堂も先年火

災ニ逢へしとかにて今ハ堂も狭小となり額なども其の際尽く焼失せしめしなりとか。曽て

福岡の小学校ニ職を奉せし吾れも其の名許りは知れる佐藤源八氏頼公の鬼退治の長さ二百
［物］

許の額を自ら画きて奉納せしかあり。一般の光彩を沿へし者ニして小僕も中々鼻高かりし

様子なり。堂内ニ少しく休みて滝を見物ニ行く。水量も少なく高さも二丈ニ足らぬ程なれ

は、別段見べき値もなし。左れと後は岩山聳へて断岩絶壁巍々たるなんどの形容詞も用ふ
［一字空欄］

るニ足る程少しは □ なる所もあれは荒屋名所の一として指折り数ふるも無理ならぬぞか

し。養老の孝子の如く小僕負へ来りしビンを取り出てゝ滝水をくみ入る。何れ何かの薬な

るべし。之の滝の上流ニは馬も牛も居りますとなげきぬ。又堂内ニ少しく休みて帰路ニ付

く。一年一度の御祭ニは之の境内も中々激しく、道の両側ニは物売り、見世物なと軒を列

へ、近在よりの参詣も夥しく中々雑とうするなりとか。帰路は又々談話を続く。夏なれと

も之の原は秋風吹きそめし心地して秋の草花も咲けり。村の端れの橋上ニ立ちて荒屋の物

語り、福岡ニ行きし物語りなど止め度もなく語りしか、日も稍々西山ニ没せん様なればい

ざとて橋を渡る。遙か西の方ニ雪の山を見る。之の山の麓ニ牧場あるなりとか。此度は道
［ 懐 か し ］

路の裏を通りて行く。一ぼう屋を指して、あれか私の生れし家ですどなづかしかりて談る。

家ニ帰りて風呂ニ入る。塀ニ書きし文字を読めば、小次郎様は之の村の畜産組長をなし居

るなり。夜ハ例の如く家内一同と雑話ニふけりける内十時頃にもや、召し使の若者あわたゞ

しく裏より来りて火事ありと云ふ。すわこそと皆々驚き起き上れハ、街道を走る人、のゝ

しりさわぐ人あれども何処に火事あるや知れず、小次郎様ハ直ニ提灯つけて出で去りしが
［用心］ ［野］

バ、吾等は内ニ居りて要心す。人の語るを聞けバ町の中央位の木綿屋なりとか、吾れも弥

次馬ニ提灯つけて見物ニ行く。吾か行きし時ハ已ニ火鎮まれり。原因はランプよりなりし

とか、原来不注意ノ男許りなれバなるべしと説、これよりハ例の如く火事の話先まり荒屋

の大火より四五日前ノ浄法寺ノ寺ノ火災ニ及びて皆なくやしがる。

此の日大光寺も茲ニ来り火事を見に行きしとか、学校ニ帰つて後聞きぬ。

（廿九日）
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朝より雨降れど出立す。今日ハ浄法寺ニ宿る積りなれハ急きもせじ。六里なれバゆっくり

昼過きに付く訳なり。新道ハ未た着手せされハ道路ことの外悪しく、石を入れ、木を投げ
は

せしなれど、泥脛をも没せん許の所あり。川ニ沿ふて下るなれと風景もなく、終日雨斉れ
［ 鬱 陶 ］

ねばうつとうしき事限りなし。道を間違へて巡査ニ聞き、尚ホ川ニ沿ふて下る。十一時頃
［弁当］

少しく景色よき川辺の石ニ腰掛けて便当を食ふ。午後一時頃、滝のある橋ニ来る。之れな

ん兼而聞く大滝ならめと思へは浄法寺も近からん。一休みせばやと橋ぎわより下ニ降る。

滝は図ニ示せし如く大ならねと滝壺より下は岩石水の為めに侵蝕せられて溝をなし四五間
［もの］

ノ川巾の者茲ニ来りて踏らば飛越れん許り一間許に狭まるなれは、水流矢よりも早く岩に
［虹］

げきしてハ白泡を飛し各々抱してハ巴をなし、実ニ□龍も住まんず勢へなり。岩を伝ふて

滝の傍に行き荷物を下して暫時休憩す。茲ニは田甫の伯父様か鮭を捕る所なりとか、八十

に近き御歳の唯一の御慰み場と聞きてハ尚ホ良き様なり。吾か居る内ニも一尺許りある
［山女］

山目か二匹許り滝を上ニ飛び上りて上り得し再び元ニ下れり。茲を立ち去りて橋下ニ釣せ

し一老爺と談り、記念としてスケッチを画く。之の所の深さハ五六丈ニ及べる所もあると

か。稍々一時間許りも休みし後、再び行く。学校帰りの生徒ニも出逢ふ。焼残りし寺の側

を通りて弥々浄法寺ニ入る。大森の内は稍々町の端れニあり。戸数ハ荒屋よりハ元より多

かるべれと、何れも家旧けれハ町の外観ハ立派ならじ。足をそゝぎて上れハ茲ニも初対面

の人多く、又太郎様と伯父様とのみハ対面あり。寺の焼けしなれバ方々より入り込みし見
リュウガン ジ

舞人多く来り。福岡の龍岩寺の和尚なと五六人許り今帰宅するなりとて立ち寄る。夜は

新任の二戸郡長来りし様なりしかば、吾等ハ又太郎様と共ニ田甫の伯父上を訪問す。吾れ

を見て喜ふ事限りなし。例ニよりて北海道の話し出で、廿年前ニ御出ニなりし懐旧談あり。

我れも話ニ身を入れぬ。十時頃帰りしが郡長尚ほ居る、十一時過ても帰らじ。我れ眠き事

限りなく、宅の人ニも迷惑し、はてハ手品仕へなりなど悪事にも出でぬ。郡長の品位は
［ 段 々 ］

だん段下る許りニて、今ハ村々ニ至るも尊敬旧ノ如くならじとか、之の郡長は酒は呑まじ

とかニてめづらしがる。

丗日

朝より雨降りけれハ是非今日一日ハ滞在せよとの事ニ已むなく止まる。空しく朝より雑談

ニふけりしが、中飯ハ田甫より招かれて御伯父様と他一人知らぬ御方と三人ニて行く。鮭

の御馳走ニ預る。貞次様の子供の一二歳許りなる出して見す。初孫の顔は老の楽みなるべ

し。家ニ帰りてもなす事なく、知らぬ人々にのみ面会す。話しは今を間ぎわの撰挙談許り

なり。

丗一日

今日も雨降りなれと何日迄も逗留し難ければ出立す。新道ハ福岡を茲の中央位迄来れりと

か。例の山道を昇り降り行く。山道なれは眺めとても別になし。雨降り出せば休まれもせ

ず。或る山坂を下りしか、下より馬に乗りし廿許りの婦人二人の伴をつれて上り来りしか、

ふと横顔を見れば小学校の同し朋友なりし人なり。四五年前浄法寺ニ嫁ニ行きしか、夫な

る人非命ニ死せしより実家ニ帰りしと聞きしか、何か用事ありて行くなるべし。我れは十
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年月ニ行き逢へぬ。似た鳥の橋、出水の為め落ちしと聞きしか、之の辺は路特に小さく何

れか本道なるか判らじ。屡々農家ニ立ち寄りて道を正す。川辺ニ行けは、はたして橋落ち

舟もあらず。皆々徒渡りするとか。吾れも一農婦の教へにまかせて川下より渡る。案外水

浅けれと急流なれば少しは流さる。似鳥の役場ニ撰挙ニ関しての伯父上の名の署されしを

見て心も何となく勇み早や家ニ帰りし心地す。茲迄ハ新道来りたれば道も極めて良く、雨

もはれたり。十二時近くに汽車の音遠くに聞く。急ニ文明の国ニ出でし様なり。福岡も近

しと思ふ中ニ、川をへだてゝ電柱を見る。先めは何処ぞと思へけるが、大淵の傍、女神男

神山の下なりける。茲ニ新道作られて風景を少しハ損したれど、如何ニ便宜ニや停車場の

傍より弥々家郷ニ入る。

之の後の事ハ誌さずとも良からん。そは楽しく余りてそを誌すの筆、吾れニ無ければ。

明治丗五年十二月三十日夜認め終る

（附記）

此の日記は大凡そ初めは皆なその日ニ誌し終りしかども、男鹿半島の記事より少しく遅れ、
と

特ニ十和田山中の彷徨よりして急ニ記事沢山ニなり、兎ても誌し難ければ何れも後ニての

記録なり。旅行中ニ之れを誌し最後の所は十和田湖辺の休屋ニして其の当時は大抵秋田よ

り大湯間の日誌なりしと覚ゆ。其の後は何れも親戚の家ニ宿りたるなれば其の期は得し、

空しく帰郷せり。帰郷中ニ誌せしハ十和田辺の日誌なりしと覚ゆ。十和田より小坂鉱山ノ

見物日誌は帰校後に誌せしものなり。直ニ書き終るべかりしも、懶惰なると時を得さる為

めそのまゝ放り置きしか、冬期休業中ニ是非ニ完終せしめんとて再び書き起し、花輪より

福岡迄の日記を終りしは師走の丗日の雪降る夜なりける。之れを以て丗五年の旅行日誌も

終了りたれば更ニ来らん年、筆と脚とを養へて天下の名山、旧蹟を訪へ青山白水の偶ニ放

浪せんと欲す。書き了りて意気千秋。

十二月丗一日誌す

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―１５６―



〔附録４〕金銭出納録

七月十一日 雨

金壱円五拾弐銭 汽車代

〃五十銭 旅宿代

〃壱円七拾八銭五厘 汽船賃

〃十二日 雨

金三拾九銭 汽船賃

〃拾銭 パン代

〃十三日 雨

金壱円七拾銭 宿料

但し一人分八拾五銭也

金四銭 古物会ノ見料

但し一人分二銭

金三銭 わらじ代 二人分

十四日 晴天

金六十銭 鰺ケ澤ノ宿料

金弐銭 湯銭

十五日 晴天 午後より雨
［厘］

金六十一銭五り 深浦ノ宿料

金十銭 昼飯の茶代

十六日 晴天

金四拾五銭 岩館ノ宿料

金二十二銭 たび代

金四銭 中休み代

十七日 晴天

金七十二銭 能代ノ宿料及わらじ代

金五銭 菓子代

十八日 晴天 午後微雨

○金八十銭 鵜ノ木ノ宿料

○金二銭 わらじ二足代

○金五十銭 北浦の昼飯代

十九日 雨

金十銭 菓子代

廿日 晴天、風

○壱円六拾銭 戸賀の宿料二日分
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［厘］

○二銭六り わらじ代

八銭 小包料

○拾八銭 氷水とそうめん代

○七拾銭 舟賃

廿一日 晴天、夜雨

○金壱円二拾銭 門前の宿料

○金四拾銭 馬乗り賃

○〃二拾四銭 車代

○金拾六銭 馬車代

金四銭 ハミガキ代

々弐銭 湯銭

廿六日

金二十五銭 舟賃

金二十銭 ふき漬に画図

廿七日

金七十銭 休屋の宿料二日分
［厘］

〃三銭五り わらじ代
［厘］

金一銭五り 茶代

金五銭 菓子代

金十銭 理髪代

金二銭 湯銭

廿八日

金五十五銭 毛馬内の宿料

金貳銭 わらじ代

金六銭 らむね代
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恵庭登山略記

明治丗七年七月十一日 晴

午前七時迄ニ豊平橋ニ集合す。会せし人員、

高松正信、 二宮徳、 北澤小八郎

川島一郎、 湯地定武、 鈴木力治

足助素一、 森岡光信、 河内完治
シママツ ［寮］ ウ サクマイ

嶋松にて昼飯す。漁にて氷を飲み米菜を用意す。種畜場分場内を通り抜けて烏柵舞孵化場

ニ着せしは五時過き。事務所ニ一泊す。

十二日 雨

支場長某氏の周旋ニて案内者として愛奴一人を傭ふ。一日五十銭。名は芦谷クスカンシキ、
チ トセ ランコシ し こつ こ

千歳郡蘭越村の住、四十七才ニして子四人あり。細径をたどりて支笏湖畔の孵化分場ニ向

ふ。雨降り出す。午後ニ入りて止む。夕景舟を艤してカバチヘポ魚及ヒ雨鱒を�りニ出掛
く。多漁。

十三日 曇
エ ニワ

川�舟を艤して湖水を横断し恵庭山下ニ舟を泊せしむ。着岸せしハ十時ニ近かりし。谷を
沿ふて登山す。愛奴の早きこと驚くべし、吾等健脚のもの数人おとらず後ニつきて昇る。

頂上ニ着きしハ一時頃、とても絶頂ニ昇ること能はざるかと思へしに北澤の先登ニて道を

求め皆々昇る。絶頂ハ僅ニ畳数枚を敷くべし（之の下ニ冷水懸清として湧き出づ）。おし

むらくは之の日、前日来の雨の為め霧立ち込めて四方を迄眺望するを得ず。愛奴まで言は

く、折角之れまで来て残念だなー。帰路愛奴ニついて下く、早きこと脱兎の如し。足弱連

の後るゝこと約三十分。孵化場ニ入りしハ九時ニ近し。夜食特ニ甘し。

十四日 晴
ムロラン トウ ヤ

帰路に着く。烏柵舞の手前ニて北澤、二宮、高松の三氏と分る。同氏等は室蘭ニ出て洞爺
コ クッチャン オ タル

湖を経て倶知安原野ニ出で小樽より帰札する由なり。吾等は千歳の町ニ出でゝ宿す。

十五日 雨
ツキサム

朝より大雨。雨をおかして出発す。月寒より馬車ニ乗りて札幌ニ帰る。雨はれて虹立つ。

半澤氏宅ニ宿す。

アサヒカワ

十五日より十九日迄札幌ニあり。十九日旭川ニ向て一人ニて出立す。足助氏停車場ニ
チカブミ

見送らる。八月十八日迄旭川近文の小林氏方ニありて牧畜実習をなす。其の記事ハ別ニ記

載したれば茲ニ略す。

（恵庭山旅行の費用 壱円五十八銭五厘）
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明治丗七年孟夏 北海紀行

草枕 たびの空こそかなしけれ

野にも山にも知る人はなし

明治丗七年八月十八日、 晴天、 行程四里二十二町
［小林直三郎］ ［物］

午前九時頃小林氏宅を出立しぬ。服装ハ何時も変らぬ洋服姿にて何れも古き履歴付きの者
イワ テ

なり。先づ新参の郎徒は足袋のみにして、帽子と脚絆ハ昨年岩手登山の節より逐随し、洋
［一字空欄］ ［ズボン］ バンダイ

傘とカバンと上衣ハ一昨年秋田旅行のとき十和田にて □ を共にし、半ヅボンは特ニ磐梯

山以来常ニ旅行ニ伴はぬことなき老功の古強者なり。門を出づるや江刺家ニ行き逢う。十
アサヒカワ テ シオ ラン

時三十五分の発車ニて先月以来住みなれし旭川の市街を後に残して天塩の国ニ向ふ。蘭
ル

留よりハ車道の両側白カンバの密林にて人家もなく開墾地も見えねば弥々蝦夷か島根の本
ケンブチ

色を表はせしかと心細かりしか、剣淵の辺より平地表はれ人家も多くなり行けば案外なる
ナ ヨロ

心地す。名寄ニ着せしハ午後一時半過きなりし。停車場の前ニて草靴を買ひニ立ちより道

を聞くに、線路を横ぎり行くべし、されど汽車発せざる中ハ許さるべくも非ずとの事に二

十分計り休みて茲ニ訪へ来りし袴はきし郵便局の技術員らしき者と談話す。同じ汽車にて

来りし一人の若者、自れか姉の婿とかを尋ねてはるへ来りし者の由なるか已ニ当地には

居らずと聞きて失望の顔色ニて立ち去りぬ。汽車も出発せしかば急き足にて側き目もふら

ず通り過く。幸ひ誰れの小事をも食はざりし。新に開きし道路の単調極りなきを汗を流し

て進む。名寄を立ち出でし際ハ人子一人通らざる山間の道路かと思ひしに一里位奥より道
［弁］

の両側ニ移住民尽く入りて盛ニ開墾中なり。汽車に便当を昼前ニ食へしのみなれば腹そろ

へへりて足進まずなりぬ。名寄にて買ひ来りし林檎を三四度休みて食ひ僅ニ元気を付

く。パンケヌカナンと云ふ駅逓ニつきしは五時二十分位なりし。駅逓の宿を遠くより眺み

しときはつかれし足も軽くなりぬ。昨年頃建築せしものゝ由なれば駅舎も新しくて心地よ

し。向ふの室ニ同宿せし三四人の同勢、諸国の方言なと語り合へしが中ニ一人小学問のあ

りそうな言へ振りにて良く弁ずるものあれは何者にやと思へしに後にて語るを聞けば天理
［シャツ］ ［斯］

教の伝道者なるに興さめぬ。夜は蚊帳なきによりシヤツを被りて眠る。期くして我が旅行

の第一日を送りぬ。

十九日、 晴、 行程十四里一町

起き出でしは五時頃なり。出立せしは五時半過きなりし。六時頃に霧全くはれたり。十町

許の所の橋落チたれば上手の方ニ行、川を徒渉す。今日は昨日と変して山道なれど左程困
［漸］

難ならず。道の両側は大木密生して景色更ニ見るべきものなく、太陽も概く頭上ニ回り来

りし頃は暑気一層加はり流汗滝の如かりき。途中にて渓水を掬し呑みし事数知らず。十一
はじ ［ 柄 杓 ］

時頃先めて路傍ニ湧き出でたる冷水を得、ヒシヤクにて三杯をかたむけぬ。旅人ニも数々
ナカオコッペ

出逢ひぬ。中興部の近辺よりトヾ松林と白カンバの密林ありて立派なるものなり。八九里

位よりそろへ暑さと足のだるさにへこたれて一里ごとに休息しぬ。特ニ興部の二里計り

手前よりハ一層疲労甚だしく豆出でし足を引きづりて駅逓の門を入りしは六時ニ過きた
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り。

廿日、 曇、 行程六里七町

昨夜は暫時雨降りし模様なりしが、今朝ハ風烈しく吹きて又雨ニもならんかと思はれしか
モンベツ

どさはなくて止みぬ。今日ハ紋別迄と極めたれば六時頃迄床をはなれず。茲ニては蚊帳を

つりたればパンケヌカナンの如き苦しみもせず単衣着しまゝ夜具をきることなしに寝ねた

れど、暖き夜なれば今朝迄寒しとも思はさりき。出立せしは八時ニ近かりき。海岸ニ出で
キタ ミ

たるに之所か北見の道路か砂原のみにして道らしきもの無く、ざくへとして歩み悪きこ
［漸］

と甚だし。あちら、こちら、さまよひて、概く道らしきものを見出だしたどり行くに、ル

ロチ川の川口ニ出でたり。諸君様と云ひる掲示ニ従ひて渡場に出でたり。石油の空鑵かつ

るし置きたれば之れを鳴らせとの事ならんと打たゝくに一人の老人出で来りて舟をこぎよ
［削 ］

せたり。海岸の砂原道には最早こりたれば新道ニ出づ。之れは丗六年に開さくせしものな

れば非常ニ宜し。天は曇りたれは昨日ノ如くならねと、のどかわくこと甚だしきに海岸ニ

近かければ湧水ニ乏しく、稀れニ二三ヶ所あれど皆な生温にして褐色を帯び、気持良から

ねど止むを得ねば飲む。川流も皆な之の辺の地質悪しくして泥炭地の如き所を通りくるな
サ ルル

れば水色褐色をなして渋味あり、とても飲めしものに非ず。沙留に出でしハ十一時頃なり
オコッペ ショコツ

し。戸数二三十戸の小村なり。興部より渚滑ニ至るまでハ道の両側森林地ニして畑地を更

ニ見づ、人家も一軒もなし。近年払へ下げし放牧地二三ヶ所ありたれど地味悪しければ余

り有望とも見えず。渚滑村には移住民多く入り込みて戸数も多くハッカの栽培地なる由な

れど、道路ニ沿へしところニては更ニ見受けざりき。渚滑川を渡船して村の端れの小丘木
［据］

蔭に倨して休息す。茲よりハ遙ニ海を観望し得て涼風そよへと吹き来れば得も言はれぬ

心地にて三十分計り休む。紋別の村は早や一里なれば三時半には如何ニしるも行かるべし

とゆるへ行く。海の面に少しくもやかゝりし様なりしが急ニ冷風吹き来る。その冷さ秋
［オホーツク］

吹く風の如くにて、昨今の暖気に吹くものとも思はれず。如何ニも北見の国かな。ヲコツク

の海より吹き来ればなるべしなどゝ歌を打案ずるに適当のものなし。紋別は戸数一二百も

あらんか、船付きの港なれば一体ニ元気ありてにぎわし。明治以後の新開地なるにや、家

屋も皆な新しきものゝみなり。宿は�本。
父上、足助、大光寺、澤藤小太郎へ葉書差出す。

ユウベツ

夜ニ入りて湧別よりとか汽船一艘入る。夜の中ニ出帆せり。
［町］

廿一日、 曇、 行程七里拾四丁

六時頃ニ起き出でたり。細霧もふへとして雨の如く降りしきりしかと七時半ニ出立す。

町端れニ橋ありて茲を渡れば已ニ山道となり人家も開墾地もなし。五六町先ちて白き服着

たる男の何かぶらさげ行くにぞ、眼鏡とり出し見れば牛乳配達らしきに急き逐へ付きて話

しかくるに、茲より三里計り先きの藤原牧場より持ち来り紋別ノ町にて配達する由にて、

配達ハ朝のみにして日ニ四升のみなりとか。町より十町位よりして已ニ牧場にして道路の

両側ニ牧柵を建てたり。行けども行けども牧柵たゆることなく続けども馬は数匹を見しの
［退 ］

み且つ柵も已ニたい廃して多く其の用をなさじ、何の為めの柵かとあやしまるばかりな
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り。二里計りにして高野氏の牧場あり。紹介状まで貰ひ来りたれど高野氏ハ紋別ニ居り且

つ馬匹のみにして牛はなしと聞き、立寄るも益することなからんと思ひて素通りす。入口

の平地ニ数町歩牧草を播種し居れり。良くは見ねど余り生長良しからぬ模様。三里にして

藤原氏の牧場あり。一少女の山羊をつれて道を横きるを見、道路より奥まりたる辺ニ新築

の畜舎らしきを見たれど何とも知らず行き過きしが、後にて標木を見れば藤原十太氏の所

有と知れ一寸立ちよればよかりしと悔む。之れより殆ど四五里の間牧柵続きたれど皆な天

然の森林にして馬匹を見ることもなく手を入れしとも見えず。樹木の種類は多く楢にし

て、土地高燥なればにや、水流ニ乏しく間々あれば褐色をなして飲料に適せず。草木によ

りて察するに地質はやゝ中位にあるものゝ如く間々萩等の繁茂せる牧場に好適せる地もあ
［斯］

り。期くの如く水流ニ乏しければ五里の間殆と人家とてはなく、稍々水質の良しきかと思

はる辺ニ一二の農家と農場建築物のあるを認むるのみ。千遍一律更ニ風景の見るべきなく

人ニ逢ふことも稀れなれば興味なき淋しき道路なり。前にも述べし如く更ニ飲料水なけれ

は紋別を出でしより湧別ニ至るまで二度計り川ニて口をそゝぎしのみにて一滴も水飲ま

ず。幸ひ天気曇りて霧さいやゝ下りしかば、咽かわくこと左程困難を感せざりしかど、昨

日一昨日の如き晴天ならば如何に困難するにやと察せらるゝにこそ。道よりハ二三度海か

まがら池を眺む。湧別に近くなりてよりハ土地も稍々平坦にして農家も所々ニ散在し耕地

もあり。湧別川ニ架せる橋を渡りて間もなく湧別の村ニ入る。茲は北見峠を経て来る道と

合するところなり。之の日は朝より曇りたれば気候寒冷にして汗出することなく洋服のボ

タンも閉ぢざれば寒き程なりき。
［町］

廿二日、 晴、風 行程、十里二十丁
と

昨夜迄ハ曇りて兎ても晴れそうにも見えざりしか、今朝起き出で見れバ一天晴れ渡りて又

も天気となりぬ。六時頃ニ出立す。真と湧別の町ハ昨日宿りし所ニてハなくて、茲より十

四五町もへだゝりし海の方ニありて戸数も四五十あるべし。稍々繁華の有様なり。町を出

れば直ニ砂浜となる。海の水の少しく入り込めるところに橋かゝれり。此の辺より莓非常

ニ多くあり。我れより先だてる三人の百姓しきりに取り食へつゝ行くにより吾れもしきり

ニ食ふ。始めは海の片影を行きしか、後ニなりてハ海を眺め得る様ニ道付けり。稍々二里
［澗］

許りも来しと思ふ頃より猿間湖を望む。始めノ程は湖水ト海との間僅かに三四十間ニして

其の間ニ道通したれば、両方の海を眺め得られて風景特ニ壮大なり。之の日は朝より晴天

なりしかど風中々烈しく吹きたれば左程暑さを感せず。のどの渇きも甚だしからさるハ何

によりのことなりし。然れど湖水の縁に出でし頃より渇を感ぜしかば、波立ちてきたなげ

に見ゆれと口丈けもすゝがんとて湖辺ニ下り立ち、一口掬し見てアット驚きぬ。湖水なれ
［鹹 ］

は淡水かと思ひの外之れハかん水なれば飲むべくもなし。やがて道は湖辺の楢林の下に入

りぬ。木影となりて風さへ吹きたれば涼しくて心地良ければ湖岸の景色を眺めながら急ぎ

行く。実ニ之の楢林ハ殆と三四里か間続き且ツ風の為め丈けも高からず、松の如くうねり

たれば音ニ聞く天の橋立の松並木を通る如くにて、之れニてハ湖水のみ眺められ、彼れに

ては海を右左ニ望むべけれど、之れハ遠く続きて行けどもへ尽きることなし。さるほど
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［斯］

に咽の渇きは弥々甚だしく水あれと願ひど、期の如き狭路にて水の湧き出づること出来難

きことなれば思ひ切る。十二時を過きたれば木の下ニ腰をおろして昼飯を取り出す。され
［を］

ど咽かわきたれバさらに咽を通らず僅ニ半分の食ふ。ワッカ駅ニ達せしハ一時ニも近から
［濤沸］トウフツ

んか。白き服きたる巡査の罪人らしき者を連れて行くにぞ、今日ノ如き風ある日ニハ�沸の
渡船困難なりと聞きしかば急きて逐へ付き共ニ前後して行く。之の辺より牛馬の放牧せる

を所々ニ見る。一人のアイヌの百匹計りの馬を逐ひ行けるに行き逢ふ。ワッカより三里ニ
［濤沸］

して�沸の渡船場ニ達すべし。風も早や少しく止み楢林も尽きたれば又暖さ加はりて中々
急ぐ。渡船場ニ達せしハ三時なり。茲ニ入りて汲み置きて少しく温くなりたれど水を二三

［ 柄 杓 ］

杯ヒシヤクニて飲む。味ひ甘露の如しか。今朝よりして八里の道程一滴の水をも得ざりし。
サロ マ

猿澗湖の海ニ入るところの広さ、やゝ二町もあらんか針金を引き張りぬ。此方の岸の渡船

者ハアイヌニして容貌鼻下ニ八字髯を生せる風、如何ニ見ても
Gorkii

ゴルキーなれば、真のゴル

キー労働時代を見る心地して独り楽しがりぬ。岸を上りて更ニ井水の冷きを心のまゝニ飲
トコ ロ

み、アイヌに道を尋ねて常呂ニ向ふ。茲よりして常呂ニ至る二里の道は細径僅かに通じて

道の両側は雑草繁茂し背よりも高く、虻群集し手と云はず顔と言はず攻撃すなればそのう

るさきこと甚だしく始めて北海道旅行の苦しみを覚えて前途もきづかわれぬ。足は疲れ太

陽も余程没したれば急きに急く。常呂の村の見ゆる丘の上にて暫し休み、太陽の西山ニ没
［漸］

せし頃概く村ニ入る。村の入口ニ両三軒の宿屋ありたれど、尚ほよきものあるにかと橋を

渡りて尋ねしかど反て悪しく駅逓大嶋は宜しと聞きて又引き返しやどる。常呂は思ひしよ

り粗末なる村にて戸数ハ三四十戸もあらんか。然れど夜に入りて何処の料理屋よりなるか

太鼓、三味線の音を聞く。風儀宜しきところに非ず。三日目にて風呂ニ行く。
［町］

廿三日、 晴、風、 行程六里五丁

昨夜は二時頃迄ねむられざりしか、今朝目醒めしハ六時なり。出立せしハ七時頃なりき。

村はずれより道ハ海岸の高丘ニ通して、左ニ北海の白浪を望み景色壮絶極まりなし。何人
［斯］ ノ トロ コ

の牧場にや、柵並みて馬群をも所々ニ見たり。期くの如くして能取湖畔迄続き景色も又変
［櫂 ］

化なし。湖畔を沿ふて渡船場ニ至る。茲は針金ニてハなく、かへニてこぐ。風いたく吹き

あれ水流急なればにや、此方ニ来るときハ中々困難の模様ニて押し流されつゝありしか、

行く時ハ五分計りにして向ふ岸ニ付きぬ。能取の村を過くれば道ハ海岸の砂原に入る。茲

の景色も山上にゆづらず良ろし。所々に漁家あり、水流も今日は所々にあれば昨日ノ如く

に渇ニ困しまず。海岸の懸崖の上ニ牛群を見とめしが茲より道極まりて再び丘ニ上る。之

の辺にも牧場ありて馬のむらがるを見たり。巡査は異なりしかど昨日の囚人らしき者ニ逢

ふ。茲よりして道は山坂となりて平たんならず、道ニて休める一人の所の漁夫と同伴し話
ナン ブ ク ジ

しながら来る。郷国ハ南部久慈なりと聞けば如何ニも国ことばを聞き出しぬ。之の山坂を
ア バシリ ［ 親 爺 ］

降れば網走を望み得べし。小湾をなして風景よろし。坂の下ニある一芦屋ニおやぢと共

ニ入りて暫時休憩して立ち出づ。又少し先きの漁家ニ立ちよりしかば吾れのみ独り網走の
［ 親 爺 ］ ［漸］

町ニ急ぐ。之のおやぢ昨日海ニて舟をひっくり返し概く命拾ひをせしなど語りぬ。網走川

の架橋を渡ればやがて町なり。支庁のある所なれば中々にぎわし。宿ハ松井。夜は市中を
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散歩し、原鉄二郎氏を訪問したれども不在の為め空しく帰る。

廿四日 曇、夕方半晴、 行程九里十三町

出立せしハ七時ニ近かりし。原氏を再び訪問したれどもノシップの牧場へ牧草苅りを見に

行かれたりとの妻君の御話しに、幸ひ行く道ニ当りたれば面会し得らるべしと急く。道ハ

今日も海岸の高丘ニ通じたり。しばしニして道の両側ニ牧柵あり。一里半計りも来りしか

と思ふ頃、人のけはいして草苅る音聞へたれば茲ニおるならんと柵を入り見るに洋服着た

る肥大の男手ニ
fork

フォークを持ちて来りしかば之れこそ原氏ならんと一礼して談話す。兼而

小林氏より依頼之ありし乳牛の件を談して取調を頼む。暫時にして此所を辞し藤野牧場ニ

向ふ。永田氏の案内ニて畜舎を参観しぬ。今は牛馬とも放牧中なれば舎飼せしもの僅に数

匹ニして見るを得ざりし。畜舎は大なるもの三棟茲ニあり、内二棟は古るけれど中々念の

入りしものにして粗末ならざれど、一ツは廿七年頃の建築の由なれば已ニ傾廃して穴明き

殆んど廃屋の如き観をなせり。他の一ツは新しく千余円を費せしとかなれば壮大なるもの

なり。之の他ニ乳牛所一棟ありて之の建築も中々よろし。之の他ニ事務所及所員の舎宅あ
シャ リ

るのみ。一時間ならざるに茲を辞して斜里街道ニ向ふ。江刺家の話せし事務所裏の冷水一
ネ ムロ

盃を飲む。濤沸湖を渡りしとき洋服着たる人と一所ニなりしか、根室に行くとの事ニ互ニ
ホロナイ

良き伴れ得つと喜びつゝ色々話しながら行く。郵便の方ニ関係ある人ニて幌内迄行き今は

その帰路なりとか。フレトイに休みて昼飯を食ふ。此所の主人と渡場にて出逢ひしか妻は

アイヌにて明治八九年頃ニ此所ニ来りて駅逓を開きしものなる由、今は子供も沢山ありて
［仕］

十八九とも見ゆる娘の給事ニ出でしハ其の間ニ出でしものなるとか。之の辺は海岸なれと

砂丘の陰を通り行くなれば海を見ず、右手には牧柵を見、所々牛馬の群をなせしを見る。
ヤンベツ

止別ニハ藤野の放牧牛ありて道の側ニ数百群をなしおれり。種類は主に
Holstein

ホルスタイン、短

角の由なり。之の辺の放牧場は僅かに丘陵をなし或は平たんにして、楢なるべし具合良く

生じ、吾等か目には心よき計り好ましき好牧場と見られぬ。茲の坂を上れば之れより斜里

まで道路砂なれば歩行の困難甚だしければ海浜ニおり出つ。茲ニて小休し、伴の人より林
［膨］

檎を分たる。余り風強からざれど波高く□湃として岸を洗へ、時に波ニ追はれて逃げなど
［泡］

しつ。�沫高く飛べばにや、行く手来し方ニ霧たちこめて衣は潮の為めに湿りぬ。番小屋
の辺よりして再び道路に昇りて行く中ニ、今迄曇りし空やゝ晴れそめて斜里の村ニ入る頃

ニは太陽の光りも地上をてらしぬ。斜里村は五六十戸もあらんか、駅逓ニ入る。

廿五日 晴、 行程、十里三十三町
［入澤久三郎］ シベ ツ イトクシベツ

昨日入澤氏と標津ニ出でんかなどゝ相談したれど余り難渋なるべければ糸櫛別迄となし

ぬ。されど道ハ有名なる斜里山道なれば五時ニ出立せんと定めおきしが実際ハ六時頃なり

き。郵便局の吏員ニ新道を教へられ近道を行く。国道なる由なれど往来の人更ニなく日々

数人の通行あるのみなれば、細径僅かに通じ行くに従てエゾ松のはへるなる森林左右ニ生

へ茂りて昼尚ほ暗く且ツ笹密生して行く道も覆はれて見へぬ計りなり。ましてや昨夜空よ

く晴れたれば露結びて折角の白ヅボンも黒色を呈しぬ。一里計りにして海岸よりの道と合

す。之れより道やゝ広くなりぬ。行けどもへトヾ松の森林にして山道は益々昇りぬ。駅
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逓の馬なるべし、十匹計り道にありて草を食へおりしか、吾等ニ逐はれて逃げて先になり
コシカワ ［入澤］

行きしか、馬ニ乗りし者の為め再び後に逐ひ返されぬ。三里余ニして越川の駅逓あり。□□

氏用事あれば十分間休息し水などを飲む。之の駅逓より坂は弥々急となり暑さも稍々烈し

くなりぬ。清き渓水の道を横きりて流れたれど気候矢張り寒き為めなるべし、咽さほど渇

かねば二度計り飲みしのみ、その冷さ氷の如くなりき。峠の頂上ニ昇りつめしハ十一時頃
［瑠］ル ベス

にもや、山深くして風も寒く吹きぬ。瑞辺斯の駅逓は之の峠をやゝ下りし所にあり。茲ニ

て昼飯を食ふ。一時半頃出立せんと外ニ出しに糸櫛別よりの郵便馬入りぬ。茲よりハ山は

多く下りとなりたれど山の姿は更ニ変なる所なし。途中にて前の郵便馬、吾等に逐ひ付き

たればカバンなどを駅逓まで持ち行きもらう。急くことなければとてぶらへ行く。途中

の休泊所に一寸立ちより茶を飲み今晩の菜にせんとて「ヤマベ」のほせしを一つら五銭ニ

て購ひ下げ行く。糸櫛別ニ着きしハ五時ニ近かゝりき。茲も山中の一軒家なれど之の山道

中最も大なる様ニ見受けぬ。夜食には旧暦の盆なればとて茶飯、赤飯を出されぬ。入澤氏

と談話し床に入りしハ九時を過きたり。

廿六日、 曇、 行程、十二里

朝起き出で見れば空曇りて何となく雨ニてもあらんかと思はる計りの天候なり。之の宿の

女の子癇の病強きとかにて発狂かと思はるゝ程泣きむづかりぬ。始めてかゝる病にかゝり

しを見ぬ。入澤と二人にてぽつへ歩み出すニ、空いよへ急ニして一里計りも来りしか
は

思ふ頃、雨かと思はるゝ程の霧降り出でぬ。幸ひ間もなく霽れたれど天気とは尚ほならず。

之の辺ニて森林は通り抜けたれど道殆ど一直線ニて変化なければ退屈なること甚だし。三
イ チャ ニ ［羅臼］ラウス

里にして伊茶仁村ニ出づ。此所より標津まで三十町あまりあるとの事ニ入澤氏ハ良牛に行
［据］

くなれば標津に少しく用事あれど茲ニて別れんと道側の草上に倨して暫時休み別れを告

ぐ。今迄知らざりしも氏ハ根室郵便局長ニして此度用事ありて幌内迄行かれし帰りなりと
［詰］

か。標津町ハ戸数二百もあらんか稍々繁華なり。藤野鑵�所あれど時間ノ都合悪しければ
ベツカイ チャ シ コツ ノ ツケ

別海のものを見んとて急く。茶志骨より道二つニ別る。他ハ野付半島ニ到るものなり。茲

より道ハ山ニ入る。山道ニは已ニあきたれバ早く海辺ニ出でよかしと急ぎに急げとも中々

海見えず、二里余も来りしかと思ふころ木の間より海見えたり。時は已ニ一時を過きて腹

もへりたれば昼飯を食ふ。之より海辺ニは出でたれど道ハ丘上に付きたり。遙ニ野付半島
シュン

を眺め得べしと雖も砂道の困難の上ニ足も稍々疲れたれば早く別海ニ着かばやと急ぐ。春
ベツ

別と思ふところは春別ならず。如何ニしても里程表よりハ実際里数多きに非ずやなど思

ふ。時間も大分過ぎ足も疲れたれど尚ほ二里位もあらん頃より空再び曇りて太陽もかくれ

たれば軍歌など唱ひて大ニ急けど砂原の為め殆ど閉口しぬ。早や半里もあるべしと思はる

頃より弥々太陽も没したればにや足下暗く、霧も盛ニ降り出でぬ。人の顔もをぼろげなる

頃、向ふに人家を望みたれば後より付き来れる小童ニあれは別海かと尋ぬるに別海ならね

ど早や間近しとの事に大急きにて砂原をこぎ行く。町ニ入りしときハ已ニ暗黒ニして入澤
［漸］

氏より聞きし宿ニ概く入りてホット息をつきぬ。
［町］

廿七日、 曇 行程八里三十三丁
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［詰］

鑵�製造所を見物せんとしたれど目下休業中と聞きて落膽しぬ。已を得ざれハ七時出発、
ニシベツガワ

西別川橋を渡りて又も海岸の砂原道ニ入りぬ。ハマナスなどつみてぶらへ歩み行くニ後

ろより二十計りの袴はきて海軍帽かぶれる若き男馬ニ乗り来ぬ。後ろより眺むれば如何ニ
［ 趣 ］

も平家の貴公子然として中々をもむきあれバ独り興に入りしか、暫く此の辺ニて一休みせ

んと海浜の方ニ出でゝ休み居る中、二三匹の馬かけ来ぬ。良く見れば馬の鞍ニ包みゆはい
さ

付けありしかば偖てハさきの貴公子落馬せしよなと思ふ中、袴をけたて白足袋姿ニて逐ひ

来りぬ。されど四足ニ二足なれば如何で逐ひ及ぶへき、すごすごとして再び帰り来りぬ。
フウレン コ

三十町計りにして風蓮湖の渡場ニ達す。茲ニ先きの貴公子已ニ居りて船を待つ。鼻の可笑

しく尖りし老爺親切ニ物見ニ上りて人や来ると眺め居れと誰れも来らぬ様子。之の貴公子

仙台に行く由ニて仏教中学ノ生徒なるべし。馬ニつけし包みの中には衣、衣服、三円計り

の金子入りをりたる由なり。やがて船つきたりとの報せニ貴公子と二人乗る。船よりハど

やへと四五人の出稼体の者出で来りしか、水をかけられたりとつぶやけは、船頭も又何

にかシキリに悪口をなしひぬ。何事ぞと問ふに前の者ども船ニ乗りてホラを吹きたれば打

沈めくれんと思へたれど許すぬと、何やら分からず。船小なる上、波高ければ左右ニゆれ

て木の葉の如くなり。茲を立ち出でゝ此度は海浜を沿へ行く。潮干たれば貝、ひとでなど

陸ニ上げられ居たり。殆と三里計りにして道は山ニかゝりぬ。湖水より海ニ連続せる二ヶ

所の長き橋を渡る。之れよりハ人家も連続し道は高台ニ通じたれば眺望特ニよく根室の町

を遠望せしハ四時頃なりき。之の辺より各戸口に勤倹と書きし標札をかけぬ。園田長官に

見せたらば喜ぶべし。海岸の郵便局前の宿ニ入る。夜は市中を散歩す。中々寒く単衣ニて

ハ凌がれ難かりき。郵便局ニ行きて国より送り来りし為替を受け取る。

父上、小林、足助、江刺家、石澤、大光寺ニ信書を出す。本町二丁目二美喜、方

廿八日 晴、午後ニなりて曇り

八時ヲ聞きて郵便局ニ至ル、一枚ノ為替券は正誤せしあとありとて電報ニて問合す。山県

牧場ニ行く。管理人某氏及び獣医某氏と対談数刻、牛乳の御馳走ニなり場内を案内され
butter

バタ

の製造所ニ至りて
cream

クリームの
separater

セパレーターにかくるを見、郵便局ニ至らさるべからざるを

以て十一時半ニ辞し帰る。山県牧場は有名の牧場なれば茲ニは単ニ現今の有様及び余か聞

きたゞせしことのみを挙ぐれば、地積ハ八百余万坪ニして牛数ハ四百、馬ハ二百余頭あり。

現在ハ尽く放牧中なるを以て見るを得ざりしも乳牛及び種牡牛ハ之れを見るを得たり。共

ニアシヤ種ニして種牛ハ牝牛二頭と共ニ英国より買ひ入れ、昨年及び本年の二月ニ入りて
［漸］

概く着せしものなり。種牛ハ運賃共千二三百円を要せりとか。乳牛ハ二十頭計りもありし
［製］

ならんか、尽く
ayrshire

アシヤニして生乳の販売高ハ三斗のみ、其の他はバタニ勢す。バタは日々

二斥を製し一斥のバタを製するに一斗二三升を要すとの事（根室ニ搾乳業ハ六戸計りあ

り、七斗を販売す）。飼料としてハ牧草及び燕麦にして燕麦ハ一反歩一石を生産する由な

れど、畑地ニあるを見れば発生極めて悪るし。舎飼ハ十一月下旬ヨリ翌春ノ五月迄ニして、

普通牛ニハ牧草及び野草ヲ給与し、乳牛ニハ燕麦のひき割を与フ。平均一頭十五円乃至二

十円ヲ要ス。畜舎は二棟ありて共ニ建築広大なれとも明治十年頃の建築なる由なれば已ニ
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頽廃し且ツ通風極めて悪しけれは健康上可ならず。之の外ニ尚ほ二棟之れニゆづらず大な

るもの奥ニある由なれとも道遠ければ見ず。器械庫ありて茲ニ旧き西洋器具入れられあ
［倒 ］

り。毎年なれば風の為めニ燕麦臥とうして手刈とせざるべからざるも、本年ハ天気続きて
［倒 ］

生育もよく且ツ臥とう少なければ
reaper

リーパーを使用せんとて器械ヲ組立て中なりとてしきり
［居］

に組立てをりぬ。之の外ニ事務所の裏ニ新シク建築せしバタ製造所あり。其の他ハ事務員

の住宅及び物置き等ありて、牧草は何れも畜舎ニ入れ置けり。其の乾燥雨少なかりしとか

にて宜しきヲ認めぬ。地勢ハ根室半島ノ殆と中央全部を占め、之れを四五ニ区画して各区

ニ流水あり。現今ハ事務所ニ近き方ニ放牧し冬ハ奥ニ放つとか談られぬ。而して奥ニ至る

に従て樹林地となる。土地高燥なれば蚊虻ノ害更ニなく、其の他ノ流行病及び病気等多か
［抗］ ［物］

らず且つ拮校試験ニ於て不良の者更ニなかりきとか。場員及び常傭ハ二十名位ありて目今
［漸］

ハ牧草収穫期中なるを以て臨時傭を置けり。牧草ノ収穫ハ今概く一番刈りなりとか。一年

ノ経費ハ殆と一万円を要し、収入又之れに同しく唯犢牛の増加の利あるのみ。本年売却す

べき頭数ハ馬二十余頭及牛六十余頭あり。然れとも未た一頭も販売せず、之れより販売せ

んとすとて其の表を与へられたり。事務所附近ニは流水不足せるを以て水道を引けり。其

の他洩れたるを記せば、種牛ハ三才ニして発育極めて宜し。毛色ハ白色ニして之れニむし

ろ黒紫色ノ斑紋あり。種馬はパーシュロン（八才）、トロッター（三才）あり、共ニ種畜

所より貸下げせしものにして以上は余が見しものゝみ。根室市街牛乳代価は一合二銭ヨリ
［厘］

二銭五り位なり。土質ハ可ならず倭草生せるを見る。唯た土地の平坦なるを可とす。同場

員ノ語るを聞けば、当牧場は土地の不便なると冬期寒冷にして放牧することを得ざるノ不

便あり。バタは利益多からざるにより、練乳にてもせざるべからず。而して製造と畜牛と

は両立せしめ得ざるか如しと談られぬ。標津近傍迄は胡瓜実る由なれとも当地にハ産せ

ず。然るに本年ハ気候宜しき為めか当地ニも実りし由。而して入澤氏の語るを聞くニ北見

辺ニてハ其の地ニ生せしものゝ種子ハ種子用とならざる由なり。根室町ハ近年ニなりて衰

退せし由なるか旭川などゝは比較されず。然れとも家屋の構造ハ一体ニ宜しくして二階立
ベンテンジマ

ての家を多く見る。戸数三千位のものなりとか。弁天嶋ありて波をさへぎり汽船も二三町
［碇］

の近くニ錠泊し居れり。最も霧のはげしきは五、六、七月なりとか。山県牧場の搾乳ハ一

日一回のみなり。午後より市街を散歩して高台に登り、それより海岸ニ歩を徒して後ち帰

る。夜る亭主来りて漁業ニよれる根室の衰微を説き、将来根室の繁華は牧畜にあるべしと

気焔をはく。之の男の言によるに今年ハ十年来の暖気なる由ニて例年ならば単衣を洗濯し

て着ることなしとぞ。近江の人間なる由ニて商売は中々上手ニ従て取扱も丁寧なりき。夜
は

ニ入りて急ニ雨降り出せしか、船ニ乗る頃ハ已ニ霽れて朧月も出でたり。十時ニ乗り込む。

船は北見丸。

八月廿九日 晴
［ 碇 ］

午後四時迄はてい泊するなれば船ニて之の夜を送る。夜中ニなりて寒さを感じたり。乗込

客あまりなきかと思ひの外行先地あり、多数の漁夫乗込みて殆ど空席なきばかりなり。根

室半島をまはる頃ニは少しくゆれたれど其の他は平穏なりき。然れど船に弱き為めか殆ど
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［ 呻 吟 ］

寝通しにて飯も碌々食はず青くなりて伸ぎんしおりぬ。船中別段記すべきことなく、午後
クシ ロ

一時頃釧路港ニ着く。茲ニ下る客吾れと三人のみ。此の頃より急ニ風吹き出して艀船にて
マ サゴチョウ

は一寸困難なる程なりき。釧路の町ハ例の砂町なれば砂飛ぶこと甚だし。宿は真砂町�吉
方とし、直ニ郵便局に至りて澤藤小太郎氏ニ電報ヲ発し、それより市街を見物ニ行きたれ

ど風強き為め後の高台に上りて直ニ帰る。

丗日 晴、 行程凡八里十町位、及汽車
ア カンダケ

午前六時発の汽車ニて釧路を出発す。線路は海ニ沿ふて平野を走る。北の方ニ阿寒岳を望

む。所々ニ牧場らしきものを見たれど汽車なれば判然せず。何処なりしか汽笛の声しきり

なれば皆々窓より顔を出し見るに十頭計りの馬汽車ニおはれて線路ニ沿ふて走るにぞあ

る。稍々十町計りにもやトンネルのある前ニて山ニ上りぬ。之の辺の海岸は昆布の産地な
［厚内］

れば至るところにて小舟ニ打ち乗りて採集しおれり。□□駅ニて海岸をはなれて陸地ニ入
トヨコロ

る。二三人の僧侶の乗り込めるなど稍々内地めきぬ。豊頃ニて下車す。茲は最終の停車場
ト カチガワ モ イワ オビヒロ

にて近来開業せしところなれば道路も良くは付かず。十勝川を渡りて茂岩ニ出で帯広ニ急
オオ ツ

ぐ。帯広、大津ノ道路なれば人家も多からんと想像せしに案外ニして人家打絶へ更ニ北見

辺と異なることなし。右ニ十勝川の川沿の平地を望み左は丘陵地なり。新しき牧場地一ツ

あり。雨降らざる為め砂塵深くして、きびすを没する計りなり。空腹ともなりたれば帯広
［立］

ニ一里計りと思ふ頃ニて休み茶屋ニ出ちより菓子を食ひて立ち出づ。やゝ少し歩きし頃、

向ふより単衣を着し大男来れり。近より見るに澤藤なりしかば大ニ喜び共ニ談話しつゝ帯
［迎］

広ニ向ふ。今日は幸ひ非番の由にて昨日ノ電報を見て向へに出でしなりとか、好意謝すべ
［絶］

し。其の夜は澤藤氏か宿所ニ一泊し、耐へて久しき面会なればつきぬ物語りに其の夜を送

りぬ。

丗一日、 曇

澤藤は局ニ出勤し、同宿者は下痢ニて臥床しおれば澤藤か懇意なる下宿に行くことゝす。

一人の老母のみなればいと心易し。朝は借れ行きし雑誌を読み、午後よりは一寸市中を散

歩す。雨降りたれど直にはる。

九月一日、 雨

朝より澤藤来りたれば又々談話す。夜ニ入りて西洋料理の御馳走ニなる。此の日、朝より
は

の雨ニて更々ニ霽れ間もなかりしか、夜ニ入りて霧と変じ明日ノ天気如何かと案せられし

に澤藤ノ辞し去る頃にはやゝ月の光りも薄くかゞやきぬ。

九月二日 晴 行程八里二十四町

朝起き出で見れば風ありたれど太陽も輝きて天気となることの確しかなれば其の用意をな

す中に澤藤も来れり。握り飯未た出来ぬと云ふに澤藤のものと取りかへて七時頃ニ出立

す。三四丁見送りもらへ、そこにて別を告げて大通りを真直ニ南ニ行く。前日来の降雨ニ

て気候寒かりしかは、冬のシャツを着て来しかど、今日は暖かなれば夏のものと着がへす。
ウリカリムラ

一里にして賣買村なり。道大きければ真直ニ行きしニ先きにて二ツニ別れたり。一ツを択
ヒロ オ

みて行くに怪しげなる人の家の前ニ出でたれば聞き正すに、広尾ニ行くならば途中より入
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りて渡しをこへて行かざるべからずとの事に、如何ばかりもどるやと問へば千間計りと答

へたり。シクジッタリと又々後ニ引き返す。之の村ニて今日は祭礼と見えて旗行灯などを
［訊］

かゞけたり。やゝ十四五町も来りしかと思ふ頃、路傍の農家ニ入りて渡船場の道を行くに、

おりしも来りしメノコを見て、あれこそ渡船場のメノコなりとの事に一所ニなりて話しな
［札内］サツナイ

がら行く。之れより幸内道路ニ出る。之の道は間道にもや林中を迂回せし極めて狭き途に

て国道ニてはあらぬなるべし。新来の旅人には気の付かぬ道なり。七八才になる男の子と

五才ばかりかと思はるゝ児二人船を出して渡り来りぬ。茲より一里半計りにして郵便局の

前より左ニ折れて山ニ登る。これよりは一望千里ノ荒原ニして道は曽て付けたりしなるべ

けれど、行人稀れなれば人の歩む丈け道つきて、両側は丈けよりも高くすゝきなどの雑草

生へ茂れり。行けども行けども之の風景変わることなし。西の方には十勝国境の連山模糊

として南は海迄続けばなるべし其のはてを知らず、東にもやゝ低き山見えたれと之の間は
［主］

極限もなき広野にして殆ど海ニ至る。雑草ハ重にすゝきにして萩を見ず、樹木は楢の粗生
と

せるのみ。清流所々に流れたり。兎ても農耕地とはなし難かるべければ未来の牧場地なる

べけれど、土地の瘠せたると交通不便なるため容易ニ手を下し得ざるべし。山を登りし頃

二人の馬ニ乗りし男ニ行き逢へしのみ稍々三里余も来りしかと思ふほど行きしかと一人の

男にも逢はず。すゝき尾花の秋風ニ吹きなびく荒涼たる平原を孤影飄然と笠かたむけて行

く姿は実にや昔しに聞く西行か身の有様を今に忍はるべし。何処なりしか橋を渡りしに一

匹の野兎おどり出で暫し止まりて我か方を眺めおりしか、五六歩に近きし頃逃げて草叢の

中におどり入りぬ。あまり退屈なれば独り演説、軍歌などを声高く唱へて行くに遙かかな
イ タイラ

たニ以平の駅逓を望みぬ。時は三時半頃なりしも宿す。

九月三日 朝霧、午後曇 行程十里三十一町

昨夜迄は一天晴れ渡りて星さへ輝きをりたれば今日の晴天は疑へなしと思ひ寝ねしに、今

朝起き出でゝ聞けば雨滴の音を聞きぬ。雨には非らねど細霧のしとゝ降りしきるなりけ

り。之の草の道を之の天気に分け行かは、頭よりぬるゝは知れしことなれど、さればとて
［逗 ］

とー溜もなし難ければ七時少し前ニ出立す。草は昨日より短かけれど道路の草ハおとらず

生へ茂りたれば、しばしにて水をあびたらん様ニ腰より下はなりぬ。霧はやゝはれたれど

風ハ更ニなければ貫ぬきとめぬ玉ぞ散けるとはかくの如きを云うにやと思われたり。かく

一日露に打たれたらば健康の為めも如何かと案せられたれは、今更ら馬を傭へばよかりし

になど愚痴も出でたれは、今となりてハ後の祭り。ぬれぬさきこそ露をもいとへと糞元気

を出して進む。三里計りにして広き道ニ出でし頃は霧もはれて空模様もかはりやゝ青空と
タイ キ

なりたれば一層元気づきぬ。大樹ニ出でし頃ニはぬれし服も少しくかわきたり。十時半頃
［弁］

なれば素通りす。学校のある此方ニて時は早かりしかど空腹となりたれば立ちながら便当

を食ふ。大樹よりハ丘陵起ふくし樹林も多ければ農家已ニ入りて道の両側は開墾せられた
［ 親 爺 ］

り。茲より前後して来りし一人のおやぢと道連れとなり色々談話して之の地の模様を尋
モ ヨリ

ぬ。茂寄の半里計り手前ニて別れたり。茂寄は船付き場なれど近来漁のなきと此の近村元

来土地宜しからねば農産物も多からぬにより衰退せし由にて戸数百もあらんか。四時頃小
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泉と云ふニ宿ス。夜食前理髪所ニ行く。汽船の函館ニ出帆するとかにてしきりに汽笛をふ

き鳴しおりぬ。

小林、中村氏へ葉書

四日 晴天、 行程凡八里余

如何かと思へし天気のめづらしくも晴天となりたれば直ニ浜ニ下りていそ伝へニ行く。浜
［鞋］ オシラベ

は頭大の石ニして歩行ニなやむ。昨日買ひし草靴の一里計りにして切れかゝりたれば音調
ツ サ ルル

津ニて新しきを買ふ。猿留の一里計り手前よりハ砂原道となる。猿留よりハ岩石畳々とし

て道をさへぎり所々に洞門をうかちて旅人ニ便せり。されど其の困難なると共ニ風景も又
ショ ヤ

壮絶を極め未た曽て見ざるの好風景なり。而して之の風景茂寄より庶野ニ至る迄連続して

北見海岸の平凡なるに比すべくも非ず。之の旅行三十日唯た之の日を以て吾か心を満足せ
と

しむべし。右は万山高く聳へ北海の荒波岩ニげきして飛沫を高く上ぐる絶景、兎ても筆舌

の及ふところニ非ず。猿留ニて昼飯し十二時半頃出立す。今日は庶野迄と極めたれば急か

ずぶらへと行きたれど午前ニ急きし為め宿ニ着きしハ四時頃なりし。茂寄より別ニ新道

ある由なれど山ニかゝりて殆と十二里余あれば旅人誰れも之れを歩むものなく皆な海岸を
さ

通るとぞ。されど海岸道の困難なる非常ニて吾れニは左ほどならねと足弱連ニは実ニ天下

の難道ならんか、呵々。草鞋を取り変へしこと二度ニ及びぬ。且ツ猿留よりは海辺の岩石

をとりすがりて上下し波殆ど脚下ニまで及ぶところあれば身一つならでは通り難し。要す

るに此の海岸は岩層と岩塊層と石礫層及び砂層よりなる。特ニ石礫層ニて頭大の石の波の

為めに上下せられて音を発し盛ニ洗はるゝ有様は他ニて見難し。而して或る辺ニては殆と
まじ

他石を雑ゆることなしに皆な
granite

グラニットよりなれる所を見たり。之の海浜は至るところ漁

家立ちならびて今は盛ニ昆布を採取し之れを砂浜ニ乾燥しつゝあり。他の魚類も漁する由
リョジュン ホロイズミ

なれど主なるハ昆布なりとか。猿留ニて旅順陥落ノ風説を聞きしか、庶野ニて幌泉より

来り郵便脚夫の言ニよると弥々真なるか如し。駅逓ハ郵便局を兼ね海浜ニあれば終夜濤声

を聞く。

五日、 晴天 行程凡五里三十三町

今日ノ行程ハ六里ニ足らねば急ぐこともなしと八時近くニ出立す。天気は極めて麗かにし

て一点の雲もみとめねど風強く吹きて寒きこと甚だし。今日の道は砂原なれど堅ければ歩

み易く昨日よりハ余程楽なり。漁家はあまりなく一里計りにして牧場あり。馬数十頭放牧

しおりたれば柵内ニ入りて見るに別段良き馬なし。休まんとすれど風吹きて砂を飛ばしけ
［憩］ オ ゴシ

ん故物もなければ砂丘の小影ニ暫時息へしのみにて又々出掛く。幾度か細流を徒渉し小越

の村を望みし頃、海辺の砂原ニ死して間もなき小馬の屍横はりて之れニ烏十羽ばかり群り
エリ モ

て目などをついばみ居りぬ。酸鼻の極みにこそ。灯台は見せぬとか聞けば、せめて襟裳岬

頭よりの風景だけも賞せんとて山ニ登るに突然断崕の上ニ出で脚下に白浪打よせ眼界広く

三方ニ開けて壮絶極まりなく風景の大なる実ニ衣を千尋の岡ニ振ふの慨ありき。茲ニて昼

飯を食し菓子を平げ写生などして稍々一時頃まで絶壁頂上の草原ニねころぶ。今迄吹きし

風も全く止みて暖かなれば心地良きこと限なし。帰路は電線ニ沿ふて丘山をたどるに所々

〈翻刻〉札幌農学校第２３期生川嶋一郎日記

―１７０―



に小さき谷ありて下りてハ上り上りてハ下る故うるさくして中々つかる。遂ニ何処なりし

か坂を滑りて転び指を損しぬ。再び海浜をたどりて山ニ登れば庶野より来る道路に合す。

幌泉ニ入りしハ四時半頃なり。かなりの町のつもりにて宿屋なども宜しきものあるべしと

町ニ入るに案外にて百戸ニ足らぬ一小村ニて再び後ニもどりて怪しげなる宿屋ニ入る。

六日、 雨、 行程九里三十一町
［る］ ［ 体 裁 ］

宿のむさぐろしき上、極めて不丁さいなれば心地悪しきことのみ多し。朝飯を食へ終りて
［弁］

便当を出せしハ七時半過きたり。どーせ遅くれたればと思へて八時迄待ちて郵便局ニ至り

て為替を受け取る。朝より曇りたれど、まさか今日は降るまじと思へしに一里計り来し頃

よりポツへ落ちぬ。海辺ニ出でし頃には篠つく計りの強雨となりぬ。漁夫等が急がしげ

ニ昆布を取り集めし中を通り抜けて急ぐ。之の海辺の海岸も猿留ニおとらず風景よく何処
［糊］

なりしかフト目を挙け見れば遙か海岸ニ突出せし高き岩山の雨ニ烟りて模湖とし碧海は

層々白波を岸ニ送り其の間ニ漁舟の岸辺ニ向て急きこぎ行ける様、活動写真ニでもありそ

うな景色なりし。やゝ暫し廃洞ニありて雨のはるゝを待ちて立ち出づ。之れよりハ海岸も
［繕］

やゝ猿留の海辺ニ似たれど此方は修膳を加へて立派ニ作りしなれば馬も通へ居りぬ風景も
サマ ニ

中々おとらず良ろし。様似ニ近よりし頃又もや雨降り出し此度は風も強く吹き荒れたれば
と

腰より下は全くぬれぬ。一時余り烈しかりし為め小屋ニ走り込みしかども、兎ても凌き難

かりし為め再び立ち出で小河を徒渉して様似の村ニ入る。様似村は戸数五六十戸位のもの
［小］ ハコダテ

なるべし。恰も少なる函館とも称すべからんか、海中ニ突出したる岬にありて岬頭には高

き岩山あり。或る商家ニ入りてわらじを買ひ求めしに数日前茲の海浜ニ鯨の屍体漂着せし

由にて其の肉を塩漬となし販売しおりぬ。様似にて買ひし豆糖をかぢりながら独り海辺の
ホロベツ

砂原を傘かたむけてたどる。雨も稍々小止みとなりし頃幌別川の渡場ニ着きぬ。舟のみ川

辺の柳樹ニつながれたれど小屋はなければ上流の方ニ尋ね行くに、をりしも一人馬ニ乗り
［漸］

し男子の向ふ岸を通るに聞きたづねて再び下流ニもどり之度は大声して四五度呼ぶに概く
ウラカワ

オーと声して遙かより男の子一人はせ来りぬ。丸木船にて渡る。こゝより浦河迄は一里半

と聞きて元気を出して歩む。浦河に着きしハ五時過きたり。宿ハ松月館。夜は風呂ニ行き

町の模様をも見物せんと思ひしに雨又々降り出して止みそうもなければ新聞など読みて眠

ニ就く。

札幌ノ山�下宿と父上へ葉書
七日 午前曇、午後晴、 行程十里三十四町

朝起き出で見れば案外天気模様となりて日光さへ輝きいたれば大ニ力を得て七時頃出発

す。浦河町ハ支庁のあるところなれば戸数も三百位もあらんか。其の繁盛なるハ帯広など

の及ばさるところなるべし。昨日の雨の為め道路悪しくして少しく困難す。然し浦河より
モトウラカワ

ハ人通りもあり道路も砂浜ニ非らずして別ニ山ぎわニ付けたれば多ニよし。元浦川の橋を
［荻］オギフシ

渡れば萩伏村なり。之の辺ニて昨日雨ニうたれたる為めにや脚非常ニだるくしてくるしき

こと限りなく、且つ腹もへりたれバ何となく鬱々として楽しからざりしかば休茶屋ニでも
ケリマイガワ

入りて菓子を食はんと見回したれど適当ノところなくして之の村を出づ。鳧舞川の渡場よ
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オバ フ ［漸］

り二里にして姨布なり。空腹とつかれし脚を引づり気息えんへとして砂をこぎ概く村の

入口の宿屋ニ飛び込みしたゝか食ふ。十二時半頃茲を出立す。之の村は百戸以上もあるべ
シズナイ ハルタチ モンベツ

し、やゝ繁華なり。之れより静内郡ニ入りて春立、椚別などの村あり。椚別は姨布におと
シモ ケ ボウ

らず繁盛なるところなり。浦河より下々方ニ至る海岸ニ殆ど相連続してアイヌ小屋あり。

其の小屋の構造皆な一様ニして方二間四方計り樹枝を以て骨子を作り屋根及び周囲の壁ハ

かやを覆へしに過きず、間々いたどりなどの葉のつきしまゝ並へしところなどもあり、構
ママ ［斯］

造やゝ粗末なれば之のれ等ノ間ニ空隙存じてよくも期の如き家ニて冬期の寒を凌くものか

と怪しまる。而してその中ニ総て雑居するなるべし。之の辺は有名なる馬産地なれとも平

地はなくして多く海辺より直ニ丘陵地なり。而して所々殆と六七十度ノ傾斜を有する山ニ
ウ ラ シベチャリガワ

木柵をなし放牧せるを見たり。有良のアイヌ村を過きて染退川とて、いと大なる川を船に

て渡る。此方ノ岸ニて船を待ち居りし若き婦人と女の子二人計り乗りてこぎ出づるに、折

しも夕陽西の海ニ没せんとして赤き雲の水ニきらへときらめき、ひげ長きアイヌのさほ

もちてへさきニ立てる油絵などにしたき好風景なり。下々方の村ニ入りしに戦勝祝賀の為

めにや露国と日本の軍艦を作りて入り江ニ浮べ、宿の前にては山車の装飾ニいそがしかり
［物］

き二軒相対して大なる旅店ありしかは、吾れは入りて右の者ニ昇る。久しぶりにて風呂ニ

入る。

八日 午前小雨、午後晴
ニイカップ

七時朝食を終りて宿の主人より聞けば新冠牧場は茲より三里半山奥ニ入るなりと。今迄

道ニ当りしところとのみ考へおりしかば目的大ニはづれて一時ハ如何ニせんとまで思ひた

れど見ずば千歳の遺憾をなすべし、且つ日高方面の旅行の第一目的なればカバンをあづけ
ナカ ケ ボウ カミ ケ ボウ

で身軽ニ出で立つ。中下方、上下方なとの諸村を過ぎてやゝ一里計りにして道側ニ新冠御

料牧場の標木あり。茲より入るならんと思へて折りしも来かゝりしアイヌに聞き正し山路

に入る。丘陵ニ登りてより殆と一直線の道路ニして両側ニは木柵をなし楢林なり。往来の

人ニも二三人出逢ふ。稍々行けば開墾をなして牧草地となせり。朝より曇りたりしが之の

辺ニ来りて黒雲南方より油然として来り後ろよりばらへと楢の葉を打ちて落ち来りぬ。

一時は烈しき勢へなりしも間もなくはる。今日下々方ニ祝勝会あれば見物ニ行くなるべし

牧場より婦女子ノ馬車ニのりて行くニ二三台に逢ふ。牧場の入口にて暫時休みいざ行かん

と立ち上りしに、牧場より小旗をたづさへし騎馬の人々二三十人あらわれ出でぬ。祝勝会

ニ行く牧場の事務員などなるべし。さては今日ノ訪問の折りの悪るさよと思ひたれど中ニ

入りて案内を乞ふニ老へたる人二人おりて一人の乗馬服着けし人案内ニ立たれたれど之の

人あまり馬のことに精しからぬと見へて折角牧夫を尋ねしが種馬の厩を自ら案内し小馬の

方は牧夫を尋ね出して案内せしめぬ。種馬は十五六頭もありしなるべし。露国産のもの二
［一字空欄］

頭、佛国大統領より □ せしもの一頭、其他米国産のもの二三頭あり。其の他は当場産ノ
シモウサ

もの及び下総牧場産のものなり。当場の総馬数ハ二千五六百頭ありて其の中洋種は五六十

頭の由なり。本年せりに出せし頭数ハ六百頭計りにして洋種ハ尽く売れたれと和種ハ六十

頭計り遺れり、総計にて三万五六千円の由。洋種ハ皆ナ舎飼なれども其の他ハ年中放飼な
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り。冬期ハ為めに斃死するもの多しとぞ。十二時過き辞し去る。宿屋もあると聞きたれば

少しハ開けしところかと考へ行きしニ大違へにて宿屋などもなく唯た牧場ニ関係せし人の

家のみなれば昼飯を食ふ所なく空腹をかゝへて元来し道をたどるに、或る古人の句に鐘淋
ス マ

し須磨ニ宿屋はなかりけると云ふがありしかば、馬嘶く新冠ニ宿屋なかりけるとしやれ

ぬ。下々方の村ニ近く来りし頃、花火を挙げしなるべし爆声しきりに聞へ万才の声も聞え

ぬ。宿ニ着きて二階より眺むるに砲兵の服装せしもの大砲ヲひき楽隊を先導として学校生

徒などぞろへとつゞき市中を行列し近村のアイヌ、メノコなど迄盛装して中々にぎわへ

ぬ。

九日、 晴、夜雨 行程

七時ニ出立す。天気もはれそうなれば急き行く。道ハ海辺ニ出でたり。案外ニも人家更ニ
［二字空欄］

なく人通りも稀れなり。 □□ 駅より右手ニ入りしかば不思議ニ思へ道を間違へしニ非ず

やと立ち止まり通りかゝりし所の人ニ尋ぬるニ然りとの事なれは安心して行く。新冠川ニ
アッ

かゝれる橋あり。之れを渡れば山ニ登る。之れより五六町山をのぼりて又海辺ニ出づ。厚
ペツガワ

別川を舟ニて渡りしニ間もなく厚別の村ニ入る。三四十戸もあらんか、郵便局などあり。
カ バ

賀張りニて早けれど昼飯を食はゞやと行くニ二三戸のみ家ありてきたなげなる宿屋あり。

未た賀張りの村ニは非らざりけりと行き過ぐるに行けともへ砂原道のみにして人家更ら

になくそろへ腹も空き来りぬ。こは吾か地図を見あやまりしにて小村落なるべしと思ひ
ク ノ マイ

しハ賀張りニあらで厚別なりしなり。慶能舞ニ行かは旅宿あるかと望をいたぎしも之れも
ハ エ ムラ

空しく僅かに二三軒の家道ニのぞみてあるのみ、波恵村ニ入りし頃は稍々一時を過たり。

岩根牧場あり、十四年ニ設置せしものゝ由ニて道側ニ数十頭の牛馬の群を見受けたり。種
モンベツ

牛も二三頭はありたり。空腹なれば見る気にもならず急き坂を登りて門別の村ニ急く。門

別と言はゝ少しは良き町かと思ひ行きしに案外の寒村にて家屋も古きもの多く旅宿なども
［漸］

殆と木賃の如きもの二三軒あるのみ。概く町端れの菓子屋ニ入りて十銭代計りの菓子を食
サ ル フト

へ元気を回復して二時ニ出立す。佐瑠太迄は一里有余、殆と途中ニ人家なく山にかゝりて
リョウヨウ

道つけり。茲も稍々門別ニ似し町なり。遼陽占領の祝なるべし盛装せし男女のぞろへ

として北ニ歩み山車も引き行く模様なりしか、北の町端れニ会場ありて茲ニは町の若者も

兵装せしもの小学生徒の看護婦を装へせしなと並び居て何にか歌へおりし様子なりし。佐
ビラトリ ［部落］

瑠太橋を渡れば右手ニ平取ニ行く道あり。平取は愛奴の落部ニて義経を祭りし社殿もある

由なり。之れより道は又山ニ入りて楢の密林左右ニ連なり牧場となさばなされんも水ニは
ヒ ダカ イ ブリ

とぼしきか如し。日高と膽振の国境に着きしは三時を過きたらんか、何処ニ行くにか和尚
イ モッ ペ

の足駄がけニて来るニ行き逢ふのみ人通り稀ニして淋しき山道なり。井目戸と云ふ村ニて
［漸］

概く森林を出でゝ畑などを見る。之の時は已ニ太陽も西山ニ没せんとして暮色蒼然たる頃
ム カワ

なりき。門別、佐瑠太など意外の寒村なりしかば今日宿る鵡川の宿屋も如何なるにかと想

像せられしが、鵡川ニ架せし長き橋を渡りて鵡川ニ入れば思へしよりも新しき宿もありて

茲ニ宿す。余より前ニ二組計りの男女の客あり、特ニ二階ニ宿りし女連の騒がしきこと甚

だしく十一時頃迄眠られず困却す。
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十日 晴、急雨
トマ コ マイ ユウフツ

苫小牧まで馬車通へおる由なれど、さる贅沢の事を夢にもされず例の健脚ニ鞭打つ。勇仏

の停車場ニ行くにか朝より荷馬車の何台となく行きしが何れも打ち越して進む。今日より
エ ニワ タルマエ

は已ニ平原ニ出でたれば道は稍々海岸ニ沿へ遙ニ恵庭、樽前の諸山を望み得べし。道は一
［箸］

直線なれば電柱著を並べし如く行けどもへはてしなし。途中ニて左のみ速く事もなく苫
［漸］

小牧ニ一時半頃ニ着せば良き筈なる由、勇払ニて時は概く十時を過しのみなれと、或る宿
［漸］

ニ入りて昼飯の用意を頼みしに時の早き為め怪げんの顔して概く出す。之れよりは漁村の

みにして沿道ニは更ニ人家なし。ゆるゆる道草を食へて苺、はまなすなとつみ食ふ。苫小

牧の村を遠望せしは十二時頃なりし。町ニ入る五六町手前より停車場ニ入る道ありと聞き

たれば町へは行かず直ニ茲より停車場ニ向ふ。今迄も時々黒雲湧き出しかど雨とはならざ

りしも停車場の五六町前ニて急ニ大雨となりピショヌレニなりて停車場ニ入る。汽車の発
は イワ ミ ザワ

するころには雨霽れたり。火山灰地の平原を過て札幌ニ入る。同列車ニて岩見沢より大関、

中村と来たりし由なれと知らずして札幌ニて漸く知る。

忘れめや葵を草ニ

引きむすび

仮寝の野辺の

露のあけぼの
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〔附録５〕金銭出納録

八月十八日

金九十銭也 旭川ヨリ名寄迄の汽車賃

金三銭也 わらじ代

〃五銭也 林檎代

十九日

金五十銭也 パンケヌカナン宿料

二十日

金六十銭也 興部宿料
［厘］

金三銭五り わらじ代

金四銭也 二度ノ渡船代

金六銭也 葉書代

二十一日

金七十五銭也 紋別の宿料

二十二日

金六十銭也 湧別の宿料
［厘］

〃三銭五り也 わらじ代

〃四銭也 猿澗ノ渡船料
［厘］

〃二銭五り 湯銭

二十三日

金六拾銭也 登呂ノ宿料

〃四銭也 能取湖ノ渡船料

二十四日

金六十銭 網走の宿料

〃十五銭 フレトイの昼食代

〃二銭 渡船料

二十五日

金七十銭 斜里ノ宿料

〃三銭 わらじ代
［瑠］

〃二十銭 瑞辺斯の昼食代

二十六日

金五十銭 糸櫛別ノ宿料

二十七日

金五十五銭 別海の宿料

〃二銭 わらじ代

明治丗七年孟夏 北海紀行〔附録〕

―１７５―



［厘］

〃三銭五り 風蓮湖ノ渡船料

〃六銭 葉書代

二十九日

金壱円二十五銭 根室ノ宿料

金二十壱銭 船賃

金弐円 釧路行切符代

金二十銭 電報料

〃十銭 菓子代

三十日

金壱円五銭 釧路ノ宿料及船賃

金八十五銭 汽車賃

〃二銭 渡船代

〃三銭 わらじ代

〃五銭 途中にて菓子代

九月二日

金壱円也 帯広ノ宿料及洗濯代

金二銭 渡船代

三日

金六十六銭 イタラの宿料及わらじ代

〃二銭 渡船代

〃二十銭 モヨリ理髪代

〃九銭 葉書代

四日

金七十銭 茂寄ノ宿料

〃拾銭 菓子代
［厘］

〃二銭五り 音調津ニテ草鞋代

〃十銭 猿留ニテ昼飯ノ菜及わらじ代

五日

金五十五銭 庶野ノ宿料

金三銭 わらじ代

六日

金五十五銭 幌泉の宿料
［厘］

〃二銭五り わらじ代

〃五銭 豆糖代

〃三銭 幌別川の渡船代

七日
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金五十銭 浦河ノ宿料

〃二銭 鳧舞川ノ渡船料

〃十五銭 三石ノ昼食代

〃三銭 わらじ代

〃五銭 豆糖代

〃二銭 染退川の渡船料

〃二銭 ライヲン一袋代

〃七銭 林檎代

〃二銭 三石川の渡船料

八日

金六十銭 下々方ノ宿料

〃四十五銭 足袋代

九日

金六十銭 下々方ノ宿料

〃二銭 厚別川の渡船料

〃十三銭 門別ニテ菓子ト草鞋代

十日

金六十銭 鵡川の宿料

金弐十銭 勇仏ノ昼食

〃壱円六銭 苫小牧ヨリ札幌迄ノ汽車賃

〃二銭 新聞代
エ ベツ

〃拾銭 江別まんぢう

明治丗七年孟夏 北海紀行〔附録〕
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〔参考資料１〕川嶋一郎略年譜

１８８０年１１月 ２１日、川嶋泰作、きよ子の長男として、岩手県二戸郡福岡町に生まれる
１８８７年４月 福岡尋常小学校入学
１８９４年４月 福岡小学校高等科卒業
１８９５年１月 仙台遊学。日進学舎に通学
１８９５年９月 仙台数学院（東京数学院宮城分院）に転学
１８９６年４月 東京遊学。東京数学院、国民英学会に通学
１８９６年９月 早稲田中学校入学
１８９８年３月 早稲田中学校退校
１８９８年４月 私立中学郁文館入学
１８９９年４月 円覚寺内佛日庵（鎌倉）にて脚気療養、「鎌倉日記」を記す
１９００年３月 私立中学郁文館卒業
１９００年９月 札幌農学校予修科入学
１９０２年７月 札幌農学校予修科卒業
１９０２年７月 大光寺毅夫と共に夏期旅行（青森・秋田）、「東北遊記」を記す
１９０２年９月 札幌農学校本科進学
１９０３年１月 「明治三十六年当用日記」を記す
１９０３年１月 遠友夜学校教師となる
１９０４年１月 「明治三十七年当用日記」を記す
１９０４年７月 農業乙科（畜産）を専攻
１９０４年７月 河内完治、足助素一等と共に恵庭岳登山、「恵庭登山略記」を記す
１９０４年７月 小林直三郎牧場（旭川市）にて約１カ月乳牛飼養実習をする
１９０４年８月 夏期旅行（道央・道東）、「北海紀行」を記す
１９０６年７月 札幌農学校本科卒業〔第２３期生〕。卒業論文は「氷乳ノ状態ニ就テ」
１９０６年１１月 農商務省月寒種牛牧場勤務
１９１１年５月 農商務省畜産課勤務

１９１６年５月
千葉県庁勤務（～１９２２年７月）。
千葉県立種畜場分場長（１９１８）、農事試験場技師（１９２２）も兼務

１９２６年１月 二戸郡農会長就任（～１９３１年）
１９２６年３月 二戸郡養蚕組合長就任
１９２６年４月 福岡町会議員就任
１９３０年３月 福岡町長就任（～１９４６年１１月）
１９３１年１０月 養蚕実行組合二戸郡連合組合長就任
１９３３年４月 二戸産馬組合副組合長就任
１９３４年４月 盛岡銀行監査役、盛岡不動産会社取締役就任
１９３６年５月 二戸郡町村長会長就任
１９５２年１月 裁判所調停委員再任
１９７６年１月 ２９日、死去
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学年・学期 教科目 担当教官 学年・学期 教科目 担当教官

１年目１学期
（～１９０２．１２）

農学総論
２年目３学期
（～１９０４．６）

経済原論 佐藤昌介

有機化学 ［吉井豊造］ 農史 佐藤昌介

植物組織学 宮部金吾 農業実習 南鷹次郎等

動物学 原十太

３年目１学期
（～１９０４．１２）

普通作物論 南鷹次郎

英文学 ［高杉栄次郎］ 肥料論 吉井豊造

独逸語 ［橋本左五郎］ 園芸論 南鷹次郎

農業実習 ［南鷹次郎］ 植物病理学 宮部金吾

１年目２学期
（～１９０３．３）

農具論 尾泉良太郎 家畜生理学 橋本左五郎

隠花植物学 宮部金吾 昆虫学 松村松年

動物学 原十太 細菌学 橋本左五郎

英文学 高杉栄次郎 農業経済学 佐藤昌介

独逸語 橋本左五郎 殖民論 高岡熊雄

農業実習 ［尾泉良太郎］

３年目２学期
（～１９０５．３）

特用作物論 南鷹次郎

１年目３学期
（～１９０３．６）

分析化学 吉井豊造 畜産学 橋本左五郎

植物営養論 大島金太郎 家畜生理学及衛生学 橋本左五郎

農具論 尾泉良太郎 家畜飼養論 大島金太郎

隠花植物学 宮部金吾 養蚕学 須田金之助

動物学 原十太 農業経済学 佐藤昌介

英文学 大島金太郎 森林学 新島善直

独逸語 橋本左五郎

３年目３学期
（～１９０５．７）

園芸論 南鷹次郎

農業実習 尾泉良太郎 畜産学 橋本左五郎

２年目１学期
（～１９０３．１２）

土地改良論 尾泉良太郎 家畜飼養論 大島金太郎

土壌論 吉井豊造 農業経済学 佐藤昌介

隠花植物学 宮部金吾 殖民論 高岡熊雄

植物営養論 大島金太郎 森林学大意 新島善直

動物発生学 原十太 水産学大意 佐藤昌介

昆虫学 松村松年

４年目１学期
（～１９０５．１２）

畜産学 橋本左五郎

経済学 佐藤昌介 獣医学大意 南鷹次郎

農業実習 南鷹次郎等 農産製造論 吉井豊造

２年目２学期
（～１９０４．３）

普通作物論 南鷹次郎 農政学 高岡熊雄

肥料論 吉井豊造

４年目２学期
（～１９０６．３）

畜産学 橋本左五郎

土地改良論 尾泉良太郎 獣医学 南鷹次郎

植物生理学 宮部金吾 農産製造論 吉井豊造

植物営養論 大島金太郎 農政学 高岡熊雄

経済原論 佐藤昌介 ４年目３学期
（～１９０６．７）

畜産学 橋本左五郎

昆虫学 松村松年 農政学 高岡熊雄

２年目３学期
（～１９０４．６）

動物学 原十太 備考 『北海道大学大学文書館年報』第４号（２００９年３月、
１５４～１５５頁）より転載。昆虫学 松村松年
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〔解題〕

１．川嶋一郎関係資料について

北海道大学大学文書館では、川嶋昭二氏（川嶋一郎次男）から、２００７月６月１１日に川嶋

一郎関係資料３１点を寄贈いただいたことを契機に、川嶋一郎関係資料の調査・収集を行

なってきた。これまでに、川嶋家、学内部局に協力いただき大学文書館に収蔵された資料

の概要は下記のとおりである。

�１ 寄贈日 ：２００７年６月１１日 寄贈者：川嶋昭二

寄贈資料：日記３点、アルバム１点、写真６点、書簡１５点など計３１点

�２ 寄贈日 ：２００８年６月１６日 寄贈者：川嶋昭二

寄贈資料：日記２点、写真（複製）１２点

�３ 寄贈日 ：２００８年１０月６日 寄贈者：川嶋貞子

寄贈資料：写真（複製）１１点

�４ 移管日 ：２００７年１０月２９日 移管部局：農学研究院家畜生産学分野

移管資料：受講ノート６点（川嶋昭二氏が１９７６年畜産学科に寄贈した資料）

�５ 移管日 ：２００８年１１月１８日 移管部局：総合博物館

移管資料：受講ノート８点、乗車賃金割引証明票（１９０２年）、旧蔵書など３６点（川

嶋昭二氏が２００４年総合博物館に寄贈した資料）

２．川嶋一郎について

川嶋一郎（１８８０～１９７６）は１８８０年岩手県二戸郡福岡町に生まれ、１９００年私立中学郁文館

を卒業、札幌農学校予修科へ入学した。１９０２年には同校本科に進学し、橋本左五郎教授の

もとで畜産学を専攻、卒業論文「氷乳ノ状態ニ就テ」を提出し、１９０６年７月第２３期生とし

て卒業した。卒業後は、１９０６年１１月農商務省に出仕し、設立間もない農商務省月寒種牛牧

場において種牛の種畜事業・共進事業に従事した。１９１１年農商務省畜産課に異動後は綿羊

飼育奨励事業にも携わった。１９１６～１９２２年千葉県庁勤務の後、郷里の福岡町にもどり、１９２６

年二戸郡農会長、１９３０年二戸郡福岡町長など同地域における重職を歴任した。

川嶋一郎が札幌農学校予修科に入学した当時、札幌農学校の教員は佐藤昌介（第１期

生）、宮部金吾（第２期生）、橋本左五郎（第８期生）等の農学校卒業生が中心となって専

門教育を教授していた。また、本科４年級には独自の文化活動を展開していた有島武郎、

森本厚吉、蠣崎知二郎、半澤洵等の第１９期生がいた。川嶋一郎はこうした学的環境の中で

１９０２年に本科に進学し、当時の講義・試験・実習のほか、遠友夜学校教師としての活動、

足助素一、逢坂信�、半澤洵などとの交友など、学生生活を日記にしたためた。

３．川嶋一郎日記の翻刻について

本稿で翻刻したのは、川嶋一郎が札幌農学校在学中の日記４点、私立中学郁文館在学中
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の日記１点である。日記５点の概要は下記のとおりである。

�１ 「鎌倉日記」
１８９９年４月２日～同月１１日、私立中学郁文館在学中、脚気療養のため鎌倉円覚寺に

滞留した際の日記。療養生活中に行なった寺社仏閣への参拝、登山、海岸散策などを

記録している。形態は１７×２５．５㎝、表紙・裏表紙が藁半紙各１枚、本文が罫線和紙９

枚、中扉（はしがき）が無地和紙１枚、こより綴じである。筆記は墨筆で行われてい

る。なお、日記本文には「彌生日記」と題されているが、後日綴じた際の表紙には「鎌

倉日記」と記載されている。

�２ 「明治丗五年夏 東北遊記」

１９０２年７月、札幌農学校予修科卒業後の夏期休暇中、同級生の大光寺毅夫と共に青

森・秋田地方を旅行し、その後大光寺と別れて郷里の岩手県二戸郡福岡町に帰省する

までの紀行日記。十和田湖畔の山麓遭難のほか、青森、秋田、岩手県下の街並みや風

土、小坂鉱山見学などを記録している。形態は懐中手帳（８．５×１２．２×０．８㎝）で、筆

記は鉛筆である。数ページ毎に各地の水彩スケッチが描かれている。なお、同表題は、

川嶋一郎の愛読雑誌『時代思潮』の中で、川嶋一郎が傾倒した姉崎嘲風（正治）が１９０４

年３月発表した紀行文（「東北遊記」・「東北遊記余録」）にも使用されている。

�３ 「明治三十六年当用日記」
札幌農学校本科１年級～２年級在学中、１９０３年１月～７月、９月～１２月の当用日記。

校舎新築に伴い寄宿舎が解散となったことから、寄宿舎（１～７月）、下宿（９～１２

月）の両生活が記録されている。形態は市販日記（博文館製、１５×２２．５×２．５㎝）で、

筆記はペン筆である。巻末に金銭収支一覧、金銭出納録の記録がある。

�４ 「明治三十七年当用日記」
札幌農学校本科２年級～３年級在学中、１９０４年１月～７月、９月～１２月の当用日記。

下宿生活のほか、同級生等と一軒家を借りた自炊共同生活（１０月～）を記録している。

形態は市販日記（博文館製、１３×１９．５×２．８㎝）で、筆記はペン筆である。巻末に金

銭収支一覧、金銭出納録の記録がある。

�５ 「明治丗七年孟夏 北海紀行」・「恵庭登山略記」

札幌農学校本科２年級在学中、１９０４年７月小林直三郎牧場（旭川市）にて約１カ月

乳牛飼養実習をした後、８月～９月夏期休暇を利用して、網走、根室、釧路、帯広、

日高地方を旅行した際の紀行日記。巻末に、同年７月、河内完治、足助素一等ととも

に恵庭岳登山をした日記が記載されている。形態は懐中手帳（９．０×１４．３×１．０㎝）で、

筆記は主に鉛筆である。数ページ毎に各地のスケッチ（鉛筆・墨筆）が描かれている。

なお、川嶋一郎は学生時代に上記５点の日記のほか、回想『吾が半生の思い出』（川嶋

一郎著・川嶋昭二編、１９９２年私家版）によれば、「独立日記」（１９０１年札幌農学校予修科生

徒の際の自炊生活日記）を当時記していたと述べている。しかし、「独立日記」の現存は

〔解題〕
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確認できていない。

本稿における翻刻では、札幌農学校本科生の学期中の日常生活を記した「当用日記」２

点については、人物、書名等が多数記載されているため、巻末に注記を付した。また、「北

海紀行」は、川嶋昭二氏が翻刻された『北海紀行 明治三十七年八月十日―九月十日』（私

家版）と照らし合わせながら翻刻を行なった。紀行日記である「東北遊記」、「北海紀行」、

「恵庭登山略記」のスケッチは口絵としてすべて掲載した。

また、翻刻作業と平行して、川嶋一郎関係資料調査は、�１ 入学（入学志願動機の特徴

と入学経路の類型）、�２ 学業・修学旅行、�３ 読書（ロシア文学の移入経路と生徒の傾

倒）、�４ 衣食住生活（寄宿舎・下宿・共同自炊、金銭簿、学校衛生）、�５ 動揺（辞職勧

告事件・大学昇格問題・日露戦争）、�６ 遠友夜学校（指導体制、授業・試験・成績、諸

会活動・行事）を中心に行なってきた。これらの調査結果は、２００９年６月２２日開催の第５

回北海道大学史研究会「札幌農学校第２３期生川嶋一郎の学生生活―学業・ロシア文学・遠

友夜学校―」で一部報告し、川嶋昭二氏にコメントしていただく予定である。川嶋一郎関

係資料目録を付した調査報告は『北海道大学大学文書館年報』第５号（２０１０年３月）で発

表する予定である。

※本稿は、２００８年度財団法人北海道大学クラーク記念財団新渡戸基金研究助成「２０世紀初頭札幌農学校

生徒の生活―第２３期生川嶋一郎日記を中心として―」の成果である。

〔謝辞〕川嶋一郎関係資料調査にあたり、聴き取り調査、資料提供など、多くの方々に御協力をいただ

きました。川嶋昭二氏、川嶋貞子氏、菅原孝平氏、二戸歴史民俗資料館、田中舘愛橘記念科学館、東北

大学史料館の皆様、厚く御礼を申し上げます。
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